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序

　埼玉県北部の県境を流れ下る利根川は、日本の河川の長男として「坂東太郎」

の異名を持つ大河です。流域に育まれた肥沃で広大な大地には、1,280万人にもお

よぶ人々が生活を営んでいます。

　利根川は万葉集の東歌に「刀
と ね

祢河
か

泊
は

」と詠まれるなど、いにしえから畏怖と親

愛の想いが籠められてきました。その滔
とうとう

々たる流れは交通路として、また農業・

生活・工業用水の源として、限りない恩恵をもたらしています。その一方で、過

去にはたびたび恐ろしい水害も引き起こしてきました。国土交通省ではこうした

災害を未然に防ぐため、様々な対策を講じています。首都圏の安全性を確保する

ために実施される、氾濫区域の堤防強化対策事業もその一環です。

　この事業地に含まれる加須・羽生・久喜地区には、周知の埋蔵文化財包蔵地が

多数存在しています。今回、発掘調査を行った加須市の宮西遺跡と宮東遺跡もそ

の一つです。発掘調査は堤防強化対策事業に伴う事前調査で、国土交通省関東地

方整備局の委託を受け、当事業団が実施しました。発掘調査の結果、古墳時代か

ら近世までの長期間におよぶ人々の生活の痕跡が折り重なるように発見されまし

たが、本書では古墳時代から古代までを中心に報告します。

　古代の生活面では、床面から砂が噴き出した状態の竪穴住居跡も発見されまし

た。これは弘
こうにん

仁９年の大地震による液状化現象の痕跡であり、平安時代の住居跡

について、文字資料を用いずに「年」を特定できた稀な検出例です。今回の発見

は、当地域の歴史を知る上だけでなく、地震などの自然災害と関わった人々の暮

らしが明らかになった点で、とても重要な発見となりました。

　本書は、これらの発掘調査結果をまとめたものです。埋蔵文化財の保護及び普

及啓発の資料として、また学術研究の基礎資料として、多くの方々に御活用いた

だければ幸いです。

　最後に、本書の刊行にあたり、発掘調査の諸調整に御尽力を賜りました埼玉県

教育局市町村支援部文化資源課をはじめ、国土交通省関東地方整備局、加須市教

育委員会、地元関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

令和３年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 　 事 　 長 　 藤 田 栄 二



例　言

１　本書は加須市大越地内に所在する宮西遺跡第

１～４次調査、加須市大越地内に所在する宮東

遺跡第１～６次調査の発掘調査報告書である。

２　遺跡の代表地番、発掘調査届に対する指示通

知は、以下のとおりである。

宮西遺跡（№69－040）

第１次調査

　加須市大越2057-1他

　平成23年11月7日付け教生文第２－55号

第２次調査

　加須市大越2057-1

　平成24年４月20日付け教生文第２－７号

第３次調査

　加須市大越2066-1他

　平成25年10月３日付け教生文第２－40号

第４次調査

　加須市大越下寺町2059他

　平成26年９月12日付け教生文第２－38号

宮東遺跡（№69－042）

第１次調査

　加須市大越畑ヶ田2555-1他

　平成24年４月20日付け教生文第２－８号

第２次調査

　加須市大越2555-1他

　平成25年５月24日付け教生文第２－９号

第３次調査

　加須市大越2539-1

　平成26年２月５日付け教生文第２－61号

第４次調査

　加須市大越畠田2538-1

　平成26年５月15日付け教生文第２－６号

第５次調査

　加須市大越川圦2686-4

　平成27年６月１日付け教生文第２－16号

第６次調査

　加須市大越川圦2686-4他

　平成28年５月19日付け教生文第２－５号

３　発掘調査は、首都圏氾濫区域堤防強化対策に

伴う埋蔵文化財記録保存のための事前調査であ

る。埼玉県教育局市町村支援部文化資源課（発

掘調査時は生涯学習文化財課）が調整し、国土

交通省関東地方整備局の委託を受け、公益財団

法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団（宮西遺跡第

１次調査時は財団法人）が実施した。

４　各事業の委託事業名は下記のとおりである。

発掘調査事業（平成23年度）

「首都圏氾濫区域堤防強化対策（加須・羽生地

区）における埋蔵文化財発掘調査」

発掘調査事業（平成24年度）

「首都圏氾濫区域堤防強化対策（加須・羽生・

久喜地区）における平成24年度埋蔵文化財発

掘調査」

発掘調査事業（平成25年度）

「利根川上流河川改修事業における平成25年度

埋蔵文化財発掘調査」

「首都圏氾濫区域堤防強化対策における平成25

年度埋蔵文化財発掘調査」

発掘調査事業（平成26年度）

「首都圏氾濫区域堤防強化対策（加須・久喜地

区）における平成26年度埋蔵文化財発掘調査」

発掘調査事業（平成27年度）

「首都圏氾濫区域堤防強化対策（加須・久喜地

区）における平成27年度埋蔵文化財発掘調査」

発掘調査事業（平成28年度）

「首都圏氾濫区域堤防強化対策における平成28

年度埋蔵文化財発掘調査」

報告書作成事業（平成30年度）

「首都圏氾濫区域堤防強化対策における平成30

年度埋蔵文化財発掘調査（整理）」

報告書作成事業（平成31年度）



「首都圏氾濫区域堤防強化対策における平成31

年度埋蔵文化財発掘調査（整理）」

報告書作成事業（令和２年度）

「首都圏氾濫区域堤防強化対策における令和２

年度埋蔵文化財発掘調査（整理）」

５　発掘調査・整理報告書作成事業はⅠ－３に示

した組織により実施した。各遺跡の発掘調査期

間と担当者は以下のとおりである。

発掘調査

宮西遺跡

第１次調査

　平成23年11月１日～平成24年３月31日

　担当:吉田稔・橋本脩平

第２次調査

　平成24年４月６日～平成24年５月31日

　担当:山本靖・髙屋敷飛鳥

第３次調査

　平成25年10月１日～平成26年２月28日

　担当:田中広明・渡邊理伊知

第４次調査

　平成26年10月１日～平成26年12月31日

　担当:渡邊理伊知・宮村誠二

宮東遺跡

第１次調査

　平成24年４月６日～平成25年３月31日

　担当:田中広明・中泉雄太

第２次調査

　平成25年４月１日～平成25年９月30日

　担当:田中広明・渡邊理伊知

第３次調査

　平成26年２月３日～平成26年３月31日

　担当:田中広明・渡邊理伊知

第４次調査

　平成26年４月１日～平成27年３月31日

　担当:田中広明・堀内紀明・滝澤誠

　　　　高田賢治

第５次調査

　平成27年４月１日～平成28年３月31日

　担当:堀内紀明・水村雄功

第６次調査

　平成28年４月１日～平成28年７月31日

　担当:堀内紀明・水村雄功

整理報告書作成事業

平成30年度

　平成30年10月１日～平成31年３月31日

　担当:吉田稔（10月１日～10月31日）

　　　　滝澤誠（11月１日～３月31日）

令和元年度

　平成31年４月１日～令和２年３月31日

　担当:滝澤誠（４月１日～３月31日）

　　　　村山卓（１月１日～３月31日）

令和２年度

　令和２年４月１日～令和３年３月31日

　担当:滝澤誠
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として印刷・刊行した。

６　発掘調査における基準点測量は、宮西遺跡

が株式会社サクラプランニング（第１次・第

２次）、中央航業株式会社（第３次）、株式会社

本州（第４次）に、宮東遺跡が株式会社ウッド

（第１次）、有限会社ジオプランニング（第２次）、

中央航業株式会社（第３次・第４次）、株式会

社東京航業研究所（第５次）に委託した。

７　空中写真撮影は宮西遺跡が中央航業株式会社

（第１次・第２次・第４次）、株式会社新日本エ

グザ（第３次）に、宮東遺跡が中央航業株式会

社（第１次・第２次・第３次・第４次）、株式

会社東京航業研究所（第５次）、株式会社GIS

関東（第６次）に委託した。

８　炭化物の放射性炭素年代測定、出土した木

製品の樹種同定、出土した骨の同定、堆積物中

のテフラ分析・花粉分析、珪藻化石群集分析は、

株式会社パレオ・ラボに委託した。

９　発掘調査における写真撮影は各担当者が行い、



出土遺物の写真撮影は滝澤が行った。

10　出土品の整理・図版作成は、吉田・村山・滝

澤が行い、鉄製品は瀧瀬芳之、木製品は矢部瞳、

石製品は水村、鉄滓・羽口は赤熊浩一、埴輪は

大谷徹の協力を得た。

11　本書の執筆は、Ⅰ－１を埼玉県教育局市町村

支援部文化資源課、その他を滝澤が行った。

12　本書の編集は滝澤が行った。

13　本書にかかる諸資料は、令和３年４月以降埼

玉県教育委員会が管理・保管する。

14　発掘調査、報告書刊行にあたり、加須市教

育委員会をはじめ関係機関及び下記の皆様から

ご教示・ご協力を賜った。記して感謝致します。

（敬称略）

赤井博之　岩田薫　尾野善裕　城ケ谷和広　

永井宏幸　



１　本書におけるＸ・Ｙの数値は、世界測地系

国土標準平面直角座標第Ⅸ系（原点北緯36°

00′ 00″、東経139° 50′ 00″）に基づく座

標値を示す。また、各挿図に記した方位はすべ

て座標北を示している。

２　調査で使用したグリッドは、国土標準平面

直角座標に基づく10×10mの範囲を基本（１グ

リッド）とし、各遺跡に調査区全体をカバーす

る方眼を組んだ。

３　グリッド名称は、北西隅を基点とし、北から

南方向にアルファベット(Ａ・Ｂ・Ｃ…）、西

から東方向に数字（１・２・３…)を付し、ア

ルファベットと数字を組み合わせ、例えばＤ－

５グリッド等と呼称した。

４　本書における本文・挿図・表に示す遺構の略

号は、以下のとおりである。

　ＳＪ…住居跡　ＳＢ …掘立柱建物

　ＳＥ…井戸跡　ＳＤ…溝跡　ＳＬ…畠跡

　ＳＫ…土壙　Ｐ…ピット・柱穴

５　本書に掲載した遺構番号は、発掘調査時に付

した番号を一部振り替え、新旧対照は各遺構の

一覧表に記した。

６　本書における挿図の縮尺は、以下のとおりで

ある。但し、一部例外もあり、それについては

図中に縮尺とスケールを示した。

　　調査区全体図　1：200　1：1,200　1：1,600

　　住居跡・井戸跡・土壙　1：60

　　溝跡　1：60　1：100　1：120

　　畠跡　1：60　1：120　1：200

　　土器集中　1：60　基本層序　1：60

　　土師器・須恵器・石材・土製品・石製品・

　　木製品　１：４

　　土錘・土玉　１：２　鉄製品・鉄滓　１：３　

７　遺物実測図の表記方法は以下のとおりである。

須恵器は断面黒塗り、灰釉陶器は断面・釉範囲

10％、赤彩範囲10％、黒色処理30％、油煙付着

範囲は50％のトーンで示し、砥具の砥面は

で範囲を示した。

８　遺構図中の網掛けは各遺構図に内容を示した。

９　遺構断面図に表記した水準数値は、全て海抜

標高（単位m）を表す。

10　遺構一覧表の表記は以下のとおりである。

　・長さ・幅・深さ・短径・長径はm単位である。

11　遺物観察表の表記方法は以下のとおりである。

　・大きさは㎝・重さはg単位である。

　・（　）内は推定値、［　］は残存値を示す。

　・胎土は土器中に含まれる鉱物等のうち、特徴

的なものを記号で示した。

Ａ：雲母　Ｂ：片岩　Ｃ：角閃石　Ｄ：長石　

Ｅ：石英　Ｆ：軽石　Ｇ：砂粒子　Ｈ：赤色粒子　

Ｉ：白色粒子　Ｊ：白色針状物質

Ｋ：黒色粒子　Ｌ：その他

　・残存率は、図示した器形に対する大まかな遺

存程度を％で示した。

　・焼成は、良好・普通・不良の３段階に分けて

示した。

　・色調は『新版標準土色帖』に従った。

　・備考には、注記№・煤の付着・生産地・年代

等を示した。

　・土器・陶磁器の生産地については、胎土に

よって判断した。

12　観察表中の遺構名は、遺物の対照を可能にす

るため、旧番号を使用した。

13　本書に使用した地形図は、国土地理院発行

1/50,000地形図を編集の上使用した。

凡　例



宮東　遺構名等変更一覧表

旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新

SJ8・19(1
次）

欠番
SJ14(4次） SJ67　欠番 SB1(4次） SB5　欠番 SE29(2次） SE110

SD30(1次）
一 部 SK156
に変更SJ15(4次） SJ68 SB2(4次） SB6 SE30(2次） SE111

SJ1(2次） SJ30　欠番 SJ16(4次） SJ69 SB3(4次） SB7 SE31(2次） SE112 SD32(1次） SL3畝1

SJ2(2次） SJ31 SJ17(4次） SJ70 SA1(1次） SB4 SE32(2次） SE113 SD33(1次） SL3畝2

SJ3(2次） SJ32　欠番 SJ18(4次） SJ71 SA2(1次） SB4 SE33(2次） SE114 SD34(1次） SL3畝3

SJ4(2次） SJ33 SJ19(4次） SJ72 SE18・62(1
次）

欠番
SE1(4次） SK316 SD35(1次） SL3畝4

SJ5(2次） SJ34 SJ20(4次） SJ73 SE2(4次） SE116 SD36(1次） SL3畝5

SJ6(2次） SJ35 SJ21(4次） SJ74 SE14(1次） SK154 SE3(4次） SE117 SD1(2次） SD56

SJ7(2次） SJ36 SJ22(4次） SJ75 SE30(1次） SK158 SE4(4次） SE118 SD2(2次） SD57

SJ8(2次） SJ37 SJ23(4次） SJ76　欠番 SE50(1次） SE5 SE5(4次） SE119 SD3(2次） SD58

SJ9(2次） SJ38 SJ24(4次） SJ77 SE59(1次） SK161 SE6(4次） SE120 SD4(2次） SD59

SJ10(2次） SJ39 SJ25(4次） SJ78 SE1(2次） SE82 SE7(4次） SE121 SD5(2次） SD50

SJ11(2次） SJ40 SJ26(4次） SJ79 SE2(2次） SE83 SE8(4次） SE122 SD6(2次） SD61

SJ12(2次） SJ41　欠番 SJ27(4次） SJ80　欠番 SE3(2次） SE84 SE9(4次） SE123 SD7(2次） SD62

SJ13(2次） SJ42 SJ28(4次） SJ81 SE4(2次） SE85 SE10(4次） SE124 SD8(2次） SD39

SJ14(2次） SJ43 SJ29(4次） SJ82 SE5(2次） SE86 SE11(4次） SE125 SD9(2次） SD64

SJ15(2次） SJ44 SJ30(4次） SJ83 SE6(2次） SE87 SE12(4次） SE126 SD10(2次） SD65

SJ16(2次） SJ45 SJ31(4次） SJ84 SE7(2次） SE88 SE13(4次） SE127 SD11(2次） SD66

SJ17(2次） SJ46 SJ32(4次） SJ85 SE8(2次） SE89 SE14(4次） SE128 SD12(2次） SD67

SJ18(2次） SJ47 SJ33(4次） SJ86 SE9(2次） SE90 SE15(4次） SE129 SD13(2次） SD68

SJ19(2次） SJ48 SJ34(4次） SJ87 SE10(2次） SE91 SE16(4次） SE130 SD1(4次） SD69

SJ20(2次） SJ49 SJ35(4次） SJ88 SE11(2次） SE92 SE17(5次） SE131 SD2(4次） SD70

SJ21(2次） SJ50 SJ36(4次） SJ89 SE12(2次） SE93 SE18(5次） SE132　欠番 SD3(4次） SD71

SJ22(2次） SJ51 SJ37(4次） SJ90 SE13(2次） SE94 SE19(5次） SE133 SD4(4次） SD72

SJ23(2次） SJ52 SJ38(4次） SJ91 SE14(2次） SE95 SE20(5次） SE134 SD5(4次） SD73

SJ24(2次） SJ53　欠番 SJ39(5次） SJ92 SE15(2次） SE96 SE21(5次） SE135 SD6(4次） SD74

SJ1(4次） SJ54 SJ40(5次） SJ93 SE16(2次） SE97 SE22(5次） SE136 SD7(4次） SD75

SJ2(4次） SJ55 SJ41(5次） SJ94 SE17(2次） SE98 SE23(5次） SE137 SD8(4次） SD76

SJ3(4次） SJ56 SJ42(5次） SJ95 SE18(2次） SK187(SE99) SE24(5次） SE138 SD9(4次） SD77

SJ4(4次） SJ57 SJ43(5次） SJ96 SE19(2次） SE100　欠番 SE25(6次） SE139 SD10(4次） SD78

SJ5(4次） SJ58 SJ44(5次） SJ97 SE20(2次） SE101 SE26(6次） SE140 SD11(4次） SD79

SJ6(4次） SJ59 SJ45(5次） SJ98 SE21(2次） SE102 SE27(6次） SE141 SD12(4次） SD80

SJ7(4次） SJ60 SJ46(5次） SJ99 SE22(2次） SK186(SE103) SE28(6次） SE142 SD13(4次） SD81

SJ8(4次） SJ61 SJ47(5次） SJ100 SE23(2次） SE104 SE29(6次） SE143 SD14(4次） SD82

SJ9(4次） SJ62 SJ48(5次） SJ101 SE24(2次） SE105 SE30(6次） SE144 SD15(4次） SD83

SJ10(4次） SJ63　欠番 SJ49(6次） SJ102 SE25(2次） SE106 SD24・37・
38(1次 )

欠番
SD16(4次） SD84

SJ11(4次） SJ64 SJ50(6次） SJ103　欠番 SE26(2次） SE107 SD17(4次） SD85

SJ12(4次） SJ65 SJ51(6次） SJ104　欠番 SE27(2次） SE108 SD21(1次） SD13 SD18(4次） SD86

SJ13(4次） SJ66 SJ52(6次） SJ105　欠番 SE28(2次） SE68 SD27(1次） SK155 SD19(4次） SD87

遺跡名 グリッド X座標 Y座標 北緯 東経 標高

宮西遺跡第１次 Ｆ−11 20300.000m -18960.000m 36° 10’58.0094” 139° 37’21.1467” 13.646m

宮西遺跡第２次 Ｆ−11 20300.000m -18960.000m 36° 10’58.0094” 139° 37’21.1467” 13.094m

宮西遺跡第３次 Ｂ−４ 20270.000m -18910.000m 36° 10’57.0395” 139° 37’23.1505” 13.000m

宮西遺跡第４次 Ｃ−６ 20330.000m -19010.000m 36° 10’58.9792” 139° 37’19.1429” 12.884m

宮東遺跡第１次 Ｈ−11 20200.000m -18750.000m 36° 10’54.7749” 139° 37’29.5602” 12.733m

宮東遺跡第２次 Ｈ−10 20200.000m -18750.000m 36° 10’54.7788” 139° 37’29.1600” 12.700m

宮東遺跡第３次 Ｂ−７ 20160.000m -18660.000m 36° 10’53.4878” 139° 37’33.1657” 12.856m

宮東遺跡第４次 Ｅ−13 20130.000m -18600.000m 36° 10’52.5186” 139° 37’35.5697” 12.100m

宮東遺跡第５次 Ｊ−23 20080.000m -18500.000m 36° 10’50.9032” 139° 37’39.5762” 12.200m

宮東遺跡第６次 Ｊ−23 20080.000m -18500.000m 36° 10’50.9032” 139° 37’39.5762” 12.200m
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SD20(4次） SD88 SD73(4次） SL15畝6 SD126(4次） SD194 SD179(4次） SD247 SD232(4次） SD300

SD21(4次） SD89 SD74(4次） SD142 SD127(4次） SD123 SD180(4次） SD248 SD233(4次） SD301

SD22(4次） SD90 SD75(4次） SD143 SD128(4次） SD196 SD181(4次） SL5畝1 SD234(4次） SD225

SD23(4次） SD91 SD76(4次） SL15畝13 SD129(4次） SL14畝11 SD182(4次） SL5畝8 SD235(4次） SD303

SD24(4次） SD92 SD77(4次） SD145 SD130(4次） SD198　欠番 SD183(4次） SL5畝10 SD236(4次） SL12畝14

SD25(4次） SD93　欠番 SD78(4次） SL15畝17 SD131(4次） SD199 SD184(4次） SL5畝4 SD237(4次） SD305

SD26(4次） SD94 SD79(4次） SD147 SD132(4次） SD200 SD185(4次） SL5畝6 SD238(4次） SD306

SD27(4次） SD82 SD80(4次） SD148 SD133(4次） SL5畝13 SD186(4次） SD254 SD239(4次） SD307

SD28(4次） SD96 SD81(4次） SD149 SD134(4次） SD202 SD187(4次） SD255 SD240(4次） SD322

SD29(4次） SD97 SD82(4次） SD150 SD135(4次） SL14畝15 SD188(4次） SD256 SD241(4次） SD309

SD30(4次） SD98 SD83(4次） SD151 SD136(4次） SD204 SD189(4次） SL5畝11 SD242(4次） SD310

SD31(4次） SD99 SD84(4次） SD152 SD137(4次） SL4畝4 SD190(4次） SL5畝12 SD243(4次） SD311

SD32(4次） SL15畝15 SD85(4次） SD153 SD138(4次） SL4畝3 SD191(4次） SD229 SD244(4次） SD312

SD33(4次） SL15畝13 SD86(4次） SD154 SD139(4次） SD207 SD192(4次） SD260 SD245(4次） SD313

SD34(4次） SL15畝12 SD87(4次） SD155 SD140(4次） SL4畝5 SD193(4次） SD261 SD246(4次） SD314

SD35(4次） SL15畝11 SD88(4次） SL5畝16 SD141(4次） SL4畝1 SD194(4次） SL12畝13 SD247(4次） SD315

SD36(4次） SL15畝10 SD89(4次） SD157 SD142(4次） SL4畝2 SD195(4次） SL12畝12 SD248(4次） SD316

SD37(4次） SL15畝12 SD90(4次） SD158 SD143(4次） SD211 SD196(4次） SL12畝11 SD249(4次） SD317

SD38(4次） SD106 SD91(4次） SD159 SD144(4次） SD212 SD197(4次） SL12畝10 SD250(4次） SD318

SD39(4次） SL15畝10 SD92(4次） SD160 SD145(4次） SD213 SD198(4次） SL12畝9 SD251(4次） SD319

SD40(4次） SD108 SD93(4次） SD161 SD146(4次） SD214 SD199(4次） SL12畝7 SD252(4次） SD320

SD41(4次） SL15畝9 SD94(4次） SD162 SD147(4次） SD215 SD200(4次） SL12畝6 SD253(4次） SD321

SD42(4次） SD106 SD95(4次） SD163 SD148(4次） SD216 SD201(4次） SD269 SD254(4次） SD322

SD43(4次） SD111 SD96(4次） SL14畝14 SD149(4次） SD217 SD202(4次） SD270 SD255(4次） SD323

SD44(4次） SL15畝8 SD97(4次） SD165 SD150(4次） SD218 SD203(4次） SD271 SD256(4次） SD324

SD45(4次） SL15畝7 SD98(4次） SD166 SD151(4次） SD219 SD204(4次） SL12畝8 SD257(4次） SD325

SD46(4次） SD114 SD99(4次） SL14畝17 SD152(4次） SD220 SD205(4次） SL11畝2 SD258(4次） SD326

SD47(4次） SL15畝6 SD100(4次） SL14畝16 SD153(4次） SD221 SD206(4次） SL12畝5 SD259(4次） SD361

SD48(4次） SL15畝5 SD101(4次） SD169 SD154(4次） SD222 SD207(4次） SL11畝3 SD260(4次） SD328

SD49(4次） SL15畝3 SD102(4次） SD170 SD155(4次） SD223 SD208(4次） SL12畝4 SD261(4次） SD329

SD50(4次） SL15畝2 SD103(4次） SD171 SD156(4次） SD224 SD209(4次） SL11畝4 SD262(4次） SD330

SD51(4次） SD119 SD104(4次） SD172 SD157(4次） SD225 SD210(4次） SL12畝3 SD263(4次） SD331

SD52(4次） SL15畝1 SD105(4次） SD173 SD158(4次） SD225 SD211(4次） SD279 SD264(4次） SD332

SD53(4次） SD121 SD106(4次） SD174 SD159(4次） SD227 SD212(4次） SL12畝1 SD265(4次） SD333

SD54(4次） SD122 SD107(4次） SL14畝13 SD160(4次） SD228 SD213(4次） SL11畝5 SD266(4次） SD334

SD55(4次） SD123 SD108(4次） SL14畝12 SD161(4次） SD229 SD214(4次） SL12畝2 SD267(4次） SD335

SD56(4次） SL15畝4 SD109(4次） SL14畝10 SD162(4次） SD230 SD215(4次） SL10畝7 SD268(4次） SD336

SD57(4次） SD125 SD110(4次） SL14畝9 SD163(4次） SD231 SD216(4次） SL10畝6 SD269(4次） SD322

SD58(4次） SD151 SD111(4次） SL14畝9 SD164(4次） SD232 SD217(4次） SL11畝1 SD270(4次） SD338

SD59(4次） SD127 SD112(4次） SL14畝8 SD165(4次） SD233 SD218(4次） SD286 SD271(4次） SD339

SD60(4次） SL15畝16 SD113(4次） SD181 SD166(4次） SD234 SD219(4次） SL10畝5 SD272(4次） SD340

SD61(4次） SL15畝15 SD114(4次） SL14畝7 SD167(4次） SD235 SD220(4次） SL10畝4 SD273(4次） SD341

SD62(4次） SL15畝14 SD115(4次） SL14畝5 SD168(4次） SD236 SD221(4次） SL10畝3 SD274(4次） SD342　欠番

SD63(4次） SD131 SD116(4次） SL14畝6 SD169(4次） SD237 SD222(4次） SL13畝6 SD275(4次） SD343　欠番

SD64(4次） SD132 SD117(4次） SL14畝6 SD170(4次） SL5畝9 SD223(4次） SL13畝5 SD276(4次） SD344　欠番

SD65(4次） SD133 SD118(4次） SL14畝4 SD171(4次） SL5畝14 SD224(4次） SL13畝3 SD277(4次） SD345　欠番

SD66(4次） SD134 SD119(4次） SD187 SD172(4次） SL5畝13 SD225(4次） SL13畝4 SD278(4次） SD346

SD67(4次） SD135 SD120(4次） SL14畝3 SD173(4次） SL5畝15 SD226(4次） SL13畝2 SD279(4次） SD347

SD68(4次） SD111 SD121(4次） SD189 SD174(4次） SD242　欠番 SD227(4次） SL10畝2 SD280(4次） SD348

SD69(4次） SD137 SD122(4次） SD189 SD175(4次） SL5畝7 SD228(4次） SD296 SD281(4次） SD349

SD70(4次） SD122 SD123(4次） SL14畝2 SD176(4次） SL5畝5 SD229(4次） SD297 SD282(4次） SD350

SD71(4次） SL15畝10 SD124(4次） SL14畝1 SD177(4次） SL5畝3 SD230(4次） SD298 SD283(4次） SL8畝7

SD72(4次） SD114 SD125(4次） SD193 SD178(4次） SL5畝2 SD231(4次） SL10畝1 SD284(4次） SL8畝6
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SD285(4次） SL8畝5 SD335(5次） SD406 SD388(5次） SL1畝3 SD441(6次） SD512 SD494(6次） SD565

SD286(4次） SD354 SD336(5次） SD407 SD389(5次） SL1畝4 SD442(6次） SD513 SD495(6次） SL16畝1

SD287(4次） SL8畝4 SD337(5次） SD408 SD390(5次） SL1畝5 SD443(6次） SD514 SD496(6次） SD567

SD288(4次） SL8畝3 SD338(5次） SD409 SD391(5次） SL1畝6 SD444(6次） SD515 SD497(6次） SD568

SD289(4次） SL8畝2 SD339(5次） SD410 SD392(5次） SL1畝7 SD445(6次） SD516 SD498(6次） SD569

SD290(4次） SL8畝1 SD340(5次） SD411 SD393(5次） SL1畝8 SD446(6次） SD517 SD499(6次） SD571

SD291(4次） SD98 SD341(5次） SD412 SD394(5次） SL1畝9 SD447(6次） SD516 SD500(6次） SD571

SD292(4次） SD360　欠番 SD342(5次） SD413 SD395(5次） SL1畝10 SD448(6次） SD519 SD501(6次） SD572

SD293(4次） SD361 SD343(5次） SD414 SD396(5次） SL1畝11 SD449(6次） SD520 SD502(6次） SD573

SD294(4次） SD362 SD344(5次） SD415 SD397(5次） SL1畝12 SD450(6次） SD521 SD503(6次） SD574

SD295(4次） SD363 SD345(5次） SD416 SD398(5次） SD469 SD451(6次） SD521 SD504(6次） SD575

SD296(4次） SD364 SD346(5次） SD417 SD399(5次） SD470 SD452(6次） SD523 SD505(6次） SD574

SD297(4次） SD365 SD347(5次） SD418 SD400(5次） SD471　欠番 SD453(6次） SD523 SD506(6次） SD577

SD298(4次） SD366 SD348(5次） SL2畝4 SD401(5次） SD472　欠番 SD454(6次） SD525 SD507(6次） SD578

SD299(4次） SD367 SD349(5次） SL2畝3 SD402(6次） SD473 SD455(6次） SD526 SD508(6次） SD579

SD300(4次） SD368 SD350(5次） SL2畝2 SD403(6次） SL6畝14 SD456(6次） SD527 SD509(6次） SD574

SD301(4次） SD369 SD351(5次） SL2畝1 SD404(6次） SL6畝13 SD457(6次） SD528 SD510(6次） SD581

SD302(4次） SD370 SD352(5次） SL1畝21 SD405(6次） SL6畝12 SD458(6次） SD529 SK62・72(1
次）

欠番
SD303(4次） SD371 SD353(5次） SL1畝20 SD406(6次） SL6畝11 SD459(6次） SD530

SD304(4次） SD372 SD354(5次） SL1畝19 SD407(6次） SL6畝10 SD460(6次） SD531 SK16(1次） SE81

SD305(4次） SD373 SD355(5次） SL1畝18 SD408(6次） SL6畝9 SD461(6次） SD532 SK19(1次） SE8

SD306(4次） SD374 SD356(5次） SL1畝17 SD409(6次） SL6畝6 SD462(6次） SD533 SK123(1次） SE107

SD307(4次） SD375 SD357(5次） SL1畝16 SD410(6次） SL6畝3 SD463(6次） SD534 SK162(1次） SK158

SD308(4次） SD376 SD358(5次） SL1畝15 SD411(6次） SL6畝1 SD464(6次） SD535 SK163(1次） SK159

SD309(4次） SD377 SD359(5次） SL1畝14 SD412(6次） SD483 SD465(6次） SD536 SK164(1次） SK160

SD310(4次） SD378 SD360(5次） SL1畝13 SD413(6次） SL7畝9 SD466(6次） SL16畝9 SK165(1次） SK161

SD311(4次） SD379 SD361(5次） SD432 SD414(6次） SL7畝8 SD467(6次） SL16畝10 SK166(1次） SK162

SD312(4次） SD380 SD362(5次） SL1畝22 SD415(6次） SD486 SD468(6次） SL16畝11 SK1(2次） SK163

SD313(4次） SD381 SD363(5次） SL1畝23 SD416(6次） SD487 SD469(6次） SD540 SK2(2次） SK164

SD314(4次） SD382 SD364(5次） SL1畝24 SD417(6次） SD488 SD470(6次） SD541 SK3(2次） SK165

SD315(4次） SD383 SD365(5次） SL1畝25 SD418(6次） SL7畝7 SD471(6次） SL16畝8 SK4(2次） SK146

SD316(4次） SD384 SD366(5次） SL1畝26 SD419(6次） SL7畝6 SD472(6次） SD543 SK5(2次） SK167

SD511(4次） SD385　欠番 SD367(5次） SL1畝27 SD420(6次） SL7畝5 SD473(6次） SL16畝6 SK6(2次） SK168

SD512(4次） SD386　欠番 SD368(5次） SL1畝28 SD421(6次） SL7畝4 SD474(6次） SL16畝5 SK7(2次） SK169

SD513(4次） SL13畝1 SD369(5次） SL1畝29 SD422(6次） SL7畝3 SD475(6次） SL16畝4 SK8(2次） SK170　欠番

SD317(5次） SD388 SD370(5次） SL1畝30 SD423(6次） SL7畝2 SD476(6次） SL16畝3 SK9(2次） SK171

SD318(5次） SD389 SD371(5次） SL1畝31 SD424(6次） SL7畝1 SD477(6次） SD548 SK10(2次） SE112

SD319(5次） SL9畝5 SD372(5次） SL1畝32 SD425(6次） SL7畝11 SD478(6次） SD549 SK11(2次） SE113

SD320(5次） SL9畝4 SD373(5次） SL1畝33 SD426(6次） SL7畝10 SD479(6次） SD527 SK12(2次） SK174

SD321(5次） SL9畝3 SD374(5次） SL1畝34 SD427(6次） SL7畝5 SD480(6次） SD551 SK13(2次） SE114

SD322(5次） SL9畝2 SD375(5次） SL1畝35 SD428(6次） SD499 SD481(6次） SL16畝7 SK14(2次） SK176

SD323(5次） SL9畝1 SD376(5次） SL1畝36 SD429(6次） SD500 SD482(6次） SD553 SK15(2次） SK177

SD324(5次） SD395 SD377(5次） SL1畝37 SD430(6次） SL6畝4 SD483(6次） SL16畝6 SK16(2次） SK178

SD325(5次） SD396 SD378(5次） SL1畝38 SD431(6次） SL6畝5 SD484(6次） SD555 SK17(2次） SK179

SD326(5次） SD397 SD379(5次） SL1畝39 SD432(6次） SL6畝7 SD485(6次） SD556 SK18(2次） SK180

SD327(5次） SD398 SD380(5次） SL1畝40 SD433(6次） SL6畝8 SD486(6次） SD557 SK19(2次） SE89

SD328(5次） SD399 SD381(5次） SL1畝41 SD434(6次） SL6畝2 SD487(6次） SD558 SK20(2次） SK182

SD329(5次） SD400 SD382(5次） SL1畝42 SD435(6次） SD506 SD488(6次） SL16畝3 SK21(2次） SK183

SD330(5次） SD401 SD383(5次） SL1畝43 SD436(6次） SD507 SD489(6次） SD560 SK22(2次） SK184

SD331(5次） SD402 SD384(5次） SL1畝44 SD437(6次） SD508 SD490(6次） SL16畝2 SK23(2次） SK185

SD332(5次） SD403 SD385(5次） SL1畝45 SD438(6次） U-40GP22 SD491(6次） SD562 SK24(2次） SK186

SD333(5次） SD404 SD386(5次） SL1畝1 SD439(6次） SD510 SD492(6次） SD563 SK25(2次） SK187

SD334(5次） SD405 SD387(5次） SL1畝2 SD440(6次） SD511 SD493(6次） SD565 SK158(2次） SK188
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SK159(2次） SK189 SK50(4次） SK241 SK102(4次） SK293　欠番 SK152(5次） SJ98SK1 SK203(5次） SK396

SK160(2次） SK190 SK51(4次） SK242 SK103(4次） SK294　欠番 SK153(5次） SK346 SK204(5次） SK397

SK161(2次） SK191 SK52(4次） SK243 SK104(4次） SK295　欠番 SK154(5次） SK347 SK205(5次） SK398

SK1(4次） SK192 SK53(4次） SK244 SK105(4次） SK296　欠番 SK155(5次） SK348 SK206(5次） SK399

SK2(4次） SE116 SK54(4次） SK245 SK106(4次） SK297 SK156(5次） SK349 SK207(5次） SK400

SK3(4次） SK194 SK55(4次） SK246 SK107(4次） SK298 SK157(5次） SK350 SK208(5次） SK401

SK4(4次） SK195 SK56(4次） SK247 SK108(4次） SK299 SK158(5次） SK351 SK209(5次） SK402

SK5(4次） SK196 SK57(4次） SK248 SK109(4次） SK300 SK159(5次） SK352 SK210(5次） SK403

SK6(4次） SK197　欠番 SK58(4次） SK249 SK110(4次） SK301 SK160(5次） SK353 SK211(5次） SK404

SK7(4次） SK198　欠番 SK59(4次） SK250 SK111(4次） SK302 SK161(5次） SK354 SK212(5次） SK405

SK8(4次） SK199　欠番 SK60(4次） SK251 SK112(4次） SK303 SK162(5次） SK355 SK213(5次） SK406

SK9(4次） SK200 SK61(4次） SK252 SK113(4次） SK304 SK163(5次） SK356 SK214(5次） SK407

SK10(4次） SK201 SK62(4次） SK253 SK114(4次） SK305 SK164(5次） SK357 SK215(5次） SK408

SK11(4次） SK202 SK63(4次） SK254 SK115(4次） SK306 SK165(5次） SK358 SK216(5次） SK409

SK12(4次） SK203 SK64(4次） SE128 SK116(4次） SK307 SK166(5次） SK359 SK217(5次） SK410

SK13(4次） SK204 SK65(4次） SK256 SK117(4次） SK308 SK167(5次） SK360 SK218(5次） SK411

SK14(4次） SK205 SK66(4次） SK257 SK118(4次） SK309 SK168(5次） SK361 SK219(5次） SK412

SK15(4次） SK206 SK67(4次） SK258 SK119(4次） SK310 SK169(5次） SK362 SK220(5次） SK413

SK16(4次） SK207 SK68(4次） SK259 SK120(4次） SK311 SK170(5次） SK363 SK221(5次） SK414

SK17(4次） SK208 SK69(4次） SK260 SK121(4次） SK312 SK171(5次） SK364 SK222(5次） SK415

SK18(4次） SK209 SK70(4次） SK261 SK122(4次） SK313　欠番 SK172(5次） SK365 SK223(5次） SK416

SK19(4次） SK210　欠番 SK71(4次） SK262 SK123(4次） SK314 SK173(5次） SK366 SK224(5次） SK417

SK20(4次） SK211 SK72(4次） SK263 SK124(4次） SK315　欠番 SK174(5次） SK367 SK225(5次） SK418

SK21(4次） SK212 SK73(4次） SK264 SK252(4次） SK316 SK175(5次） SK368 SK226(5次） SK419

SK22(4次） SK213 SK74(4次） SK265 SK253(4次） SK317 SK176(5次） SK369 SK227(5次） SK420

SK23(4次） SK214 SK75(4次） SK266 SK125(5次） SK318 SK177(5次） SK370 SK228(5次） SE141

SK24(4次） SK215 SK76(4次） SK267 SK126(5次） SK319 SK178(5次） SK371 SK254(5次） SK422

SK25(4次） SK216 SK77(4次） SK268 SK127(5次） SK320 SK179(5次） SK372 SK255(5次） SK423

SK26(4次） SK217 SK78(4次） SK269　欠番 SK128(5次） SK321 SK180(5次） SK373 SK229(6次） SK424

SK27(4次） SK218 SK79(4次） SK270 SK129(5次） SK322 SK181(5次） SK374 SK230(6次） SK425

SK28(4次） SK219 SK80(4次） SK271 SK130(5次） SK323 SK182(5次） SK375 SK231(6次） SK426

SK29(4次） SK220 SK81(4次） SK272 SK131(5次） SK324 SK183(5次） SK376 SK232(6次） SK427

SK30(4次） SK221 SK82(4次） SK274 SK132(5次） SK325 SK184(5次） SK377 SK233(6次） SK428

SK31(4次） SK222 SK83(4次） SK274 SK133(5次） SK326 SK185(5次） SK378 SK234(6次） SK429

SK32(4次） SK223 SK84(4次） SK275 SK134(5次） SK327 SK186(5次） SK379 SK235(6次） SK430

SK33(4次） SK224 SK85(4次） SK276 SK135(5次） SK328 SK187(5次） SK380 SK236(6次） SK431

SK34(4次） SK225 SK86(4次） SK277 SK136(5次） SK329 SK188(5次） SK381 SK237(6次） SK432

SK35(4次） SK226 SK87(4次） SK278 SK137(5次） SK330 SK189(5次） SK382 SK238(6次） SK433

SK36(4次） SK227 SK88(4次） SK279 SK138(5次） SK331 SK190(5次） SK383 SK239(6次） SK434

SK37(4次） SK228 SK89(4次） SK280 SK139(5次） SK332 SK191(5次） SK384 SK240(6次） SK435

SK38(4次） SK229 SK90(4次） SK281　欠番 SK140(5次） SK333　欠番 SK192(5次） SK385 SK241(6次） SK436
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その後、事業の進捗に伴って平成26年２月に実

施した試掘調査の成果から平成26年２月27日付

けで東に範囲を拡大した。埋蔵文化財の取扱いは、

平成23年11月17日付け教生文第1543-１号、平成

26年３月31日付け教生文第2691-１号で発掘調査

が必要である旨を回答した（１〜６次）。

　両遺跡の発掘調査に際しては、発掘調査実施機

関である公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団と、利根川上流河川事務所、生涯学習文化財課

（当時）の三者で定期的に会議を開催し、各種の

調整を行った。

　文化財保護法第94条第１項の規定に基づく利

根川上流河川事務所長からの通知に対する同条第

４項の規定による埼玉県教育委員会教育長からの

勧告は以下のとおりである。

　平成23年３月18日付け教生文第４-1404号

　平成26年２月27日付け教文資第４-1633号

　文化財保護法第92条第１項の規定に基づく公

益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長か

らの発掘調査届に対する埼玉県教育委員会教育長

からの指示通知は以下のとおりである。

　宮西遺跡

　１次　平成23年11月７日付け教生文第２-55号

　２次　平成24年４月20日付け教生文第２-７号

　３次　平成25年10月３日付け教生文第２-40号

　４次　平成26年９月12日付け教生文第２-38号

　宮東遺跡

　１次　平成24年４月20日付け教生文第２-８号

　２次　平成25年５月24日付け教生文第２-９号

　３次　平成26年２月５日付け教生文第２-61号

　４次　平成26年５月15日付け教生文第２-６号

　５次　平成27年６月１日付け教生文第２-16号

　６次　平成28年５月19日付け教生文第２-５号

（埼玉県教育局市町村支援部文化資源課）

Ⅰ　発掘調査の概要

１　発掘調査に至る経過
　国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務

所では「利根川水系利根川・江戸川河川整備計画

【大臣管理区間】」に基づき、首都圏氾濫区域堤防

強化対策事業として、利根川右岸の堤防を拡幅し、

強化する事業を進めている。

　埼玉県教育局市町村支援部文化資源課では、国

が実施するこうした公共開発事業に係る埋蔵文化

財の保護について、従前より関係機関と事前協議

を重ね、調整を図ってきたところである。

　首都圏氾濫区域堤防強化対策事業に係る埋蔵文

化財の所在及び取扱いについては、利根川上流河

川事務所長から平成17年１月20日付け利上沿第

18号で、埼玉県教育委員会教育長宛て、埋蔵文化

財の所在及びその取扱いについて照会がなされた。

　事業予定区域については、埋蔵文化財の詳細な

状況等を把握するための確認調査を実施する必

要がある旨を、平成17年３月17日付け教生文第

1780号で回答した。

　「宮西遺跡」（№69-040）は、平成22年７月に確認

調査を実施し、新たに中世以降の遺構が確認され

たため、平成22年７月６日付けで遺跡台帳に登

載された。埋蔵文化財の所在が明確になったこと

から、平成22年７月23日付け教生文第790-１号

で、記録保存のための発掘調査が必要である旨を

回答した。その後、事業の計画変更及び埋蔵文化

財の現状保存は困難との結論に達したため、発掘

調査の措置を講ずることとした（１〜２次）。この

発掘調査と平成25年１月に実施した試掘調査に

より平成25年１月17日付けで遺跡の範囲を拡大

変更し、平成25年２月18日付け教生文第2035-１

号で発掘調査が必要である旨回答した（３〜４次）。

　「宮東遺跡」（№69-042）についても、平成23

年10月に実施した試掘調査の成果から平成23年

10月31日付けで遺跡台帳に登載した遺跡である。
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　　月中旬

　補助員による遺構確認作業：10月下旬

　基準点測量及びグリッド杭打設作業：10月下旬、

　　12月中旬

　精査、遺構測量、撮影：11月上旬〜２月下旬

　空中写真撮影：12月中旬

　重機による埋戻し：２月末

宮西遺跡第４次調査（平成26年度）

　調査期間：平成26年10月１日から12月31日

　調査面積：2,370㎡

　囲柵、動力、重機による表土除去作業：10月上

　　旬〜中旬

　補助員による遺構確認作業：10月中旬

　基準点測量及びグリッド杭打設作業：10月末

　精査、遺構測量、撮影：10月下旬〜12月下旬

　空中写真撮影：12月中旬

　重機による埋戻し：１月上旬

宮東遺跡第１次調査（平成24年度）

　調査期間：平成24年４月６日から３月31日

　調査面積：4,342.56㎡

　囲柵、動力工事：４月上旬〜４月中旬

　重機による表土除去作業：４月上旬〜５月下旬、

　８月上旬〜中旬、１月上旬〜２月上旬

　補助員による遺構確認作業：４月下旬

　基準点測量及びグリッド杭打設作業：５月中旬

　　〜下旬、８月下旬、１月下旬〜２月中旬

　精査、遺構測量、撮影：５月上旬〜３月中旬

　空中写真撮影：７月下旬、11月下旬、３月上旬

　撤収：３月末

宮東遺跡第２次調査（平成25年度）

　調査期間：平成25年４月１日〜９月30日

　調査面積：4,342.56㎡

　重機による表土除去：４月上旬、７月上旬

　補助員による遺構確認作業：４月中旬

　基準点測量及びグリッド杭打設作業：４月中旬、

　７月中旬

２　発掘調査・報告書作成の経過
（１）発掘調査

　宮西遺跡及び宮東遺跡の発掘調査は、首都圏氾

濫区域堤防強化対策事業に伴って実施された。

　宮西遺跡の発掘調査は平成23年度（第１次）・

平成24年度（第２次）・平成25年度（第３次）・

平成26年度（第４次）の４箇年度にわたって実

施した。調査対象面積は7,138.46㎡である。

　宮東遺跡の発掘調査は平成24年度（第１次）・

平成25年度（第２次・第３次）・平成26年度（第

４次）・平成27年度（第５次）・平成28年度（第

６次）の５箇年度にわたって実施した。調査対象

面積は9,570.56㎡である。

宮西遺跡第１次調査（平成23年度）

　調査期間：平成23年11月１日から１月31日

　調査面積：2,500㎡

　発掘事務所の設置：11月当初

　囲柵、重機による表土除去作業：11月上旬

　補助員による遺構確認作業：11月中旬

　基準点測量及びグリッド杭打設作業：11月中旬

　精査、遺構測量、撮影：11月下旬〜１月下旬

　空中写真撮影：１月中旬

　撤収：１月末

宮西遺跡第２次調査（平成24年度）

　調査期間：平成24年４月６日から５月31日

　調査面積：2,500㎡

　動力工事、重機による表土除去作業：４月上旬

　補助員による遺構確認作業：４月中旬

　基準点測量及びグリッド杭打設作業：４月中旬

　精査、遺構測量、撮影：４月下旬〜５月下旬

　空中写真撮影：５月中旬

　重機による埋戻し、撤収：５月末

宮西遺跡第３次調査（平成25年度）

　調査期間：平成25年10月１日から２月28日

　調査面積：2,268.46㎡

　囲柵、動力工事：10月上旬

　重機による表土除去作業：10月上旬〜下旬、12
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　精査、遺構測量、撮影：４月下旬〜９月下旬

　空中写真撮影：６月下旬

　重機による埋め戻し：９月上旬〜９月下旬

宮東遺跡第３次調査（平成25年度）

　調査期間：平成26年２月３日〜３月31日

　調査面積：882㎡

　囲柵、動力工事：２月上旬

　重機による表土除去：２月上旬〜下旬

　補助員による遺構確認作業：３月上旬

　基準点測量及びグリッド杭打設：２月下旬

　撤収：３月下旬

宮東遺跡第４次調査（平成26年度）

　調査期間：平成26年４月１日から３月31日

　調査面積：5,228㎡

　囲柵、動力工事：４月中旬

　重機による表土除去作業：４月上旬〜５月下旬、

　　６月中旬〜７月上旬、12月中旬〜下旬、３月

　　中旬

　補助員による遺構確認作業：４月下旬

　基準点測量及びグリッド杭打設作業：６月上旬、

　　８月下旬、２月中旬

　精査、遺構測量、撮影：５月上旬〜３月中旬

　空中写真撮影：６月上旬、１月下旬

　撤収：３月末

宮東第５次調査（平成27年度）

　調査期間：平成27年４月１日〜３月31日

　調査面積：5,864㎡

　囲柵、動力工事：４月中旬、８月中旬

　重機による表土除去作業：７月中旬〜８月下旬、

　　11月中旬

　補助員による遺構確認作業：９月上旬

　基準点測量及びグリッド杭打設作業：８月末〜

　　９月初頭、11月下旬

　精査、遺構測量、撮影：４月上旬〜３月下旬

　空中写真撮影：７月上旬、10月下旬

　撤収：３月末

宮東第６次調査（平成28年度）

　調査期間：平成28年４月１日〜７月31日

　調査面積：2,814㎡

　精査、遺構測量、撮影：４月上旬〜７月上旬

　空中写真撮影：５月下旬

　重機による埋戻し、撤収：７月中旬〜末

（２）整理・報告書の作成

　整理・報告書作成事業は、平成30年10月１日

から令和３年３月31日まで実施した。

　遺物は、平成30年10月から水洗・注記を行い、

続いて接合作業を行った。接合した遺物は実測図

を作成し、計測値や特徴なども記入した。遺物実

測図はトレ－スを行い、必要に応じて拓本を採っ

た。これらはスキャナを使用してデジタル･デー

タ化し、レイアウト編集して印刷用の挿図版下

データを作成した。また令和２年７月から８月に

かけて遺物写真を撮影し、写真図版の版下データ

を編集・作成した。

　遺構は、発掘調査で作成された平面図・土層断

面図等を修正・編集して第二原図を作成した。パ

ソコンを使用してデジタル・トレースと編集作業

を行い、印刷用の挿図版下データを作成した。遺

構写真は、発掘調査で撮影されたものの中から選

択・編集し、写真図版用の版下データを作成した。

　令和２年１月上旬から作成した遺構・遺物の

データ等をもとに原稿を執筆し、遺構・遺物の挿

図と写真図版などを組み合わせて割付を作成した。

完了後印刷業者に入稿し、校正を３回行い、令和

３年３月下旬に埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告

書第467集『宮西Ⅰ／宮東Ⅰ』を刊行した。

　図面類・写真類・データ類・遺物等の諸資料は、

令和２年12月から整理・分類を行い、埼玉県文

化財収蔵施設の収蔵庫へ仮収納した。
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　一方、長竹遺跡の１km程下流に位置する宮西・

宮東遺跡からは、埋没ローム台地は確認されな

かった。そのため本遺跡は加須低地の微高地上に

営まれた集落と考えられ、古墳時代の生活面から

河川跡が検出されたことから、集落が営まれた当

初の段階から、低地であったことが窺える。

　平安時代には、群馬県が震源とされる弘仁九年

の大地震が発生し、広範な地域で大規模な山崩れ

や土石流が起こり、百姓が多数圧死したとされる。

埼玉県北部地域も甚大な被害を受け、本遺跡から

も液状化現象に伴う噴砂の痕跡が多数検出された。

おそらく、あたり一帯が水浸しになる被害を受け

ていたと推察される。

　この他にも、河川の氾濫等による洪水被害を

度々受けていたと考えられ、その結果、重層的な

遺跡が形成されたと考えられる。

Ⅱ　遺跡の立地と環境

１　地理的環境
　宮西遺跡と宮東遺跡は埼玉県の北東部に位置し、

東武伊勢崎線加須駅の北方７kmにあたる加須市

大越に所在する。遺跡の北側には利根川が東流し、

遺跡の南側は加須低地の田園風景が広がる。

　加須低地は、もともとは川口市北部から群馬県

東毛地域へと連なる大宮・館林台地の一部であっ

た。しかし、関東造盆地運動の影響により利根川

が東へ流れを変えた結果、沈降した台地上に河川

による氾濫土が被覆し、加須低地が形成された。

現在も年間１cm程度の沈降が続いている。

　羽生市付近が最も沈降の度合いが強く、古墳時

代後期の小松１号古墳は、地下３ｍのローム面に

構築された埋没古墳として著名である。このよう

な埋没ローム台地上の遺構は、近接する加須市長

竹遺跡でも確認されており、埋没ローム上から縄

文時代後晩期の環状盛土遺構が検出されている。

第１図　埼玉県の地形
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区域外へ続く大規模な集落跡と推測され、北陸系

や東海系、畿内系、山陰系などさまざまな地域の

土器が出土することから、同時代の拠点的な集落

と考えられる。この他に、屋敷裏遺跡の上流約２

kmにある米の宮遺跡（20）からは、住居跡１軒が

検出されている。

　古墳時代中期から後期になると、遺跡数が増加

する。屋敷裏遺跡では中期の住居跡２軒、後期の

住居跡19軒、掘立柱建物跡１棟、井戸跡４基、畠

跡２箇所、土壙３基、円形周溝状遺構１基が検出

されている。このうち第10・13号住居跡からは、

本来は古墳の副葬品である脚付長頸壺が住居跡か

ら出土し、付近の村君古墳群中にある永明寺古墳

（15)との関連が考えられている。

　長竹遺跡からは、６世紀後半から７世紀頃の畠

跡が検出されている。

　利根川対岸に位置する加須市（旧北川辺町）飯

積遺跡（45）では、５世紀後半代の住居跡が22軒、

６世紀代の住居跡が69軒、７世紀代の住居跡が45

軒検出され、奈良時代まで集落が継続的に営まれ

る。古墳時代から奈良時代にかけての拠点的な集

落と考えられる。

　このように、古墳時代中期に当たる５世紀後半

以降、利根川沿川では急速に集落が展開していく。

それに伴い、周辺の埋没ローム上に古墳群が造ら

れるようになる。

　遺跡の南方約２kmには樋遣川古墳群が位置し、

御室塚古墳（75）、浅間塚古墳（76）、稲荷塚古墳

（77）が現存する。また、かつて西方にあり、現

在は消滅した宮西塚古墳からは、方格四獣鏡、ガ

ラス玉、馬具等が出土し、６世紀中葉頃の築造と

されている。

　宮西・宮東遺跡の西方約500mには、加須市大越

古墳群が位置し、稲荷塚古墳（11）、浅間塚古墳

（９）、八幡塚古墳（10）の３基が現存し、人物埴輪、

円筒埴輪の出土が伝えられている。　

２　歴史的環境
　宮西・宮東遺跡の所在する加須低地周辺は、台

地の沈降と河川の乱流によって堆積土に厚く覆わ

れている。そのため遺跡の分布は未だ不明な部分

が多く、本来は現在検出されているより多くの遺

跡の存在が予想され、本事業に伴う調査で、数多

くの遺跡の存在が知られるようになった。

　今回の報告では、主に古墳時代から古代の遺構

を扱うため、古墳時代から古代を中心として見て

いきたい。

旧石器時代　

　旧石器時代の遺跡は、いずれも後期旧石器時代

後半に属し、加須低地では埋没台地上に立地する。

羽生市谷田遺跡(17)、内谷遺跡(41)からは、ナイ

フ形石器、剥片が出土している。　

縄文時代

　縄文時代の遺跡は、宮西・宮東遺跡の北西約１

kmには、縄文時代後晩期の環状盛土遺構が発見さ

れた加須市長竹遺跡（３）が位置し、多数の住居

跡や掘立柱建物跡、土壙、埋甕、遺物集中などが

検出され、この中には、床面に焼土を敷いた後期

末葉から晩期初頭の住居跡が含まれる。また遺跡

分布図の南側になるが、加須市域では埋没度の少

ない旧騎西町の荻原遺跡で、中後期の集落跡が調

査されている（嶋村2008）。

弥生時代

　弥生時代の遺跡はあまり発見されていない。遺

構が検出されているのは、宮西・宮東遺跡の上

流3.2kmに位置する屋敷裏遺跡（６）のみであり、

住居跡１軒、方形周溝墓１基、土壙９基が見つかっ

ている。この他に採集地として羽生市発戸漆畑遺

跡（37）、天王遺跡（13）が知られている。

古墳時代

　古墳時代の遺跡は、主に中期以降に出現するよ

うになる。前期の遺構が見つかっている遺跡は少

ないが、屋敷裏遺跡からは住居跡44軒、掘立柱建

物跡１棟が検出されている。住居跡の分布が調査
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　宮西・宮東遺跡の北西約4kmには、羽生市村君

古墳群があり、全長73mの永明寺古墳、御廟塚古

墳（19）、稲荷塚古墳（18）の現存する３基のほか、

浅間塚跡、上村君八幡塚跡などの小円墳が存在し

たと伝えられている。

　また西約3.0kmには今泉古墳群があり、稲荷山

古墳（25）、天神塚古墳（27）、熊野塚古墳（28）、

観音塚古墳（24）が現存する。稲荷山古墳は明治

26年に横穴式石室が検出され、刀、鎧、甲がまと

まって出土したと伝えられている。

古代

　古代の遺跡は古墳時代に次いで多い。遺跡の北

西側には長竹遺跡があり、８世紀中頃から10世紀

後半にかけての住居跡が57軒検出されている。８

世紀中頃から10世紀後半まで存続する集落跡で、

各時期２〜３軒程度の住居跡が点々と営まれ、10

世紀前半に最盛期を迎えるという特徴がある。

　また長竹遺跡の西側に隣接する加須市樋ノ口遺

跡（４）でも、10世紀代の住居跡が10軒検出され

ている。

　利根川を挟んだ対岸には飯積遺跡が位置する。

古墳時代に最盛期を迎える集落だが、古代の住居

跡も40軒検出され、８世紀初頭から８世紀前半頃

の住居跡が大半を占める。

　遺跡の北西2.5kmにある羽生市茂手木遺跡（５）

からは、９世紀中葉〜後半にかけての住居跡が19

軒と、10世紀中葉の住居跡が１軒検出されている。

９世紀中葉〜後半の短期間に住居が多く作られる

一方で、前後の時期の遺構は認められず、短期間

に営まれた集落と考えられる。９世紀中葉の京都

産緑釉陶器埦が出土した他、墨書土器が比較的多

く出土し、底部に「寺」と墨書された土師器坏は

特筆される。

　遺跡の北西約３kmにある屋敷裏遺跡からは、９

世紀から10世紀前半の住居跡が26軒検出され、他

にも掘立柱建物跡１棟、土壙12基、井戸跡６基、

畠跡４箇所が確認された。長竹遺跡と同じく10世

紀前半に最盛期を迎える集落であり、10世紀初頭

の第45号住居跡からは、古代の楽器である金属製

口琴が出土した。

　遺跡の西約4.5kmに位置する米の宮遺跡からは、

９世紀から10世紀にかけての住居跡が４軒、土壙

１基が検出されている。

　西方約６kmに位置する羽生市北尾崎北遺跡（40）

からは、10世紀代を主体とする集落跡が検出され

た。この内、10世紀中葉の住居跡からは、八稜鏡

と槍先、雁股鏃が出土し、特殊な遺物群が同一住

居跡から検出された点で注目される。

　分布図外であるが、内陸部には東北自動車道の

工事に伴い発掘調査が行われた加須市水深遺跡が

あり、古墳時代から奈良時代にかけての集落跡と、

土師器を焼いた土器焼成遺構が検出されている。

　利根川左岸に当たる群馬県板倉町でも、古代の

遺跡が見つかっている。板倉町沼田南遺跡（67）

からは、９世紀から10世紀頃と考えられる住居跡

が５軒、また板倉町花和田遺跡（62）からは、９

世紀代と考えられる住居跡が４軒検出されている。

板倉町城遺跡（57）からは、９世紀初頭から中葉

頃の土壙が検出されている。これら３遺跡では洪

水層が認められ、沼田南遺跡で10世紀代と考えら

れる住居跡が洪水層の上に構築されていることか

ら、明確な時期は不明だが、９世紀から10世紀の

早い時期に、利根川左岸で洪水が発生していた状

況を示している。

中・近世

　中・近世は、利根川東遷に伴い利根川堤防が築

造される時期にあたる。宮西遺跡の西側に隣接し

て位置する加須市旧利根川堤防跡（８）では、利

根川堤防の調査が実施された。堤防が江戸時代初

期に築かれ、時代と共に補強を繰り返されていく

状況が捉えられている。堤防の下からは中世の墓

地が検出され、人骨を伴う土壙墓が100基以上検

出された。
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第２図　周辺の遺跡

第１表　周辺の遺跡一覧表（第２図）

No. 遺跡名 No. 遺跡名 No. 遺跡名 No. 遺跡名 No. 遺跡名

1 宮西遺跡 18 稲荷塚古墳 35 尾崎古墳群第9号墳 52 伊勢ノ木遺跡 69 薬王寺古墳

2 宮東遺跡 19 御廊塚古墳 36 遍照院古墳 53 小保呂第２貝塚 70 斗合田遺跡

3 長竹遺跡 20 米の宮遺跡 37 発戸漆畑遺跡 54 板倉遺跡 71 江黒古墳

4 樋ノ口遺跡 21 上村君沖遺跡 38 発戸遺跡 55 藤ノ木古墳 72 上江黒遺跡

5 茂手木遺跡 22 大口遺跡 39 風張遺跡 56 登戸遺跡 73 穴咋塚古墳

6 屋敷裏遺跡 23 外之内遺跡 40 北尾崎北遺跡 57 城遺跡 74 石小塚古墳

7 本宮遺跡 24 観音塚古墳 41 内谷遺跡 58 辻遺跡 75 御室塚古墳

8 旧利根川堤防跡 25 稲荷山古墳 42 麦倉遺跡 59 岡村遺跡 76 浅間塚古墳

9 浅間塚古墳 26 西原遺跡 43 山越遺跡 60 稲荷塚古墳 77 稲荷塚古墳

10 八幡塚古墳 27 天神塚古墳群 44 須賀遺跡 61 富士嶽古墳 78 別所遺跡

11 稲荷塚古墳 28 熊野塚古墳 45 飯積遺跡 62 花和田遺跡 79 三田ヶ谷本村遺跡

12 鍋田遺跡 29 尾崎古墳群第２号墳 46 島悪途遺跡 63 岡西遺跡 80 弥勒人馬遺跡

13 天王遺跡 30 尾崎古墳群第３号墳 47 宇那根中世墓 64 松ノ木古墳 81 惣達遺跡

14 砂田遺跡 31 尾崎古墳群第４号墳 48 大久保中世墓 65 中古墳 82 内野遺跡

15 永明寺古墳 32 尾崎古墳群第５号墳 49 大塚山古墳 66 新村下遺跡 83 高橋遺跡

16 東畑遺跡 33 尾崎古墳群第６号墳 50 稲荷神社古墳 67 沼田南遺跡 84 天神塚古墳

17 谷田遺跡 34 尾崎古墳群第８号墳 51 小保呂第１貝塚 68 愛宕様古墳 85 北谷遺跡
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　平成25年は第２・３次調査を行った。第２次は、

第１次の続きとなる中央調査区の第二・三面の調

査を行った。第二面からは東側調査区から続く古

代の集落跡、第三面からは集落跡の続きと、北東

－南西方向に走行する河川跡が検出され、河川跡

の縁からは遺物が多く出土した。

　第３次調査からは遺跡東側の調査を開始し、調

査区をⅠ〜Ⅵ区に分けて調査を行った。

　第３次は、西端に当たる、Ⅰ・Ⅱ区の表土除去

を行い、遺構検出を行った。

　平成26年度は第４次調査として、Ⅰ・Ⅱ・Ⅴ区の

第一〜三面と、Ⅲ・Ⅳ区の第一・二面を調査した。

　第一面からは、近世の溝跡や井戸跡、水田跡等

が検出された。特にⅡ区からは、細い溝跡から多

くの遺物が検出された。

　第二面からは古代の集落跡が検出され、床面に

噴砂が堆積した住居跡が検出された。

　第三面からは古墳時代の集落跡が検出され、一

部の住居跡では、柱根が残存していた。

　平成27年度は第５次調査として、Ⅲ・Ⅳ区の

第三面と、Ⅵ区第一面の調査を行った。Ⅲ・Ⅳ区

の第三面からは、古墳時代の集落跡が検出された。

Ⅵ区の第一面からは、畠跡が検出された。

　平成28年度は第６次調査として、Ⅵ区の第二面

と第三面の調査を行った。第二面からは古代の住

居跡が１軒と、畠跡や遺物集中地点が検出された。

遺物集中地点からは平安時代の遺物が多く検出さ

れ、石製の巡方等特殊な遺物が出土した。

　第三面からは、古墳時代と考えられる畠跡が検

出され、少量ではあるが高坏等の古墳時代の遺物

が出土した。

　両遺跡からは、古墳時代中期から平安時代まで

営まれた集落跡や古墳時代の河川跡、中世の井戸

跡群や区画溝、近世の井戸跡や溝跡が検出された。

Ⅲ　遺跡の概要

１　宮西・宮東遺跡の概要
　宮西遺跡および宮東遺跡は、加須市北部に位置

する連続した遺跡である。両遺跡からは、古墳時

代中期から近世までの遺構が検出された。本書で

は、古墳時代から古代までの遺構を対象とし、中・

近世については次の報告書で扱う予定である。

　宮西遺跡は平成23年から平成26年にかけて、４

次に及ぶ調査が行われた。

　平成23年は第１次調査として遺跡中央部の第一

面を調査し、中・近世の井戸跡群が検出された。

　平成24年には第２次調査として第１次調査の下

層にあたる第二面を調査し、調査区の中央部から

古代の集落跡が検出された。

　平成25年は当初宮東遺跡Ｂ区とされた調査区が、

宮西遺跡第３次調査に改められた。遺構は宮西遺

跡第１次調査で検出された井戸跡の続きと考えら

れる井戸跡群が検出された。

　平成26年度は第４次調査として宮西遺跡第１・

２次調査区の西側にあたる箇所を調査し、井戸跡

等が検出された。

　宮東遺跡は平成24年から平成28年にかけて、６

次に及ぶ調査が行われた。

　平成24年は第１次調査として、遺跡の西側を調

査した。調査区を西側調査区と中央調査区、東側

調査区の３つに分け、第１次では西側調査区と東

側調査区の第一〜三面と、中央調査区第一面の調

査を実施した。

　第一面からは宮西遺跡から続く井戸跡群や区画

溝である可能性がある大規模な溝跡等が検出され

た。第二面からは古代の集落跡が検出され、東側

調査区には住居跡が多く分布するが、西側調査区

では１軒しか検出されない状況が捉えられた。

　第三面からは古墳時代の集落跡が検出され、東

側調査区で見つかった大型の第10号住居跡からは、

大量の土器が出土した。
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第３図　遺跡位置図
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　基本土層を第４図に示した。第Ⅱ層中から中・

近世の遺構、第Ⅲ層中から古代の遺構が検出され

ている。古代面の第Ⅲ層からシルト層である第Ⅳ

層を挟んだ第Ⅴ層が、洪水砂層であることが注目

される。

　このような砂層は羽生市茂手木遺跡でも確認さ

れており、砂層の上層にシルト層が堆積する点や、

古代面で検出された遺構が９世紀代中〜後半に限

定される点など、共通点を多く持つ。

　第Ⅰ層は灰褐色土で、現代の耕作土である。

　第Ⅱ層はオリーブ褐色土で、中・近世の堆積土

層であり、第一面の遺構は第Ⅱ層中から検出され

た。

　第Ⅲ層は黄灰色土で、古代の堆積土層である。

本報告書で扱う第二面の遺構は、第Ⅲ層中から検

出された。堆積土中には炭化物や焼土粒子が含ま

れていた。

　第Ⅳ層はにぶい黄色土で、古代以前の堆積土層

である。下流側はシルト化していた。

　第Ⅴ層は洪水砂層を主体とする。古墳時代の堆

積土層と考えられる。

　第Ⅵ層は灰黄色土で、古墳時代以前の堆積土層

と考えられる。

Ⅳ　宮西遺跡の調査

１　調査の概要
　宮西遺跡では、第一面から中・近世の井戸跡や

溝跡等、第二面からは古代の集落跡が検出された。

このうち、古代の遺構は、住居跡７軒、畠跡１箇所、

土壙17基であった。

　古代の遺構が検出されたのは、第１・２次で調

査を行った遺跡中央部のみであった。検出された

遺構の時期も、９世紀中葉〜後半のみであり、比

較的短期間に営まれた集落であったと推察される。

　住居跡は全て第２次調査区の中央部に集中し、

畠跡や土壙の分布域も住居跡の分布域とほぼ重複

する。おそらくこの一帯が微高地状に高くなり、

居住に適した環境となっていたためと考えられる。

　遺構分布域の外側では遺物の出土量が極端に少

なくなり、西側に隣接する第４次調査区からは９

世紀代の須恵器やロクロ土師器、土師器甕が遺構

外から数点出土した程度で、東側に隣接する第３

次調査区域からは円筒埴輪の破片が１点検出され

たのみであった。

　このような状況から、遺構分布域周辺に深い掘

り込みを持つ遺構があったとは考え難く、検出は

されなかったが畠跡等が広がっていたか、谷地形

になっており、生活の場として使用できる土地で

は無かった可能性も考えられる。

第４図　基本土層

宮西遺跡
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２　古代の遺構と遺物
　古代の住居跡は、一部例外があるものの主軸方

位を揃えて建てられている。カマドは基本的に北

壁に設けられ、住居形態は東西に長い長方形のも

のが多い。住居跡は遺物から、９世紀中葉〜後半

のものと考えられる。

　このうち第１号住居跡からは、旧三河国で生産

された三河型甕が出土した。三河国から人の移動

があったことを示す資料であり、当地域一帯がそ

のような交流のある地域であったことを示唆する

事例である。

　畠跡は集落域の北西部から検出され、住居跡と

の重複も認められるが、走行方向が住居跡の主軸

方位と揃うことや、遺構が薄い場所に展開してい

ることから、集落に伴うものである可能性が高い。

　土壙も集落域内から検出され、東半部に比較的

多く分布する。土壙から出土した遺物も９世紀後

半のものであることから、集落に伴う遺構と考え

られる。特に、第114・117号土壙からは、比較的

まとまった量の遺物が出土している。

　遺物は須恵器坏等の供膳具類、須恵器甕等の貯

蔵具類、ロクロ土師器坏、土師器坏等の供膳具類、

土師器甕等の煮沸具類が出土している。

　土師器坏が極めて少ない点が特徴的で、図示可

能なものは第114号土壙から出土した１点のみで

あった。９世紀中葉〜後半の時期でも、隣接する

宮東遺跡などからは出土しており、この点は他の

同時期の集落跡とは異なる様相を示す。

　須恵器は識別できた限りでは南比企、末野、東

金子、三毳、三和、新治等の製品を含み、特に南

比企の製品が多い傾向にある。新治の製品は１点

のみであった。また緑釉陶器は出土せず、灰釉陶

器は１点のみであり、墨書土器も少なかった。

　本遺跡は比較的短期間営まれた集落であったが、

様々な地域と交流を持っていたと推察される。た

だし、威信財の類は持たないことから、あくまで

一般的な集落であったと考えられる。第５図　全体図（１）

宮西遺跡
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第６図　全体図（２）

宮西遺跡
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まれる。

　カマドは北壁中央部のものから時計周りに１〜

４の番号を付けた。カマド１は住居跡北壁中央部

に位置し、全長1.54m、幅0.44m、深さ0.25mを測る。

袖は無く、燃焼部が僅かに窪み、煙道に向って緩

やかに立ち上がる構造をもつ。カマド１に伴う炭

化物層が住居内に流れ込んでいたことから、カマ

ド１は住居廃絶時に使用されていたと考えられる。

　カマド２は全長1.35m、幅0.50m、深さ0.19mを

測る。袖の有無は不明だが比較的残存状態が良く、

（１）住居跡

第１号住居跡（第７・８図）

　第２次調査区中央部のＦ－11グリッドに位置す

る。中近世の井戸跡と重複し、本遺構が古い。平

面形態は方形で、南壁の中央部に張り出しを持つ。

カマドは北壁中央部から東壁に向って並ぶ形で

３基と、東壁南寄りに１基の合計４基設けられる。

住居跡の規模は長軸4.17m、短軸3.54m、深さ0.27m

を測り、主軸方位はＮ－２°－Ｗを指す。覆土は

黒褐色土が主体で、炭化物と焼土粒子が全体に含

第７図　第１号住居跡

宮西遺跡



− 16−

えられる。

　住居跡の床面は平坦で、掘り込んだ地面をその

まま利用している。床下土壙やピット、壁溝は検

出されず、掘り方も確認されなかった。

　遺物の多くは床面直上で検出され、須恵器蓋・

坏・埦・甕・甑、ロクロ土師器坏・高台付坏・皿、

土師器甕・小型台付甕等が出土した（第９・10図

１〜63）。

　１〜32は須恵器である。１〜８は蓋で、南比企

を主体とし、僅かに末野の製品を含む。９〜28は

坏である。南比企産を主体とし、末野や他産地の

製品を少量含む。10は内外面に火襷痕が明瞭に残

る。鳩山編年Ⅷ期の所産か。12、13、16、23は被

熱の痕跡が認められる。29、30は埦で、ともに南

比企産である。

燃焼部は扁平で煙道部にかけて急峻に立ち上がる

構造を持つ。残存状況が良いことから、新しい段

階のカマドである可能性が高い。

　カマド３は全長0.94m、幅0.32m、深さ0.14mを

測る。北東角に設けられ、削平を受けている。削

平は住居の拡張に伴うものと考えられることから、

古い段階のカマドと推察される。

　カマド４は全長0.44m、幅0.32m、深さ0.13mを

測る。カマド全体が大きく削平を受け、煙道部付

近が僅かに残存するのみである。削平は住居跡の

拡張に伴うものと考えられ、削平を受けているこ

とや唯一東壁に設けられていることから、最も古

い段階のカマドである可能性がある。

　上記の状況から、カマドはカマド４→カマド３

→カマド２→カマド１の順で作り替えられたと考

第８図　第１号住居跡遺物出土状況

宮西遺跡
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第９図　第１号住居跡出土遺物（１）

宮西遺跡
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いずれも底部や高台部の破片である。63は器形や

胎土の特徴から三河型甕と考えられる。短胴甕に

なると考えられ、口縁部が逆「Ｌ」字状に屈曲し、

内外面ともに丁寧なヘラナデが施される。胎土に

は黒雲母が変色したと考えられる金色および赤銅

色の雲母を多く含む。床面からはやや浮いた状態

で出土したが、同一個体と思われる破片が住居跡

の覆土中から出土していること、器形的にも他の

遺物と時期差が無いことから、住居に伴うもので

ある可能性が高い。

　遺物の時期は９世紀前半〜後半まで時期幅があ

るが、須恵器坏や土師器甕の頸部形状等から９世

紀後半を主体とするものと考えられる。

　31は甕で、外面が強く被熱している。胎土に雲

母を含むことから新治産と考えられる。32は甑で、

底部が剥落しているが三和産の多孔式甑である。

　33〜46はロクロ土師器である。33〜40は内黒

の坏で、いずれも胎土に角閃石が含まれることか

ら利根川流域で作られたものと考えられる。41は

内黒の高台付坏だが、黒色処理はほぼ飛んでいる。

42、43は内黒の皿で、外面のロクロ目がややきつ

い。44は土師器坏形の内黒の坏である。口縁部が

やや内湾気味に立ち上がる。45、46は坏である。

　47〜59は土師器の甕である。47は「コ」の字

状口縁甕になる前段階のもので、他は定型化した

「コ」の字状口縁甕である。60〜62は小型台付甕で、

第10図　第１号住居跡出土遺物（２）

宮西遺跡

第２表　第１号住居跡出土遺物観察表（第９・10図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 蓋 (16.5) 3.7 － ＢＥＩＫ 25 普通 黄灰 №12　末野産 7-1

2 須恵器 蓋 (17.0) [1.2] － ＥＨＩＪＫ 5 良好 灰 南比企産

3 須恵器 蓋 (15.6) [2.1] － ＥＨＩＪ 10 普通 灰 南比企産　内面口唇部外縁に降灰

4 須恵器 蓋 (15.5) [1.3] － ＩＪＫ 10 良好 灰 南比企産

5 須恵器 蓋 (15.8) [1.1] － ＨＩＪ 10 普通 暗青灰 南比企産

6 須恵器 蓋 (16.0) [1.6] － ＣＨＩＪＫ 10 普通 暗青灰 南比企産

7 須恵器 蓋 (16.0) [1.3] － ＥＨＩＪＫ 5 良好 灰 南比企産

8 須恵器 蓋 (18.0) [0.9] － ＥＨＩＫ 10 良好 黄灰

9 須恵器 坏 (13.8) [4.3] 3.3 ＣＥＨＩＫ 30 普通 灰 №7・8 7-2

10 須恵器 坏 11.7 3.7 5.7 ＤＩＪＫ 70 普通 灰 №3　南比企産　内外面火襷痕有り　
口唇部が大きく外反する

7-3

11 須恵器 坏 (10.8) 3.0 (5.0) ＢＥＩＫ 15 良好 灰 刻書か

12 須恵器 坏 (12.8) [3.4] － ＥＩＪＫ 10 普通 灰白 南比企産　内外面ともに煤付着

13 須恵器 坏 (11.6) [2.8] － ＣＨＩＫ 20 普通 褐灰 内面被熱

14 須恵器 坏 (11.6) 3.7 (6.3) ＥＨＩＪＫ 15 良好 灰 南比企産

15 須恵器 坏 (12.0) [3.6] － ＣＥＨＩＪＫ 15 良好 にぶい赤褐 南比企産
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宮西遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

16 須恵器 坏 (12.2) [3.7] － ＥＪＫ 10 普通 にぶい黄橙 南比企産　酸化焔焼成　口唇部内外縁
煤付着

17 須恵器 坏 (15.4) [2.9] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 黄灰

18 須恵器 坏 (14.0) [1.8] － ＨＩＫ 5 普通 灰黄褐 南比企産

19 須恵器 坏 (11.0) [2.3] － ＥＩＪＫ 10 良好 灰 南比企産　口唇部内縁に降灰

20 須恵器 坏 (13.0) [2.6] － ＥＨＩＪＫ 5 良好 褐灰 南比企産

21 須恵器 坏 (14.0) [2.9] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 褐灰

22 須恵器 坏 (13.0) [2.3] － ＥＨＩＫ 5 普通 褐灰 末野産

23 須恵器 坏 (14.0) [1.7] － ＩＫ 15 良好 灰 全体被熱か

24 須恵器 坏 － [1.9] (7.0) ＥＨＩＫ 20 普通 黄灰 末野産か

25 須恵器 坏 － [0.8] (7.2) ＩＪＫ 25 普通 灰 南比企産

26 須恵器 坏 － [1.5] (4.6) ＥＩＪＫ 25 良好 灰 南比企産

27 須恵器 坏 － [1.4] (5.8) ＥＩＫ 15 良好 灰

28 須恵器 坏 － [1.1] (6.6) ＢＥＨＩＫ 15 良好 黄灰 末野産か

29 須恵器 埦 (14.8) [4.0] － ＥＩＪＫ 5 良好 褐灰 南比企産

30 須恵器 埦 (18.6) [4.1] － ＥＨＩＪＫ 5 良好 黄灰 南比企産

31 須恵器 甕 － [9.7] － ＡＥＩＫ 5 良好 黄灰 №8　新治産　外面下半煤付着

32 須恵器 甑 － [9.3] （15.4） ＤＨＩＫ 15 普通 灰白 三和産　多孔式　外面煤付着

33 ロクロ土師器 坏 (15.2) [3.6] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 №1　内黒

34 ロクロ土師器 坏 (14.0) [3.2] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 内黒　黒色処理はほぼ飛んでいる

35 ロクロ土師器 坏 (16.0) [2.9] － ＨＩＫ 5 普通 灰黄褐 内黒

36 ロクロ土師器 坏 (12.4) [2.0] － ＣＨＩＫ 5 普通 灰褐 内黒

37 ロクロ土師器 坏 － [1.7] （5.7） ＥＩＫ 20 普通 にぶい橙 内黒

38 ロクロ土師器 坏 － [1.8] (5.6) ＣＩＫ 20 普通 にぶい橙 内黒

39 ロクロ土師器 坏 － [1.7] （5.5） ＣＩＫ 15 普通 にぶい褐 内黒

40 ロクロ土師器 坏 － [1.6] (6.0) ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 内黒

41 ロクロ土師器 高台付坏 － [1.8] (7.8) ＣＩＫ 45 普通 にぶい黄橙 内黒

42 ロクロ土師器 皿 (12.2) [1.4] － ＣＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 内黒

43 ロクロ土師器 皿 (12.2) [1.2] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 内黒

44 ロクロ土師器 坏 (14.0) [2.1] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい赤褐 内黒

45 ロクロ土師器 坏 － [1.4] （6.0） ＣＨＩＫ 10 普通 にぶい黄橙

46 ロクロ土師器 坏 － [1.1] （6.0） ＣＨＩＫ 10 普通 にぶい橙

47 土師器 甕 (18.0) [11.4] － ＢＥＩＫ 20 普通 にぶい赤褐 №10 7-4

48 土師器 甕 （22.4） [6.0] － ＢＣＥＩＫ 10 普通 赤褐 №15・18

49 土師器 甕 （19.6） [4.8] － ＢＣＨＩＫ 20 普通 橙 №13

50 土師器 甕 （19.6） [3.8] － ＢＣＨＩＫ 5 普通 橙 №2

51 土師器 甕 （18.8） [3.7] － ＢＣＥＨＩＫ 10 普通 橙 №4

52 土師器 甕 （19.8） [3.2] － ＢＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 №6　外面黒斑有り

53 土師器 甕 （18.0） [4.0] － ＢＨＩＫ 5 普通 橙 内外面煤付着

54 土師器 甕 （15.2） [3.6] － ＢＥＩＫ 20 普通 にぶい赤褐 外面煤付着

55 土師器 甕 （24.8） [4.0] － ＢＣＨＩＫ 10 普通 橙

56 土師器 甕 － [5.2] （4.6） ＣＨＩＫ 25 普通 灰褐 №11　外面底部を除き煤付着 7-5

57 土師器 甕 － [2.8] （5.0） ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙

58 土師器 甕 － [1.8] （6.0） ＢＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい褐

59 土師器 甕 － [1.6] （4.6） ＥＨＩＫ 30 普通 にぶい橙 外面煤付着

60 土師器 小型台付甕 － [4.3] － ＥＩＫ 55 普通 にぶい橙 №14

61 土師器 小型台付甕 － [2.3] － ＣＨＩＫ 80 普通 にぶい橙

62 土師器 小型台付甕 － [1.7] （11.8） ＣＨＩＫ 10 普通 橙

63 土師器 甕 (19.4) [8.4] － ＡＥＫ 40 普通 灰白 №9　胎土に雲母を多く含む　外面全
体煤付着 　三河型甕

7-6 
11-1



第11図　第２号住居跡・出土遺物

− 20−

第３号住居跡（第12図）

　第２次調査区中央北壁際のＥ－12グリッドに位

置する。西壁と南壁が調査区域外へと延びるため、

平面形態は不明である。住居跡の規模は検出でき

た範囲で長軸3.25m、短軸1.64m、深さ0.1〜0.12m

を測り、長軸方位はＮ－90°を指す。

　遺物はロクロ土師器坏、土師器甕等が出土した

（第12図１〜３）。１、２はロクロ土師器の坏で、

胎土の特徴や黒色処理が飛んでいる点が共通する

ことから、同一個体の可能性がある。２は底部の

破片で、外面下端から底部にかけて手持ちヘラケ

ズリが施される。３は土師器の甕で、「コ」の字状

口縁甕である。この他に、図示し得ないが小型台

付甕等が出土している。

　出土遺物量が少ないため、詳細な時期は不明

だが、「コ」の字状口縁甕が出土していることや、

宮西遺跡全体の遺物出土状況から、９世紀後半の

ものと考えられる。

第２号住居跡（第11図）

　第２次調査区中央やや東寄りのＦ－12グリッド

に位置する。平面形態は東西に長い長方形で、住

居跡の覆土はほぼ削平されており、壁溝とピッ

トが１基のみ検出された。住居跡の規模は長軸

4.65m、短軸3.13mを測り、長軸方位はＮ－79°－

Ｅを指す。

　壁溝は幅0.18〜0.33m、深さ0.06〜0.08mで、

住居跡を全周している。ピットは住居跡の中央西

寄りに位置し、規模は長径0.65m、短径0.58m、深

さ0.16mで、平面形態は円形を呈する。

　遺物は住居跡中央部から１点出土した（第11

図１）。１は須恵器の坏で、南比企の製品である。

酸化焔焼成で、小礫を多く含む。

　遺物が１点のみであるため、詳細な時期は不明

だが、糸切り離し無調整の須恵器坏が出土してい

ることや、宮西遺跡全体の遺物出土状況から、９

世紀代のものと考えられる。

宮西遺跡

第３表　第２号住居跡出土遺物観察表（第11図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 坏 － [1.3] 5.4 ＥＩＪＫ 90 普通 にぶい橙 №1　南比企産　酸化焔焼成
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山編年Ⅷ期の所産と考えられる。１と４、５と15、

９と12はそれぞれ器形と胎土が類似するため、同

一個体の可能性がある。１、４、７、９、11、12

は被熱痕跡が認められる。16は皿である。南比企

産で、内底面に重ね焼き時のバリが残る。17は高

台付坏である。末野産で、内外面に被熱の痕跡が

認められる。18は甕で、胎土に長石粒を多く含む

ことから、三和産と考えられる。

　19〜28はロクロ土師器である。19〜24は内黒の

坏で、薄手のもの（19、20、22〜24）とやや厚

手のもの（21）がある。いずれも角閃石を含むこ

とから、利根川流域で作られた土器と考えられる。

25は内黒の埦で、外面に「田」と墨書されている。

26〜28は坏で、26と28は同一個体の可能性がある。

　29〜38は土師器の甕で、いずれも「コ」の字状

口縁甕である。39〜43は土師器の小型台付甕であ

る。

　44は羽口で、器面にヘラケズリのような痕跡が

僅かに認められる。

　45は石製品の砥石で、流紋岩製である。

第４号住居跡（第13・14図）

　第２次調査区中央北壁際のＥ－11・12グリッド

に位置する。第108号土壙と重複し、本遺構が古い。

平面形態は方形で、北壁中央やや東寄りにカマド

が設けられる。住居跡の規模は、残存部で長軸

3.39m、短軸2.65m、深さ0.1〜0.18mを測り、長

軸方位はＮ－90°を指す。覆土は全体に炭化物と

焼土粒子が含まれる。

　カマドは北側と東半分を撹乱と排水溝によって

壊されており、残存長0.5m、幅0.05m、深さ0.17m

を測る。全体像はわからないが、袖は無く、燃焼

部は扁平な構造であったと推察される。北壁際で

はカマドに伴う炭化物層が住居内に流れ込んでい

る状況が捉えられた。

　遺物は住居跡全体から検出されており、須恵器

坏・高台付坏・甕、ロクロ土師器坏・高台付坏、

土師器甕・小型台付甕、羽口、砥石等が出土した

（第15図１〜45）。１〜18は須恵器である。１〜15

は坏で、南比企の製品を主体として東金子、三毳

等他産地の製品を少量含む。１は南比企産で、鳩

宮西遺跡

第４表　第３号住居跡出土遺物観察表（第12図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 ロクロ土師器 坏 (12.0) [2.4] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 黒色処理は飛んでいる

2 ロクロ土師器 坏 － [1.4] (7.0) ＢＨＩＫ 10 普通 にぶい黄橙 内黒

3 土師器 甕 (20.7) [4.8] － ＣＥＩＫ 15 普通 にぶい赤褐
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宮西遺跡
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「コ」の字状口縁甕であることから、９世紀後半

と考えられる。

　遺物の時期は、南比企産の須恵器坏が鳩山編年

Ⅷ期であることや、土師器甕の形状が定型化した

宮西遺跡
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第５表　第４号住居跡出土遺物観察表（第15図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 坏 （12.0） 4.0 （5.6） ＥＨＩＪＫ 35 普通 黄灰 №15　南比企産　外面被熱 7-7

2 須恵器 坏 （12.4） 3.6 （5.6） ＥＩＫ 5 普通 灰 三毳産

3 須恵器 坏 (12.5) [3.7] － ＥＩＪＫ 10 普通 黄灰 南比企産

4 須恵器 坏 (11.8) [3.4] － ＣＨＩＪ 10 普通 灰 №49　南比企産　口唇部被熱

5 須恵器 坏 (12.0) [3.5] － ＥＩＪＫ 20 普通 灰 №8　南比企産　内面下半焼成不良に
より酸化焔化

6 須恵器 坏 (11.8) [3.0] － ＩＪＫ 15 普通 灰 南比企産　口唇部外縁に重ね焼きによ
る変色が認められる　内外面下半焼成
不良により酸化焔化している

7 須恵器 坏 (12.0) [2.6] － ＥＩＪＫ 10 良好 黄灰 南比企産　内外面被熱

8 須恵器 坏 (12.8) [2.5] － ＨＩＫ 5 普通 灰白

9 須恵器 坏 (15.0) [1.9] － ＩＫ 5 良好 黄灰 南比企産　内外面被熱　内面煤付着

10 須恵器 坏 (13.6) [2.2] － ＣＨＩＫ 5 普通 褐灰 内外面煤付着

11 須恵器 坏 － [2.4] 6.0 ＥＨＩＫ 80 普通 明赤褐 №30　東金子産か　底部糸切り離し痕
が重複する　内底面立ち上がり部に重
ね焼きによるバリが残る　体部煤付着

7-8

12 須恵器 坏 － [1.7] （6.0） ＥＩＫ 25 普通 灰黄褐 南比企産　全体被熱

13 須恵器 坏 － [1.0] （7.8） ＨＩＫ 20 普通 灰 №28　外面火襷痕有り

14 須恵器 坏 － [1.8] （6.8） ＩＫ 25 普通 灰白 内外面ともに摩耗が激しい

15 須恵器 坏 － [0.9] （5.8） ＣＥＨＩＪＫ 20 良好 にぶい赤褐 南比企産

16 須恵器 皿 － [1.4] （4.0） ＥＩＪＫ 25 良好 灰 南比企産　底部ヘラ記号有り

17 須恵器 高台付坏 － [2.2] （8.4） ＢＥＨＩＫ 60 普通 黄灰 №29　末野産　内外面被熱

18 須恵器 甕 － [7.5] － ＤＥＩＫ 5 普通 灰白 №32　三和産　内面煤付着

19 ロクロ土師器 坏 (12.4) 3.6 （6.0） ＣＥＩＫ 15 普通 にぶい赤褐 内黒　外面煤付着 7-9

20 ロクロ土師器 坏 (12.8) [3.8] － ＣＥＩＫ 25 普通 にぶい褐 №37　内黒　外面煤付着

21 ロクロ土師器 坏 (12.4) [3.0] － ＣＨＩＫ 15 普通 にぶい褐 №27　内黒

22 ロクロ土師器 坏 (11.2) [2.9] － ＣＥＨＫ 5 普通 にぶい黄橙 内外面ともに摩耗が激しく調整は不明
瞭

23 ロクロ土師器 坏 － [2.0] （8.0） ＣＥＨＩＫ 35 普通 橙 内黒　外面の摩耗が激しく底部はほぼ
磨滅

24 ロクロ土師器 坏 (16.6) [3.4] － ＣＨＩＫ 15 普通 橙 №39　内黒

25 ロクロ土師器 埦 15.0 [5.4] － ＣＥＩＫ 50 普通 灰白 №41・51　内黒　墨書「田」 8-1

26 ロクロ土師器 坏 (13.4) [2.7] － ＣＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 №55　歪み有り

27 ロクロ土師器 坏 (12.0) [2.7] － ＣＭ 5 普通 にぶい橙 胎土に赤色チャート粒を含む

28 ロクロ土師器 坏 － [1.8] （6.6） ＣＥＩＫ 20 普通 にぶい褐 内面被熱

29 土師器 甕 (20.8) [5.9] － ＥＩＫ 10 普通 にぶい橙 №38　内外面強く被熱

30 土師器 甕 (20.0) [9.4] － ＥＩＫ 20 普通 明赤褐 №31 8-2

31 土師器 甕 (20.0) [5.6] － ＣＨＩＫ 10 普通 橙 №19

32 土師器 甕 (20.0) [4.6] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙

33 土師器 甕 (20.0) [4.8] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 内面煤付着

34 土師器 甕 (21.6) [4.0] － ＢＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 №35

35 土師器 甕 (18.7) [3.7] － ＣＥＩＫ 10 普通 明赤褐

36 土師器 甕 － [4.2] （3.6） ＣＨＩＫ 15 普通 にぶい橙

37 土師器 甕 － [2.5] （4.0） ＣＥＨＩＫ 20 普通 灰黄褐 №48　外面煤付着

38 土師器 甕 － [1.2] （3.8） ＣＥＨＩＫ 30 普通 灰黄褐 外面煤付着

39 土師器 小型台付甕 (13.8) [4.6] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい赤褐 №11・42　外面煤付着

40 土師器 小型台付甕 － [8.1] － ＣＥＩＫ 45 普通 明赤褐 №10・36・43・46 8-3

41 土師器 小型台付甕 － [3.2] － ＢＣＨＩＫ 25 普通 にぶい赤褐 内面の摩耗が激しい

42 土師器 小型台付甕 － [1.6] － ＣＥＩＫ 45 普通 明赤褐 外面煤付着

43 土師器 小型台付甕 － [3.0] （10.8） ＣＨＩＫ 15 普通 にぶい橙

44 土製品 羽口 長さ[6.7]　外径(7.2)　
内径(1.7)　重さ72.1ｇ

ＧＪＩＫ － 普通 にぶい橙 11-2

45 石製品 砥石 長さ10.6　幅4.2　厚さ2.7　重さ116.9ｇ №52　流紋岩　砥面6 11-3



第16図　第５号住居跡

− 25−

　井戸跡によって大きく壊されているため遺物量

は少ないが、住居跡全体から土器が疎らに出土し

ている。遺物は須恵器蓋・坏・高台付坏、ロクロ

土師器坏・皿、土師器甕・小型台付甕等が出土し

た（第18図１〜10）。１〜３は須恵器で、南比企

や末野の製品である。

　４〜７は内黒のロクロ土師器で、４〜６は坏で

ある。いずれも胎土に角閃石を多く含むため、利

根川流域で作られた製品と考えられる。７は高台

付皿で、外面のロクロ目がきつく、高台部は剥離

している。

　８、９は土師器の甕で、「コ」の字状口縁甕で

ある。10は小型台付甕で、カマドの燃焼部から逆

位の状態で検出された。口縁部に煤が付着してい

ないことから長く据え付けられた状態であったと

推察され、カマドの支脚として利用されていたと

考えられる。

　遺物量が少ないため時期は判然としないが、土

器組成や甕の頸部形状などから９世紀後半と考え

られる。

第５号住居跡（第16・17図）

　第２次調査区中央部のＥ－10グリッドに位置す

る。遺構の大部分が中・近世の井戸跡によって壊

される。平面形態は東西に長い長方形で、北壁東

寄りにカマドが設けられる。住居跡の規模は長軸

3.70m、短軸2.32m、深さ0.15mを測り、主軸方位

はＮ－４°－Ｅを指す。覆土には全体的に炭化物

が含まれていた。

　カマドは全長0.96m、幅0.51m、深さ0.17mを測

る。西側の袖が僅かに張り出し、燃焼部は掘り込

みを持たずに平坦で、奥壁から煙道に向って急峻

に立ち上がる構造を持つ。カマド内には灰層と考

えられる炭化物層が堆積し、その上にカマド天井

の可能性がある焼土粒子混じりの暗褐色土層が乗

る。カマド中央部からは小型台付甕が逆位の状態

で出土した。

　住居の東側からピットが１基確認されているが、

住居の西側は中・近世の井戸跡によって大きく壊

されているため、対になるピット等は検出できな

かった。 

宮西遺跡
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宮西遺跡

第６表　第５号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 蓋 （19.8） [1.2] － ＩＪＫ 5 普通 灰 南比企産　口唇部外縁に重ね焼きによ
る変色が認められる

2 須恵器 坏 （16.4） [2.8] － ＨＩＫ 5 普通 黄灰

3 須恵器 高台付坏 － [2.0] （8.2） ＢＥＩＫ 40 普通 灰白 №14　末野産　内面煤付着 8-4

4 ロクロ土師器 坏 － [1.9] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 内黒

5 ロクロ土師器 坏 － [1.0] （7.0） ＣＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 内黒

6 ロクロ土師器 坏 － [2.4] （5.6） ＣＥＨＩＫ 30 普通 橙 №13　内黒

7 ロクロ土師器 高台付皿 (13.4) [2.1] － ＣＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 №12　内黒 8-5

8 土師器 甕 (20.1) [3.3] － ＣＨＩＫ 15 普通 橙

9 土師器 甕 － [2.6] （3.8） ＥＨＩＫ 25 普通 灰褐 外面煤付着

10 土師器 小型台付甕 11.0 [13.9] － ＣＥＩＫ 75 普通 にぶい赤褐 №1・2・3・5・6・7・15　外面胴部上
半から頸部にかけて煤付着

8-6
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よって壊されている。平面形態はやや東西に長い

長方形で、北壁中央部にカマドが設けられる。住

居跡の規模は長軸3.27m、短軸2.67m、深さ0.06m

第６号住居跡（第19・20図）

　第２次調査区中央やや西寄りのＥ－９グリッド

に位置する。遺構の南東部を中・近世の井戸跡に

宮西遺跡
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　壁溝やピット等は確認されなかった。

　カマドは全長0.97m、幅0.43m、深さ0.15mを測

る。袖は西側のみ0.3m程住居跡内に張り出す。燃

焼部は浅く掘り込まれ、煙道部に向って緩やかに

傾斜していく構造を持つ。覆土は削平を受けてい

るため堆積状況はわからないが、煙道部から燃焼

部にかけて炭化物層が堆積していた。燃焼部中央

からは土師器甕がまとまって出土したが、いずれ

も破片であった。

を測り、主軸方位はＮ－１°－Ｅを指す。覆土は

ほぼ削平され、堆積状況は不明だが、全体的に焼

土粒子と炭化物が含まれる。

　住居跡の中央やや北寄りには長径1.33m、短径

1.01m、深さ0.08mを測る不整楕円形の床下土壙が

あり、覆土には炭化物等が含まれる。住居跡の北

東隅には長径0.35m、短径0.33m、深さ0.1mを測

る円形の貯蔵穴があり、焼土粒子が多く含まれて

いた。

宮西遺跡

第７表　第６号住居跡出土遺物観察表（第21図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 蓋 (15.8) [1.4] － ＨＩＪＫ 5 良好 褐灰 南比企産

2 須恵器 蓋 (15.8) [1.0] － ＣＥＨＩＫ 10 良好 灰黄褐 №29　末野産

3 須恵器 坏 （12.8） 3.6 6.3 ＥＩＫ 55 普通 灰 №15・27 8-7

4 須恵器 坏 (13.2) [3.3] － ＥＨＩＫ 5 普通 黄灰 内面煤付着　口唇部外縁に重ね焼きに
よる変色が認められる

5 須恵器 坏 （12.2） [3.1] － ＥＨＩＫ 5 普通 灰白 三毳産か

6 須恵器 坏 (13.0) [2.7] － ＥＨＩＫ 5 不良 淡黄橙

7 須恵器 坏 (13.0) [1.9] － ＥＨＩＫ 10 良好 黄灰 №22

8 須恵器 坏 － [2.0] （8.0） ＨＩＫ 15 普通 灰黄 №23　内面煤付着

9 須恵器 埦 (15.0) [3.2] － ＨＩＪＫ 5 普通 黄灰 南比企産

10 土師器 坏 (13.8) [3.7] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 №14

11 ロクロ土師器 坏 － [1.2] （5.8） ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい褐 内黒　外面煤付着

12 ロクロ土師器 埦 (19.7) [4.3] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい黄橙 №12　内黒

13 土師器 甕 (18.0) [7.1] － ＢＣＥＨＩＫ 15 普通 橙 №1・2・3・4・5・6・7・8・9・10

14 土師器 甕 (22.7) [5.1] － ＥＩＫ 10 普通 にぶい赤褐 №13

15 土師器 甕 － [3.6] （4.0） ＣＥＩＫ 30 普通 明赤褐 外面煤付着

16 土師器 甕 － [1.0] （3.6） ＢＣＨＩＫ 25 普通 にぶい褐

17 石製品 磨石 長さ3.3　幅2.5　厚さ1.3　重さ5.5ｇ №30　角閃石安山岩　多孔質　自然面
遺存

11-3



第22図　第７号住居跡

− 29−

第７号住居跡（第22〜23図）

　第２次調査区中央部南端のＧ－10・11グリッ

ドに位置する。遺構の北壁西側と東壁南側は調査

区域外へ延びているため、平面形態は不明である。

北壁東寄りにカマドが設けられる。住居跡の規模

は残存部分の長軸3.75m、短軸2.34m、深さ0.17m

を測り、主軸方位はＮ－３°－Ｗを指す。覆土は

僅かに炭化物を含む暗黄褐色土が全体に堆積し、

床面付近からは薄い炭化物層が検出された。

　壁溝やピット、貯蔵穴等は確認されなかった。

　カマドは全長1.23m、幅0.63m、深さ0.26mを測

り、北端部は中・近世の井戸によって壊される。

袖は無く、燃焼部から煙道部にかけて浅く掘り込

まれ、煙道付近で急峻に立ち上がる構造を持つ。

覆土は火床面直上にカマド構築材と考えられる粘

土が厚く堆積し、その上にカマドの炭化物層や焼

土粒子等を含む層が薄く堆積していく。火床面と

構築土層の間に焼土層等が認められないことから、

　遺物は住居跡北半部のカマド周辺や貯蔵穴から

検出され、須恵器蓋・坏・埦、ロクロ土師器坏・

埦、土師器甕等が出土した（第21図１〜17）。１

〜９は須恵器である。１、２は蓋で、１が南比企、

２が末野の製品である。３〜８は坏で、５は三毳

の製品である。３は内面の立ち上がりが不明瞭に

なる。９は埦で、南比企の製品である。

　10は土師器の坏である。外面下半にヘラケズリ

調整が施される。11、12はロクロ土師器である。

11は内黒の坏で、外面全体に煤が付着する。12は

埦で、薄手だが大型になるものであり、外面には

黒斑が認められる。

　13〜16は土師器の甕で、いずれも「コ」の字

状口縁甕である。13はカマドの燃焼部から出土し、

他に胴部の大型破片があるが接合はしなかった。

　17は石製品で、角閃石安山岩製の磨石である。

　遺物の時期は、甕の頸部形状などから９世紀後

半と考えられる。

宮西遺跡
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重ね焼きに伴うと考えられる黒斑が認められる。

８は坏で、底部が薄く、内面の立ち上がりが不明

瞭である。

　９〜11は土師器の甕で、「コ」の字状口縁甕で

あり、頸部の「コ」の字形状はだいぶ崩れている。

９は残存率が高い甕で、カマド内から逆位で出土

した。カマド構築土の崩落層より上層から出土し

たことから、構築材等では無く、煮炊き具として

使用されていたものと考えられる。全体的に強く

被熱し、歪みが強い。胴部中位には煤の付着が認

められる。11は体部外面全体に煤が付着する。12

は小型台付甕で、やや大型のものか。内外面とも

に煤が強く付着する。カマドの構築材として利用

されたものか。

　遺物の時期は、須恵器皿が出土している点や、

土師器甕の頸部形状等から、９世紀後半〜末と考

えられる。

住居廃絶時にカマドを人為的に破壊したと考えら

れる。崩落した構築土の上からは残存率の高い土

師器甕が逆位で出土した。

　遺物は住居跡のカマド内および東側から検出さ

れ、須恵器坏・皿、ロクロ土師器坏、土師器甕が

出土した（第24図１〜12）。１〜５は須恵器である。

１〜４は坏で、２は南比企の製品である。１、３

は強く被熱し、３は内外面ともに油煙が付着して

内面は皮膜状になる。３、４は被熱により色調が

異なるが、外面のロクロ目がきついといった特徴

が類似するため、同一個体の可能性がある。５は

皿で、南比企の製品である。つまみの無い蓋であ

る可能性も考えられる。

　６〜８はロクロ土師器の坏で、いずれも胎土に

角閃石を含むことから利根川流域の製品と考えら

れる。６、７は内黒の坏である。６はやや大型の

坏で、外面に火襷状の黒斑があり、口唇部外縁に 

宮西遺跡
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第３号畠跡（第25図）

　調査区中央北西寄りのＥ－10・11グリッドに位

置する。検出された畝間溝は12条である。東側に

位置する畝１・２・４は北側が調査区域外へ延び、

畝５は第５号住居跡と重複する。走行方向は北－

南で、畝間溝の規模は、長さ1.23〜5.97m、幅0.22

〜0.36mを測り、深さは0.03〜0.09mと浅い。畝

（２）畠跡

　古代の畠跡は古代の遺構分布域と重なり、調査

区中央部から１箇所検出された。畝間溝の走行方

向は北－南であり、住居跡の軸方位と同様である。

遺物は検出されなかったが、住居跡と同じ確認面

から検出されたことや、古代の遺構分布域に位置

することから、古代の遺構とした。

宮西遺跡

第８表　第７号住居跡出土遺物観察表（第24図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 坏 (12.6) 2.8 （6.4） ＢＥＨＩＫ 5 不良 灰黄褐 全体強く被熱

2 須恵器 坏 （11.5） [2.8] － ＥＩＪ 30 普通 黄灰 南比企産

3 須恵器 坏 (14.0) 4.0 （7.2） ＥＩＫ 10 普通 褐 カマド№1　内面漆または油煙付着　
全体被熱

4 須恵器 坏 － [3.7] （6.4） ＩＫ 20 普通 灰 カマド№1

5 須恵器 皿 － [2.1] 5.2 ＨＩＪＫ 75 良好 灰 №1　南比企産 8-8

6 ロクロ土師器 坏 (16.0) 5.0 （7.5） ＣＥＩＫ 25 普通 にぶい黄橙 №2　内黒 8-9

7 ロクロ土師器 坏 (13.8) [2.1] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙 カマド№1　内黒　

8 ロクロ土師器 坏 (13.6) 4.3 （8.0） ＣＩ 25 普通 にぶい橙 カマド№2　全体被熱　糸切り離し痕
が重複している

9 土師器 甕 20.1 26.7 4.0 ＢＣＨＩＫ 90 普通 明赤褐 カマド№1　歪みが強い 9-1

10 土師器 甕 (20.1) [3.6] － ＢＥＩＫ 5 普通 にぶい赤褐

11 土師器 甕 － [9.5] 5.0 ＣＥＩＫ 30 普通 にぶい赤褐 外面煤付着 9-2

12 土師器 小型甕か 13.6 [5.1] － ＢＣＨＩＫ 80 普通 にぶい橙 カマド№1　内外面ともに煤付着 9-3
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（３）土壙

　土壙は17基検出された。調査区の中央部に分

布し、その範囲は住居跡の分布域と重複する。遺

物が出土していない土壙もあるが、住居跡が全て

９世紀代のものであること、また、他の土壙や遺

構外出土遺物も基本的に９世紀代の遺物で占めら

れていることから、全て９世紀代の土壙と考えら

れる。

間溝の間隔は0.32〜1.6mであり、間隔や走行方向

はやや不揃いである。

　遺物が検出されなかったため、詳細な時期は不

明である。ただし、住居跡群と同じ面から検出さ

れたこと、また、住居跡群の軸方位と畝間溝の走

行方向が類似すること、住居跡群に隣接するなど

の状況から、９世紀代の畠跡である可能性が高い。

集落の存続期間中に営まれた畠跡か。

宮西遺跡

第９表　第３号畠跡一覧表（第25図）

番号 グリッド 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（ｍ） 番号 グリッド 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 深さ（ｍ）

1 E-11 [4.48] 0.22 0.09 7 E-10 4.84 0.28 0.05 

2 E-11 [5.43] 0.36 0.05 8 E-10 2.34 0.27 0.04 

3 E-10 1.23 0.23 0.03 9 E-10 1.41 0.22 0.04 

4 E-10 [3.28] 0.22 0.07 10 － － － －

5 E-10 [3.47] 0.25 0.06 11 E-10 1.69 0.33 0.05 

6 E-10 4.40 0.26 0.06 12 E-10 （5.97） 0.29 0.06 
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　遺物は出土しなかった。

第104号土壙（第26図）

　調査区中央部やや南寄りのＦ－11グリッドに位

置する。平面形態は楕円形で、規模は直径1.69m、

短径1.14m、深さ0.24mを測る。断面形態は箱形で

南側から北側に向って深くなる。

　遺物は須恵器坏・皿、ロクロ土師器坏、土師

器甕、小型台付甕等が出土した（第28図９〜17）。

９〜13は須恵器である。９は南比企、11は三毳

の製品である。９は深身であり、椀形になるもの

である。11は被熱し、全体的に変色している。10、

12は胎土に角閃石を多く含む。13は皿で、南比企

の製品である。外面下端および底部に手持ちヘラ

ケズリ調整が施される。14、15はロクロ土師器で、

どちらも胎土に角閃石を含むことから、利根川流

域の製品と考えられる。14は内黒の坏で、やや大

型である。外面のロクロ目がきつく、体部外面下

半から底部にかけて手持ちヘラケズリ調整が施さ

れ、底部中央には僅かに糸切り離し痕が認められ

る。15は坏で、内外面ともにロクロ目が明瞭に残

る。16は土師器の甕で、胎土に片岩細粒を多く含

む。17は小型台付甕である。外面に煤が付着し、

口唇部外縁の一部に使用による摩耗が認められる。

　遺物の時期は、９世紀後半と考えられる。

第105号土壙（第26図）

　調査区中央部、Ｆ－11グリッドに位置する。平

面形態は南北にやや長い隅丸方形で、規模は長径

0.98m、短径0.86m、深さ0.09mを測る。断面形態

は箱形である。

　遺物は出土しなかった。

第106号土壙（第26図）

　調査区中央部やや東寄りのＦ－11・12グリッド

に位置し、南東側の一部を中近世の井戸跡によっ

て壊される。平面形態は不整方形で、規模は長径

1.58m、短径1.24m、深さ0.10mを測る。断面形態

は皿形である。

　遺物は須恵器蓋、ロクロ土師器坏が出土した

　遺構の平面形態は円形・楕円形・隅丸方形等で、

長径2.0m前後のやや大型の土壙も散見される。こ

のうち、第114・117号土壙からは比較的多くの遺

物が出土した。

　住居跡は主軸方位を揃えて建てられているが、

土壙には主軸方位の規則性は認められなかった。

第101号土壙（第26図）

　調査区中央部東寄りのＦ－12グリッドに位置す

る。平面形態は方形に近い楕円形で、規模は長径

0.94m、短径0.81m、深さ0.16mを測り、長軸方向

はＮ－87°－Ｗを指す。断面形態は箱形で、底面

は平坦である。

　遺物は須恵器坏、ロクロ土師器坏等が出土した

（第28図１〜４）。１、２は須恵器の坏で、１が三

和、２が南比企の製品である。２は全体的に被熱

し、内面に網目状の変色が認められる。３、４は

ロクロ土師器で、どちらも胎土に角閃石を含むこ

とから、利根川流域の製品と考えられる。３は内

黒の坏で、内面が磨耗している。４は坏で、内外

面に大きく黒斑が認められる。

　遺物の時期は、９世紀後半と考えられる。

第102号土壙（第26図）

　調査区中央部東寄りのＦ－12グリッドに位置し、

第101号土壙の東側に隣接する。平面形態は円形

で、規模は直径0.48m、深さ0.13mを測る。断面形

態は椀形である。

　遺物は須恵器蓋・坏が出土した（第28図５〜

８）。５〜７は坏で、５、６が南比企、７が三毳

の製品である。５は底径が口径の２分の１より大

きいことから、鳩山編年Ⅵ期と考えられる。８は

蓋で、南比企の製品である。

　遺物の時期は、９世紀中葉と考えられる。

第103号土壙（第26図）

　調査区中央部東寄りのＦ－12グリッドに位置

し、第102号土壙の南東側に隣接する。平面形態

は南北にやや長い円形で、規模は長径0.94m、短

径0.84m、深さ0.15mを測る。断面形態は箱形である。

宮西遺跡



第26図　土壙（１）
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第27図　土壙（２）
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　遺物は須恵器坏と土師器甕が出土した（第28図

20、21）。どちらも小破片だが、21が土師器の「コ」

の字状口縁甕と推察されることから、遺物の時期

は９世紀後半と考えられる。

第108号土壙（第26図）

　調査区中央部やや北寄りのＥ－11グリッドに

位置する。第４号住居跡と重複し、本遺構が古

い。平面形態は東西に長い楕円形で、規模は長径

2.33m、短径0.74m、深さ0.13mを測る。断面形態

は皿形である。

　遺物は須恵器坏・高台付坏、ロクロ土師器坏、

（第28図18、19）。18は須恵器の蓋で、南比企の製

品である。19はロクロ土師器で、内黒の坏である。

胎土に角閃石を含むことから、利根川流域の製品

と考えられる。

　遺物の時期は、９世紀代と考えられる。

第107号土壙（第26図）

　調査区中央部やや東寄りのＦ－12グリッドに

位置し、第106号土壙の東側に隣接する。平面形

態は東西にやや長い楕円形で、規模は長径0.91m、

短径0.77m、深さ0.08mを測る。断面形態は皿形で

ある。

宮西遺跡

第10表　土壙一覧表（第26・27図）

№ グリッド 平面形 長軸方向
長径
（ｍ）

短径
（ｍ）

深さ
（ｍ）

重複遺構 № グリッド 平面形 長軸方向
長径
（ｍ）

短径
（ｍ）

深さ
（ｍ）

重複遺構

101 F-12 楕円形 N-87°-W 0.92 0.81 0.16 110 F-11 隅丸長方形 N-88°-W 1.23 0.76 0.15 SK109・111

102 F-12 円形 － 0.48 0.48 0.13 111 F-11 楕円形 N-68°-W [0.94] 0.60 0.10 SK109・110

103 F-12 円形 － 0.94 0.84 0.15 112 E-11 楕円形 N-3°-E 0.79 0.57 0.17 

104 F･G-11 楕円形 N-7°-E 1.69 1.14 0.24 113 D･E-10 楕円形 N-7°-W 1.90 0.97 0.16 

105 F-11 隅丸方形 N-8°-E 0.98 0.86 0.09 114 E-11 楕円形 N-42°-W 2.60 1.18 0.31 

106 F-11･12 不整方形 N-50°-E 1.58 1.24 0.10 115 E-11 楕円形 N-3°-W 0.66 0.53 0.23 

107 F-12 楕円形 N-29°-W 0.91 0.77 0.08 116 E-11
隅丸正三角

形
N-30°-W 0.59 0.56 0.13 E-11P1

108 E-11 楕円形 N-88°-W 2.33 [0.74] 0.13 SJ4 117 E･F-10 隅丸方形 N-44°-E [2.36] 2.07 0.26 

109 F-11 楕円形 N-40°-E 1.00 [0.9] 0.10 SK110・111
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られる。25は土師器の「コ」の字状口縁甕であり、

「コ」の字の形状はやや崩れる様相を持つ。

　遺物の時期は９世紀後半から末と考えられる。

第109号土壙（第26図）

　調査区中央部のＦ－11グリッドに位置し、第

110・111号土壙と重複し、さらに中・近世の井

土師器甕が出土した（第28図22〜25）。22、23は

須恵器である。22は坏で、東金子の製品であり、

口縁部に歪みが認められる。23は高台付坏で、末

野の製品であり、内底面中央部に煤が付着する。

　24は内黒のロクロ土師器坏である。胎土に角閃

石を多く含むことから、利根川流域の製品と考え

宮西遺跡



第29図　土壙出土遺物（２）
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　遺物の時期は９世紀代と考えられる。

第111号土壙（第26図）

　調査区中央部のＦ－11グリッドに位置する。第

109・110号土壙と重複し、第110号土壙より古い。

平面形態は東西に長い楕円形で、規模は残存部で

長径0.94m、短径0.60m、深さ0.10mを測る。断面

形態は箱形である。

　遺物は須恵器坏が出土した（第28図29）。29は

全体に煤が付着し、産地は不明である。

　遺物の時期は９世紀代と考えられる。

第112号土壙（第26図）

　調査区中央北寄りのＥ－11グリッドに位置す

る。平面形態は南北にやや長い楕円形で、規模は

長径0.79m、短径0.57m、深さ0.17mを測る。断面

形態は箱形で、覆土下層からは薄い炭化物層が検

出された。

　遺物は出土しなかった。

戸跡によって遺構の中央部が大きく壊される。平

面形態は南北に長い楕円形で、規模は残存部で長

径1.00m、短径0.90m、深さ0.10mを測る。断面形

態は箱形と推測される。

　遺物は須恵器坏が出土した（第28図26）。26は

須恵器の坏で、南比企の製品である。鳩山編年Ⅶ

からⅧ期と考えられる。

　遺物の時期は、９世紀後半と考えられる。

第110号土壙（第26図）

　調査区中央部のＦ－11グリッドに位置する。第

109・111号土壙と重複し、本遺構が新しい。平

面形態は東西に長く、やや歪んだ隅丸長方形で、

規模は長径1.23m、短径0.76m、深さ0.15mを測る。

断面形態は箱形である。

　遺物は須恵器坏が出土した（第28図27、28）。

27は三毳、28は南比企の製品である。27は被熱

によって全体的に赤褐色へと変色し、体部内面下 

半には煤が付着する。

宮西遺跡



第30図　土壙出土遺物（３）
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第114号土壙（第26図）

　調査区中央北部のＥ－11グリッドに位置す

る。平面形態は南北に長い楕円形で、規模は長径

2.60m、短径1.18m、深さ0.31mを測る。断面形態

は箱形で、中央部が一段低くなる構造を持つ。

　比較的多くの遺物が検出され、須恵器坏・高台

第113号土壙（第26図）

　調査区中央北西寄りのＤ・Ｅ－10グリッドに

位置する。平面形態は南北に長い楕円形で、規模

は長径1.90m、短径0.97m、深さ0.16mを測る。断

面形態は皿形である。

　遺物は出土しなかった。

宮西遺跡
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第11表　土壙出土遺物観察表（第28〜30図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 坏 (12.4) [2.8] － ＤＨＩＫ 10 良好 黄灰 SK101　三和産

2 須恵器 坏 － [1.2] (6.6) ＥＩＪＫ 20 良好 褐灰 SK101　南比企産　全体被熱

3 ロクロ土師器 坏 (13.0) [3.5] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 SK101　内黒　内外面摩耗により調整
は不明瞭

4 ロクロ土師器 坏 － [2.6] 6.0 ＣＥＩＫ 40 普通 灰黄 SK101　軟質　内外面黒斑有り 9-4

5 須恵器 坏 (12.8) 4.0 (6.9) ＥＩＫ 20 普通 黄灰 SK102　南比企産 9-5

6 須恵器 坏 (13.0) [2.9] － ＥＩＪＫ 5 普通 黄灰 SK102　南比企産

7 須恵器 坏 (12.0) [3.2] － ＨＩＫ 15 普通 灰白 SK102　三毳産

8 須恵器 蓋 － [1.5] － ＨＩＪＫ 5 普通 灰黄褐 SK102　南比企産

9 須恵器 坏 (14.0) [4.7] － ＩＪ 20 普通 黄灰 SK104　南比企産

10 須恵器 坏 (13.0) [3.2] － ＢＥＨＩＫ 15 普通 黄灰 SK104　末野産か　外面被熱

11 須恵器 坏 (15.0) [3.6] － ＣＩＫ 15 普通 灰白 SK104　三毳産　内面被熱

12 須恵器 坏 (12.4) [2.0] － ＥＧＨＩＫ 10 普通 灰黄褐 SK104　東金子産か

13 須恵器 皿 － [2.3] (6.6) ＢＩＪ 40 普通 灰 SK104　南比企産

14 ロクロ土師器 坏 (15.6) 4.4 (8.0) ＨＩＫ 30 普通 にぶい橙 SK104　内黒 9-6

15 ロクロ土師器 坏 (13.0) [3.0] － ＣＨＩＫ 10 普通 橙 SK104

16 土師器 甕 － [2.9] (5.0) ＣＨＩＫ 20 普通 灰黄褐 SK104

17 土師器 小型台付甕 (11.7) [5.5] － ＡＩＫ 20 普通 褐 SK104　外面煤付着

18 須恵器 蓋 (16.8) [1.4] － ＥＩＪＫ 5 良好 灰 SK106　南比企産　口唇部外縁に重ね
焼きの痕跡有り

19 ロクロ土師器 坏 － [1.6] (6.2) ＣＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 SK106　内黒　内面摩耗

20 須恵器 坏 － [2.1] － ＥＩＫ 5 良好 黄灰 SK107

21 土師器 甕 － [3.5] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 SK107

22 須恵器 坏 (11.1) 3.0 (5.2) ＥＩＫ 20 良好 灰 SK108　№2　東金子産　口縁部歪み有
り

23 須恵器 高台付坏 － [2.5] 8.0 ＢＥＩＫ 70 普通 灰 SK108　№8　末野産　内底面中央部被
熱

24 ロクロ土師器 坏 － [2.8] (5.4) ＣＨＩＫ 20 普通 灰褐 SK108　№1　内黒

25 土師器 甕 (20.6) [6.1] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい褐 SK108　№3

26 須恵器 坏 (12.0) 3.7 (12.8) ＥＨＩＪＫ 10 良好 灰 SK109　南比企産

27 須恵器 坏 (12.5) 3.4 5.5 ＥＨＩＫ 50 普通 にぶい褐 SK110　№1　三毳産　内面煤付着 9-7

28 須恵器 坏 － [1.2] (6.0) ＥＩＪＫ 10 良好 灰 SK110　南比企産

29 須恵器 坏 (12.4) [2.0] － ＩＫ 10 普通 褐灰 SK111　内外面被熱

30 須恵器 高台付坏 － [3.2] (8.0) ＥＨＩＫ 20 良好 灰白 SK115　末野産

31 土師器 甕 (20.0) [3.7] － ＣＨＩＫ 10 良好 にぶい赤褐 SK115

32 須恵器 坏 12.6 4.0 6.2 ＣＥＩＫ 90 普通 黄灰 SK114　№6・17　三毳産か　全体強く
被熱

9-8

33 須恵器 坏 12.6 4.1 5.7 ＥＩＫ 85 普通 灰 SK114　№7・11・12　三和産　口唇部
外縁に重ね焼きの痕跡が認められる

9-9

34 須恵器 坏 (13.0) [4.0] － ＨＩＪＫ 20 良好 褐灰 SK114　№13　南比企産

35 須恵器 坏 (14.4) [2.8] － ＩＫ 5 良好 灰 SK114　№3　三毳産か

36 須恵器 坏 (11.6) [4.0] － ＥＩＪＫ 10 良好 黄灰 SK114　南比企産

37 須恵器 坏 (14.8) [2.1] － ＥＩＫ 5 普通 良好 SK114　末野産か

38 須恵器 坏 － [1.4] (6.0) ＥＩＪＫ 85 普通 灰 SK114　№16　南比企産

39 須恵器 坏 － [1.2] (6.1) ＩＪＫ 65 普通 灰白 SK114　№9　南比企産　内外面煤付着

40 須恵器 坏 － [1.4] 6.4 ＥＩＫ 80 普通 灰白 SK114　№10　軟質　内外面煤付着

41 須恵器 高台付埦 (17.0) [4.5] － ＨＩＪＫ 5 良好 黄灰 SK114　№4　南比企産

42 須恵器 高台付埦 － [5.3] (7.4) ＢＩ 30 普通 灰 SK114　№1　末野産 10-1

43 須恵器 皿 － [2.1] 6.1 ＩＪＫ 70 普通 にぶい橙 SK114　№5・8　南比企産

44 ロクロ土師器 坏 12.2 4.1 6.9 ＩＫ 80 普通 にぶい橙 SK114　№2　内黒　黒色処理はほぼ飛
んでいる　外面黒斑有り

10-2
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

45 ロクロ土師器 坏 (13.2) [2.7] － ＣＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 SK114　内黒

46 ロクロ土師器 坏 (17.8) [3.3] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 SK114　内黒　内外面ともに摩耗が激
しく調整は不明瞭

47 ロクロ土師器 坏 (12.8) [2.0] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい赤褐 SK114　内黒

48 土師器 坏 (11.0) 2.8 （7.8） ＣＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 SK114

49 土師器 甕 － [2.7] （4.0） ＣＨＩＫ 20 普通 灰褐 SK114

50 土製品 羽口 長さ[8.9]　外径(6.9)　内径(2.7)　重さ101ｇ にぶい褐 SK114　№14 11-2

51 須恵器 蓋 (16.0) 3.5 － ＥＩＪＫ 25 良好 にぶい赤褐 SK117　南比企産　酸化焔焼成 10-3

52 須恵器 蓋 (16.8) 2.1 － ＢＥＧＨＩＫ 15 良好 灰 SK117　末野産

53 須恵器 蓋 (18.0) [1.7] － ＥＨＩＪＫ 5 良好 灰 SK117　南比企産

54 須恵器 蓋 (16.6) [1.1] － ＨＩＪＫ 15 普通 灰黄 SK117　南比企産

55 須恵器 坏 12.0 3.7 5.0 ＥＩＪＫ 80 良好 灰白 SK117　№6　南比企産　内外面火襷痕
有り　体部外面に糸切り痕（ポジ）が
残る

10-4

56 須恵器 坏 (12.0) 3.8 5.6 ＥＩＪＫ 45 普通 灰 SK117　№2　南比企産

57 須恵器 坏 (11.8) 3.4 (6.4) ＥＨＩＪＫ 20 良好 灰白 SK117　南比企産　内面火襷痕有り　
内外面被熱

58 須恵器 坏 (11.4) 3.6 (4.7) ＥＩＪＫ 20 普通 黄灰 SK117　№5　南比企産　内面火襷痕有
り

10-5

59 須恵器 坏 12.9 4.0 6.0 ＣＥＩＫ 55 普通 にぶい黄橙 SK117　№3・4　外面煤付着 10-6

60 須恵器 坏 (12.3) [3.3] － ＥＨＪＫ 15 良好 黄灰 SK117　南比企産　内外面火襷痕有り　
内面煤付着

61 須恵器 坏 (12.2) [2.8] － ＤＥＩＫ 5 良好 灰 SK117　末野産か

62 須恵器 坏 (11.2) [3.6] － ＥＨＩＪＫ 15 良好 灰白 SK117　南比企産　内外面火襷痕有り

63 須恵器 坏 (12.6) [2.5] － ＥＨＩＫ 5 良好 にぶい橙 SK117　東金子産か　酸化焔焼成

64 須恵器 坏 (11.0) [2.4] － ＥＨＩＫ 5 良好 黄灰 SK117　末野産か

65 須恵器 坏 (12.5) [2.0] － ＨＩＪＫ 5 良好 灰 SK117　南比企産

66 須恵器 坏 (11.6) [1.6] － ＥＨＩＪＫ 15 良好 灰黄褐 SK117　南比企産

67 須恵器 坏 － [2.0] (6.2) ＥＩＪＫ 20 普通 にぶい橙 SK117　南比企産　酸化焔焼成

68 須恵器 坏 － [1.8] 6.1 ＩＫ 50 普通 にぶい赤褐 SK117　東金子産か　酸化焔焼成

69 須恵器 坏 － [2.2] (6.0) ＥＩＫ 20 良好 灰 SK117　末野産か

70 須恵器 坏 － [1.2] (6.0) ＢＥＨＩＫ 25 良好 灰 SK117　末野産

71 須恵器 坏 － [2.8] (7.0) ＤＨＩＫ 20 普通 灰白 SK117　三和産

72 須恵器 高台付坏 － [3.7] (7.1) ＢＥＨＩ 45 普通 灰黄褐 SK117　№1　末野産 10-7

73 須恵器 長頸瓶 (9.9) [4.8] － ＩＫ 20 良好 灰 SK117　内面降灰

74 須恵器 甕 (25.8) [3.8] － ＥＨＩＪＫ 5 良好 灰 SK117　南比企産

75 須恵器 甕 － [4.8] － ＡＥＨＩＫ 5 普通 褐灰 SK117　新治産

76 灰釉陶器 長頸瓶 － [3.5] － ＩＫ 5 良好 灰白 SK117　内外面施釉

77 ロクロ土師器 坏 (16.2) 5.4 (7.0) ＣＥＨＩＫ 15 普通 橙 SK117　内黒　摩耗が激しく調整は不
明瞭

78 ロクロ土師器 坏 (11.7) [4.1] － ＣＥＩＫ 15 普通 にぶい橙 SK117　内黒

79 ロクロ土師器 坏 (13.6) [4.0] － ＣＨＩＫ 15 普通 橙 SK117　内黒

80 ロクロ土師器 坏 － [2.4] 7.0 ＨＩＫ 25 普通 橙 SK117　内黒

81 ロクロ土師器 坏 － [2.0] (5.6) ＣＨＩＫ 25 普通 橙 SK117　内黒　摩耗が激しく調整は不
明瞭

82 ロクロ土師器 坏 － [0.9] 5.4 ＥＩＫ 80 普通 にぶい橙 SK117　内黒

83 ロクロ土師器 坏 － [2.1] (6.4) ＣＨＩＫ 25 普通 橙 SK117

84 土師器 甕 (18.0) [3.7] － ＢＥＩＫ 25 普通 明赤褐 SK117

85 土師器 甕 (15.7) [3.5] － ＢＨＩＫ 5 普通 明赤褐 SK117

86 土師器 甕 (13.2) [2.4] － ＥＩＫ 15 普通 橙 SK117

87 土師器 甕 － [1.9] (4.0) ＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 SK117　内面煤付着

88 土師器 甕 － [2.3] (4.0) ＢＣＥＨＩＫ 30 普通 橙 SK117
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製品である。31は土師器の甕で、「コ」の字状口

縁甕である。

　遺物の時期は９世紀後半と考えられる。

第116号土壙（第27図）

　調査区中央部やや北寄りのＥ－11グリッドに

位置する。グリッドピットと重複する。平面形態

は隅丸正三角形で、規模は長径0.59m、短径0.56m、

深さ0.13mを測る。断面形態は箱形である。

　遺物は土師器甕片が僅かに出土しているが、図

示し得るものはなかった。

第117号土壙（第27図）

　調査区中央やや西寄りのＥ・Ｆ－10グリッド

に位置し、遺構の東側は中・近世の井戸跡によっ

て壊される。平面形態は東西にやや長い隅丸方形

で、規模は長径2.36m、短径2.07m、深さ0.26mを

測る。断面形態は箱形である。

　遺物が多く検出され、須恵器蓋・坏・高台付

坏・長頸瓶・甕、ロクロ土師器坏、土師器甕等が

出土した（第30図51〜88）。51〜75は須恵器であ

る。51〜54は蓋で、51、53、54が南比企、52が

末野の製品である。51はつまみが無いタイプで、

天井部外面は糸切り離し後無調整である。切り離

しに失敗したためか、糸切り離し痕は重複し、天

井部が僅かに円柱状になる。52は天井部外面に

外周回転ヘラケズリが施され、中央部には糸切り

離し痕が残る。

　55〜71は坏で、南比企の製品を主体とし、末野、

東金子、三和等の製品が含まれる。55、57、58、

60、62は器形や色調、火襷痕の残り方が非常に

よく似ている。このうち55、57、58は底部の残

存率および厚さの違いから別個体と考えられるた

め、生産地にて同時に焼成された製品がまとめて

搬入されたことを示すものか。59は黄色が強く、

胎土に角閃石を含む。63と68は同一個体の可能

性がある。

　72は高台付坏で、末野の製品である。73は長

頸瓶である。硬質で胎土の混入物は非常に少なく、

付坏・皿、ロクロ土師器坏、土師器坏・甕、羽口

等が出土した（第29図32〜50）。32〜43は須恵器

である。32〜40は坏で、南比企を主体とし、末野、

三毳、三和等の製品を含む。32は内外面共に強

く被熱し、全体に煤が付着する。被熱により変質

しているが、胎土が白く、器面が滑らかだったと

推察されることから三毳の製品である可能性があ

る。33は三和の製品で外面下端および底部に手

持ちヘラケズリ調整が施される。34、38、39は

いずれも外面に煤が付着する。40は軟質で胎土

に少量の角閃石を含む。被熱の影響か、または黒

斑なのか不明だが、内外面共に器面が変色し、黒

色となる。

　41、42は高台付埦である。41は南比企、42は

末野の製品であり産地は異なるが、どちらも硬質

に焼き締まる。43は皿で、南比企の製品である。

外面および断面は酸化焔焼成で、内面と底部付近

のみ還元化する。底部の周辺には、糸切り離しを

一度失敗したと推察される糸切り痕の重複が認め

られる。

　44〜47は内黒のロクロ土師器坏である。44〜

46は胎土に角閃石を含むため、利根川流域の製品

と考えられる。47は片岩または雲母を含むため、

他地域の製品である可能性がある。44は外面下

端および底部外周に手持ちヘラケズリ調整が施さ

れる。46は薄いが、やや大型になる。48は土師

器の坏で、北武蔵型の坏である。

　49は土師器の甕で、やや厚手である。50は土

製品の羽口で、胎土に砂粒を多く含む。

　遺物の時期は９世紀中葉から後半と考えられる。

第115号土壙（第27図）

　調査区中央部やや北寄りのＥ－11グリッドに

位置する。平面形態は南北にやや長い楕円形で、

規模は長径0.66m、短径0.53m、深さ0.23mを測る。

断面形態は椀形である。

　遺物は須恵器高台付坏、土師器甕が出土した（第

28図30、31）。30は須恵器の高台付坏で、末野の

宮西遺跡
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　16は土師器の甕である。「コ」の字状口縁甕で、

定型化した段階のものであり、頸部が長い。

　Ｅ－12グリッドからは、須恵器坏が出土した

（第31図17）。17は坏で、南比企の製品である。

　Ｆ－10グリッドからは、須恵器坏が出土し

た（第31図18）。18は坏で、南比企の製品であり、

火襷痕が認められる。

　Ｆ－11グリッドからは、須恵器坏、土師器甕

が出土した（第31図19〜25）。19〜22は須恵器の

坏で、全て南比企の製品である。22は底部外周

回転ヘラケズリが施され、宮西遺跡では唯一の８

世紀代の遺物である。

　23〜25は土師器の甕である。23、24は「コ」

の字状口縁甕で、定型化した段階のものである。

　Ｆ－12グリッドからは、須恵器坏、ロクロ土師

器坏、土師器甕が出土した（第31図26〜31）。26

〜28は須恵器の坏で、それぞれ東金子、南比企、

末野の製品である。

　Ｆ－13グリッドからは、須恵器坏、ロクロ土

師器埦が出土した（第31図32、33）。32は須恵器

の坏で、南比企の製品である。33は内黒のロク

ロ土師器埦で、大型品である。

　表採遺物は少なく、図示し得たものは須恵器坏

とロクロ土師器であった（第31図34、35）。34は

須恵器の坏で、南比企の製品である。

　第４次調査区Ｃ－５グリッドからは、須恵器

坏、内黒のロクロ土師器坏が出土した（第31図

36、37）。36は須恵器の坏で、南比企の製品である。

　第４次調査区Ｄ－６グリッドからは、ロクロ

土師器坏、土師器甕が出土した（第31図38〜41）。

38〜40はロクロ土師器である。40は大型品で、

埦になる可能性もある。

　41は土師器の甕である。「コ」の字状口縁甕で、

定型化した段階のもので、頸部が長い。

　第３次調査区I－18グリッドからは、埴輪片が

１点出土した（第31図42）。42は円筒埴輪の破片

で、透かし部分が残存する。

断面は互層状になる。74、75は甕で、74が南比企、

75は新治の製品である。76は灰釉陶器の長頸瓶

の破片である。

　77〜83はロクロ土師器である。いずれも胎土

に角閃石を含むため、利根川流域の製品と考えら

れる。77〜82は内黒の坏で、77は薄手だがやや

大型になる。78は外面下端に、77、80は底部外

周に手持ちヘラケズリ調整が施される。83は坏

で、角閃石を多く含む。

　84〜88は土師器の甕で、「コ」の字状口縁甕で

ある。遺物の時期は、つまみの無い須恵器蓋の存

在や、須恵器坏、土師器甕の頸部形状から９世紀

後半と考えられる。

（４）遺構外出土遺物

　遺構外から出土した遺物は、第２次調査で検出

されたものが大半である。その分布範囲も、第２

次調査区の中央部にあたり、遺構分布域と重複す

る。

　まず第２次調査区から出土したものを見ていく。

　Ｅ－９グリッドからは、須恵器の坏が出土した

（第31図１）。生産地は不明でロクロ目がきつい。

　Ｅ－10グリッドからは、須恵器蓋・坏、土師器

小型台付甕が出土した（第31図２〜４）。２、３

は須恵器である。２は蓋で、南比企の製品である。

３は坏で、末野の製品である。４は土師器の小型

台付甕で、頸部外面に種子圧痕が認められる。

　Ｅ－11グリッドからは、須恵器坏・皿・埦、ロ

クロ土師器坏・鉢、土師器甕が出土した（第31図

５〜16）。５〜11は須恵器である。５〜８は坏で、

南比企の製品を主体的に含む。９、10は皿である。

ともに南比企の製品で、つまみの無い蓋になる可

能性もある。11は埦で、末野の製品か。

　12〜15はロクロ土師器である。12、13は坏で、

胎土に角閃石を含む。14は内黒の坏で、外面下

端から底部にかけて、判読不能だが３文字の墨書

が認められる。15は内黒の鉢で、大型になるも

のである。

宮西遺跡
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第12表　遺構外出土遺物観察表（第31図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 坏 （11.8） 3.5 （6.3） ＨＩＫ 10 良好 灰白 E9

2 須恵器 蓋 （18.4） [1.9] － ＨＩＪＫ 5 良好 黄灰 E10　南比企産　口唇部外縁に重ね焼
きによる変色有り

3 須恵器 坏 － [1.5] （5.8） ＢＥＨＩＫ 15 良好 褐灰 E10　末野産

4 土師器 甕 （11.8） [4.9] － ＣＥＩＫ 20 普通 褐灰 E10　内外面煤付着　種子圧痕有り

5 須恵器 坏 （12.1） [3.4] － ＥＨＩＪＫ 10 良好 灰 E11　南比企産　口唇部降灰

6 須恵器 坏 （12.3） 3.2 （7.0） ＣＨＩＫ 10 普通 褐灰 E11

7 須恵器 坏 （11.6） 4.2 （6.0） ＨＩＪＫ 5 普通 黄灰 E11　南比企産　内面被熱

8 須恵器 坏 － [2.1] （6.8） ＥＨＩＫ 30 不良 灰 E11

9 須恵器 皿 － [1.4] 5.8 ＩＪＫ 50 普通 灰黄 E11　南比企産

10 須恵器 皿 － [2.2] （6.0） ＥＨＩＪＫ 30 普通 黄灰 E11　南比企産

11 須恵器 埦 （16.2） [4.5] － ＢＥＩＫ 5 普通 黄灰 E11　末野産か

12 ロクロ土師器 坏 （13.0） [3.1] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 E11

13 ロクロ土師器 坏 （5.6） [2.6] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい褐 E11　内面煤付着

14 ロクロ土師器 坏 － [2.7] 6.2 ＥＨＩＫ 80 普通 橙 E11　内黒　外面墨書　3文字あるが判
読不能

10-8

15 ロクロ土師器 鉢 （21.0） [2.8] － ＣＥＩＫ 5 普通 黄灰 E11　SK108周辺№1　内黒

16 土師器 甕 （19.7） [7.7] － ＡＥＩＫ 20 普通 明赤褐 E11・12

17 須恵器 坏 － [1.2] （6.0） ＥＨＩＪＫ 25 良好 灰 E12　南比企産

18 須恵器 坏 － [1.4] （5.2） ＥＩＪＫ 25 普通 黄灰 F10　南比企産　火襷痕有り

19 須恵器 坏 （11.4） [3.8] － ＩＪＫ 15 普通 黄灰 F11　南比企産　内面火襷痕わずかに
残る

20 須恵器 坏 （12.0） 3.5 （6.4） ＥＨＩＪＫ 30 不良 にぶい黄橙 F11　南比企産　酸化焔焼成　口唇部
煤付着

21 須恵器 坏 － [2.2] （7.0） ＥＩＪ 30 普通 灰 F11　南比企産

22 須恵器 坏 － [1.2] （7.0） ＥＩＪ 25 普通 黄灰 F11　南比企産

23 土師器 甕 （18.6） [10.7] － ＡＢＣＥＩＫ 20 普通 明赤褐 F11　Ｐ2№1・2 10-9

24 土師器 甕 （20.3） [6.1] － ＡＥＩＫ 10 普通 にぶい橙 F11

25 土師器 甕 － [2.3] （4.0） ＣＥＨＩＫ 20 普通 灰褐 F11

26 須恵器 坏 （12.2） 3.4 （6.0） ＥＨＩＫ 20 良好 灰 F12　東金子産か

27 須恵器 坏 （11.6） 3.7 （5.5） ＥＨＩＪＫ 15 良好 灰 F12　南比企産

28 須恵器 坏 － [2.3] （6.6） ＢＥＨＩＫ 40 良好 灰 F12　末野産か

29 ロクロ土師器 坏 － [1.9] （5.8） ＣＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 F12　内黒　外面黒斑有り

30 土師器 甕 － [3.3] （5.0） ＢＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 F12　

31 土師器 甕 － [2.1] 4.6 ＣＥＨＩＫ 25 普通 灰黄褐 F12

32 須恵器 坏 － [1.6] 6.2 ＣＩＪＫ 50 良好 黄灰 F13　南比企産　内外面被熱

33 ロクロ土師器 鉢 （20.0） [6.9] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 橙 F13　内黒　内外面ともに摩耗が激し
く調整は不明瞭

34 須恵器 坏 － [2.8] （6.6） ＥＩＪ 40 普通 黄灰 南比企産

35 ロクロ土師器 坏 （12.4） [3.6] － ＥＩＫ 20 普通 にぶい褐 内黒　内外面摩耗

36 須恵器 坏 （12.5） [2.5] － ＩＪＫ 15 普通 灰 B4　南比企産　火襷痕有り

37 ロクロ土師器 坏 （13.6） [3.7] － ＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 B4　内黒

38 ロクロ土師器 坏 （17.1） [3.8] － ＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 C5

39 ロクロ土師器 坏 （12.2） 3.7 （6.8） ＨＩＫ 20 普通 橙 C5　内黒　外面被熱

40 ロクロ土師器 坏 － [1.9] （7.6） ＣＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 C5　内黒

41 土師器 甕 （18.7） [7.6] － ＣＥＩＫ 25 普通 橙 C5

42 土製品 円筒埴輪 － [5.0] － ＣＤＥＨ 5 普通 にぶい橙 B6　外面タテハケ　内面タテハケ　透
孔

10-10



第32図　基本土層
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　基本土層は第32図に示した。場所によって土色

が異なるが、これは作図した時期や土の乾燥状態

の違いによるものと考えられる。

　基本的には表土、近世の耕作土、中・近世の堆

積土層、古代の堆積土層、古墳時代の堆積土層の

順になる。

　古代の遺構確認面の高さで見ると、第１次調査

は12.70〜12.80m、第４次調査区西側で12.30〜

12.40m、第６次調査は11.80〜12.00mで、西側と

東側では高低差が0.80〜0.90m程になる。

　これは当時の地形を表しているものと推察され、

古墳時代から古代にかけては起伏のある地形で

あった可能性があり、高い箇所には集落が展開し、

低い箇所は畠として利用されていたと考えられる。

Ⅴ　宮東遺跡の調査

１　調査の概要
　宮東遺跡は、第１・２次調査では西半部を対象

とし、西側調査区・中央調査区・東側調査区の３

つに調査区を分け、第３〜６次調査では西側から

Ⅰ区〜Ⅵ区に区分けを行い、調査を実施した。

　調査の結果、第一面からは中・近世の井戸跡群

や区画溝の可能性がある溝跡、第二面からは古代

の集落跡や畠跡、第三面からは古墳時代の集落跡

や河川跡が検出された。

　今回、報告の対象となる遺構は、古墳時代の住

居跡48軒、井戸跡５基、畠跡８箇所、溝跡181条、

土壙83基、遺物集中１箇所、河川跡１条、古代の

住居跡43軒、掘立柱建物跡６棟、井戸跡14基、畠

跡５箇所、溝跡68条、土壙153基、遺物集中２箇

所である。 

宮東遺跡
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宮東遺跡
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第39図　古墳時代分割図（５）
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第40図　古墳時代分割図（６）

− 53−

宮東遺跡



第41図　古墳時代分割図（７）
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第47図　古代分割図（２）
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第50図　古代分割図（５）
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第51図　古代分割図（６）
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第52図　古代分割図（７）
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第53図　古代分割図（８）
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第54図　古代分割図（９）
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たと推察される。

　集落の東側からは、畠跡が検出された。基本土

層の状況から、こちらも谷地形になっていたと推

察されるが、何度も走行方向を変えながら、耕作

が行われている。特にⅣ区からⅤ区にかけて畠跡

が多く検出されており、集落に隣接する地である

ことから、頻繁に耕作が行われていたと考えられ

る。

　調査区全体で見ると、西側から河川跡、集落、

畠跡の順で検出されており、当時の低地における

土地利用の一形態を示していると考えられる。基

本土層から、おそらく集落域が微高地状に高くな

り、その土地に集落が営まれたのであろう。

　土壙は集落域から東側で多く検出されており、

住居跡および畠跡の分布域と重複する。一部の土

壙からは比較的多くの遺物が出土し、第347号土

壙からは、須恵器の蓋や壺類も出土した。

　また残存率の高い甕が出土した土壙もあり、第

222・223・352・354号土壙からは、全体像がわか

るほど残存率の高い甕類が検出されている。

　古墳時代中期以前に遡る遺物はほぼ出土してい

ないことから、古墳時代前期まで未開の地であっ

たと推察される。その後、何等かの要因により、

古墳時代中期以降に集落が形成されるようになり、

長期間存続することから、ある程度安定した生活

が送られていたと考えられる。

　また中・近世の遺構確認面からではあるが、残

存率の高い𤭯が出土した（第233図10）。５世紀後

半のものと考えられ、いずれかの遺構にあったも

のが、中・近世の段階で掘り返され、廃棄された

と推察される。

（１）住居跡

　古墳時代の住居跡は48軒検出された。時期がわ

かるもので、５世紀前半が３軒、５世紀中葉が８

軒、５世紀後半が12軒、６世紀前半が４軒、６世

紀中葉が５軒、７世紀代が４軒と推移する。

２　古墳時代の遺構と遺物
　古墳時代の遺構は、住居跡48軒、井戸跡５基、

畠跡９箇所、溝跡181基、土壙83基、遺物集中箇

所１箇所、河川跡１条である。

　住居跡は遺跡中央部の東西170m程の範囲に集中

する形で検出された。５世紀前半から住居跡が造

られるようになり、10世紀前半まで連綿と集落が

営まれる。

　６世紀後半から７世紀代にかけて一時的な断絶

が認められるが、集落は調査区域外に広がること

から、集落の中心が別の場所に移っていたと考え

られる。各時代、５〜10軒前後の住居跡が存在し、

重複が認められる箇所もある。５世紀後半から６

世紀前半にかけては住居跡が大型化し、一辺10m

近い住居跡も散見される。

　東側調査区から検出された、大型の第10号住居

跡からは、大量の遺物が出土した。坏や高坏、坩

形土器、壺、甕類など、完形のものや残存率が高

いものが多く出土している。

　大型住居跡ではないが、第６号住居跡からは須

恵器蓋の他に把手付埦が出土しており、他にも石

製模造品等特殊な遺物が検出されている。

　集落の西側からは河川跡が検出されており、河

川跡を挟んで西側からは、古墳時代の遺構は検

出されていない。河川跡の周辺に当たることから、

湿潤な土地となっており、生活の場には適さな

かったと推察される。

　また、すぐ西側に隣接する宮西遺跡の基本土層

からは、古代面の下から洪水砂層が検出されてい

るため、土地そのものが低く、氾濫原となってい

た可能性も考えられる。

　河川跡の南縁からは、５世紀中葉から６世紀初

頭にかけての夥しい量の遺物が検出された。おそ

らく土器の廃棄場所として使用されていたと考え

られる。

　河川跡の最終埋没は８世紀代と考えられ、古墳

時代を通して、徐々に埋没していった状態であっ

宮東遺跡



第56図　第４号住居跡・出土遺物
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　遺物は土師器の坏が出土した（第56図１）。口

径の広いもので、皿になる可能性もある。

　遺物が少量であるため、時期の詳細は不明だが、

住居跡の規模が大型であることから、６世紀代の

住居跡である可能性がある。

第５号住居跡（第57図）

　第１次調査における東側調査区の東端部、Ｊ－

18・19グリッドに位置する。第４号住居跡と重複

し、本遺構が古い。調査区域が狭く、第４号住居

跡によって大きく壊されているため、住居の規模

や形状は不明である。覆土は全て削平され、壁溝

や柱穴等も検出されなかったが、残存率の高い土

器が４個体出土した。

第４号住居跡（第56図）

　第１次調査における東側調査区の東端部、Ｊ－

18・19グリッドに位置する。第５号住居跡と重複

し、本遺構が新しい。調査区域が狭いため、遺構

の大部分が調査区域外へ延びるが、残存状況から

平面形態は方形であったと考えられる。

　住居跡の規模は、推定で長軸6.05m、短軸4.50m、

深さ0.2mを測り、主軸方位はＮ－18°－Ｗを指す。

覆土は全て削平され、西側の壁溝と、東側の住居

跡の立ち上がり部が僅かに残存するのみであった。

壁溝は西側コーナー部で検出されたが、東側で

は確認されなかった。ピットは２基確認されたが、

いずれも掘り込みは浅かった。

宮東遺跡

第13表　第４号住居跡出土遺物観察表（第56図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (15.8) [2.8] (13.9) ＣＥＫ 10 普通 橙 古代
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第６号住居跡（第59・60図）

　第１次調査における東側調査区の中央北壁際、

Ｈ・Ｉ－15・16グリッドに位置する。第16号住居

跡と重複し、本遺構が新しい。住居跡の北半部は

調査区域外へと延びるため、平面形態は不明であ

る。

　規模は検出された範囲で長軸4.28m、短軸4.21m、

　遺物は土師器の鉢・小型壺・甕・甑等が出土し

た（第58図１〜４）。１は鉢である。２は小型壺

で底部が打ち欠かれる。３は球胴形の甕で完形で

ある。４は甑で胴部下端の付着物が３の甕に転写

されることから、重ねて使用されたと考えられる。

　遺物の時期は、土師器甕の形状等から５世紀前

半から中葉と考えられる。 

宮東遺跡

第14表　第５号住居跡出土遺物観察表（第58図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 鉢 8.8 10.1 5.1 ＥＨＩＫ 95 普通 にぶい橙 外面黒斑有り 73-1

2 土師器 小型壺 12.6 [16.2] － ＣＥＨＩＫ 90 普通 橙 底部二次穿孔　外面黒斑有り 73-2

3 土師器 甕 17.1 24.8 6.0 ＣＥＨＩＫ 100 普通 橙 内外面煤付着　壁面より出土 73-3

4 土師器 甑 20.8 22.2 4.9 ＣＥＧＨＩＫ 95 普通 明赤褐 73-4



第59図　第６号住居跡
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第60図　第６号住居跡遺物出土状況
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模は全長0.77m、幅0.57m、深さ0.24mを測る。燃

焼部は焼土が堆積していた。

　南壁中央やや西寄りには周堤状の盛り上がりが

あり、規模は長径1.55m、短径1.32m、高さ0.1m

であった。周堤状の遺構内には貯蔵穴が設けられ、

規模は長径0.85m、短径0.6m、深さ0.15mを測る。

深さ0.37mを測り、主軸方位はＮ－72°－Ｅを指

す。覆土は堆積状況から、西側から東側に向って

徐々に土砂が流れ込み、埋没していったと考えら

れる。

　西壁中央やや南寄りからはカマドが検出された。

袖が0.7m程住居内に張り出す形状で、カマドの規

宮東遺跡



第61図　第６号住居跡出土遺物（１）
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鉄鏃等が出土した（第61・62図１〜34）。

　１、２は須恵器である。１は蓋で、口唇部に面

を持ち、天井部外面には降灰を受ける。胎土には

長石粒を含み、硬質に焼成される。ＴＫ23段階か。

２は把手部分が欠損するが、把手付埦と考えられ

る。口唇部に面を持ち、外縁は鋭角につまみださ

れる。体部中央に櫛書き波状文が施文され、内外

壁溝は南壁の東側で検出されたが、他の箇所では

確認されなかった。

　ピットは住居跡南西隅から１基検出された。規

模は長径0.95m、短径0.9m、深さ0.15mを測り、

覆土下層には炭化物層が堆積する。

　遺物は須恵器蓋・把手付埦、土師器坏・高坏・

坩形土器・小型壺・壺・甕、石製模造品・砥石、

宮東遺跡



第62図　第６号住居跡出土遺物（２）
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２箇所に穿孔される。33は流紋岩製の砥石で、か

なり使い込まれ、磨り減っている。

　34は鉄鏃で、逆刺をもつ片刃鏃の鏃身部分であ

る。

　遺物の時期は、須恵器坏蓋の年代や甕の形状か

ら、５世紀末と考えられる。

第９号住居跡（第63図）

　第１次調査における東側調査区の西南端、Ｊ－

13グリッドに位置する。住居跡の南半部は調査区

域外へと延びるため、平面形態は不明である。

　規模は、残存部で長軸3.87m、短軸1.25m、深さ

0.11mを測り、長軸方位はＮ－90°を指す。覆土

の床面付近からは、薄い炭化物層が部分的に検出

された。カマドや壁溝、ピット等は検出されなかっ

た。

面ともに綺麗に発色した自然釉がかかる。陶邑の

製品か。

　３〜31は土師器である。３〜11は坏で、深身

のもの（３、４）、坏蓋模倣（５）、半球形（10、

11）など、さまざまな形状がある。９、10は内外

面、11は内面に赤彩が施される。８は胎土に緑泥

片岩を多く含むため、搬入品と考えられる。

　12は高坏で、脚部が半中実で棒状になる。13は

坩形土器で、外面に赤彩が施される。14は小型壺

の底部と推察される。

　15、16は複合口縁の壺である。15は口縁部が外

反し、16は僅かに内湾する。17〜31は甕である。

17〜21は長胴甕で、やや下膨れになる。24は鉢形

の甕である。

　32は石製模造品の有孔円板である。滑石製で、 

宮東遺跡
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第10号住居跡（第65〜68図）

　第１次調査における東側調査区の西寄り、Ｉ・

Ｊ－13・14グリッドに位置する。一辺7.0mを越

える大型の住居跡で、住居跡の南西隅は排水溝に

よって壊される。遺物が非常に多く出土し、完形

や残存率の高い個体も多く含まれていた点が特徴

的である。

　住居跡の平面形態は方形で、規模は長軸7.68m、

短軸7.20m、深さ0.30mを測り、長軸方位はＮ－

　遺物は住居跡の中央部北寄りから比較的まと

まって検出され、土師器の高坏・壺等が出土した

（第64図１〜７）。１、２は高坏で、１は内面に赤

彩が施される。

　３〜７は壺である。３は複合口縁の壺で、内外

面に刷毛目調整が施される。

　出土遺物量が少ないため詳細な時期は不明だが、

坏が無い点などから５世紀代の住居跡である可能

性がある。

宮東遺跡

第15表　第６号住居跡出土遺物観察表（第61・62図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 蓋 12.5 4.2 － I 70 良好 灰 №28・29　天井部外面降灰 73-5

2 須恵器 把手付埦 (8.7) [4.8] － I 40 良好 黄灰 №47　陶邑産か　内外面自然釉 73-6

3 土師器 坏 13.2 5.8 － ＣＥＨＩＫ 80 良好 明赤褐 №24　内外面煤付着 73-7

4 土師器 坏 (13.0) [5.1] － ＣＥＨＩＫ 30 普通 明赤褐 №43　内外面被熱 73-8

5 土師器 坏 (12.6) [5.3] － ＣＥＨＩＫ 30 普通 明赤褐 №13　内外面共に摩耗が激しい 74-1

6 土師器 坏 (12.0) [3.7] － ＣＧＨＩＫ 20 普通 明赤褐

7 土師器 坏 (12.7) [4.1] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 赤褐 カマド№7　内面口縁部の一部に被熱
痕

8 土師器 坏 (9.8) [3.2] － ＢＧＩＫ 15 普通 にぶい橙 胎土に微細な緑泥片岩の細片を多量に 
含む　種子圧痕か

9 土師器 坏 11.9 5.5 － ＣＧＨＩＫ 75 良好 にぶい黄褐 №3　内外面赤彩 74-2

10 土師器 坏 (12.4) [3.4] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい褐 №14　内外面赤彩

11 土師器 坏 (13.0) [3.5] － ＡＣＥＨＩＪＫ 20 普通 にぶい褐 内面赤彩

12 土師器 高坏 － [6.8] 9.4 ＡＣＤＨＩＫ 55 普通 明赤褐 №38 74-3

13 土師器 坩形土器 － [6.4] － ＣＥＨＩＫ 40 普通 赤褐 外面赤彩

14 土師器 小型壺 － [3.5] － ＣＥＨＩＫ 45 普通 橙 №5　外面摩耗が激しい

15 土師器 壺 (20.0) [5.7] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 内面黒斑有り

16 土師器 壺 (16.4) [5.0] － ＡＥＨＩＫ 30 普通 橙 №18・40 74-4

17 土師器 甕 (16.6) [30.2] (6.4) ＡＣＩＫ 50 普通 にぶい橙 №46 74-5

18 土師器 甕 19.0 31.0 7.2 ＡＣＥＧＨＩＫ 50 普通 橙 №48 74-6

19 土師器 甕 (18.0) [3.7] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 褐灰

20 土師器 甕 (14.6) [5.6] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい赤褐 №44

21 土師器 甕 － [5.8] 7.0 ＣＥＨＩＫ 50 普通 灰褐 №34　底部煤付着

22 土師器 甕 (19.0) [25.0] － ＣＨＩＫ 25 普通 にぶい黄橙 カマド№8〜12・14・31　外面黒斑有
り

74-7

23 土師器 甕 18.2 [25.7] － ＡＣＥＨＩＫ 35 普通 にぶい黄橙 №19・20・41 74-8

24 土師器 甕 27.4 22.4 7.4 ＥＨＩＫ 75 普通 浅黄橙 №8・9・10・11・12・34 75-1

25 土師器 甕 (20.0) [10.3] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい黄橙 №17・46

26 土師器 甕 (22.2) [7.1] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 橙 №1　摩耗が激しい

27 土師器 甕 － [4.4] (7.4) ＣＤＥＨＩＫ 30 普通 灰黄褐 №22

28 土師器 甕 － [2.8] (7.4) ＣＤＥＩＫ 30 普通 にぶい黄橙 外面煤付着

29 土師器 甕 － [2.6] (6.8) ＣＧＨＩＫ 30 普通 にぶい褐

30 土師器 甕 － [1.7] (7.0) ＤＥＨＩＫ 25 良好 明赤褐 内面ハケ目　外面煤付着

31 土師器 甕 － [2.6] (6.0) ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい褐 外面被熱により摩耗している

32 石製品 石製模造品 長さ1.8　幅[2.4]　厚さ0.3　重さ2.9ｇ 滑石　有孔円板　穿孔2有り　線条痕 
多数

102-4

33 石製品 砥石 長さ[4.4]　幅3.7　厚さ1.8　重さ30.1ｇ 流紋岩　砥面4遺存 102-4

34 鉄製品 鉄鏃 鏃身長[2.0]　頸部長[0.8]　幅0.7　厚さ0.3　重さ3.4ｇ 片刃箭　逆刺をもつ片刃鏃の鏃身部分　
平造り

102-3



第63図　第９号住居跡・遺物出土状況
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第16表　第９号住居跡出土遺物観察表（第64図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 (18.0) [4.5] － ＡＣＥＧＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 №17　赤彩　内面ヘラキズ有り

2 土師器 高坏 － [1.9] (11.0) ＣＥＨＩＫ 5 普通 浅黄橙

3 土師器 壺 (16.0) [5.1] － ＣＤＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 №21

4 土師器 壺 (20.0) [3.6] － ＡＧＨＩＫ 10 普通 橙 №9

5 土師器 壺 － [9.2] 9.2 ＣＥＧＨＩＫ 30 普通 明赤褐 №5・6　底部外縁に種子圧痕有り 75-2

6 土師器 壺 － [2.7] 7.5 ＣＥＨＩＫ 55 普通 明赤褐 №12・13

7 土師器 壺 － [2.5] (6.0) ＣＥＨＩＫ 30 普通 褐 №15　内面煤付着



第65図　第10号住居跡（１）
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第66図　第10号住居跡（２）
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器は住居跡全体から検出されている。甕も全体か

ら出土しているが、残存率の高いものは北壁の中

央部付近に集中して分布する。壁沿いに置いた状

態で保管されていたのであろうか。

　検出された遺物は、土師器坏・埦・高坏・坩形

土器・鉢・手捏土器・小型壺・壺・甕・台付甕・

甑、土製品羽口、石製品砥石、鉄製品刀子等であ

る（第69〜74図１〜170）。

　１〜12は坏である。２〜７は坏蓋模倣坏である。

９、10は半球形坏で、内外面に赤彩が施される。

９は薄手で口縁部が内湾し、10は厚手で口縁部は

開く。11、12は体部に補修痕のような二次穿孔が

認められる。13は埦で、歪みの影響か意図的なも

のか不明だが、口縁部の一部が耳皿状に湾曲する。

70°－Ｅを指す。覆土の埋没状況から、北西側か

ら徐々に堆積していったと考えられ、全層から土

器が大量に出土した。

　南壁西寄りには周堤状の盛り上がりが認められ、

規模は長径1.85m、短径1.42m、深さ0.03mを測る。

中央やや北寄りには床下土壙と考えられるやや大

型の第１号土壙が位置し、規模は長径1.30m、短

径1.20m、深さ0.97mを測る。壁溝は住居跡の西壁

北半と周堤状の盛り上がり部以外の箇所で検出さ

れ、幅0.19〜0.30m、深さ0.03〜0.06mを測る。

　当初は北壁中央部にカマドを想定したが、燃焼

部や火床面は検出されなかったため、カマドは無

いと判断した。

　遺物は住居跡全体から出土した。高坏・坩形土

宮東遺跡



第67図　第10号住居跡遺物出土状況（１）
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第68図　第10号住居跡遺物出土状況（２）
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第69図　第10号住居跡出土遺物（１）
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第70図　第10号住居跡出土遺物（２）
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に赤彩が施される。

　64〜78は坩形土器である。69、76は大型で鉢ま

たは小型壺になる可能性がある。胴部は算盤玉形

になるものが多い。73は外面に刷毛目調整が施さ

内底面が円形に摩耗する。

　14〜63は高坏である。坏部は立ち上がりに段を

持ち、脚部はやや膨らむものが多い。18は明確な

段を持つ。29、61は内外面に、42、49、62は外面

宮東遺跡



第71図　第10号住居跡出土遺物（３）

− 84−

86） と、小型の製品（87、88）がある。中型のも

のは深身でコップ形になり、小型のものは鉢形に

近い形状になる。

　89〜108は壺である。89〜93、95、96、98、99

は複合口縁になり、99は口縁部下半に皺状痕が帯

れる。

　79は鉢である。坩形土器と比較して口縁部が短

く、胴部がやや下膨れになる。口縁部外面には縦

方向のミガキが施される。

　80〜88は手捏土器である。中型の製品（80〜

宮東遺跡



第72図　第10号住居跡出土遺物（４）
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第73図　第10号住居跡出土遺物（５）
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第74図　第10号住居跡出土遺物（６）

− 87−

外面に刷毛目調整が施される。122〜124は口縁部

が長く伸び、123、124は大きく外反するもので、

122、124は内外面に刷毛目調整が施される。

　中型の甕は胴部中位に最大径を持つが、やや下

膨れ気味になる。小型の甕は全体像がわかるもの

は無かった。

　157、158は台付甕である。157は外面に部分的

だが刷毛目が認められる。

　159〜165は甑である。160〜163は小型の鉢形

状に認められる。100、101は口唇部のみ肥大化す

る。102は口縁部に棒状浮文が１条のみ貼付され

る。単位は不明である。106、108は小型壺になる

可能性がある。

　109〜156は甕である。器形はやや縦長になる

球胴形で、大型（109〜133）と中型（134〜142）、

小型（143、144）の３種類がある。大型の甕は

胴部中位に最大径を持ち、調整にはヘラケズリ及

びヘラナデが用いられるものが多い。121のみ内

宮東遺跡
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第17表　第10号住居跡出土遺物観察表（第69〜74図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 （16.0） [5.6] － ＣＥＧＨＩＫ 20 普通 明赤褐 黒斑有り

2 土師器 坏 （11.6） [4.4] － ＥＨＫ 25 普通 橙 内外面煤付着 75-3

3 土師器 坏 （12.0） [4.0] － ＣＥＧＨＩＫ 10 普通 橙

4 土師器 坏 （13.0） [3.8] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 №36

5 土師器 坏 （14.4） [4.1] － ＣＥＧＨＩＫ 10 普通 橙

6 土師器 坏 （13.0） [2.8] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 橙 外面下半煤付着

7 土師器 坏 （12.0） [2.8] － ＣＨＩＫ 5 普通 明赤褐 外面煤付着

8 土師器 坏 （10.0） [3.5] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 橙

9 土師器 坏 （14.0） [2.6] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 内外面赤彩

10 土師器 坏 （13.8） [3.1] － 10 普通 にぶい赤褐 内外面赤彩

11 土師器 坏 （13.0） [3.8] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい褐 体部穿孔有　補修痕か　12と同一個体
の可能性有り

75-4

12 土師器 坏 （13.0） [3.1] － ＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 体部穿孔有　補修痕か　11と同一個体
の可能性有り

75-5

13 土師器 埦 12.6 7.8 5.2 ＥＩＫ 95 普通 にぶい褐 №153　歪みが強い　内底面摩耗 75-6

14 土師器 高坏 21.3 15.3 13.4 ＢＣＤＧＨＩＫ 90 良好 橙 №8　内外面黒斑有り 75-7

15 土師器 高坏 21.1 15.9 14.4 ＢＣＥＩＫ 90 普通 橙 №9 75-8

16 土師器 高坏 20.9 16.0 14.8 ＡＥＧＩＫ 95 普通 明赤褐 №13　内外面やや摩耗 76-1

17 土師器 高坏 20.1 15.1 14.9 ＢＥＩＫ 95 普通 明赤褐 №14　内外面ともに摩耗が激しく調整
は不明瞭

76-2

18 土師器 高坏 19.6 [13.5] － ＢＨＩＫ 80 普通 橙 №50・106　外面黒斑有り 76-3

19 土師器 高坏 20.0 [6.4] － ＣＥＨＩＫ 95 良好 明赤褐 №7　内面上半被熱 76-4

20 土師器 高坏 19.4 [6.4] － ＣＥＨＩＫ 95 良好 にぶい橙 №30　 76-5

21 土師器 高坏 18.6 [5.2] － ＢＨＩＫ 80 普通 橙 №20・109・136　外面黒斑有り

22 土師器 高坏 （19.8） [3.6] － ＣＩＫ 10 普通 にぶい橙

23 土師器 高坏 （18.8） [5.0] － ＣＥＨＩＫ 30 普通 にぶい橙 №143・144

24 土師器 高坏 （19.8） [6.5] － ＩＫ 25 普通 橙 №63　内外面ともに摩耗

25 土師器 高坏 （17.6） [4.3] － ＣＥＧＩＫ 30 普通 黒褐 №28

26 土師器 高坏 （15.8） [4.1] － ＢＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

27 土師器 高坏 16.9 [5.1] － ＣＧＩＫ 25 普通 明赤褐 №53

28 土師器 高坏 （17.0） [4.3] － ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙

29 土師器 高坏 （20.2） [1.7] － ＥＩＧ 25 普通 橙 №27　内外面赤彩

30 土師器 高坏 （19.8） [4.2] － ＥＨＩＫ 10 普通 橙 内外面ともに摩耗が激しい

31 土師器 高坏 （22.9） [4.5] － ＣＥＧＨＩ 10 普通 にぶい橙 内外面摩耗が激しく調整は不明瞭

32 土師器 高坏 （21.6） [4.8] － ＢＥＧＩＫ 5 普通 明赤褐 №42　内外面ともに摩耗が激しく調整
は不明瞭

33 土師器 高坏 （20.0） [4.0] － ＢＧＨＩＫ 5 普通 明赤褐 内外面ともに摩耗が激しい

34 土師器 高坏 － [8.7] － ＢＥＧＨＩＫ 75 普通 明赤褐 №4

35 土師器 高坏 － [3.3] － ＢＣＥＩＫ 80 普通 にぶい橙

36 土師器 高坏 － [2.8] － ＥＩＫ 30 普通 橙

37 土師器 高坏 － [3.3] － ＣＤＨＩＫ 80 普通 橙

38 土師器 高坏 － [2.4] － ＥＩＫ 60 普通 橙

39 土師器 高坏 － [9.0] (15.0) ＢＥＩＫ 55 普通 橙 №47・83

40 土師器 高坏 － [7.9] － ＨＩＫ 40 普通 明赤褐

41 土師器 高坏 － [8.1] － ＣＧＨＩＫ 25 普通 にぶい橙

42 土師器 高坏 － [8.0] － ＢＥＩＫ 75 普通 明赤褐 №49　外面赤彩

43 土師器 高坏 － [7.6] － ＥＨＩＫ 55 普通 橙 №24　内外面煤付着

44 土師器 高坏 － [10.2] － ＢＥＩＫ 35 普通 橙

45 土師器 高坏 － [8.0] － ＢＩＫ 25 普通 橙 №54　外面摩耗が激しい　内外面一部
煤付着

46 土師器 高坏 － [7.3] － ＥＨＩＫ 45 普通 橙 №49
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

47 土師器 高坏 － [7.7] － ＣＧＨＩＫ 80 普通 橙

48 土師器 高坏 － [8.9] － ＣＥＨＩＫ 30 普通 橙

49 土師器 高坏 － [6.8] － ＢＩ 30 普通 にぶい赤褐 外面赤彩

50 土師器 高坏 － [6.1] － ＣＥＩＫ 70 普通 にぶい褐 №91

51 土師器 高坏 － [5.5] － ＢＩＫ 60 普通 にぶい橙 №82

52 土師器 高坏 － [2.9] － ＣＥＩＫ 25 普通 橙

53 土師器 高坏 － [2.7] （14.2） ＥＨＩＫ 50 普通 淡橙

54 土師器 高坏 － [2.6] 14.0 ＣＨＩＫ 90 普通 橙 №58　黒斑有り

55 土師器 高坏 － [2.1] （14.1） ＢＨＩＫ 35 普通 にぶい橙 №25

56 土師器 高坏 － [1.8] （12.8） ＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙

57 土師器 高坏 － [3.7] （15.8） ＣＥＧＩＫ 25 普通 にぶい橙 №40　外面煤付着

58 土師器 高坏 － [1.4] （14.6）ＢＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい褐

59 土師器 高坏 － [1.6] （14.4） ＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙

60 土師器 高坏 － [1.6] （16.0）ＣＥＧＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 №115

61 土師器 高坏 － [1.3] （16.2） ＣＥＧＨＩ 10 普通 赤褐 内外面赤彩

62 土師器 高坏 － [1.8] （13.1）ＣＥＧＨＩＫ 30 普通 明赤褐 外面赤彩

63 土師器 高坏 － [0.9] （14.0） ＨＩＫ 20 普通 明褐灰 外面黒斑有り

64 土師器 坩形土器 10.8 9.8 3.9 ＡＣＥＨＩＫ 95 普通 にぶい赤褐 №145 76-6

65 土師器 坩形土器 11.2 9.4 4.4 ＡＣＧＨＩ 90 普通 橙 №2　外面黒斑有り 76-7

66 土師器 坩形土器 11.0 10.4 5.0 ＡＣＨＩＫ 90 普通 明赤褐 №10・147 76-8

67 土師器 坩形土器 11.7 10.8 4.9 ＡＨＩＫ 85 普通 にぶい橙 内外面黒斑有り 76-9

68 土師器 坩形土器 11.6 10.9 4.4 ＤＥＨＫ 80 普通 にぶい黄橙 №6・22　内面に種子圧痕か 77-1

69 土師器 坩形土器 11.2 8.2 4.8 ＣＥＨＩＫ 100 良好 橙 №152　体部外面に種子圧痕が見られ
る

77-2

70 土師器 坩形土器 （9.9） [4.0] － ＣＥＧＩＫ 10 普通 にぶい橙

71 土師器 坩形土器 － [5.9] － ＣＨＩＫ 30 普通 にぶい褐

72 土師器 坩形土器 － [3.9] － ＣＨＩＫ 15 普通 明赤褐 内面種子圧痕有り

73 土師器 坩形土器 － [3.7] － ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙

74 土師器 坩形土器 － [3.2] 4.0 ＣＥＨＩＫ 80 普通 にぶい赤褐 №44　外面黒斑有り

75 土師器 坩形土器 － [2.7] 2.4 ＣＥＧＩＫ 45 普通 にぶい黄橙 №112　内外面ともに摩耗が激しい

76 土師器 坩形土器 － [3.9] 5.2 ＣＥＨＩＫ 55 普通 にぶい橙 №133

77 土師器 坩形土器 （10.4） [5.5] － ＣＨＩＫ 5 普通 明赤褐

78 土師器 坩形土器 （10.0） [4.0] － ＣＥＨＩＫ 30 普通 赤褐

79 土師器 鉢 8.6 10.0 4.8 ＣＥＨＩＫ 100 良好 にぶい橙 №18　外面黒斑有り 77-3

80 土師器 手捏土器 （8.6） [5.8] － ＥＩ 20 普通 褐灰

81 土師器 手捏土器 （8.0） [6.0] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい黄橙

82 土師器 手捏土器 （7.6） [5.5] － ＣＨＩ 10 普通 にぶい橙 №45

83 土師器 手捏土器 （8.0） [3.5] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 褐灰

84 土師器 手捏土器 （8.0） [2.7] － ＣＨＩＫ 25 普通 灰褐

85 土師器 手捏土器 （10.0） [3.7] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 褐灰

86 土師器 手捏土器 （9.8） [2.6] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい赤褐

87 土師器 手捏土器 4.6 [3.5] － ＥＨＩＫ 60 普通 にぶい黄橙 77-4

88 土師器 手捏土器 （5.4） 4.0 （4.2） ＥＨＩＫ 30 普通 にぶい赤褐 内面の摩耗が激しい 77-5

89 土師器 壺 18.1 [8.9] － ＡＣＥＨＩＫ 90 普通 にぶい赤褐 №12 77-6

90 土師器 壺 （21.0） [4.7] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 橙

91 土師器 壺 （17.4） [3.1] － ＥＨＩ 5 普通 にぶい橙

92 土師器 壺 （16.4） [5.1] － ＥＨＩＫ 10 普通 橙 №56

93 土師器 壺 （17.4） [5.7] － ＡＣＥＨＩＫ 50 普通 橙 №110・139

94 土師器 壺 （23.0） [6.5] － ＥＩＫ 20 普通 にぶい橙

95 土師器 壺 （25.6） [5.9] － ＢＣＥＧＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 口唇部内縁磨滅

96 土師器 壺 （16.6） [4.0] － ＢＥＩＫ 10 普通 橙
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宮東遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

97 土師器 壺 （23.6） [6.9] － ＢＩＫ 15 普通 浅黄橙

98 土師器 壺 （19.6） [4.4] － ＢＥＩＫ 10 普通 赤褐

99 土師器 壺 （17.2） [2.9] － ＣＧＨＩＫ 5 普通 橙

100 土師器 壺 （20.3） [7.7] － ＢＥＩＫ 40 普通 橙 №27・134 77-7

101 土師器 壺 (23.0) [4.3] － ＥＨＩＫ 15 普通 褐灰 №143・144

102 土師器 壺 （20.8） [8.3] － ＣＥＨＩＫ 40 不良 明褐灰 №116 77-8

103 土師器 壺 （15.6） [6.6] － ＣＥＧＫ 10 普通 明赤褐 №97

104 土師器 壺 － [27.9] （10.5） ＣＥＨＩＫ 30 普通 にぶい橙 №108・111・112　器面の摩耗が激し
く調整は不明瞭

105 土師器 壺 － [23.9] （7.3） ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 №34・102・103　外面黒斑有り

106 土師器 壺 （11.2） [5.0] － ＣＥＧＩ 90 普通 にぶい橙 №70　外面黒斑有り

107 土師器 壺 － [3.0] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

108 土師器 壺 － [1.9] － ＣＥＧＨＩ 25 普通 にぶい橙 外面煤付着

109 土師器 甕 18.5 31.5 9.3 ＣＥＨＩＫ 90 普通 橙 №11・147・149・150　黒斑有り　内
面煤付着

77-9

110 土師器 甕 21.9 32.1 8.2 ＣＤＨＩＫ 95 普通 灰褐 №15・115・116・146　胴部外面上半
煤付着　内底面にも煤付着

77-10

111 土師器 甕 （21.0） 30.0 8.0 ＣＥＨＩＫ 95 普通 にぶい橙 №142　乾燥か歪みがとても強い 78-1

112 土師器 甕 20.0 [27.1] － ＢＥＨＩＫ 55 普通 暗褐 №19・146　外面全体煤付着 78-2

113 土師器 甕 18.0 [25.8] － ＣＧＨＩＫ 70 普通 橙 №146・151　煤付着

114 土師器 甕 （18.2） [15.7] － ＥＨＩＫ 30 普通 浅黄橙 №147・150　内外面煤付着

115 土師器 甕 （18.2） [18.5] － ＢＣＥＩＫ 25 普通 にぶい褐 №33・35・36・37・39　口唇部外縁の
摩耗および剥離が激しい

116 土師器 甕 － [27.9] （10.5） ＣＥＨＩＫ 30 普通 にぶい橙 №107・110・113・114　器面の摩耗が
激しく調整は不明瞭

117 土師器 甕 － [13.1] 8.6 ＢＣＥＨＩ 40 普通 にぶい赤褐 №84　外面煤付着

118 土師器 甕 （18.0） [6.2] － ＢＩＫ 20 普通 にぶい橙

119 土師器 甕 （19.2） [6.5] － ＣＥＨＩ 30 普通 明赤褐 №43

120 土師器 甕 （21.8） [4.7] － ＢＣＩＫ 20 普通 明赤褐

121 土師器 甕 （21.0） [5.1] － ＣＥＧＨＩＫ 40 普通 橙 №66

122 土師器 甕 （27.2） [5.2] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

123 土師器 甕 （20.8） [4.7] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 明赤褐 №98

124 土師器 甕 （16.6） [4.1] － ＣＨＩＫ 10 普通 明赤褐

125 土師器 甕 － [5.2] － ＢＧＨＩＫ 30 普通 にぶい橙 №46

126 土師器 甕 － [3.6] （9.0） ＤＥＧＩＫ 25 普通 明赤褐 長石粒（パミス）を多く含む　内面煤
付着

127 土師器 甕 － [3.5] 7.5 ＢＣＧＨＩＫ 80 普通 にぶい橙 №60・66

128 土師器 甕 － [2.8] （5.8） ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 外面煤付着

129 土師器 甕 － [3.2] 7.6 ＢＩＫ 50 普通 にぶい褐 №67

130 土師器 甕 － [2.8] （8.6） ＥＧＩＫ 25 普通 浅黄橙 内外面ともに摩耗が激しい

131 土師器 甕 － [2.7] （8.0） ＨＩＫ 25 普通 にぶい赤褐

132 土師器 甕 － [3.1] 9.2 ＢＩＫ 60 普通 赤 №150　内面種子圧痕有り

133 土師器 甕 － [2.4] （9.2） ＣＥＧＨＩＫ 25 普通 にぶい橙

134 土師器 甕 15.8 [21.0] － ＣＥＨＩＫ 95 良好 橙 №141　外面煤付着　黒斑有り 78-3

135 土師器 甕 （16.0） [18.5] － ＡＩＫ 80 普通 明赤褐 №9〜11・148・150　外面煤付着 78-4

136 土師器 甕 （16.2） [7.4] － ＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 内面黒斑有り

137 土師器 甕 （16.6） [5.7] － ＣＥＩＫ 30 普通 明赤褐 №57

138 土師器 甕 （16.7） [4.0] － ＣＥＩＫ 10 普通 明赤褐

139 土師器 甕 （13.2） [3.6] － ＥＩＫ 20 普通 橙 内外面ともに煤付着

140 土師器 甕 （14.2） [3.7] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 褐

141 土師器 甕 （13.8） [5.0] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 明赤褐

142 土師器 甕 － [5.2] 5.6 ＣＥＨＩＫ 50 普通 にぶい橙 №137

143 土師器 甕 （9.8） [4.8] － ＣＥＧＩ 10 普通 にぶい橙
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第11号住居跡（第75図）

　第１次調査における東側調査区の中央やや東寄

りのＩ－16グリッドに位置し、第93号土壙と重複

する。住居跡の北半部は調査区域外へと延びるた

め、平面形態は不明である。

　規模は、残存部で長軸3.62m、短軸3.33m、深

さ0.25mを測り、長軸方位はＮ－23°－Ｗを指す。

覆土は炭化物を含む暗褐色土や灰褐色土が互層状

に堆積する。カマドや壁溝、ピット等は検出され

なかった。

　遺物は土師器の坏・高坏・坩形土器・壺・甑等

が出土した（第76図１〜８）。１は坏で、内外面

に赤彩が施される。２〜４は高坏である。いずれ

も立ち上がり部に段を持つものである。５は破片

だが、坩形土器の可能性がある。

　６、７は壺で、いずれも破片である。８は鉢形

になるものと推察され、159、164、165は大型に

なると考えられる。159は把手付甑で、胴部は甑

形になり、底部は平底で、小孔が多数穿たれる多

孔式甑である。164は単孔式甑で、165は底部の穿

孔が小孔になると推察されることから、多孔式甑

である可能性がある。

　166、167は不明品で、外面に突帯が廻る。

　168は高坏の脚部転用羽口である。先端は被熱

により滓化する。

　169は角閃石安山岩製の砥石で、磨痕が認めら

れる。

　170は鉄製品の刀子で、刃部は破損している。

　遺物の時期は、坏の出土量が少ないこと、高坏

の脚部に膨らみがあること、甕が球胴形に近い形

状であることなどから、５世紀中〜後半と考えら

れる。 

宮東遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

144 土師器 甕 （10.8） [4.1] － ＣＤＥＧＩ 15 普通 褐灰

145 土師器 甕 － [2.0] （6.6） ＢＩＫ 30 普通 にぶい橙

146 土師器 甕 － [1.8] 6.1 ＥＩＫ 60 普通 橙 №154　内面全体煤付着

147 土師器 甕 － [1.7] （4.6） ＥＩＫ 45 普通 にぶい赤褐

148 土師器 甕 － [2.3] 4.7 ＣＥＧＨＩＫ 60 普通 橙 底部の摩耗が激しい

149 土師器 甕 － [2.3] 5.8 ＣＥＧＨＩＫ 55 普通 明赤褐 内面煤付着

150 土師器 甕 － [2.2] （6.8） ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい褐

151 土師器 甕 － [3.3] （6.6） ＢＣＥＩＫ 40 普通 にぶい橙 内面煤付着

152 土師器 甕 － [2.5] （7.2） ＣＥＩＫ 45 普通 明褐灰

153 土師器 甕 － [2.8] （8.0） ＤＥＨＩＫ 10 普通 にぶい褐 胎土に長石粒を多く含む　内面煤付着　
器面の摩耗が激しい

154 土師器 甕 － [3.0] （5.8） ＥＩＫ 25 普通 にぶい橙 外面煤付着

155 土師器 甕 － [3.1] （7.0） ＢＩＫ 20 普通 にぶい橙 内面摩耗が激しい

156 土師器 甕 － [2.1] （6.0） ＥＨＩＫ 25 普通 褐灰

157 土師器 台付甕 － [9.5] （11.8）ＢＣＥＧＩＫ 40 普通 橙 №85・118　外面黒斑

158 土師器 台付甕 － [4.9] （8.8） ＥＩＫ 45 普通 にぶい赤褐

159 土師器 甑 28.0 26.8 15.0 ＣＥＨＩＫ 80 普通 橙 №16　多孔式　21孔 78-5

160 土師器 甑 （16.0） [2.2] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい褐

161 土師器 甑 （14.6） [3.0] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 甑の可能性がある

162 土師器 甑 （12.6） [4.0] － ＣＨＩ 10 普通 にぶい赤褐 外面煤付着

163 土師器 甑 （11.6） [2.8] － ＨＩＫ 40 普通 橙

164 土師器 甑 － [5.8] （9.0） ＣＤＩ 10 普通 明赤褐 単孔式

165 土師器 甑 － [2.8] （6.6） ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい黄橙 多孔式か

166 土師器 器種不明 － [3.2] － ＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

167 土師器 器種不明 － [3.5] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい赤褐

168 土師器 羽口 長さ[8.0]　幅[5.8]　厚さ0.7　重さ45.0ｇ 明赤褐 高坏を転用 102-2

169 石製品 砥石 長さ[12.8]　幅[13.0]　厚さ4.5　重さ1031.4ｇ №17　角閃石安山岩　緻密　使用面1 102-4

170 鉄製品 刀子 刃長[4.0]　刃幅1.1　背幅0.2　重さ9.4g 刃部破損 102-3
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第14号住居跡（第77・78図）

　第１次調査における東側調査区の東寄り、Ｉ・

Ｊ－16・17グリッドに位置する。住居跡の南西部

は調査区域外へと延びる。

になる小型甑の可能性がある。

　全体像がわかる遺物が少ないため詳細な時期は

不明だが、高坏の形状や、壺がある点などから５

世紀後半代の住居跡である可能性がある。

宮東遺跡

第18表　第11号住居跡出土遺物観察表（第76図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (13.0) [2.6] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 内外面赤彩

2 土師器 高坏 － [3.3] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 内面黒斑有り

3 土師器 高坏 － [1.4] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい褐

4 土師器 高坏 － [4.0] － ＥＨＩＫ 30 普通 橙

5 土師器 坩型土器か (12.0) [2.0] － ＣＨＩ 5 普通 明赤褐

6 土師器 壺 － [3.1] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

7 土師器 壺 (19.0) [1.9] － ＣＤＥＨＩＫ 10 普通 にぶい橙

8 土師器 甑か (13.0) [2.7] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙
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内外面に刷毛目調整が施される。

　13〜16は小型壺である。口縁部から頸部にかけ

て、ミガキまたは刷毛目調整が施される。17は複

合口縁の壺である。18〜32は甕である。18〜21は

球胴形で、18、19は外面および口縁部内面に刷毛

目調整が施され、19は胴部がやや算盤玉形になる。

22はやや大型の甕か。23、24は口縁部が長く伸び

る。31はやや小型の甕である。

　33は鉄製品の鋸である。覆土中から出土した。

出土位置がわからないため、本住居跡に帰属する

ものかは不明だが、直歯でアサリが無い等古い特

徴を持つ。

　遺物の時期は、高坏や甕の形状から５世紀前葉

から中葉と考えられる。

　住居跡の平面形態は方形で、規模は長軸5.18m、

短軸5.05m、深さ0.15mを測り、長軸方位はＮ－

29°－Ｗを指す。

　覆土と地山の識別ができず、周辺を面的に掘り

下げたところ、遺物がまとまって検出された。遺

物が出土した高さで掘り下げを止め、周辺を精査

した結果、立ち上がりが確認されたことから住居

跡と判断した。

　カマドや壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は住居跡中央部と北壁中央付近からまと

まって検出され、土師器坏・高坏・小型壺・壺・

甕、鋸等が出土した（第79・80図１〜33）。１は

坏で、深身になる。２〜12は高坏である。２、３

は脚部が膨らみを持たず、直線的に広がる。５は

宮東遺跡
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宮東遺跡
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宮東遺跡

第19表　第14号住居跡出土遺物観察表（第79・80図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (12.0) [4.0] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい黄橙

2 土師器 高坏 14.8 12.6 (12.8) ＡＣＥＨＩＫ 60 普通 橙 №12 78-6

3 土師器 高坏 (16.4) 15.3 12.8 ＡＣＥＨＩＫ 45 普通 にぶい橙 №18・20 78-7

4 土師器 高坏 (20.5) [7.2] － ＡＨＩＫ 40 普通 にぶい橙 №6

5 土師器 高坏 (19.7) [4.9] － ＣＥＩ 15 普通 橙 内面黒斑有り

6 土師器 高坏 (18.0) [4.6] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 橙 SJ20№5

7 土師器 高坏 － [10.4] 14.4 ＡＣＥＧＨＩＫ 80 普通 にぶい橙 №14 78-8

8 土師器 高坏 － [7.0] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙

9 土師器 高坏 － [2.6] － ＡＣＥＨＩＫ 90 普通 浅黄橙 №16　

10 土師器 高坏 － [5.6] － ＣＥＨＩＫ 90 良好 にぶい橙 №16　

11 土師器 高坏 － [2.9] (14.6) ＣＥＨＩＫ 30 良好 にぶい橙 №12

12 土師器 高坏 － [1.8] (13.8) ＡＣＨＩＫ 15 普通 にぶい橙

13 土師器 小型壺 (14.8) [6.6] － ＡＣＥＨＩＫ 25 良好 にぶい赤褐

14 土師器 小型壺 (15.3) [6.7] － ＣＩＫ 15 普通 にぶい橙

15 土師器 小型壺 (11.7) [5.7] － ＣＤＥＨＩＫ 25 普通 浅黄橙

16 土師器 小型壺 (12.6) 16.7 3.7 ＡＣＥＨＩＫ 70 普通 にぶい橙 №7・8 79-1

17 土師器 壺 (18.8) [3.8] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい黄橙

18 土師器 甕 15.9 24.0 5.0 ＣＥＨＩＫ 80 普通 褐灰 №3 79-2

19 土師器 甕 14.8 [17.4] － ＣＥＧＨＩＫ 70 普通 橙 №1〜3 79-3

20 土師器 甕 (16.3) [19.1] － ＡＣＥＨＩＫ 80 普通 にぶい黄橙 №1・3 79-4

21 土師器 甕 17.2 [23.6] － ＥＨＩＫ 30 普通 にぶい橙 №8 79-5

22 土師器 甕 15.8 [9.7] － ＣＥＨＩＫ 45 普通 にぶい橙 №13・14

23 土師器 甕 (16.2) [7.2] － ＡＧＨＩＫ 35 良好 にぶい橙 №3 79-6

24 土師器 甕 (14.0) [5.9] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 灰褐 №10

25 土師器 甕 － [2.7] (8.1) Ｃ 30 普通 褐灰 №20

26 土師器 甕 － [3.2] (3.4) ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい褐

27 土師器 甕 － [2.5] (6.7) ＡＣＩＫ 35 普通 灰褐 №1

28 土師器 甕 － [2.3] (5.7) ＡＣＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 №20

29 土師器 甕 － [2.4] (7.3) ＡＩＫ 30 普通 にぶい橙

30 土師器 甕 － [2.0] 6.5 ＡＣＧＨＩＫ 70 普通 にぶい黄橙 №22

31 土師器 小型甕 (10.8) [3.8] － ＣＥＨＩＫ 30 良好 にぶい橙

32 土師器 小型甕 (13.6) [4.5] － ＡＣＧＨＩＫ 10 普通 にぶい赤褐

33 鉄製品 鋸 長さ[7.5]　背幅0.3　刃幅1.7　重さ23.3ｇ 素歯　アサリなし　ナゲシ不明　古代
か

102-3
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坏の体部破片で、坏蓋模倣坏と考えられる。２、

３は高坏で、ともに破片である。２は外面にミガ

キが施される。４は坩形土器で、内面に刷毛目調

整が認められる。

　５〜７は壺で、５は複合口縁の壺である。６、

７は小型壺になると考えられ、内外面に赤彩が施

される。８〜12は甕で、８は長胴形の甕である。

13は台付甕で、やや歪な形であり、台部が厚手に

なる。住居跡西壁寄りの箇所から潰れた状態で出

土した。

　14、15は磨石である。軽石製で、14は全面に使

用痕が認められる。

　出土遺物量が少ないため詳細な時期は不明だが、

甕の形状や台付甕が残ることなどから、５世紀後

半から末の住居跡である可能性がある。

第15号住居跡（第81図）

　第１次調査における東側調査区の中央部、Ｈ－

15、Ｉ－14・15グリッドに位置する。第17号住居

跡、第40号溝跡と重複し、本遺構が古い。住居跡

の中央部は第40号溝跡に、南東部は第17号住居跡

によって大きく壊される。

　住居跡の平面形態は東西にやや長い長方形で、

規模は長軸4.75m、短軸3.61m、深さ0.18mを測り、

長軸方位はＮ－57°－Ｅを指す。北東隅は、目

的は不明だが床が一段高くなる状況が捉えられた。

何等かの構造物か。覆土が浅いため、堆積状況は

不明である。カマドや壁溝、ピット等は検出され

なかった。

　遺物は土師器坏・高坏・坩形土器・壺・甕・台

付甕、磨石等が出土した（第82図１〜15）。１は 

宮東遺跡
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で長軸5.51m、短軸2.91m、深さ0.10mを測り、長

軸方位はＮ－53°－Ｗを指す。

　覆土と地山が同色であるため区別が付かず、全

体を面下げしたところ遺物が多く出土し、周囲

を精査した結果、住居の立ち上がりが検出された。

カマドや壁溝、ピット等は検出されなかった。

第16号住居跡（第83図）

　第１次調査における東側調査区の中央北寄り、

Ｉ－15・16グリッドに位置する。第６号住居跡、

第55・91号土壙と重複し、本遺構が古い。住居跡

の北側は第６号住居跡と第91号土壙によって大き

く壊され、平面形態は不明である。規模は残存部

宮東遺跡

第20表　第15号住居跡出土遺物観察表（第82図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 － [2.9] － ＡＨＩＫ 20 普通 にぶい橙

2 土師器 高坏 － [0.9] (17.0) ＡＥＨＩＫ 10 普通 橙

3 土師器 高坏 － [1.6] (13.6) ＣＥＩＫ 15 普通 にぶい赤褐

4 土師器 坩形土器 (9.6) [4.1] － ＡＣＥＩＫ 20 普通 にぶい黄橙 №2

5 土師器 壺 (18.0) [2.8] － ＡＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい橙

6 土師器 壺 (13.6) [3.8] － ＣＥＧＩＫ 20 普通 にぶい橙 内外面赤彩

7 土師器 壺 (15.4) [2.4] － ＡＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 内外面赤彩

8 土師器 甕 (18.0) [8.8] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 浅黄橙 SJ17№7・8・10

9 土師器 甕 (18.0) [3.2] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 浅黄橙

10 土師器 甕 － [3.6] (6.2) ＡＣＩＫ 25 普通 橙 煤か

11 土師器 甕 － [3.0] 8.2 ＣＧＨＩＫ 30 普通 明褐灰

12 土師器 甕 － [1.8] (6.6) ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい黄橙

13 土師器 台付甕 12.6 [18.7] － ＣＥＨＩＫ 65 普通 にぶい褐 №4 79-7

14 石製品 磨石 長さ6.3　幅4.0　厚さ3.0　重さ21.4ｇ 軽石　全面使用 102-4

15 石製品 磨石 長さ3.5　幅2.9　厚さ2.7　重さ9.0ｇ 軽石　全面使用 102-4
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第17号住居跡（第85・86図）

　第１次調査における東側調査区の中央部、Ｉ－

15グリッドに位置する。第15号住居跡、第40号溝

跡と重複し、第40号溝跡より古く、第15号住居跡

より新しい。住居跡の一部は第40号溝跡と中・近

世の井戸跡によって壊される。

　住居跡の平面形態はほぼ正方形で、規模は長軸

4.69m、短軸4.38m、深さ0.75mを測り、主軸方位

はＮ－32°－Ｗを指す。覆土は全体的に炭化物を

含み、中層には焼土が含まれる。第２層の下部か

　遺物は土師器高坏・坩形土器・壺・甕・甑等が

出土した（第84図１〜22）。１〜11は高坏で、１

は脚部が直線的に広がり、２は僅かに膨らみを持

つ。12、13は坩形土器で、13は体部が算盤玉形に

なる。14、15は壺で、14は大型になる。

　16〜20は甕で、いずれも底部破片である。21、

22は甑で、どちらも小型と推察される。22の底部

形状は小孔の単孔式である。

　遺物の時期は、坏が無いことや、高坏の形状な

どから、５世紀前半〜中葉と考えられる。

宮東遺跡
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形で、深さは0.20mであった。

　遺物は主にカマド周辺からまとまって検出され

た。また、覆土中に遺物が水平に分布すること

から、床を厚くして貼り直している可能性がある。

出土した遺物は須恵器甕、土師器坏・埦・鉢・高

坏・壺・甕・甑、羽口、支脚等である（第87・88

図１〜33）。１は須恵器の甕で、外面に並行タタ

キが施される。

　２〜31は土師器である。２〜11は坏で、坏蓋

模倣坏を主体とする。３は強く被熱し、内面全体

に煤が強く付着する。９は内外面に赤彩が施され、

口縁部外面に暗文状のミガキが施される。12〜15

は埦である。12、13は内面に方向の統一性が無い

ミガキが施される。12は外面に刷毛目調整が認め

られ、15は内外面に赤彩が施される。16、17は鉢

である。16は内面、17は内外面に赤彩が施される。

18〜20は高坏で、脚の短いタイプである。

　21は複合口縁の壺である。22〜27は甕である。

22は長胴形の甕で、カマド内から出土した。23も

らは土器が多く検出された。

　カマドは南壁中央部に設けられる。カマドの

規模は、全長0.60m、幅0.36m、深さ0.52mを測り、

燃焼部は平坦で、奥壁から煙道部に向ってほぼ垂

直に立ち上がる構造を持つ。

　燃焼部中央に円柱状の土製支脚を立て、その上

に高坏を逆位で据え付け、甕を支えていたと推察

される。燃焼部内のやや東寄りからは、やや小型

の甕も検出された。カマド内部の覆土は、火床面

直上には炭層、その上には焼土層が厚く堆積して

いた。

　壁溝は北壁と東壁、南壁の東端で確認された。

規模は幅0.25〜0.45m、深さ0.05mであった。

　ピットは３基検出された。おそらく建物の柱穴

と考えられ、南東部は中・近世の井戸跡によって

壊された範囲に位置していたと推察される。平面

形態は円形で、規模はピット１が長径0.37m、短

径0.33m、深さ0.32m、ピット２が長径0.58m、短

径0.52m、深さ0.18m、ピット３が直径0.56mの円 

宮東遺跡

第21表　第16号住居跡出土遺物観察表（第84図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 18.8 14.6 12.8 ＡＣＨＩＫ 70 普通 にぶい赤褐 SJ11№4・10 79-8

2 土師器 高坏 21.4 15.5 16.0 ＡＣＨＩＫ 80 普通 明赤褐 SJ11№14 80-1

3 土師器 高坏 (16.2) [3.8] － ＡＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 外面黒斑有り

4 土師器 高坏 (14.4) [2.4] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

5 土師器 高坏 － [3.9] － ＡＣＥＦＧＩＫ 10 普通 にぶい赤褐

6 土師器 高坏 － [2.9] － ＣＥＨＩＫ 40 普通 にぶい赤褐 SJ11№5

7 土師器 高坏 － [7.3] － ＣＥＨＩＫ 75 普通 橙 №5・7

8 土師器 高坏 － [9.8] (14.2) ＣＥＨＩＫ 70 普通 にぶい赤褐 SJ11№2　外面赤彩　内面煤付着 80-2

9 土師器 高坏 － [5.0] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 灰褐 №9

10 土師器 高坏 － [5.5] － ＥＨＩＫ 50 普通 にぶい橙

11 土師器 高坏 － [3.1] (16.0) ＡＩＫ 15 普通 にぶい橙

12 土師器 坩形土器 (9.0) [3.5] － ＣＧＨＩＫ 10 普通 橙 №9

13 土師器 坩形土器 － [4.6] － ＡＣＩＫ 20 普通 明赤褐

14 土師器 壺 (24.4) [25.0] － ＣＨＩＫ 60 普通 橙 SJ8№1 80-3

15 土師器 壺 (15.7) [2.8] － ＣＥＧＩＫ 5 普通 にぶい橙

16 土師器 甕 － [3.5] 5.2 ＣＥＨＩＫ 70 普通 にぶい赤褐 №1

17 土師器 甕 － [2.5] 6.1 ＡＣＧＩ 75 普通 明褐灰 №3・4

18 土師器 甕 － [2.0] (6.9) ＡＣＨＩＫ 20 普通 にぶい赤褐

19 土師器 甕 － [1.7] (6.8) ＡＥＨＩＫ 25 普通 灰黄褐 №4

20 土師器 甕 － [4.2] (8.0) ＣＤＥＧＨＩＫ 10 普通 橙 №6

21 土師器 甑 (21.0) [4.4] － ＡＣＥＨＩＫ 10 良好 明赤褐

22 土師器 甑 － [1.6] (4.0) ＡＨＩＫ 35 普通 にぶい褐 SJ11№15
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第18号住居跡（第89図）

　第１次調査における東側調査区の南壁際、Ｊ－

14・15グリッドに位置する。第92号土壙と重複し、

本遺構が古い。住居跡の大部分は調査区域外へと

延びる。北壁と東壁の一部が検出されたのみであ

るため、住居跡の平面形態は不明である。規模は、

残存部で長軸2.92m、短軸0.83m、深さ0.38mを測

り、長軸方位はＮ－77°－Ｅを指す。覆土は全層

に炭化物を含み、床面付近からは炭化物層が検出

された。カマドや壁溝、ピット等は検出されなかっ

カマド内から出土したもので、やや小型の甕であ

る。28〜31は甑である。28〜30はいずれも甑形で、

28〜30は大型、31は小型のものである。

　32、33は土製品である。32は羽口で、先端が被

熱し変色する。33は支脚で、円柱状のものである。

器面には僅かに調整の痕跡が残るが、全体的に摩

耗し、非常に脆い。

　遺物の時期は、模倣坏がまとまって出土してい

ること、高坏や土師器甕の形状などから、６世紀

中葉と考えられる。

宮東遺跡

第22表　第17号住居跡出土遺物観察表（第87・88図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 甕 － [10.8] － ＥＨＩＫ 5 良好 灰

2 土師器 坏 13.6 6.1 － ＡＨＩＫ 95 普通 にぶい赤褐 カマド№2 80-4

3 土師器 坏 14.1 5.8 － ＣＥＨＩＫ 100 普通 にぶい赤褐 カマド№8　内外面摩耗、剥離が激しく
調整は不明瞭　内面強く被熱　内底面
中央煤付着　内面口縁部剥離が激しい

80-5

4 土師器 坏 (12.0) [5.1] － ＡＨＩＫ 30 普通 明赤褐 カマド№10・21 80-6

5 土師器 坏 (13.0) [4.5] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙

6 土師器 坏 (13.0) [4.7] － ＡＣＨＩＫ 5 普通 橙 №9

7 土師器 坏 (13.0) [4.5] － ＡＣＨＩＫ 15 普通 明赤褐 内外面共に摩耗が激しく調整は不明瞭

8 土師器 坏 (13.0) [4.5] － ＡＣＨＩＫ 20 普通 橙

9 土師器 坏 (14.4) [3.5] － ＣＥＨＩＫ 5 良好 にぶい橙 内外面赤彩

10 土師器 坏 (13.4) [3.1] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 橙
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第23表　第18号住居跡出土遺物観察表（第89図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 (14.8) [3.7] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

2 土師器 高坏 － [3.9] － ＧＨＩ 85 普通 橙 №1

3 土師器 高坏 － [2.3] － ＡＨＩＫ 25 普通 橙

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

11 土師器 坏 14.8 6.1 － ＣＧＩＫ 60 普通 にぶい橙 カマド№11・13・14　内外面共に摩耗
が激しく調整は不明

80-7

12 土師器 埦 (11.5) [8.8] － ＡＣＩＫ 70 普通 橙 カマド№9　内面黒斑有り 81-1

13 土師器 埦 12.3 6.8 － ＣＥＨＩＫ 100 良好 にぶい赤褐 カマド№4　内面ミガキ 81-2

14 土師器 埦 (13.6) [7.0] － ＣＥＨＩＫ 60 普通 にぶい橙 カマド№3・5 81-3

15 土師器 埦 13.2 [7.6] － ＡＥＩＫ 30 普通 にぶい赤褐 カマド№7・12　内外面赤彩 81-4

16 土師器 鉢 (14.2) [8.0] － ＡＣＩＫ 20 普通 にぶい橙 内面赤彩　内外面共に強く被熱し摩耗
が激しい

17 土師器 鉢 (14.0) [6.9] － ＡＣＥＨＩＫ 20 普通 明赤褐 カマド№7　内外面赤彩　内面黒斑有
り　口唇部煤付着

18 土師器 高坏 (15.3) [9.0] － ＡＩＫ 45 普通 橙 カマド№6・22

19 土師器 高坏 － [3.2] － ＡＣＨＩＫ 20 普通 明赤褐

20 土師器 高坏 － [3.5] (11.0) ＡＣＩＫ 35 普通 明赤褐

21 土師器 壺 (17.2) [6.4] － ＥＨＩＫ 30 良好 灰黄褐

22 土師器 甕 16.8 30.9 5.4 ＡＣＥＧＨＩＫ 80 普通 明赤褐 カマド№6・16・17 81-5

23 土師器 甕 (16.2) [21.9] － ＡＣＩＫ 90 普通 にぶい橙 カマド№3・6　外面煤付着 81-6

24 土師器 甕 (15.7) [10.1] － ＣＥＨＩＫ 45 普通 にぶい橙 №4・6　内面頸部から口唇部にかけて
煤付着

81-7

25 土師器 甕 (16.0) [5.5] － ＣＥＩＫ 10 普通 にぶい橙

26 土師器 甕 (18.8) [7.2] － ＣＥＨＩＫ 20 良好 にぶい橙 カマド№18

27 土師器 甕 － [4.1] (5.8) ＡＥＩ 15 普通 褐

28 土師器 甑 (21.8) [9.9] － ＣＥＧＨＩＫ 10 普通 橙

29 土師器 甑 (21.8) [11.2] － ＣＤＥＩＫ 30 普通 橙

30 土師器 甑 － [7.5] (8.0) ＣＨＩＫ 15 普通 灰白 №1

31 土師器 甑 17.1 15.3 4.3 ＡＣＥＨＩＫ 95 良好 にぶい橙 №1 81-8

32 土製品 羽口 長さ[7.7]　外径4.7　内径1.5　重さ90.3ｇ にぶい橙 102-2

33 土製品 支脚 高さ19.4　長径10.0
短径9.5　重さ1521ｇ

ＡＩＪ 90 不良 明黄褐 カマド№23
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を挟んで第31号住居跡と隣接するが、床面の高さ

や、出土遺物の時期が大きく異なることから、別

遺構とした。

　南壁の一部が検出されたのみであるため、住居

跡の平面形態は不明である。規模は、残存部で東

西3.10m、南北1.84m、深さ0.20mを測り、長軸方

位はＮ－55°－Ｅを指す。覆土からは、東側から

住居跡中央に向って流れ込む焼土層が確認された。

付近にカマドが設けられていた可能性が考えられ

る。壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は遺構の東側から多く検出され、土師器

た。

　遺物は土師器高坏が出土した（第89図１〜３）。

１は内面に刷毛目調整が施される。２、３は体部

の破片で、３は立ち上がり部に段を持つ。

　出土遺物量が少ないため詳細な時期は不明だが、

高坏のみ出土していることから、古墳時代の住居

跡と考えられる。

第21号住居跡（第90図）

　第１次調査における東側調査区の北西隅、Ｇ・

Ｈ－13グリッドに位置する。住居跡の大部分は調

査区域外へと延びる。調査区の境界である排水溝 

宮東遺跡
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第23号住居跡（第92図）

　第１次調査における東側調査区の北西部、Ｈ－

13グリッドに位置する。第25・26号住居跡、第97

号土壙と重複し、第97号土壙より古く、第25・26

号住居跡より新しい。遺構の北東部を撹乱、南西

隅を中・近世の井戸跡によって壊される。

　住居跡の平面形態は東西にやや長い長方形で、

規模は長軸4.10m、短軸3.48m、深さ0.22mを測り、

坏・鉢・甕等が出土した（第91図１〜13）。１〜

３は坏で、１は坏蓋模倣坏である。２は内外面に

赤彩が施される。４は鉢である。大形であり、内

外面に赤彩が施される。

　５〜13は甕である。５〜７は長胴形で、胴部中

位に最大径を持つ。

　遺物の時期は、坏や甕の形状から、６世紀前半

と考えられる。

宮東遺跡

第24表　第21号住居跡出土遺物観察表（第91図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考

1 土師器 坏 (13.9) 4.8 － ＡＣＨＩＫ 50 普通 明赤褐 №48 82-1

2 土師器 坏 (14.2) [3.7] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 明赤褐 №47　内外面赤彩

3 土師器 坏 (14.0) [3.1] － ＡＣＨＩＫ 5 普通 橙

4 土師器 鉢 (18.8) [8.5] － ＡＥＩＫ 20 普通 赤褐 №1　内外面赤彩

5 土師器 甕 16.8 [19.0] － ＣＥＨＩＫ 70 良好 にぶい赤褐 №46 82-2

6 土師器 甕 (17.4) [10.5] － ＡＢＣＥＨＩＫ 35 普通 にぶい橙 №16・32

7 土師器 甕 (19.0) [8.2] － ＡＢＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 №15・22・23

8 土師器 甕 (15.0) [7.0] － ＡＣＨＩＫ 55 普通 にぶい赤褐 №2・3

9 土師器 甕 (17.6) [4.8] － ＡＢＤＥＨＩＫ 25 普通 橙 №17

10 土師器 甕 (20.0) [2.2] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 №23

11 土師器 甕 (18.0) [6.4] － ＡＢＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 №12・14

12 土師器 甕 (21.0) [5.0] － ＡＣＥＨＩＫ 10 普通 明赤褐 №7

13 土師器 甕 － [1.9] (6.0) ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい赤褐 №41　底部木葉痕
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寄りのカマドに２、東壁のカマドに３と番号を付

した。カマド１は燃焼部付近を撹乱によって壊さ

れるため、全体像は不明だが、燃焼部の掘り込み

を持たず、煙道部に向って緩やかに傾斜する構造

主軸方位はＮ－16°－Ｗを指す。覆土はレンズ状

堆積で、床面には炭化物層が認められた。

　カマドは北壁中央部と、北壁やや東寄り、東壁

の南寄りに３基設けられ、中央のカマドに１、東

宮東遺跡
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南半分は残存する。燃焼部が掘り込まれ、奥壁か

ら煙道に向って急峻に立ち上がる構造を持つ。袖

はあったと推察されるが、壁溝によって壊される。

規模は全長0.80m、残存部の幅0.20m、深さ0.20m

を測る。カマドの新旧関係は、カマド周辺が撹

乱によって大きく壊されているため明確でないが、

カマド３は燃焼部前面に壁溝が廻り、袖も壊され

ていたと推察されることから、古いカマドであっ

と推察される。撹乱の影響により、袖の有無は不

明である。規模は、全長0.83m、幅0.35m、深さ0.15m

を測る。

　カマド２は大部分を撹乱によって壊されるため、

詳細はわからないが、残存状況から煙道部が急

峻に立ち上がる構造だったと考えられる。規模は、

残存部で全長0.26m、幅0.25m、深さ0.10mを測る。

　カマド３は北半分が撹乱によって壊されるが、

宮東遺跡

第25表　第23号住居跡出土遺物観察表（第93図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (15.1) [3.5] － ＣＨＩＫ 10 普通 橙

2 土師器 坏 (15.4) [3.0] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙

3 土師器 坏 (15.0) [2.5] － ＣＨＩＫ 5 普通 明赤褐

4 土師器 坏 (14.0) [3.9] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい赤褐

5 土師器 坏 (14.8) [3.0] － ＡＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい褐

6 土師器 坏 (14.8) [2.8] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙

7 土師器 坏 (14.8) [2.9] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 明褐 暗文坏　被熱 82-3

8 土師器 坏 (13.0) [3.6] － ＡＣＨＩＫ 5 普通 明赤褐 内面ミガキ

9 土師器 甕 (20.0) [3.9] － ＢＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

10 土師器 甕 (19.2) [3.3] － ＣＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 内面摩耗

11 鉄滓 椀形鍛冶滓 長さ2.4　幅3.0　厚さ1.8　重さ22.8ｇ

第26表　第24号住居跡出土遺物観察表（第94図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 － [2.5] － ＣＥＩＫ 20 普通 明赤褐

2 土師器 甕 － [2.3] (5.7) ＤＥＩＫ 5 普通 橙
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よび空中写真で形を確認できたため、それらを基

に推定図を作成した。

　遺物は土師器高坏・甕等が出土した（第94図１、

２）。どちらも小破片であり、詳細な時期は不明

である。

第25号住居跡（第95図）

　第１次調査における東側調査区の北西部、Ｈ－

13グリッドに位置する。第23・26号住居跡、第97

号土壙と重複し、第23号住居跡、第97号土壙より

古く、第26号住居跡より新しい。第23号住居跡と

同位置で重複し、遺構の北東部を撹乱、南西角を

中・近世の井戸跡によって壊される。

　住居跡の平面形態は東西にやや長い長方形で、

規模は長軸4.02m、短軸3.45m、深さ0.15mを測り、

長軸方位はＮ－77°－Ｅを指す。

たと考えられる。

　壁溝はカマドを除き全周していたと考えられ、

規模は幅0.15〜0.35m、深さ0.22〜0.27mであっ

た。ピットは検出されなかった。

　遺物は土師器坏・甕が出土した（第93図１〜11）。

１〜８は坏である。７は内面に暗文が施される。

８は丸底の坏だが、内面にミガキが施される。９、

10は甕で、どちらも口縁部に最大径を持つ長胴甕

と考えられる。11は鉄滓で、椀形鍛冶滓である。

　遺物の時期は坏や甕の形状から、７世紀末から

８世紀初頭と考えられる。

第24号住居跡（第94図）

　第１次調査における東側調査区の東側、Ｉ－

16・17グリッドに位置する。正確な記録が無いた

め詳細は不明だが、調査時に作成された概念図お 

宮東遺跡
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球胴形の甕になると推察される。７は甑で、大形

の単孔式である。

　８は椀形鍛冶滓である。９は貝巣穴痕泥岩で、

軟質で部分的に赤橙色に変色する。

　遺物の時期は、甕の形状などから５世紀後半と

考えられる。

第26号住居跡（第97・98図）

　第１次調査における東側調査区の北西部、Ｇ・

Ｈ－13グリッドに位置する。第23・25号住居跡、

第97号土壙と重複し、本遺構が古い。遺構の南半

分は住居跡と撹乱によって大きく壊され、北東部

は調査区域外へと延びる。

　住居跡の平面形態は方形で、規模は長軸5.93m、

短軸5.56m、深さ0.40mを測り、主軸方位はＮ－

65°－Ｅを指す。西壁の中央やや南寄りにはカマ

ドが設けられる。重複が激しく堆積状況は不明だ

　壁溝は東壁を除き、全周していたと考えられる。

規模は幅0.23〜0.35m、深さ0.05〜0.10mを測る。

　住居跡の南東隅には貯蔵穴が設けられる。平面

形態は不整円形で、規模は長径0.70m、短径0.55m、

深さ0.09mを測る。

　ピットは遺構北西部から１基検出された。平面

形態は不整円形で、規模は長径0.65m、短径0.59m、

深さ0.11mを測る。

　カマドは検出されなかったが、壁溝が東壁で途

切れること、貯蔵穴が南東角にあることなどから、

東壁にあった可能性が高い。

　遺物は土師器坏・高坏・壺・甕・甑、鉄滓、石

製品等が出土した（第96図１〜９）。１は坏で、

体部外面下半にヘラケズリ調整が施される。２は

高坏で、坏部の破片である。３は複合口縁の壺で

ある。４〜６は甕である。４は口縁部が短いため、

宮東遺跡

第27表　第25号住居跡出土遺物観察表（第96図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (11.2) [3.5] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい赤褐

2 土師器 高坏 － [1.7] － ＡＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙

3 土師器 壺 (11.6) [2.1] － ＡＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい黄橙

4 土師器 甕 (17.0) [7.1] － ＡＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい褐 82-4

5 土師器 甕 (22.0) [3.6] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい褐

6 土師器 甕 － [2.3] (7.3) ＡＩＫ 60 普通 明赤褐

7 土師器 甑 － [7.2] (8.0) ＡＥＨＩＫ 20 普通 にぶい褐

8 鉄滓 椀形鍛冶滓 長さ3.3　幅3.8　厚さ2.7　重さ105.8ｇ

9 貝巣穴痕泥岩 － 長さ2.7　幅1.7　厚さ1.2　重さ3.9ｇ 軟質泥岩　部分的に赤橙色 102-4



第97図　第26号住居跡
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　遺物は土師器坏・壺・甕、羽口、磨石等が出

土した（第99図１〜11）。１〜９は土師器である。

１〜３は坏で、１は坏蓋模倣坏、２は半球形の坏

である。２、３は内外面に赤彩が施される。４、

５は壺で、どちらも小破片である。６〜９は甕で

ある。６、７は長胴甕であり、６は胴部中位に最

大径を持つ。７はカマド燃焼部から出土した。

　10は羽口の破片である。11は角閃石安山岩製の

磨石で、一部自然面が残る。

　遺物の時期は、坏と甕の形状等から、６世紀前

半と考えられる。

が、覆土には全層に炭化物が含まれていた。

　カマドは袖が住居内に長く張り出し、燃焼部は

平坦で、奥壁から煙道に向って急峻に立ち上がる

構造を持つ。規模は、全長1.25m、幅0.50m、深さ

0.41mを測る。覆土は、火床面直上に炭化物層が

薄く堆積し、炭化物層の上を焼土ブロックが厚く

覆い、その上にカマドの崩落に伴うと考えられる

粘土ブロック層が堆積していた。

　壁溝は西壁のカマドより南側から、部分的に検

出された。規模は幅0.18m、深さ0.11mを測る。

　ピットは検出されなかった。

宮東遺跡



第99図　第26号住居跡出土遺物
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７は口縁部内外面に刷毛目調整が施される。

　遺物の時期は、高坏や甕の形状から、５世紀中

葉と考えられる。

第42号住居跡（第102・103図）

　第２次調査区の南東部、Ｉ－11・12グリッドに

位置する。住居跡の南半部は調査区域外へと延び、

遺構の中央部を中・近世の井戸跡によって壊され

る。住居跡の北寄りには、後代の地震によって発

生したと考えられる、液状化現象に伴う噴砂の痕

跡が、北東－南西方向に走る。

　住居跡内から２時期分の遺物が検出され、重複

の可能性があることから、住居跡の平面形態は不

明である。規模は、残存部で長軸6.80m、短軸4.78m、

第29号住居跡（第100図）

　第１次調査における東側調査区の北西角、Ｈ－

13グリッドに位置する。住居跡の大部分は調査

区域外へと延びる。南壁と東壁の一部が検出され

たのみであるため、住居跡の平面形態は不明であ

る。規模は、残存部で南北1.24m、東西0.90m、深

さ0.12mを測り、長軸方位はＮ－34°－Ｗを指す。

カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は南東隅から多く検出され、土師器髙坏・

坩形土器・甕等が出土した（第101図１〜11）。１

〜３は高坏で、脚部が直線的に開くものであり、

外面にはミガキが施される。４、５は坩形土器で、

５は内外面に赤彩が施される。６〜11は甕で、 ６、

宮東遺跡

第28表　第26号住居跡出土遺物観察表（第99図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (12.8) 5.0 (4.2) ＡＣＨＩＫ 30 普通 明赤褐 82-5

2 土師器 坏 12.7 5.2 5.7 ＣＥＨＩＫ 80 普通 明赤褐 №2　内外面赤彩 82-6

3 土師器 坏 (12.0) [2.8] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 橙 内外面赤彩

4 土師器 壺 － [3.9] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 橙

5 土師器 壺 － [2.5] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙

6 土師器 甕 (17.8) [19.9] － ＡＣＥＨＩＫ 40 普通 にぶい黄橙 №1 82-7

7 土師器 甕 (18.8) [7.7] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい褐 №3

8 土師器 甕 － [4.8] (14.0) ＡＣＥＨＩＫ 10 普通 明赤褐

9 土師器 甕 － [3.1] (3.4) ＣＩＫ 10 普通 にぶい橙

10 土製品 羽口 長さ4.1　幅3.7　厚さ1.9　重さ18.9ｇ 黄灰 102-2

11 石製品 磨石 長さ6.4　幅4.2　厚さ3.6　重さ54.0ｇ 角閃石安山岩　多孔質　自然面遺存　
使用面3

102-4



第100図　第29号住居跡・遺物出土状況
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第29表　第29号住居跡出土遺物観察表（第101図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 (21.8) [3.9] － ＣＧＩＫ 5 良好 明赤褐 №7　外面被熱

2 土師器 高坏 － [4.6] － ＥＨＩＫ 50 普通 にぶい赤褐

3 土師器 高坏 － [11.7] － ＡＨＩＫ 90 普通 にぶい橙 №12　外面被熱

4 土師器 坩形土器 － [8.8] 2.2 ＥＨＩＫ 95 良好 にぶい橙 №5　外面黒斑有り 82-8

5 土師器 坩形土器 － [5.3] 3.6 ＢＥＨＩＫ 100 普通 にぶい橙 №4　内外面赤彩 82-9

6 土師器 甕 (16.0) [3.8] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 明赤褐 №10

7 土師器 甕 (14.0) [3.8] － ＣＥＩＫ 25 普通 明赤褐 外面煤付着

8 土師器 甕 (15.6) [3.3] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 明赤褐

9 土師器 甕 (15.0) [3.7] － ＣＧＨＩＫ 20 良好 明赤褐

10 土師器 甕 － [2.9] (8.0) ＡＣＥＨＩＫ 25 普通 橙 №2　外面黒斑有り

11 土師器 甕 － [2.6] 7.0 ＡＨＩＫ 20 普通 赤褐 内面煤付着

12 土師器 甕 － [2.9] (6.0) ＥＨＩＫ 35 良好 赤褐 №3



第102図　第42号住居跡
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みを持たず平坦で、奥壁から煙道に向って急峻に

立ち上がる構造を持つ。規模は、全長1.15m、幅

0.55m、深さ0.12mを測る。覆土は、火床面に炭化

物および焼土粒子を多く含む層が堆積し、その上

を、焼土を主体とする層が厚く覆う。

　遺物はカマド周辺と住居跡西半部から多く検出

され、それぞれ時期が異なる。住居跡西半部から

深さ0.17mを測り、主軸方位はＮ－71°－Ｗを指

す。カマドは東壁に設けられる。覆土は全体に黄

褐色土ブロックを含み、特に床面付近にはブロッ

クを多く含む層が堆積する。

　壁溝、ピット等は検出されなかった。

　カマドは東壁の調査区域外際から検出された。

袖が住居跡内に0.3m程張り出し、燃焼部は掘り込 

宮東遺跡
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第104図　第42号住居跡出土遺物（１）
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26は甕である。大型の甕（12〜17）と中型の甕（18

〜21）に分かれる。器面の調整は、いずれもヘラ

ケズリまたはヘラナデが施される。

　27、28は須恵器の甕である。カマドの脇からま

とまって出土し、内面は同心円当て具、外面は平

行タタキが施される。

は５世紀代の土師器高坏・壺・甕等が出土し（第

104図１〜26）、カマド周辺からは７世紀代の須

恵器甕、土師器甕が出土した（第104・105図27

〜36）。１〜26は土師器である。１〜10は高坏で、

脚部に膨らみを持つものが多い。11は複合口縁の

壺で、内外面に僅かにミガキが認められる。12〜

宮東遺跡



第105図　第42号住居跡出土遺物（２）
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は厚さ0.02mの炭化物層が検出され、床に敷設さ

れたものである可能性がある。第２層は貼床か。

　カマドは袖が0.2〜0.4m程住居跡内に張り出し、

燃焼部は平坦で、奥壁から煙道部に向って急峻に

立ち上がる構造を持つ。火床面や壁面はあまり被

熱せず、カマド内からは、第４層直下から薄い炭

化物層が検出されたが、他に明瞭な灰層や焼土層

は検出されなかった。炭化物や焼土の混じる層が、

住居外から内側に流れ込む形で堆積していた。

　壁溝、ピット等は検出されなかった。

　検出された遺物は僅かで、土師器坏・坩形土

器・鉢が出土した（第106図１〜４）。１、２は

坏である。北武蔵型坏で、７〜８世紀代のものか。

３は坩形土器の口縁部である。内外面にミガキが

施される。５世紀代のものか。４は鉢で、外面に

はヘラケズリ、内面はヘラナデが施される。６世

紀代のものか。

　住居跡の重複が激しいことから、どの遺物も混

入の可能性を否定できず、本住居跡に帰属する

ものか不明であるため、詳細な時期は不明である。

ただし、周囲の住居跡の年代と前後関係から、古

墳時代の住居跡と考えられる。

　29〜33は土師器である。29〜31は土師器の甕で、

口縁部に最大径を持ち、頸部の屈曲が弱い。32、

33は甑で、どちらも大型の甑である。

　34は高坏脚部転用の羽口で、破片である。35、

36は軽石製の磨石で、35は使用面を多く持つ。

　遺物の時期は、高坏や甕の形状から、古い一群

が５世紀後半、新しい一群が７世紀代と考えられ

る。７世紀の一群がカマド周辺に分布することか

ら、５世紀代と７世紀代の住居跡の重複である可

能性がある。

第45号住居跡（第106図）

　第２次調査の東寄り、Ｈ－12グリッドに位置す

る。第46・47号住居跡と重複し、本遺構が新しい。

当住居跡周辺は古墳から古代にかけての住居跡が

密集し、重複が激しい。

　遺構の大部分は後代の住居跡と、中・近世の井

戸跡によって壊される。残存部分は北壁と東壁の

一部のみであるため、住居跡の平面形態は不明で

ある。

　規模は、残存部で東西5.50m、南北3.20m、深

さ0.20mを測り、主軸方位はＮ－24°－Ｗを指す。

カマドは北壁東寄りに設けられる。床面付近から 

宮東遺跡
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　住居跡の平面形態はやや歪みのある方形で、規

模は、長軸4.11m、短軸3.62m、深さ0.40mを測り、

長軸方位はＮ－11°－Ｗを指す。覆土は全層にブ

ロックを含み、下層ほどブロックの含有量が多い。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は住居跡北半部から検出され、土師器高

坏・坩形土器・甕、須恵器坏、土師器坏・甕等が

出土した（第108図１〜13）。１〜10は土師器で

第46号住居跡（第107図）

　第２次調査の東端から第１次調査区における東

側調査区の西端にかかる、Ｈ・Ｉ－12・13グリッ

ドに位置する。第45号住居跡より古く、第47号住

居跡より新しい。遺構の北西部を第45号住居跡に

よって壊され、中央部は調査区の境界である排水

溝が南北に縦断する。第45号住居跡の東側に隣接

し、重複が激しい。

宮東遺跡

第30表　第42号住居跡出土遺物観察表（第104・105図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 19.6 [6.4] － ＡＣＧＩＫ 65 普通 にぶい橙 №6　外面黒斑有り　内外面共に摩耗
が激しい

83-1

2 土師器 高坏 － [9.8] 15.2 ＣＨＩＫ 55 普通 橙 №27　外面黒斑有り 83-2

3 土師器 高坏 － [9.8] (12.8) ＣＥＩＫ 40 普通 にぶい黄橙 №21 83-3

4 土師器 高坏 － [8.9] － ＥＩＫ 40 普通 にぶい橙 №41　外面赤彩

5 土師器 高坏 － [7.0] － ＣＥＨＩ 40 普通 にぶい赤褐 №28

6 土師器 高坏 － [6.7] － ＥＩＫ 10 普通 にぶい橙

7 土師器 高坏 － [3.0] － ＣＥＩＫ 60 普通 にぶい黄橙

8 土師器 高坏 － [3.2] － ＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙

9 土師器 高坏 － [5.4] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙

10 土師器 高坏 － [4.7] － ＥＩＫ 20 普通 にぶい橙

11 土師器 壺 (22.0) [2.9] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

12 土師器 甕 (18.3) [9.8] － ＣＥＩＫ 20 普通 にぶい赤褐 №29

13 土師器 甕 18.2 [7.2] － ＣＤＧＨＩＫ 45 普通 橙 №21・38

14 土師器 甕 (19.2) [6.2] － ＣＤＨＩＫ 15 普通 明赤褐 №16

15 土師器 甕 (22.4) [5.6] － ＣＥＩＫ 15 普通 にぶい橙 №17

16 土師器 甕 (18.0) [6.5] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 №21

17 土師器 甕 17.1 [9.6] － ＨＩＫ 55 普通 橙 №9・15 83-4

18 土師器 甕 (14.7) [6.6] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 №25

19 土師器 甕 (15.6) [5.2] － ＣＤＥＨＩＫ 15 普通 明赤褐 №21

20 土師器 甕 (16.0) [5.1] － ＣＤＥＨＩＫ 10 普通 にぶい赤褐 №1

21 土師器 甕 (14.8) [3.6] － ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 内外面煤付着

22 土師器 甕 － [3.7] 6.8 ＣＤＥＨＩ 35 普通 明褐灰 №4　外面煤付着　長石の細片を多く
含む

23 土師器 甕 － [3.1] (7.2) ＣＥＩＫ 40 普通 明赤褐 №8

24 土師器 甕 － [3.3] (9.0) ＣＥＩＫ 25 普通 褐

25 土師器 甕 － [2.3] (8.0) ＣＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 カマド№2・4　内外面共に摩耗が激しい

26 土師器 甕 － [2.1] 6.6 ＣＥＨＩＫ 80 普通 橙 内外面共に摩耗が激しい

27 須恵器 甕 － [15.8] － ＥＨＩＫ 5 良好 灰 カマド№7

28 須恵器 甕 － [1.8] － ＨＩＫ 5 普通 暗赤灰

29 土師器 甕 21.0 [18.8] － ＡＣＨＩＫ 50 普通 橙 カマド№2〜4・6・7 83-5

30 土師器 甕 (20.9) [5.1] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 カマド№2

31 土師器 甕 － [7.9] (5.6) ＣＩＫ 75 普通 にぶい黄橙 カマド№43 83-6

32 土師器 甑 (17.6) [3.8] － ＡＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

33 土師器 甑 － [9.9] (15.6) ＣＥＨＩＫ 15 良好 にぶい橙 №33

34 土師器 高坏転用羽口 長さ[2.7]　外径(3.4)　内径(1.0)　重さ7.8ｇ 良好 黄灰 102-2

35 石製品 磨石 長さ3.8　幅3.7　厚さ3.5　重さ24.7ｇ 軽石　多面使用 102-4

36 石製品 磨石 長さ5.2　幅4.3　厚さ2.6　重さ16.7ｇ 軽石　自然面遺存　使用面1 102-4
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紀末から８世紀初頭のものと推察される。

　遺物の時期は、高坏や甕の形状から、５世紀中

葉と考えられる。

第47号住居跡（第109図）

　第２次調査の東端部、Ｈ－12グリッドに位置

する。第45・46号住居跡、第174号土壙と重複し、

ある。１〜４は高坏で、脚部は僅かに膨らみを持

つ。５、６は坩形土器で、５はミガキ、６はヘラ

ナデが施される。７〜10は甕である。７は球胴形

で、外面に刷毛目調整が施される。

　11〜13は混入と考えられ、かえりのある須恵器

蓋、土師器皿、土師器甕の底部で、いずれも７世

宮東遺跡

第31表　第45号住居跡出土遺物観察表（第106図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (13.0) [2.5] － ＡＣＨＩＫ 10 普通 にぶい橙

2 土師器 坏 (14.0) [2.3] － ＡＣＨＩＫ 5 普通 橙

3 土師器 坩形土器 (11.0) [4.3] － ＡＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

4 土師器 鉢 － [6.3] (4.2) ＥＩＫ 35 普通 にぶい赤褐 №1 83-7
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　規模は、残存部で南北2.02m、東西1.75m、深

さ0.25mを測り、主軸方位はＮ－12°－Ｗを指す。

住居の北西寄りからは、炉跡が検出された。覆土

は全層に炭化物を含み、床面付近は特に多く炭化

本遺構が古い。遺構の南半部は第46号住居跡に

よって大きく壊され、東半部は調査区の境界であ

る排水溝によって壊されるため、住居跡の平面形

態は不明である。

宮東遺跡
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全体像は不明である。４は坩形土器である。胴部

中位に人為的と考えられる二次穿孔が認められる。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、炉跡

が検出されたことから、５世紀代の住居跡と考え

られる。

第48号住居跡（第110図）

　第２次調査の中央南寄り、Ｈ・Ｉ－10グリッド

に位置する。第49号住居跡と同位置で重複し、本

物を含有する。

　炉跡の平面形態は楕円形で、規模は長径0.93m、

短径0.71m、深さ0.05mを測り、覆土には焼土と炭

化物が多く含まれていた。

　壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は少量であるが炉跡周辺から検出され、土

師器高坏・坩形土器が出土した（第109図１〜４）。

１〜３は高坏である。いずれも小破片であるため

宮東遺跡

第32表　第46号住居跡出土遺物観察表（第108図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 (18.0) [4.0] － ＣＨＩＪＫ 10 普通 灰褐 №11　内面はにぶい赤褐

2 土師器 高坏 － [6.3] － ＡＨＩＫ 25 普通 明褐 №9

3 土師器 高坏 － [1.4] (13.0) ＣＥＨＩＫ 40 普通 にぶい橙 №7

4 土師器 高坏 － [1.4] (17.6) ＡＣＥＨＩＫ 10 良好 にぶい橙

5 土師器 坩形土器 (12.0) [3.7] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙

6 土師器 坩形土器 (9.6) [4.0] － ＥＨＩＫ 5 普通 橙

7 土師器 甕 (14.6) [9.3] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい黄橙 №4

8 土師器 甕 (14.2) [3.5] － ＣＤＥＨＩＫ 15 普通 にぶい赤褐 №8　内面黒斑有り

9 土師器 甕 (15.0) [2.8] － ＣＧＨＩＫ 25 普通 にぶい赤褐 №5

10 土師器 甕 － [2.9] (7.2) ＣＥＩＫ 30 普通 赤褐 内面煤付着

11 須恵器 蓋 (15.6) [1.5] － ＥＩ 5 普通 黄灰 古代

12 土師器 皿 (15.0) [1.7] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 古代

13 土師器 甕 － [3.2] (5.8) ＥＩＫ 15 普通 にぶい褐 古代
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第33表　第47号住居跡出土遺物観察表（第109図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 (12.8) [3.1] － ＢＣＧＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

2 土師器 高坏 － [5.0] － ＣＧＨＩ 30 普通 にぶい赤褐 №7

3 土師器 高坏 － [2.0] (15.0) ＢＣＨＩ 15 普通 にぶい褐 №6

4 土師器 坩形土器 (10.5) 9.4 2.6 ＢＥＧＨＩＫ 75 普通 橙 №5　胴部穿孔 83-8
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　遺物は土師器甕・高坏、磨石等が出土した（第

111図１〜11）。１〜９は土師器である。１〜４は

甕である。口径が大きく、口縁部が直線的に開く。

口縁部に最大径を持つものと推察される。５〜８

は高坏で、いずれも全体像のわからない破片であ

る。５は内面にミガキが施される。９は甕で、６

世紀代のものか。５〜９はいずれも混入品と考え

られる。10、11は角閃石安山岩製の磨石である。

　遺物は少ないが、土師器甕の形状や、同位置で

重複する第49号住居跡が７世紀代であることなど

から、７世紀代の住居跡と考えられる。

第49号住居跡（第112・113図）

　第２次調査の中央南寄り、Ｈ・Ｉ－10グリッド

に位置する。第48号住居跡と同位置で重複し、本

遺構が古い。遺構の中央部を古代や中・近世の井

遺構が新しい。遺構の中央部を古代や中・近世の

井戸跡や土壙によって壊され、南半部には古代の

溝跡が東西方向に横断する。

　住居跡の平面形態は方形で、規模は長軸5.25m、

短軸5.18m、深さ0.18mを測り、長軸方位はＮ－８°

－Ｗを指す。覆土はほぼ削平され、僅かに貼床が

残存するのみであった。

　壁溝は南西角を除いてほぼ全周し、規模は幅

0.12〜0.36m、深さ0.06〜0.10mを測る。ピット

は３基検出され、ピット１は長径0.71m、短径

0.64m、深さ0.43m、ピット２は長径0.50m、短径

0.44m、深さ0.45m、ピット３は長径0.63m、短径

0.52m、深さ0.70mを測る。規模が比較的大きく、

深いことから、住居の柱穴である可能性がある。

　カマドは検出されなかった。

宮東遺跡

第34表　第48号住居跡出土遺物観察表（第111図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 甕 (21.0) [4.5] － ＣＤＨＩＫ 5 普通 橙

2 土師器 甕 (19.5) [3.3] － ＣＥＩＫ 15 普通 橙 №4

3 土師器 甕 (22.0) [2.7] － ＡＣＨＩＫ 5 普通 橙

4 土師器 甕 (22.0) [2.4] － ＡＣＨＩＫ 5 普通 橙

5 土師器 高坏 － [4.0] － ＡＣＥＩＫ 55 普通 明赤褐 №12

6 土師器 高坏 － [2.3] － ＡＣＥＨＩＫ 65 普通 明赤褐 SJ20№3

7 土師器 高坏 － [4.0] － ＡＨＩＫ 65 普通 明赤褐 №15

8 土師器 高坏 － [1.7] － ＡＣＥＨＩＫ 70 普通 橙 №19

9 土師器 甕 (15.0) [4.2] － ＡＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい赤褐 №1

10 石製品 磨石 長さ3.8　幅3.9　厚さ3.5　重さ26.5ｇ 角閃石安山岩　多孔質　自然面遺存　
使用面2

102-4

11 石製品 磨石 長さ4.0　幅2.0　厚さ1.4　重さ4.3ｇ №5　角閃石安山岩　多孔質　自然面
遺存　使用面3

102-4
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体に炭化物や焼土を多く含むことから、焼失住居

である可能性があるが、床面から炭化材等は検出

されなかった。

　貯蔵穴は住居跡北西角から検出された。平面形

態は楕円形で、長径0.45m、短径0.34m、深さ0.16m

を測り、土師器甕が１個体潰れた状態で出土した。

　壁溝は北壁の一部を除いて全周し、幅0.10〜

0.25m、深さ0.06〜0.12mを測る。

　ピットは住居跡中央部やや南東寄りから１基検

出され、平面形態は楕円形で、規模は長径0.43m、

戸跡・土壙によって壊され、南半部には古代の溝

跡が東西方向に横断する。

　住居跡の平面形態は方形で、規模は長軸5.18m、

短軸5.10m、深さ0.20mを測り、主軸方位はＮ－８°

－Ｗを指す。カマドは燃焼部が部分的に検出され

たのみで全体像は不明だが、北壁中央部に設けら

れたと考えられる。

　覆土は、住居跡全体を炭化物が多く含まれる層

が覆い、北壁のカマド周辺からは焼土を多く含む

土が住居内に流れ込む様相が捉えられる。覆土全

宮東遺跡
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第50号住居跡（第115図）

　第２次調査の中央南端、Ｉ－９・10グリッドに

位置し、第176号土壙と重複する。遺構の東半部

は中・近世の井戸跡に、南壁は古代の溝跡によっ

て壊される。

　住居跡の平面形態は隅丸方形と推察され、規模

は長軸3.87m、短軸3.60m、深さ0.09mを測り、長

軸方位はＮ－11°－Ｗを指す。覆土は削平され、

残存していなかった。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は土師器坏・甕、釘等が出土した（第115

図１〜８）。１〜７は土師器である。１、２は坏

で、口径の大きい北武蔵型坏である。３、４は皿で、

口縁部が大きく外反する。

短径0.40m、深さ0.25mを測る。

　遺物はカマドと推定される箇所の周辺から多く

検出され、土師器坏・鉢・甕・高坏、磨石等が出

土した（第114図１〜11）。１、２は坏である。１

は丸底で深身の北武蔵型坏である。３は大型の鉢

で、調整方法は坏に似る。

　４〜７は甕である。４は貯蔵穴から潰れた状態

で出土したもので、口縁部に最大径を持つ長胴甕

である。８、９は高坏で、時期が異なるため混入

と考えられる。

　10は軽石製、11は角閃石安山岩製の磨石である。

　遺物の時期は、深身の土師器坏や、口縁部に最

大径を持つ甕の形状から、７世紀末〜８世紀前半

と考えられる。

宮東遺跡
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48・49号住居跡より古い。遺構の重複が激しい箇

所に位置し、遺構の中央を後代の住居跡に大きく

壊される他、古代の溝跡や土壙、中・近世の井戸

跡等の影響を受ける。

　住居跡の平面形態は、検出された範囲ではかな

り歪みの強い長方形となるが、後世の撹乱の影

響を強く受けているため、正確な形は不明である。

規模は、残存範囲で長軸9.46m、短軸5.88m、深さ

　５〜７は甕で、５は口縁部に最大径を持つ、長

胴甕である。

　８は鉄製品の釘である。

　遺物の時期は、土師器甕の形状から７世紀末〜

８世紀初頭と考えられる。

第51号住居跡（第116図）

　第２次調査の中央南寄り、Ｈ・Ｉ－10・11グ

リッドに位置し、第48・49号住居跡と重複し、第

宮東遺跡

第35表　第49号住居跡出土遺物観察表（第114図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (14.0) [3.3] － ＡＣＨＩＫ 5 普通 橙 №13

2 土師器 坏 － [2.6] － ＡＣＨＩＫ 5 普通 橙 №13

3 土師器 鉢 (21.7) [5.0] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 橙 内外面共に摩耗

4 土師器 甕 24.8 37.2 4.1 ＣＥＩＫ 80 普通 にぶい橙 №1　外面胴部上半から口縁部にかけ
て煤付着

83-9

5 土師器 甕 (21.4) [4.9] － ＡＥＨＩＫ 15 普通 橙 №14

6 土師器 甕 － [1.4] 5.0 ＣＧＨＩＫ 25 普通 にぶい黄橙

7 土師器 甕 － [1.6] (4.8) ＣＨＩＫ 45 普通 にぶい橙

8 土師器 高坏 － [3.5] － ＡＣＤＥＩＫ 10 普通 明赤褐

9 土師器 高坏 － [2.2] 16.0 ＡＣＨＩＫ 25 普通 明赤褐 №4

10 石製品 磨石 長さ4.5　幅3.4　厚さ3.1　重さ9.9ｇ 軽石　自然面遺存　多面使用 102-4

11 石製品 磨石 長さ6.9　幅5.7　厚さ3.2　重さ58.7ｇ №2　角閃石安山岩　多孔質　自然面
遺存　使用面1

102-4
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第36表　第50号住居跡出土遺物観察表（第115図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (14.0) [2.2] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙

2 土師器 坏 (12.0) [2.2] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

3 土師器 皿 (14.0) [2.6] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙

4 土師器 皿 (16.0) [2.5] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙 内外面摩耗

5 土師器 甕 (21.6) [6.6] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 橙 №2

6 土師器 甕 (24.0) [2.0] － ＢＣＥＨＩＫ 5 普通 橙

7 土師器 甕 － [3.0] (5.6) ＣＩＫ 40 普通 明赤褐 №1　底部ヘラケズリ調整

8 鉄製品 釘 長さ6.9　幅1.0　厚さ0.5　重さ14.7ｇ 102-3



第116図　第51号住居跡・遺物出土状況

− 131−

宮東遺跡



第117図　第51号住居跡出土遺物

− 132−

がある。

　13は複合口縁の壺である。14、15は甕で、14は

頸部の屈曲が弱い。

　遺物の時期は、土師器坏が少ない点や、高坏・

甕の形状等から、５世紀末と考えられる。

第52号住居跡（第118・119図）

　第２次調査の北東部、Ｇ・Ｈ－12グリッドに位

置する。西壁の一部は中・近世の井戸跡によって

壊される。

0.10mを測り、長軸方位はＮ－48°－Ｗを指す。

覆土は住居跡の北側で僅かに確認できたが、堆積

状況は不明である。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は土師器坏・高坏・坩形土器・壺・甕等が

出土した（第117図１〜15）。１は坏で、内外面に

赤彩が施される。２〜９は高坏で、坏部は深身の

２と浅身の３がある。脚部は４、５で僅かに膨ら

みを持つ。10〜12は坩形土器で、10は外面に黒斑

宮東遺跡

第37表　第51号住居跡出土遺物観察表（第117図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (11.8) [3.4] － ＡＨＩＫ 10 普通 浅黄橙 内外面赤彩

2 土師器 高坏 20.0 [6.8] － ＡＥＩＫ 95 普通 にぶい橙 №1　内外面摩耗が激しい

3 土師器 高坏 (20.0) [4.5] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 明赤褐 №2

4 土師器 高坏 － [5.6] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙

5 土師器 高坏 － [5.5] － ＥＨＩＫ 25 普通 にぶい赤褐

6 土師器 高坏 － [1.7] (13.2) ＤＥＩＫ 5 普通 にぶい橙

7 土師器 高坏 － [1.2] (15.0) ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙

8 土師器 高坏 － [1.4] (14.0) ＥＨＩＫ 10 普通 にぶい褐

9 土師器 高坏 － [1.1] (12.6) ＣＥＨＩＫ 5 普通 明赤褐

10 土師器 坩形土器 (9.4) [5.7] － ＡＤＥＨＩＫ 35 普通 にぶい橙 外面黒斑有り

11 土師器 坩形土器 － [4.0] － ＥＩＫ 15 普通 灰褐

12 土師器 坩形土器 － [4.3] － ＥＨＩＫ 25 良好 にぶい橙

13 土師器 壺 (18.0) [4.5] － ＢＣＥＨＩＫ 5 普通 明赤褐

14 土師器 甕 (16.6) [4.2] － ＣＨＩ 5 普通 にぶい橙

15 土師器 甕 － [3.2] (5.8) ＣＧＨＩＫ 25 普通 にぶい橙



第119図　第52号住居跡遺物出土状況

第118図　第52号住居跡

− 133−

宮東遺跡



第120図　第52号住居跡出土遺物
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師器高坏・坩形土器・甕・壺・甑・坏・土玉等が

出土した（第120図１〜29）。１〜11は高坏で、坏

部は浅身のもの（１、３、５、６）と深身のもの（２、

４）がある。脚部は直線的に開くもの（９）と僅

かに膨らみを持つもの（７、８）がある。12は坩

形土器で、やや大型のものか。

　13〜22は甕である。いずれも破片であり、器形

の全体はわからないが、頸部の屈曲がきついこと

　住居跡の平面形態は東西に長い長方形で、規模

は長軸4.43m、短軸3.50m、深さ0.07mを測り、長

軸方位はＮ－88°－Ｅを指す。覆土は削平を受け、

床面付近の覆土が僅かに残存するのみであったが、

住居跡全体に炭化物を多く含む層の堆積が確認で

きた。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は住居跡南側から比較的多く検出され、土 

宮東遺跡



第121図　第54号住居跡
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大部分が調査区域外へ延びるため、平面形態は不

明である。

　規模は、残存部で南北1.66m、東西1.04m、深

から、球胴甕になると推察される。器面に刷毛目

調整が施されるものが多い。23は複合口縁の壺で、

口縁部外面に刃物痕が認められることから、転用

砥具として使用されたと考えられる。24は口縁部

の破片であるが、甑である可能性がある。

　25〜28は坏で、いずれも混入品と考えられる。

　29は土製品の土玉である。

　遺物の時期は、高坏の特徴や甕の頸部形状、刷

毛目調整の遺物が多いことなどから、５世紀中葉

と考えられる。

第54号住居跡（第121図）

　第４次調査におけるⅠ区東端、Ｌ－16グリッド

に位置する。第55号住居跡と重複し、本遺構が新

しい。調査区が狭小な箇所から検出され、遺構の 

宮東遺跡

第38表　第52号住居跡出土遺物観察表（第120図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 (18.0) [5.4] － ＣＤＨＩＫ 15 普通 明赤褐

2 土師器 高坏 (18.0) [5.0] － ＥＨＩＫ 15 普通 にぶい赤褐 №1　底部内面の摩耗が激しい

3 土師器 高坏 (19.0) [3.6] － ＣＥＩＫ 15 普通 明赤褐

4 土師器 高坏 (19.7) [5.3] － ＣＤＥＩＫ 15 普通 明赤褐 内外面摩耗　特に内面の摩耗が激しい

5 土師器 高坏 (17.8) [3.7] － ＥＩＫ 25 普通 明赤褐 №7

6 土師器 高坏 (16.0) [3.5] － ＣＨＩＫ 5 普通 褐灰 №10　内外面摩耗している

7 土師器 高坏 － [10.2] － ＣＥＨＩＫ 60 普通 橙 外面黒斑有り

8 土師器 高坏 － [7.6] － ＣＥＨＩＫ 80 普通 にぶい橙

9 土師器 高坏 － [10.0] － ＡＣＨＩＪＫ 40 普通 にぶい赤褐

10 土師器 高坏 － [1.5] (12.6) ＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙

11 土師器 高坏 － [2.2] (12.6) ＡＣＩＫ 25 普通 橙

12 土師器 坩形土器 (14.0) [5.5] － ＡＨＩＫ 25 普通 にぶい褐 №23

13 土師器 甕 (17.4) [5.0] － ＣＤＨＩＫ 25 普通 明赤褐

14 土師器 甕 (22.0) [3.4] － ＡＩＫ 15 普通 にぶい橙

15 土師器 甕 (17.8) [4.0] － ＣＧＩＫ 25 普通 にぶい赤褐

16 土師器 甕 (18.0) [4.0] － ＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

17 土師器 甕 (21.6) [3.3] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 明赤褐

18 土師器 甕 (16.5) [2.6] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 灰褐

19 土師器 甕 － [2.5] (5.6) ＣＤＧＨＩＫ 20 普通 にぶい橙

20 土師器 甕 － [2.9] 6.7 ＨＩＫ 50 普通 赤褐 №12・16

21 土師器 甕 － [2.3] (6.4) ＡＣＧＨＩＫ 20 普通 橙

22 土師器 甕 － [1.9] 6.8 ＣＤＨＩＫ 60 普通 にぶい赤褐

23 土師器 壺 (24.4) [3.2] － ＡＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 転用砥具

24 土師器 甑か (25.0) [2.0] － ＥＧＨＩＫ 5 普通 にぶい褐

25 土師器 坏 (10.9) [2.4] － ＡＣＨＩＫ 10 普通 橙 古代

26 土師器 坏 (10.8) [1.9] － ＡＣＨＩＫ 5 普通 橙 古代

27 土師器 坏 (12.0) [1.7] － ＡＣＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 古代

28 土師器 坏 (17.0) [2.2] － ＡＥＩＫ 10 普通 褐灰 古代

29 土製品 土玉 最大高2.6　径2.4〜2.5
孔径0.4　重さ15.4ｇ

ＡＥＩＫ 100 良好 にぶい褐 102-1



第122図　第55号住居跡
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　遺物は住居跡全体から比較的多く検出され、土

師器高坏・小型壺・壺・台付甕・甕、磨石等が出

土した（第124図１〜14）。１、２は高坏で、脚部

は直線的に開く。

　３〜５は小型壺である。６は複合口縁の壺で、

複合部の幅は不均一で内面にはミガキが施される。

７は台付甕で、台部のみ外面に刷毛目調整が施さ

れる。８〜13は甕である。８、９は球胴形になる

もので、外面および口縁部内面に刷毛目調整が施

される。12、13は小型壺か坩形土器である可能性

がある。14は軽石製の磨石である。

　遺物の時期は、甕の形状から５世紀前半〜中葉

と考えられる。

さ0.22mを測り、長軸方位はＮ－22°－Ｅを指す。

覆土は単層で炭化物を僅かに含む。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物が出土しなかったため時期は不明だが、古

墳時代の遺構である可能性がある。

第55号住居跡（第122・123図）

　第４次調査におけるⅠ区東側、Ｌ－15・16グ

リッドに位置する。第54号住居跡と重複し、本遺

構が古い。調査区が狭小であり、遺構の大部分が

調査区域外へ延びるため、平面形態は不明である。

　規模は東西4.60m、南北3.92m、深さ0.32mを測

り、長軸方位はＮ－63°－Ｅを指す。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

宮東遺跡



第123図　第55号住居跡遺物出土状況
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第61号住居跡（第126図）

　第４次調査におけるⅡ区中央北壁際、Ｋ・Ｌ－

18・19グリッドに位置する。第60・70号住居跡と

重複し、第60号住居跡より古く、第70号住居跡よ

り新しい。遺構の北半部が調査区域外へ延びるた

め、平面形態は不明である。

　規模は長軸4.45m、短軸3.15m、深さ0.10mを測

り、長軸方位はＮ－52°－Ｗを指す。

　カマドは東壁に設けられる。袖が住居内に0.55m

程張り出し、燃焼部は平坦になる構造を持つ。カ

第60号住居跡（第125図）

　第４次調査におけるⅡ区中央北壁際、Ｋ・Ｌ－

18・19グリッドに位置する。第61・70号住居跡と

重複し、本遺構が新しい。遺構の北半部が調査区

域外へ延びるため、平面形態は不明である。

　規模は長軸5.35m、短軸2.15m、深さ0.08mを測

り、長軸方位はＮ－76°－Ｅを指す。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　図示可能な遺物が出土しなかったが、住居跡の

形状から古墳時代に帰属すると考えられる。 

宮東遺跡



第124図　第55号住居跡出土遺物
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宮東遺跡

第39表　第55号住居跡出土遺物観察表（第124図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 － [6.6] － ＥＨＩＫ 25 普通 にぶい黄橙 №8

2 土師器 高坏 － [1.7] （14.6） ＣＨＩＫ 10 普通 橙

3 土師器 壺 (11.4) [7.9] － ＥＨＩＫ 45 普通 明赤褐 №4・5 84-1

4 土師器 壺 (14.8) [7.3] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙

5 土師器 壺 (17.6) [4.1] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい褐 内面煤付着

6 土師器 壺 (26.4) [5.5] － ＥＩＫ 45 普通 にぶい橙 №16　歪み有り 84-2

7 土師器 台付甕 14.2 21.4 10.3 ＥＩＫ 75 普通 にぶい褐 №17　内外面煤付着 84-3

8 土師器 甕 17.2 [16.5] － ＡＥＩＫ 60 普通 にぶい褐 №20・21　内外面煤付着 84-4

9 土師器 甕 (17.6) [16.5] － ＥＩＫ 40 普通 灰褐 №26　外面煤付着 84-5

10 土師器 甕 (25.2) [4.4] － ＢＥＩＫ 40 普通 にぶい黄橙 №25

11 土師器 甕 － [15.0] 7.7 ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい褐 №1・2

12 土師器 甕 － [3.0] （5.9） ＥＩＫ 20 普通 にぶい赤褐 外面煤付着

13 土師器 甕 － [1.7] 2.5 ＥＨＩＫ 85 普通 にぶい赤褐

14 石製品 磨石 長さ5.7　幅4.5　厚さ[2.0]　重さ13.9ｇ №24　軽石　自然面遺存　使用面1遺存 102-5



第126図　第61号住居跡・出土遺物

第125図　第60号住居跡
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　壁溝は、検出された範囲ではカマドを除いて全

周し、規模は幅0.10〜0.15m、深さ0.05〜0.07m

を測る。ピット等は検出されなかった。

マドの正面からは浅い掘り込みが検出された。規

模は全長1.35m、幅0.5m、深さ0.08mを測り、覆

土には焼土層や炭化物層が薄く堆積する。

宮東遺跡



第127図　第62号住居跡・出土遺物
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　規模は長軸2.47m、短軸1.00m、深さ0.14mを測

り、長軸方位はＮ－０°を指す。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は土師器甕が出土した（第127図１）。１は

甕で、胴部が算盤玉形になる。

　遺物が１点のみであるため詳細な時期は不明だ

が、５世紀代の住居跡と考えられる。

第64号住居跡（第128･129図）

　第４次調査におけるⅡ区東寄り、Ｌ・Ｍ－19・

20グリッドに位置する。第97号溝跡と重複し、本

遺構が古い。遺構の北東角は古代の井戸跡によっ

　遺物は須恵器甕、土師器高坏が出土した（第126

図１、２）。１は須恵器甕の胴部破片で、外面は

平行タタキ、内面は同心円文が施される。２は土師

器高坏の脚部破片で、外面にはミガキが施される。

　遺物が少ないため正確な時期は不明だが、古墳

時代の遺構と考えられる。

第62号住居跡（第127図）

　第４次調査におけるⅡ区西端部、Ｌ－17グリッ

ドに位置する。第65号住居跡と重複し、本遺構が

新しい。遺構の西半部が調査区域外へ延びるため、

平面形態は不明である。

宮東遺跡

第40表　第61号住居跡出土遺物観察表（第126図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 甕 － [6.1] － ＤＥＩ 5 普通 褐灰

2 土師器 高坏 － [5.6] － ＣＥＨＩＫ 65 普通 橙

第41表　第62号住居跡出土遺物観察表（第127図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 甕 15.8 20.1 4.8 ＣＤＥＧＨＩＫ 95 普通 橙 №1　胴部外面中央に帯状に煤付着　    
一部剥離　口唇部外面の一部にも煤付
着

84-6



第128図　第64号住居跡
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宮東遺跡



第129図　第64号住居跡遺物出土状況
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宮東遺跡



第130図　第64号住居跡出土遺物（１）

− 143−

宮東遺跡



第131図　第64号住居跡出土遺物（２）
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　ピットは４基確認され、配置から住居跡の柱穴

と考えられる。平面形態はいずれも楕円形で深く、

規模はピット１が長径0.25m、短径0.21m、深さ

0.63mを測る。ピット２は長径0.26m、短径0.25m、

深さ1.01mを測る。ピット３は長径0.28m、短径

て壊され、中央部を第97号溝跡が北東－南西方向

に縦断する。

　平面形態は方形で、規模は長軸7.09m、短軸

7.06m、深さ0.31mを測る比較的大型の住居跡であ

り、長軸方位はＮ－25°－Ｅを指す。

宮東遺跡



第132図　第64号住居跡出土遺物（３）
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層には炭化物を多量に含む土が堆積していた。付 

近からは土師器甕が一個体潰れた状態で出土した。

　カマド、壁溝等は検出されなかった。

　遺物は土師器坏・鉢・高坏・坩形土器・小型

壺・壺・甕、柱材が出土した（第130〜132図１〜

48）。１〜４は坏で、１は坏蓋模倣坏である。４は

底部がドーナッツ状になる。５は鉢になると考え

られ、内外面に赤彩が施される。６〜24は高坏で

ある。坏部は大型になる６〜11と、中型の12〜14

の２系統がある。脚部は僅かに膨らみを持つもの

が多いが、中実状になるものもある。25〜28は坩

0.27m、深さ0.81mを測る。ピット４は長径0.28m、

短径0.27m、深さ0.89mを測る。このうちピット

１・４からは柱材の一部が検出された（第132図

47、48）。

　柱材はピット中の下層から出土した。検出され

たのは柱の根の部分で、水気が多く、地下水位の

高い場所に位置していたことから、水没していた

部分が残存したと考えられる。

　住居跡の南東角には、貯蔵穴と考えられる第１

号土壙が位置する。平面形態は楕円形で、長径

0.75m、短径0.70m、深さ0.33mを測り、覆土の下

宮東遺跡
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第42表　第64号住居跡出土遺物観察表（第130〜132図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (13.8) [3.1] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙

2 土師器 坏 (11.8) [2.3] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

3 土師器 坏 (11.8) [2.8] － ＤＥＨＩＫ 10 普通 にぶい橙

4 土師器 坏 11.0 5.1 4.0 ＨＩＫ 95 普通 にぶい橙 外面黒斑有り　歪み有り 84-7

5 土師器 鉢か (22.0) [6.5] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 内外面赤彩　歪み有り

6 土師器 高坏 20.4 [5.2] － ＢＥＨＩＫ 95 普通 明赤褐 №41　外面黒斑有り 84-8

7 土師器 高坏 (20.8) [6.0] － ＢＣＥＨＩＫ 15 普通 赤褐

8 土師器 高坏 (19.6) [4.3] － ＤＥＧＩＫ 10 普通 にぶい橙 内外面共に摩耗が激しい

9 土師器 高坏 (23.0) [5.6] － ＣＥＧＩＫ 15 普通 橙 №43・44　内外面共に摩耗が激しい

10 土師器 高坏 (21.8) 5.5 － ＢＥＩＫ 20 普通 明赤褐 内外面摩耗

11 土師器 高坏 (17.8) [4.8] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 明赤褐 №44　内外面共に摩耗が激しい

12 土師器 高坏 (18.8) [3.7] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい赤褐

13 土師器 高坏 (18.9) [4.0] － ＣＤＥＨＩＫ 15 普通 明赤褐 №30　内面の摩耗が激しい

14 土師器 高坏 (18.0) [3.6] － ＩＫ 10 不良 にぶい橙 内外面共に摩耗が激しい

15 土師器 高坏 － [8.5] － ＣＥＨＩＫ 95 普通 にぶい褐 №38　内面上半が煤けている

16 土師器 高坏 － [8.7] － ＢＥＩＫ 85 普通 にぶい橙 №34

17 土師器 高坏 － [5.9] － ＣＥＧＨＩＫ 70 普通 にぶい黄橙 №8　外面赤彩

18 土師器 高坏 － [4.3] － ＣＥＨＩＫ 40 普通 にぶい黄橙

19 土師器 高坏 － [5.7] － ＥＩＫ 75 普通 橙 №24

20 土師器 高坏 － [2.4] (19.8) ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙 外面赤彩

21 土師器 高坏 － [1.3] (11.3) ＥＨＩＫ 20 普通 橙

22 土師器 高坏 － [1.0] (17.8) ＣＥＨＩＫ 20 普通 橙 外面赤彩

23 土師器 高坏 － [2.7] (14.4) ＣＥＨＩＫ 20 良好 橙

24 土師器 高坏 － [1.5] (14.4) ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 №14　底部黒斑有り

25 土師器 坩形土器 10.3 10.0 3.0 ＣＨＩＫ 95 普通 橙 №40　黒斑有り 84-9

26 土師器 坩形土器 (9.1) 9.5 3.0 ＣＥＩＫ 30 普通 明赤褐 №1・3

27 土師器 坩形土器 9.4 10.6 2.9 ＣＤＥＨＩＫ 100 普通 にぶい赤褐 №12 84-10

28 土師器 坩形土器 (9.8) [4.0] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙

29 土師器 小型壺 (15.6) [4.7] － ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙

30 土師器 小型壺 13.9 [10.9] － ＥＨＩＫ 70 普通 明赤褐 №31 85-1

31 土師器 壺 17.0 [17.3] － ＨＩＫ 40 普通 にぶい橙 №25・27・32・33・36

32 土師器 壺 (16.6) [6.9] － ＣＤＥＧＨＩＫ 45 普通 橙 №18・25・35

33 土師器 甕 18.2 29.4 6.2 ＥＩＫ 90 普通 にぶい褐 外面に煤付着 85-2

34 土師器 甕 18.8 29.2 6.7 ＣＥＧＨＩＫ 90 普通 橙 №1・4〜6・12・13・19・21・23 85-3

35 土師器 甕 － [15.8] 6.2 ＣＥＧＩＫ 95 普通 明赤褐 №37・39　胴部外面および内面全体に
煤付着

85-4

36 土師器 甕 － [2.5] 6.2 ＣＨＩＫ 50 普通 にぶい褐 №16　外面煤付着　底部外面に種子圧
痕複数有り

37 土師器 甕 － [4.2] （3.0） ＣＨＩ 20 普通 橙

38 土師器 甕 (15.6) [9.4] － ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい赤褐 外面全体煤付着

39 土師器 甕 16.4 [7.0] － ＥＨＩＫ 50 普通 にぶい橙 №10・11・28 85-5

40 土師器 甕 (15.5) [6.2] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙

41 土師器 甕 (16.6) [4.5] － ＣＤＧＨＩ 20 普通 にぶい橙

42 土師器 甕 14.7 [3.7] － ＣＥＨＩＫ 85 普通 にぶい橙

43 土師器 甕 (15.6) [4.2] － ＢＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 外面黒斑有り

44 土師器 甕 (12.9) [4.2] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい橙

45 土師器 甕 － [1.9] 5.3 ＣＤＥＧＩＫ 95 普通 にぶい橙

46 土師器 甑 － [3.2] （6.0） ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 外面黒斑有り

47 木製品 柱 長さ[53.0]　幅9.1　厚さ6.3 みかん割 102-7

48 木製品 柱 長さ[38.7]　幅8.3　厚さ5.9 みかん割 102-7
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ら５世紀中葉と考えられる。

第65号住居跡（第133図）

　第４次調査におけるⅡ区西端部、Ｌ－17グリッ

ドに位置する。第62号住居跡と重複し、本住居跡

が古い。遺構の西半部が調査区域外へ延びるため、

平面形態は不明である。

　規模は、残存部で南北3.05m、東西1.50m、深

さ0.24mを測り、長軸方位はＮ－23°－Ｗを指す。

覆土はシルトブロックを含む層が主体を成し、床

面付近からは炭化物がブロック状に多く含まれる

層が堆積する。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

形土器である。27は壺に近いやや歪な形である。

　29、30は小型壺である。30は口縁部内外面にミ

ガキが施される。31、32は壺で、32は複合口縁で

ある。33〜45は甕で、33〜37は大型の球胴甕であ

る。33は外面に刷毛目調整、34は外面下半にミガ

キが施される。36は底部に種子圧痕が認められる。

38〜45は中型の甕で、43、44は口縁部内面に刷毛

目調整が認められる。46は単孔式の甑で、大形の

甑になると推察される。

　47、48は柱穴から出土した柱材である。どちら

もクヌギ節で、47はみかん割り状の分割材である。

　遺物の時期は、坏が少ない点や、甕の形状等か

宮東遺跡

第43表　第65号住居跡出土遺物観察表（第133図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 （18.0） [3.5] － ＡＣＨＩＫ 10 普通 明赤褐

2 土師器 甕 17.6 27.6 8.3 ＣＧＨＩＫ 90 普通 橙 №1・3〜９　外面煤付着　 85-6

3 土師器 甕 (17.0) [3.3] － ＢＣＩ 25 普通 にぶい橙 №2
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リッドに位置する。第69・72号住居跡、第98号溝

跡と重複し、本住居跡が新しい。遺構の北半が調

査区域外へ延びるため、平面形態は不明である。

　規模は、残存部で東西4.90m、南北1.57m、深

さ0.24mを測り、長軸方位はＮ－68°－Ｗを指す。

　南壁付近からは、炭がまとまって検出された。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は須恵器甕、土師器高坏・甕、磨石が出土

　遺物は中央部からまとまって検出され、土師器

高坏・甕が出土した（第133図１〜３）。１は高坏

で、内面に放射状のミガキが施される。２、３は

甕で、２は球胴形甕である。

　遺物は少ないが、甕の形状から５世紀中葉の住

居跡と考えられる。

第68号住居跡（第134図）

　第４次調査におけるⅡ区北東角、Ｋ・Ｌ－20グ

宮東遺跡
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0.13mを測り、長軸方位はＮ－53°－Ｗを指す。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は出土しなかったが、切り合い関係から古

墳時代の住居跡と考えられる。

第70号住居跡（第137図）

　第４次調査におけるⅡ区中央北壁際、Ｋ・Ｌ－

18・19グリッドに位置する。第60・61号住居跡、

第98号溝跡と重複し、本住居跡が古い。遺構の北

半が調査区域外へ延びるため、平面形態は不明で

ある。

　規模は、残存部で東西6.12m、南北5.15m、深

さ0.18mを測り、長軸方位はＮ－52°－Ｗを指す。

住居跡の北東部からはピット１が検出された。規

模は、残存部で長径0.45m、短径0.30m、深さ0.18m

を測る。

した（第135図１〜７）。１は須恵器甕の頸部破片

で、外面に放射状の列点文が２条認められる。

　２〜６は土師器である。２〜５は高坏で、２は

坏部が浅く、脚部が直線的に開くものである。３

は内外面に赤彩が施される。６は甕である。

　７は角閃石安山岩製の磨石である。

　遺物は少ないが、高坏の形状から５世紀中葉の

住居跡と考えられる。

第69号住居跡（第136図）

　第４次調査におけるⅡ区北東角、Ｋ・Ｌ－20グ

リッドに位置する。第68・72号住居跡、第98号

溝跡と重複し、第68号住居跡より古く、第72号住

居跡より新しい。遺構の大部分が第68号住居跡に

よって壊されるため、平面形態は不明である。

　規模は、残存部で東西4.90m、南北1.05m、深さ

宮東遺跡

第44表　第68号住居跡出土遺物観察表（第135図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 甕 － [10.3] － ＨＩＫ 5 良好 黄灰 東海産　内面降灰

2 土師器 高坏 20.5 16.6 14.1 ＣＥＩＫ 85 普通 明褐 №1　内底面摩耗、剥離が激しい 85-7

3 土師器 高坏 20.1 [6.9] － ＥＨＩＫ 70 普通 橙 №2　内外面赤彩　内底面の剥離が激
しい

85-8

4 土師器 高坏 （17.0） [3.7] － ＥＨＩＫ 5 普通 にぶい黄

5 土師器 高坏 － [1.2] （12.2） ＥＨＩＫ 15 普通 明赤褐

6 土師器 甕 － [2.5] （7.0） ＥＨＩＫ 25 普通 灰褐

7 石製品 磨石 長さ5.0　幅4.3　厚さ[2.0]　重さ25.3ｇ 角閃石安山岩　多孔質　自然面遺存　
使用面1

102-5
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第45表　第70号住居跡出土遺物観察表（第138図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 （13.9） [1.7] － ＣＩＫ 5 普通 にぶい橙

2 土師器 高坏 － [1.5] （13.4） ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい赤褐

3 土師器 高坏 － [1.5] （11.7） ＢＨＩＫ 15 普通 にぶい赤褐 №1

4 土師器 坩形土器 （8.8） [3.2] － ＢＩＫ 15 普通 にぶい橙 内面煤付着

5 土師器 坩形土器 （8.8） [2.5] － ＣＥＩＫ 20 普通 橙

6 土師器 小型壺か － [3.1] － ＣＨＩＫ 15 普通 橙

7 土師器 甕 － [2.6] （5.4） ＨＩＫ 25 普通 明赤褐 外面煤付着

8 土師器 甕 － [1.9] （7.4） ＣＩＫ 25 普通 灰白 外面煤付着



第139図　第72号住居跡

− 151−

居跡が古い。遺構の北半部は調査区域外に続く。

　平面形態は南北に長い長方形と推察される。規

模は、残存部で南北5.10m、東西4.64m、深さ0.13m

を測り、長軸方位はＮ－11°－Ｗを指す。

　ピットは西側から２基検出され、ピット１は平

面形態が楕円形で、規模は長径0.45m、短径0.35m、

深さ0.11mを測る。ピット２は平面形態が円形で、

規模は長径0.20m、短径0.18m、深さ0.16mを測る。

　カマド、壁溝は検出されなかった。

　遺物は出土しなかったが、切り合い関係から古

墳時代の住居跡と考えられる。

第90号住居跡（第140・141図）

　第４次調査におけるⅢ区北西部、Ｌ－21グリッ

ドに位置する。遺構の南西部は古代の住居跡に

　カマド、壁溝等は検出されなかった。

　遺物はいずれも破片で、土師器高坏・坩形土

器・小型壺・甕が出土した（第138図１〜８）。１

〜３は高坏である。２、３は外面にミガキが施さ

れる。４、５は坩形土器で、４は外面にミガキが

施される。６は小型壺か。７、８は甕で、ともに

内面に刷毛目調整が施される。

　遺物が少なく、全体像がわかるものが無いため、

詳細な時期はわからないが、切り合い関係から古

墳時代の住居跡と考えられる。

第72号住居跡（第139図）

　第４次調査におけるⅡ区とⅢ区の境界にあたる、

Ｌ－20グリッドに位置する。第68・69号住居跡、

第97・98号溝跡と、第222号土壙と重複し、本住

宮東遺跡
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残存部で全長0.89m、幅0.50m、深さ0.45mを測る。 

覆土は火床面直上に炭化物層が堆積し、その上に

焼土を含む炭化物主体の層や、焼土ブロックを含

む層が、互層状に薄く堆積する。

　ピットはカマドの北側から検出され、ピット

１は平面形態が楕円形で、規模は長径0.30m、短

径0.25m、深さ0.16mを測る。ピット２は北半部

を古代の溝跡によって壊されるため、平面形態は

不明である。規模は、残存部で長径0.45m、短径

0.40m、深さ0.14mを測る。ピット３は袖の脇に位

置し、東半部は古代の溝跡によって壊される。規

模は、残存部で長径0.45m、短径0.30m、深さ0.08m

を測る。ピット４は平面形態が楕円形で、規模は

よって大きく壊される。

　平面形態は方形で、規模は長軸4.95m、短軸

4.50m、深さ0.40mを測り、主軸方位はＮ－85°－

Ｅを指す。カマドは東壁中央部に設けられ、カマ

ド周辺からはピットが複数検出された。

　覆土はほぼ単層で、壁際から三角堆積の黒褐色

土層が堆積する。カマド周辺からは、床面付近に

薄い炭化物層が検出された。

　カマドは煙道部の中ほどから古代の溝跡によっ

て壊されるが、それ以外は残存状態が良かった。

袖は住居内に0.40m程張り出し、燃焼部は浅い掘

り込みを持ち、おそらく煙道部に向って緩やかに

傾斜していく構造であったと考えられる。規模は、

宮東遺跡
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品である。

　遺物の時期は、カマドの燃焼部から出土した甕

の形状などから６世紀代と考えられる。

第92号住居跡（第143・144図）

　第５次調査におけるⅢ区東端、Ｎ－25グリッド

に位置し、第154号溝跡と重複する。カマドの周

辺からは、地震による液状化現象に伴うと考えら

れる、噴砂が検出された。

　平面形態は南北に長い長方形で、規模は長軸

5.26m、短軸3.90m、深さ0.18mを測り、主軸方位

はＮ－49°－Ｗを指す。カマドは南壁西寄りに設

けられ、カマドの西側に当たる南角からは、貯蔵

穴が検出された。

　覆土は水平堆積で、壁際から三角堆積の明褐色

長径0.37m、短径0.33m、深さ0.30mを測る。

　壁溝は検出された範囲では住居跡内を全周し、

カマドの周辺のみ途切れる。規模は、幅0.17〜

0.39m、深さ0.19mを測る。北壁中央部の壁溝中か

らは、砥石が壁溝の底に刺さった状態で検出され

た。

　遺物は土師器坏・壺・甕、砥石、ロクロ土師器

坏等が出土した（第142図１〜８）。１、２は坏で、

１は半球形の坏である。３は内斜口縁鉢坏で、内

外面に赤彩が施される。４は壺としたが、甕とな

る可能性もある。５、６は甕で、５は球胴形の甕

であり、カマドの燃焼部から出土した。

　７は流紋岩製の砥石で、壁溝の底に刺さった状

態で検出された。８はロクロ土師器の坏で、混入

宮東遺跡

第46表　第90号住居跡出土遺物観察表（第142図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 12.7 3.8 － ＣＨＩＫ 80 普通 にぶい橙 №3・5 85-9

2 土師器 坏 （12.8） [2.0] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙

3 土師器 坏 (12.7) [3.0] － ＣＥＩＫ 10 普通 にぶい黄橙 内外面赤彩

4 土師器 壺 (15.7) [4.3] － ＢＣＥＩＫ 10 普通 橙 内外面共に摩耗が激しい

5 土師器 甕 － [12.8] （8.0） ＣＥＨＩＫ 25 普通 明赤褐 №2

6 土師器 甕 － [1.7] （6.8） ＣＥＩＫ 20 普通 にぶい黄橙

7 石製品 砥石 長さ[13.5]　幅[6.0]　厚さ[6.3]　重さ509.1ｇ №4　流紋岩（緑色）　砥面4遺存　刺
突状痕多数

102-5

8 ロクロ土師器 坏 (12.8) [3.3] － ＥＩＫ 10 普通 橙 古代
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土した（第145図１〜11）。１は須恵器の蓋である。 

破片だが５世紀代のものか。

　２〜11は土師器である。２、５は坏蓋模倣坏で、

口縁部が僅かに内湾し、５は口縁部外面に放射状

のミガキが認められる。２はカマドの正面から検

出された。３は内面及び口縁部外面に赤彩が施さ

れる。６は鉢で、やや深身になる。

　７〜10は甕である。７は胴部中位に最大径を持

つもので、貯蔵穴付近から出土した。９は厚手で

頸部のくびれが弱く、肩が張る。11は大型の単孔

式甑で、カマド燃焼部から出土した。

　遺物の時期は、土師器坏や甕の形状等から、６

土層が堆積する。

　カマドは袖が住居内に0.70m程張り出し、燃焼

部は浅く掘り込まれ、煙道部に向って弧を描い

て立ち上がる構造をもつ。規模は全長1.32m、幅

0.44m、深さ0.30mを測る。覆土は焼土や炭化物混

じりの土が堆積するが、明確な灰層や焼土層等は

検出されなかった。

　貯蔵穴の平面形態は円形で、規模は長径0.50m、

短径0.41m、深さ0.26mを測る。覆土には焼土ブロッ

クや炭化物が多く含まれる。

　壁溝、ピットは検出されなかった。

　遺物は須恵器蓋、土師器坏・鉢・甕・甑等が出

宮東遺跡
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古墳時代の遺構と考えられる。

第94号住居跡（第147・148図）

　第５次調査におけるⅢ区中央北端部、Ｍ－23・

24グリッドに位置し、第95・96号住居跡、第299

号土壙と重複し、第299号土壙より古く、第95・

96号住居跡より新しい。遺構の北東部は、調査区

域外へ延びる。

　平面形態はやや歪な方形である。規模は、残

存部で長軸6.30m、短軸6.13m、深さ0.20mを測り、

主軸方位はＮ－16°－Ｗを指す。カマドは北壁西

寄りに設けられる。

　覆土は削平の影響により、あまり残存しないが、

黒色土や暗褐色土ブロックを多く含む土が堆積し、

床面付近からは、部分的に山形に盛り上がる炭化

物層が検出された。全層に炭化物や焼土が含まれ

世紀中葉と考えられる。

第93号住居跡（第146図）

　第５次調査におけるⅢ区東寄り、Ｎ－24・25

グリッドに位置し、第347号溝跡、第５号畠跡と

重複する。遺構の北側は削平を受けて検出できな

かったため、平面形態は不明である。

　規模は、残存部で長軸5.52m、短軸3.65m、深さ

0.11mを測り、長軸方位はＮ－90°を指す。

　全体的に強く削平され、堆積状況はわからない

が、覆土には全体的にシルトブロックが含まれて

いた。

　カマド・壁溝・ピット等は検出されなかった。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため時期は不明だが、三面から検出

されたことや、住居跡の規模が大きいことから、

宮東遺跡
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第47表　第92号住居跡出土遺物観察表（第145図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 蓋 (12.8) [3.2] － ＥＩＫ 5 良好 灰 外面降灰

2 土師器 坏 14.0 6.2 － ＣＥＩＫ 95 普通 にぶい橙 №5　内外面煤付着 86-1

3 土師器 坏 11.7 5.3 5.4 ＢＣＥＨＩＫ 80 普通 にぶい赤褐 №3　内外面赤彩 86-2

4 土師器 坏 12.2 5.8 4.3 ＢＥＩＫ 85 普通 にぶい赤褐 №11　緑泥片岩粒を多く含む 86-3

5 土師器 坏 (13.8) [4.9] － ＣＨＩＫ 15 普通 橙

6 土師器 鉢 12.0 [8.6] － ＣＥＨＩＫ 60 普通 にぶい橙 №6・10　外面黒斑有り 86-4

7 土師器 甕 19.2 32.1 5.7 ＣＥＩＫ 80 普通 橙 №1・7・9　底部外周から胴部上半に
かけて煤付着　6C

86-5

8 土師器 甕 (17.4) [3.5] － ＢＣＥＨＩＫ 5 普通 灰褐

9 土師器 甕 (15.0) [14.3] － ＣＨＩＫ 20 普通 灰白 №2　外面下半煤付着　歪み有り 86-6

10 土師器 甕 － [1.6] (5.0) ＤＥＧＨＩＫ 25 普通 にぶい橙

11 土師器 甑 24.4 26.6 8.1 ＢＣＥＧＩＫ 95 普通 浅黄橙 №4　外面黒斑有り 86-7
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から多く出土した。遺物の種類は、土師器坏・皿・ 

甕、須恵器坏、磨石等である（第149図１〜23）。１、

２は坏である。深身の埦形で、内外面に赤彩が施

される。２は外面下端に刃物痕が認められる。３

は鉢である。大型で、坏蓋模倣坏に近い口縁部を

持つ。

　４〜８は甕である。４は胴部が下膨れ状になる。

５はやや鉢型に近い形状である。６は口縁部から

頸部にかけて欠損するが、胴部中位に最大径を持

つものである。８は歪みが強く、胎土に結晶片岩

の細片を非常に多く含む。

　９〜21は別時期の遺物のため混入と考えられる

が、比較的まとまった量の一群がある。切り合う

遺構の遺物か、検出されなかったが別遺構があっ

た可能性が高い。

　９〜18は７世紀末から８世紀前半の遺物である。

９、10は北武蔵型の坏で、口縁部が直線的に立ち

ることから、焼失住居の可能性があるが、炭化材

は検出されなかった。

　カマドは排水溝によって煙道部付近が壊される

が、排水溝の掘り込みが浅かったため、覆土は残

存していた。袖が住居内に長く張り出し、燃焼部

は掘り込みを持ち、奥壁から煙道に向って急峻に

立ち上がる構造と推察される。カマドの燃焼部か

らは、多くの遺物の破片が混ざりあった状態で検

出された。規模は、残存部で全長1.10m、幅0.60m、

深さ0.48mを測る。

　覆土は、カマド奥壁付近に灰層と考えられる炭

化物層が堆積し、その上を焼土・炭化物が多く含

まれる暗褐色土層が覆う。さらにその上面には焼

土ブロックを多く含む層が堆積し、カマドの崩落

に伴うものと推察される。

　壁溝・ピット等は検出されなかった。

　遺物は住居跡全体から検出され、特にカマド内

宮東遺跡
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と考えられる。

　22、23は角閃石安山岩製の磨石である。22は側

面に工具痕が認められる。

　遺物の時期は、２時期ある。カマド周辺や床面

付近から出土しているものは、坏や甕の形状、大

形の鉢の存在などから５世紀末と考えられる。当

住居跡はこの時期に帰属するものだろう。もう一

方は７世紀末から８世紀前半だが、覆土一括の遺

物が多いことから、同時代の遺構と重複していた

上がる。11〜14は北武蔵型の皿である。15〜17は

厚手の皿で、17は内面にミガキが施される。18は

器種不明だが硬質に焼き締まることから、坏ない

し皿になると考えられる。

　19〜21は８世紀中葉以降の遺物である。19は須

恵器の坏で、底部に回転ヘラケズリが施されるこ

とから、８世紀代の遺物と推察される。20は９世

紀前半の北武蔵型坏である。21は、歪みが強いが

「く」の字状口縁の甕であり、８世紀中葉の遺物

宮東遺跡
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明の石製品等が出土した（第151図１〜10）。１〜

７は土師器である。１〜５は坏で、１〜３、５は

坏蓋模倣坏であり、いずれも口縁部は垂直に立ち

上がる。６は小型の高坏である。

　７は甕である。口縁部が厚手で、胴部が下膨れ

になると推察される。

　８は須恵器蓋で、つまみ部分のみが出土した。

裏面には接合のための切り込みが認められる。混

入品と考えられる。

　９、10は用途不明の石製品である。９は安山岩

製で、一部に研磨痕が認められる。10は軽石製で、

工具痕および刃物痕が認められる。

　遺物の時期は、土師器坏や甕の形状等から、５

と推察される。

第95号住居跡（第150図）

　第５次調査におけるⅢ区中央北端部、Ｍ－24グ

リッドに位置する。第94号住居跡と重複し、本遺

構が古い。遺構の南東角は古代の土壙によって壊

され、北半部は調査区域外へ延びるため、平面形

態は不明である。

　規模は、残存部で長軸5.60m、短軸3.40m、深

さ0.19mを測り、主軸方位はＮ－38°－Ｗを指す。

覆土は水平堆積で、下層には炭化物が含まれてい

た。

　カマド、壁溝、ピット等は検出されなかった。

　遺物は土師器坏・高坏・甕、須恵器蓋、用途不

宮東遺跡

第48表　第94号住居跡出土遺物観察表（第149図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 11.5 6.2 4.3 ＥＩＫ 95 普通 明赤褐 №3・12　内外面赤彩 86-8

2 土師器 坏 11.4 5.1 3.7 ＣＥＨＩＫ 75 普通 にぶい橙 №9　内外面赤彩　外面黒斑有り　外
面体部下端に刃物痕有り

86-9

3 土師器 鉢 13.5 7.7 － ＥＩＫ 85 普通 明赤褐 カマド№2・4　SJ43P10№2・3　内外
面被熱　内底面円環状に煤付着

87-1

4 土師器 甕 (16.4) 29.8 5.4 ＧＨＩＫ 65 普通 赤 カマド№2・3・5〜8　カマド下層№13　
底部木葉痕　調整は不明瞭　胴部中央
に帯状に煤付着

87-2

5 土師器 甕 (25.4) 28.6 8.0 ＢＣＨＩＫ 55 普通 明赤褐 №8　P4№11　P10№10　SJ43№15　胴
部外面下半から底部にかけて煤付着　
一部摩耗が激しい

87-3

6 土師器 甕 － [22.6] (6.0) ＥＩＫ 60 普通 にぶい橙 カマド№9・10　SJ43№12 87-4

7 土師器 甕 － [2.2] (6.0) ＣＥＨＩＫ 20 普通 橙

8 土師器 甕 － [2.7] 7.9 ＢＥＨＩＫ 70 普通 橙 歪みが強い　大きめの石英や片岩を多
く含む　底部木葉痕

87-5

9 土師器 坏 (13.1) [3.5] － ＣＨＩＫ 15 普通 にぶい褐 古代

10 土師器 坏 (12.0) [3.0] － ＥＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 古代

11 土師器 皿 (15.8) [3.8] － ＣＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 外面黒斑有り　古代

12 土師器 皿 (14.8) [2.8] － ＣＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 古代

13 土師器 皿 (15.6) [2.6] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙 歪み有り　古代

14 土師器 皿 (17.0) [2.1] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 古代

15 土師器 皿 (19.4) [3.0] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 外面煤付着　古代

16 土師器 皿 (16.8) [2.4] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 古代

17 土師器 皿 (18.8) [3.4] － ＣＨＩＫ 25 普通 橙 №5　外面煤付着　内面ミガキ　古代 87-6

18 土師器 坏か － [1.5] 11.5 ＣＨＩＫ 90 良好 橙 №6　古代 87-7

19 須恵器 坏 － [0.7] (10.0) ＥＩＫ 25 良好 灰 古代

20 土師器 坏 (12.8) [2.8] － ＣＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 古代

21 土師器 甕 － [6.2] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙 №2　口縁部の歪みが強い　古代

22 石製品 磨石 長さ9.1　幅6.3　厚さ4.7　重さ120.7ｇ №1　角閃石安山岩　多孔質　自然面
遺存　側面工具痕か　使用面3

102-5

23 石製品 磨石 長さ6.2　幅[4.8]　厚さ2.8　重さ35.6ｇ №4　角閃石安山岩　多孔質　自然面
遺存　使用面2

102-5
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層には炭化物が含まれ、壁際には三角堆積が認め 

られた。

　ピットは主に住居跡の北寄りから、13基検出さ

れた（第50表）。平面形態は円形や楕円形で、規

模は長径0.47〜0.95m、短径0.34〜0.80m、深さ

0.18〜0.39mを測り、一部、重複しながら連続す

る箇所が見受けられる。

　このうちピット２・４・５・８は、覆土上層か

ら焼土層が検出され、ピット１・３・４からは炭

世紀末と考えられる。

第96号住居跡（第152・153図）

　第５次調査におけるⅢ区中央北端部、Ｌ・Ｍ－

23グリッドに位置する。第94号住居跡と重複し、

本遺構が古い。遺構の北西部は調査区域外へ延び

る。

　平面形態はやや東西に長い長方形で、規模は長

軸6.76m、短軸5.72m、深さ0.41mを測り、長軸方

位はＮ－30°－Ｗを指す。覆土は水平堆積で、下

宮東遺跡
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第49表　第95号住居跡出土遺物観察表（第151図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (13.0) [4.6] － ＣＨＩＫ 5 普通 淡橙 内外面摩耗

2 土師器 坏 (12.0) [3.2] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 明赤褐

3 土師器 坏 (14.0) [3.3] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 内外面摩耗

4 土師器 坏 (11.8) [2.2] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい黄橙

5 土師器 坏 (14.0) [3.3] － ＨＩＫ 5 普通 橙 №4

6 土師器 高坏 － [1.1] (9.6) ＣＥＨＩＫ 20 普通 橙 外面赤彩

7 土師器 甕 (16.8) [15.8] － ＥＩＫ 20 普通 にぶい橙 №10

8 須恵器 蓋 － [0.9] － ＢＨＩＫ 100 普通 黄灰 №5　末野産　摘み径3.9

9 石製品 不明 長さ23.1　幅12.7　厚さ10.0　重さ1470.7ｇ №9　安山岩　多孔質　黒色　研磨痕
（表・右側面）

102-5

10 石製品 不明 長さ13.7　幅11.2　厚さ5.2　重さ315.1ｇ №13　軽石　表工具痕・刃物痕 102-5
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第50表　第96号住居跡ピット一覧表

番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝） 番号 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ（㎝）

1 64 (50) 18 8 61 59 21 

2 90 45 23 9 57 (50) 29 

3 95 52 25 10 78 68 27 

4 88 58 25 11 (86) 62 29 

5 85 60 24 12 47 42 22 

6 55 34 39 13 57 44 18 

7 85 80 37 



第154図　第96号住居跡出土遺物（１）
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つ。31は頸部外面に、タール状の付着物が帯状に 

廻る。33、41は内面に、34は外面に刷毛目調整

が施される。42は口縁部が大きく内湾するもので、

口縁部外面に横方向の刷毛目調整が施される。小

型の壺である可能性もあるが、胴部下半には内外

面ともに被熱の痕跡が認められるため、甕とした。

43、44は甑である。どちらも大型甑で、44は単孔

式である。

　遺物の時期は、須恵器蓋の年代や、土師器坏・

高坏・甕の形状等から、６世紀前半と考えられる。

第97号住居跡（第156図）

　第５次調査におけるⅢ区東端、Ｎ・Ｍ－24グ

リッドに位置し、第93・98号住居跡、第324・354

号土壙と重複する。

　平面形態はやや歪な方形で、規模は長軸4.58m、

短軸4.10m、深さ0.20mを測り、主軸方位はＮ－

４°－Ｅを指す。カマドは南壁西寄りに設けられ

る。覆土は削平され、あまり残存していないため

堆積状況は不明だが、下層に炭化物が少量含まれ

ていた。

　カマドは、袖が住居内に0.50m程張り出し、燃

焼部は浅く掘り込まれ、煙道部が壁外に長く延び

る構造を持つ。規模は、全長1.50m、幅0.60m、深

さ0.10mを測る。覆土は削平を受けているため、

堆積状況はわからなかったが、火床面直上からは

部分的に焼土層が検出された。

化物層が検出された。

　中央部の連続するピットであるピット４・５・

８は、焼土を主体的に含むピットだが、間に挟ま

れるピット９は焼土粒子が少量含まれるのみで

あった。東壁際に位置するピット１・３は炭化物

を主体的に含むピットだが、隣接するピット２は

底面付近に焼土層が堆積する。

　これらのピットは、炭化物や焼土が多く含まれ

ることから、カマドから掻き出した灰等を埋めた

穴と考えられる。

　カマド、壁溝等は検出されなかった。

　遺物は住居跡内東半部に集中し、特に焼土が堆

積していたピットの周辺からまとまって検出され

た。須恵器蓋、土師器坏・高坏・鉢・甕・甑等が

出土した（第154・155図１〜44）。１は須恵器で

ある。１は蓋で、器形からＭＴ15段階のものと考

えられる。

　２〜44は土師器である。２〜17は坏で、２〜10

は坏蓋模倣坏である。口縁部はやや内湾するもの

が多い。12、13は半球形坏で、内外面に赤彩が施

される。17は大型の坏である。18〜23は高坏であ

る。いずれも小型の高坏で、坏部は内外面、脚部

は外面に赤彩が施されるものが多い。

　24、25は鉢である。24は坏蓋模倣坏の形状と類

似している。

　26〜42は甕である。26は胴部中位に最大径を持

宮東遺跡
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第51表　第96号住居跡出土遺物観察表（第154・155図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 蓋 (12.9) [4.3] － ＥＩＫ 35 良好 灰 №16　断面灰赤色　白色粒子を多く含
むMT15段階（6C前）

87-8

2 土師器 坏 (13.6) [4.8] － ＣＨＩＫ 10 普通 明赤褐 内外面煤付着

3 土師器 坏 (13.0) [4.8] － ＨＩＫ 25 普通 にぶい橙

4 土師器 坏 (13.0) [5.2] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 橙 87-9

5 土師器 坏 (11.8) 4.7 － ＥＩＫ 50 普通 橙

6 土師器 坏 (12.0) [5.0] － ＢＣＩＫ 25 普通 赤 №2　口縁部煤付着　歪み有り 87-10

7 土師器 坏 (14.0) [5.0] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 橙 内外面共に摩耗

8 土師器 坏 (14.0) [4.2] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙

9 土師器 坏 (12.0) [3.7] － ＣＨＩＫ 15 普通 橙

10 土師器 坏 (13.8) [2.9] － ＨＩＫ 15 普通 浅黄橙 №7　内外面共に摩耗が激しい

11 土師器 坏 (13.8) [4.3] － ＥＩＫ 10 普通 赤橙

12 土師器 坏 (14.2) [3.3] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 内外面赤彩

13 土師器 坏 (14.6) [4.0] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 №13　内外面赤彩

14 土師器 坏 － [2.0] (5.0) ＣＥＩＫ 25 普通 にぶい橙 内外面共に摩耗が激しい　内外面赤彩

15 土師器 坏 － [1.6] (4.2) ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 №13　内外面赤彩　外面黒斑有り

16 土師器 坏 － [1.6] (6.0) ＣＥＨＩＫ 25 普通 灰褐 内外面赤彩

17 土師器 坏 (16.4) [4.5] － ＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 内外面赤彩

18 土師器 高坏 15.4 [6.1] － ＥＩＫ 60 普通 浅黄橙 内外面共に赤彩が施されるが被熱によ
りほぼ飛んでいる　内底面の摩耗が特
に激しい

88-1

19 土師器 高坏 (15.0) [4.9] － ＥＩＫ 20 普通 にぶい橙 内外面赤彩　被熱により器面が激しく
剥離している　特に内底面の剥離が激
しい

20 土師器 高坏 － [6.3] (9.2) ＣＥＧＨＩＫ 70 普通 にぶい橙 底部黒斑有り　坏接続部に煤付着　外
面赤彩

88-2

21 土師器 高坏 － [3.6] 12.3 ＣＥＧＩＫ 75 普通 にぶい橙 被熱により全体的に変色している　外
面赤彩

88-3

22 土師器 高坏 － [1.3] (13.4) ＣＥＩＫ 10 普通 にぶい黄橙 外面赤彩

23 土師器 高坏 － [1.1] (9.6) ＨＩＫ 15 普通 橙 内外面共に摩耗

24 土師器 鉢 (13.0) [8.8] － ＣＥＧＨＩＫ 20 普通 橙 №3　内外面煤付着 88-4

25 土師器 鉢 (10.6) [9.7] － ＥＩＫ 25 普通 明赤褐 №11・15　外面激しく摩耗および剥離　
内面も側面を除き剥離が激しい

88-5

26 土師器 甕 (19.8) [28.2] － ＣＨＩＫ 35 普通 にぶい橙 №9・14　カマド下層№18　外面黒斑
有

88-6

27 土師器 甕 (20.8) [14.8] － ＢＥＩＫ 10 普通 明赤褐 №1・2

28 土師器 甕 (20.8) [10.4] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい赤褐 外面の調整は不明瞭

29 土師器 甕 (20.4) [5.2] － ＢＣＥＨＩＫ 10 普通 灰白 P5№10　赤色粒（被熱により変色した
緑泥片岩か）を非常に多く含む

30 土師器 甕 (19.0) [3.4] － ＢＥＩＫ 10 普通 にぶい橙 内面煤付着

31 土師器 甕 － [3.5] － ＥＨＩＫ 5 普通 灰黄褐 頸部帯状の付着物有り

32 土師器 甕 (17.6) [7.8] － ＢＥＨＩＫ 20 普通 浅黄橙 №4　内外面共に摩耗、剥離が激しく
調整は不明瞭

33 土師器 甕 (16.4) [4.8] － ＢＥＩＫ 15 普通 にぶい橙

34 土師器 甕 (18.4) [2.3] － ＨＩＫ 10 普通 浅黄橙

35 土師器 甕 － [3.9] (7.0) ＩＫ 30 普通 明赤褐 カマド№20

36 土師器 甕 － [4.2] (7.8) ＥＩＫ 20 普通 明赤褐 P5№4　内面煤付着

37 土師器 甕 － [5.2] (7.0) ＥＨＩＫ 25 普通 橙

38 土師器 甕 － [2.5] (8.0) ＥＩＫ 20 普通 橙

39 土師器 甕 － [2.1] (8.0) ＢＣＨＩＫ 15 普通 橙

40 土師器 甕 － [2.0] (7.3) ＥＩＫ 30 普通 橙

41 土師器 甕 － [2.0] (6.6) ＥＩＫ 25 普通 にぶい橙 内面煤付着

42 土師器 甕 13.4 [19.3] － ＣＥＨＩＫ 60 良好 明赤褐 №8・10　肩から胴部下半にかけて被
熱

88-7

43 土師器 甑 (20.0) [5.3] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 浅黄橙 P5№8

44 土師器 甑 － [15.3] (8.0) ＥＩＫ 35 普通 にぶい橙 P5№2・3・7・9 88-8
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の下端部に縦方向のミガキが施される。

　９は用途不明の石製品で、角閃石安山岩製であ

る。

　遺物の時期は、土師器坏の形状から、７世紀代

と考えられる。

第98号住居跡（第158〜160図）

　第５次調査におけるⅢ区中央部、Ｎ・Ｏ－23・

24グリッドに位置し、第97号住居跡、第152・

395・396・397・399号溝跡と重複する。住居跡の

中央部には、後代の地震によって発生した液状化

現象に伴う噴砂が東西方向に走り、南西角は排水

　壁溝、ピットは検出されなかった。

　遺物は住居跡の南側から散発的に検出され、土

師器坏・甕、不明石製品等が出土した（第157図

１〜９）。

　１〜７は坏で、１、２は坏蓋模倣坏である。口

縁部は外側に開き、浅身である。３は半球形の坏

で、内外面に赤彩が施される。口縁部が僅かに内

湾する。３は内面及び口縁部外面に赤彩が施され

る。４は鉢形の坏で、やや深身になる。６は北武

蔵型坏で、口縁部は垂直に立ち上がる。

　８は常陸型の甕で、胎土に雲母を含み、内外面

宮東遺跡
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　壁溝は、カマドを除いて全周する。規模は、幅

0.13〜0.26m、深さ0.03〜0.11mを測る。

　貯蔵穴は、平面形態が東西にやや長い楕円形で、

規模は長径0.42m、短径0.32m、深さ0.21mを測る。

住居内土壙は、平面形態が東西にやや長い楕円形

で、規模は、長径1.40m、短径1.15m、深さ0.10m

を測り、周辺からは坏類が比較的まとまって出土

している。

　ピットは５基検出された。ピット１・２・３・

５は小型で、ピット４は比較的大型である。小型

のピットは、平面形態が円形または楕円形で、規

模はピット１が直径0.30m、深さ0.45mを測る。ピッ

ト２は長径0.23m、短径0.20m、深さ0.22mを測る。

ピット３は長径0.12m、短径0.11m、深さ0.18mを

測る。ピット５は長径0.20m、短径0.19m、深さ

溝によって壊される。

　平面形態は方形で、規模は長軸7.83m、短軸

7.62m、深さ0.19mを測り、主軸方位はＮ－43°

－Ｅを指す。カマドは東壁やや南寄りに設けられ、

カマド右袖の横からは貯蔵穴が検出された。住居

跡の南西角からは、住居内土壙が検出された。覆

土は水平堆積で、下層は白色粘土ブロックを含む。

　カマドは、袖が住居内に0.85m程張り出し、燃

焼部は浅く掘り込まれ、奥壁から煙道部に向って

急峻に立ち上がる構造を持つ。規模は、全長0.98m、

幅0.55m、深さ0.18mを測る。

　カマド内は側壁付近から炭化物層が検出された

が、明確な火床面等は認められなかった。遺物は

カマド燃焼部と前面、右袖の脇からまとまって出

土した。

宮東遺跡

第52表　第97号住居跡出土遺物観察表（第157図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (13.4) [4.0] － ＣＨＩＫ 10 普通 橙 外面摩耗が激しい

2 土師器 坏 (14.2) [3.7] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙

3 土師器 坏 (14.0) [3.7] － ＣＥＩＫ 20 普通 にぶい橙 内外面赤彩

4 土師器 坏 (13.4) [5.2] － ＣＥＧＨＩＫ 20 普通 明赤褐 №4 88-9

5 土師器 坏 (15.2) [2.6] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

6 土師器 坏 (13.0) 3.8 － ＥＨＩＫ 50 普通 にぶい橙 №2　外面黒斑有り 88-10

7 土師器 坏 － [2.0] (8.0) ＣＥＨＩＫ 15 普通 橙

8 土師器 甕 － [5.2] － ＡＥＨＩＫ 20 普通 橙 №1　常陸型甕

9 石製品 不明 長さ11.8　幅10.2　厚さ5.7　重さ822.1ｇ 角閃石安山岩　灰白色　緻密　使用痕
有

102-5
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第159図　第98号住居跡（２）
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代のものか。

　２〜43は土師器である。２〜17は坏で、１〜９

は坏蓋模倣坏である。口縁部は、やや内湾気味に

立ち上がるものが多い。７は底部に刃物痕が多数

認められる。砥具として転用されたものか。13は

内面全体および口縁部外面に、12、14〜16は内外

面全体に赤彩が施される。

　18〜24は高坏である。18は坏・脚部ともに二重

口縁になる大型の高坏で、内外面に赤彩が施され

る。19〜24は小型の高坏で、19は外面のみ、21、

22は内外面に赤彩が施される。

　25、26は壺である。25は口縁部中位に段を持つ。

27〜41は甕で、27は胴部が下膨れになる。28、29

0.12mを測る。ピット１・２は、住居跡の柱穴で

ある可能性がある。

　大型のピット４は、平面形態が楕円形で、長径

0.90m、短径0.65m、深さ0.05mを測る。周辺から

遺物が多く出土し、高坏がまとまって出土してい

る点は注目される。

　遺物は住居跡全体から検出され、特にカマドの

周囲と住居内土壙の周囲、大型のピット４の周辺

からまとまって出土した。甕類はカマド周辺、高

坏はピット４の周辺に集中し、坏類は住居跡全域

から検出された。遺物は須恵器蓋、土師器坏・高

坏・壺・甕・甑等が出土した（第161・162図１〜

43）。１は須恵器の蓋である。破片だが、５世紀

宮東遺跡
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第161図　第98号住居跡出土遺物（１）
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第53表　第98号住居跡出土遺物観察表（第161・162図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 須恵器 蓋 (13.0) [2.6] － ＥＩＫ 5 良好 灰

2 土師器 坏 11.8 4.8 － ＣＥＨＩＫ 90 普通 橙 №67 89-1

3 土師器 坏 (12.3) 5.6 － ＩＫ 70 普通 明赤褐 SK152№23・25 89-2

4 土師器 坏 12.5 5.8 － ＣＥＧＨＩＫ 75 普通 明赤褐 №13・83・108　器面摩耗 89-3

5 土師器 坏 14.0 4.5 － ＨＩＫ 75 普通 橙 №34・35〜37・49・53・69・72　外面
摩耗、剥離が激しく調整は不明瞭　

89-4

6 土師器 坏 (14.0) [3.2] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 №36

7 土師器 坏 12.4 5.7 － ＣＨＩＫ 75 普通 明赤褐 №98　底部に多数の刃物痕が認められ
る

89-5

8 土師器 坏 11.5 5.5 － ＣＨＩＫ 80 普通 橙 №4・5・19・21 89-6

9 土師器 坏 11.3 5.3 － ＥＩＫ 75 普通 明赤褐 №10・11　内外面共に摩耗が激しく調
整は不明瞭

89-7

10 土師器 坏 (12.4) [4.3] － ＢＣＥＩＫ 50 普通 にぶい橙 №30・32　内外面赤彩

11 土師器 坏 (12.2) [2.7] － ＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

12 土師器 坏 12.0 5.2 － ＣＥＨＩＫ 75 普通 にぶい橙 №4・7・109　P7№8・9　内外面赤彩 89-8

13 土師器 坏 12.0 4.5 － ＩＫ 50 普通 にぶい橙 内外面赤彩　内外面共に摩耗 89-9

14 土師器 坏 (14.0) [4.2] － ＣＨＩＫ 30 普通 にぶい黄橙 SK152№21　内外面赤彩 89-10

15 土師器 坏 (13.9) [4.0] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 SK152№8　内外面赤彩

16 土師器 坏 (17.0) [3.9] － ＣＥＨＩＫ 10 良好 橙 №33　内外面赤彩

17 土師器 坏 － [1.5] 4.5 ＥＩＫ 45 普通 明赤褐 外面赤彩　内面剥離が激しい

18 土師器 高坏 20.7 14.3 15.8 ＣＨＩＫ 75 普通 橙 №8・10・11・107　P7№2・6・11・12　
内外面赤彩　内外面摩耗

89-11

19 土師器 高坏 14.0 9.2 (10.0) ＢＣＨＩＫ 45 普通 明褐灰 №11・12　外面赤彩　坏部底面は黒色
を呈する

90-1

20 土師器 高坏 14.5 9.2 9.4 ＣＥＨＩＫ 55 普通 橙 №110・111　P7№5　外面赤彩　全体
的に摩耗が激しい

90-2

21 土師器 高坏 14.3 [4.0] － ＥＨＩＫ 70 普通 橙 P7№4・7　内外面赤彩　内外面摩耗 90-3

22 土師器 高坏 14.4 [4.2] － ＣＨＩＫ 75 普通 橙 №110　内外面赤彩　器面の摩耗が激
しい

90-4

23 土師器 高坏 － [1.0] 9.4 ＣＥＨＩＫ 55 普通 にぶい橙 外面赤彩

24 土師器 高坏 － [1.0] (5.4) ＣＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 P7№8　外面赤彩

25 土師器 壺 (20.6) [15.5] － ＡＣＥＨＩＫ 20 普通 明赤褐 №29・65　器面の摩耗が激しい

26 土師器 壺 － [5.2] (6.4) ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 №66　内外面共に摩耗が激しく調整は
不明瞭

27 土師器 甕 (19.6) 29.0 (7.4) ＥＨＩＫＭ 45 普通 灰褐 №1・3・4・18　 カ マ ド №88・92・
96・101

90-5

28 土師器 甕 (18.0) [14.6] － ＢＥＧＨＩＫ 45 普通 明赤褐 №28・68・69・88・94・99　外面ハケ
目

29 土師器 甕 － [12.9] 6.2 ＣＥＩＫ 65 普通 橙 №93・94 90-6

30 土師器 甕 (22.0) [19.1] － ＣＥＨＩＫ 60 普通 にぶい黄橙 №31・33・40・43・46・47・51・54・
75・89・91・97　外面被熱

31 土師器 甕 (20.0) [4.3] － ＢＥＩＫ 15 普通 橙 №79

32 土師器 甕 (18.7) [5.0] － ＡＣＥＩＫ 20 普通 にぶい橙 SK152№2　胎土に雲母と角閃石含む

33 土師器 甕 (16.8) [5.6] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 橙 №41　外面黒斑有り

34 土師器 甕 － [2.6] 12.0 ＣＥＨＩＫＬ 90 普通 灰白 №38　砂利を多く含む

35 土師器 甕 (15.6) 20.2 (5.8) ＢＨＩＫ 45 普通 にぶい橙 №4・9・20・22・25・27　P1№3　 胴
部中位に煤付着

90-7

36 土師器 甕 (15.0) [6.4] － ＢＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 SK152№14　内面煤付着

37 土師器 甕 12.6 [8.2] － ＢＣＨＩＫ 70 普通 明赤褐 №32　内外面煤付着 90-8

38 土師器 甕 － [3.8] (3.2) ＥＩＫ 25 普通 にぶい褐 №46　内外面煤付着

39 土師器 甕 － [4.0] 4.8 ＣＥＨＩＫ 75 良好 にぶい橙 90-9

40 土師器 甕 － [2.2] (7.2) ＢＥＨＩＫ 15 普通 灰褐
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が出土した。

　貯蔵穴は、平面形態が円形で、規模は直径0.60m、

深さ0.19mを測る。覆土には、カマドから流入し

たと考えられる炭化物層が厚く堆積し、底面には

焼土ブロックを多く含む炭化物層が堆積していた。

貯蔵穴が埋没する前に、カマドから炭化物や焼土

が流れ込んだと考えられる。周囲から出土した甕

が、カマドの燃焼部から出土した破片と接合関係

にある点も注目される。

　ピットは４基検出された。平面形態は円形また

は楕円形である。規模は、ピット１が長径0.40m、

短径0.36m、深さ0.35mを測る。ピット２は、長径

0.70m、短径0.62m、深さ0.10mを測る。ピット３は、

残存部で直径0.50m、深さ0.15mを測る。ピット４

は長径0.26m、短径0.24m、深さ0.65mを測る。

　ピット１・４は、規模が小さいが深く、底面に

柱の当たりが確認されたことから、柱穴と考えら

れる。

　壁溝は検出されなかった。

　遺物は遺構全体から散発的に出土し、住居跡北

西隅と南東隅に比較的まとまっている。土師器

坏・高坏・鉢・小型壺・甕・甑、須恵器蓋・坏等

が出土した（第167・168図１〜45）。

　１〜43は土師器である。１〜17は坏で、１〜

６は半球形坏であり、いずれも口縁部が内湾する。

２は外面、３〜５は内外面に赤彩が施される。３

は器壁が薄い。７は坏身模倣坏である。８〜15は

坏蓋模倣坏で、いずれも口縁部がやや内湾気味に

立ち上がる。14、15は口縁部外面に放射状のミガ

キが施される。17は内黒の坏で、外面下端には横

方向のミガキが施される。

　18は器種不明。小型壺の口縁部である可能性も

は内外面に刷毛目調整が施される。30は鉢形の甕

で、外面に刷毛目調整が施される。

　35は中型の甕である。36、37も中型の甕になる

と考えられ、37は口縁部が垂直気味に延びる。41

は小型の甕である。42、43は甑である。42は把手

付甑で大型になる。43は鉢形の甑になると推察さ

れる。

　遺物の時期は、土師器坏・高坏・甕の形状から、

５世紀末と考えられる。

第99号住居跡（第163〜166図）

　第５次調査におけるⅢ区中央南端、Ｍ・Ｎ－22

グリッドに位置する。第352号土壙と重複し、本

遺構が古い。住居跡の南西部は、調査区域外へ延

びる。

　平面形態はやや歪な方形である。規模は、残

存部で長軸7.78m、短軸7.17m、深さ0.41mを測り、

主軸方位はＮ－16°－Ｗを指す。カマドは北壁中

央部に設けられ、周辺にはカマドから流出したと

推察される炭化物が堆積していた。カマド左袖の

脇には、貯蔵穴が設けられる。覆土は自然堆積と

考えられ、西壁際からは炭化物を多く含む層が流

入する。

　カマドは、袖が住居内に1.15m程張り出し、燃

焼部は平坦で、煙道部に向って緩やかに立ち上が

る構造を持つ。規模は、全長1.35m、幅0.50m、深

さ0.14mを測る。

　覆土からは、明確な焼土層は検出されなかった

が、全体的に焼土粒子を含み、火床面付近の土層

には炭化物も多く含まれる。また、カマド内の炭

化物が、貯蔵穴の周辺まで流出する状況も捉える

ことができた。燃焼部からは、甕や鉢が潰れた状

態で出土し、右袖の先端部からは、ほぼ完形の坏

宮東遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

41 土師器 甕 (11.0) [3.5] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 №88

42 土師器 甑 (24.6) [17.7] － ＢＣＥＩＫ 35 普通 明赤褐 №4・17・21・26・86　把手付甑　外
面黒斑有り

90-10

43 土師器 甑 (23.6) [4.2] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 明赤褐



第163図　第99号住居跡（１）
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宮東遺跡



第164図　第99号住居跡（２）
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し、大型で胴部が張る甕である。30は胴部中位に

最大径を持つものである。43は把手付甑の把手部

分である。

　44、45は須恵器である。44は大型のカエリ付き

蓋で、末野の製品である。45は坏で、坏Ｇの系譜

をひくものか。どちらも７世紀末〜８世紀初頭の

遺物と考えられ、他の遺物とは時期を異にするこ

と、須恵器が２点とも比較的残存率が高いことか

ら、７世紀末〜８世紀初頭の重複遺構があった可

能性が考えられる。

　遺物の時期は、土師器坏や甕の形状から、６世

あるが、器壁が薄い。

　19〜22は高坏である。坏部は深身で、21は立ち

上がり部に段を持つ。23〜25は鉢である。23は内

面および外面上半に赤彩が施される。24、25は坩

形土器に近い形状のものか。

　26〜28は小型壺である。26は胴部がやや算盤玉

形になり、筒形の口縁部が取り付く。27は胴部が

より算盤玉形になるため、26と同系統の壺か。28

はより小型のものだが、胴部中位に穿孔が開けら

れ、𤭯のような形状である。

　29〜42は甕である。29は住居跡北西角から出土

宮東遺跡



第165図　第99号住居跡遺物出土状況（１）

− 181−

宮東遺跡



第166図　第99号住居跡遺物出土状況（２）
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長軸方位はＮ－４°－Ｗを指す。覆土は削平され、 

あまり残存していないため堆積状況は不明だが、

全体に炭化物が含まれ、壁際では炭化物の含有量

が増える状況が捉えられた。

　ピットは３基検出された。平面形態はいずれも

円形または楕円形で、ピット３は円形の掘り込

みが二重に認められる。規模は、ピット１が長

径0.63m、短径0.60m、深さは0.20mを測る。ピッ

ト２は長径0.40m、短径0.36m、深さ0.21mを測る。

ピット３は長径0.57m、短径0.53m、深さ0.25mを

測り、中央部に直径0.17m、深さ0.07mの掘り込み

が認められる。

紀前半と考えられる。

第100号住居跡（第169図）

　第５次調査におけるⅢ区西寄り、Ｌ・Ｍ－21・

22グリッドに位置する。第82・90号住居跡、第

152号溝跡、第349・350・351・353号土壙と重複

し、第82・90号住居跡より古い。第349・350・

351・353土壙との新旧関係は不明である。住居

跡の北壁は、北東部が古代の溝跡によって壊され、

北西部は後代の住居跡によって壊されていたが、

中央部は残存する。

　平面形態は南北にやや長い長方形である。規

模は、長軸6.13m、短軸5.30m、深さ0.14mを測り、

宮東遺跡



第167図　第99号住居跡出土遺物（１）
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宮東遺跡



第168図　第99号住居跡出土遺物（２）
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宮東遺跡

第54表　第99号住居跡出土遺物観察表（第167・168図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 12.4 3.7 － ＣＥＩＫ 95 普通 にぶい橙 №36　外面黒斑有り 91-1

2 土師器 坏 (13.3) 5.2 － ＣＥＩＫ 55 普通 にぶい黄橙 №64　外面赤彩 91-2

3 土師器 坏 (13.6) [3.1] － ＥＨＩＫ 5 普通 橙 内外面赤彩

4 土師器 坏 (13.8) [2.9] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 内外面赤彩

5 土師器 坏 (14.4) [3.4] － ＥＨＩＫ 10 普通 にぶい褐 内外面赤彩

6 土師器 坏 (14.0) [5.0] － ＥＨＩＫ 45 普通 にぶい橙 №7　内外面共に煤付着

7 土師器 坏 13.5 6.4 － ＡＨＫ 95 普通 にぶい黄橙 №14　外面黒斑有り 91-3

8 土師器 坏 (13.7) [5.4] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 内面全体強く被熱 91-4

9 土師器 坏 (13.1) [6.2] － ＣＨＩＪＫ 45 普通 橙 №5　外面黒斑有り 91-5

10 土師器 坏 (14.1) [5.4] － ＢＨＩＫ 40 普通 橙 №33　内外面共に摩耗が激しい 91-6

11 土師器 坏 13.5 5.7 － ＧＨＩＫ 55 普通 にぶい橙 91-7

12 土師器 坏 12.6 5.4 － ＣＨＩＫ 85 普通 橙 №36・38　内外面共に摩耗、剥離が激
しく調整は不明瞭

91-8

13 土師器 坏 (11.8) [4.1] － ＣＨＩＫ 25 普通 明赤褐 91-9

14 土師器 坏 (13.2) [5.3] － ＣＥＩＫ 55 普通 にぶい赤褐 №44・46・47・49　外面被熱　口唇部
に連続する斜線状のミガキが施される

91-10

15 土師器 坏 (13.2) [6.0] － ＨＩＫ 45 普通 明赤褐 91-11
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　５は複合口縁の壺で、口縁部に横方向のミガキ

が施される。６は甕の底部である。

　遺物が少ないため正確な時期は不明だが、坏お

よび高坏の形状と、住居跡の規模から、５世紀後

半から６世紀前半の住居跡と考えられる。

第101号住居跡（第171・172図）

　第５次調査におけるⅢ区中央部、Ｎ・Ｍ－24グ

リッドに位置する。第347号土壙と重複し、本遺

構が古い。カマドの右袖は、トレンチ掘削時に削

平された。

　ピットは、南西部が欠けるが方形に並ぶため、

住居の柱穴である可能性も考えられる。しかし、

いずれも掘り込みが浅いため、主柱穴であるかは

不明である。

　カマド、壁溝は検出されなかった。

　遺物は土師器坏・高坏・壺・甕等が出土した

（第170図１〜６）。１、２は坏である。ともに半

球形坏で、１は内外面、２は外面に赤彩が施され

る。３、４は高坏である。３は脚部で、やや膨ら

みを持つ。大型のものか。

宮東遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

16 土師器 坏 (11.0) [3.0] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 口唇部煤付着

17 土師器 坏 － [1.7] (5.2) ＥＩＫ 25 普通 にぶい赤褐 内黒 91-12

18 土師器 不明 (9.2) [5.2] － ＨＩ 5 普通 明赤褐

19 土師器 高坏 (17.8) [4.6] － ＥＩＫ 25 普通 赤褐 №12　内面黒斑有り

20 土師器 高坏 (15.0) [2.9] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙

21 土師器 高坏 － [4.8] － ＢＣＧＨＩＫ 10 普通 にぶい橙

22 土師器 高坏 － [3.3] (13.8) ＣＥＩＫ 15 普通 にぶい橙 №6

23 土師器 鉢 12.4 10.3 4.4 ＥＩＫ 85 普通 明赤褐 №32・58　カマド№53・58　内外面赤
彩

92-1

24 土師器 鉢 － [2.9] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい黄橙

25 土師器 鉢 － [3.5] (3.8) ＣＤＥＧＨＩＫ 10 普通 明赤褐

26 土師器 小型壺 7.8 [13.5] － ＢＣＨＩＫ 40 普通 明赤褐 №63・73 92-2

27 土師器 小型壺 － [10.2] － ＥＩＫ 70 普通 明赤褐 №8 92-3

28 土師器 小型壺 (5.2) 6.1 4.0 ＥＩＫ 70 普通 にぶい橙 №42　胴部穿孔 92-4

29 土師器 甕 (17.1) 31.5 8.1 Ｄ 85 普通 明赤褐 №1・2・3・4・50・52　内外面共に摩
耗が激しく調整は不明瞭

92-5

30 土師器 甕 16.3 26.2 4.6 ＥＩＫ 80 普通 にぶい褐 №10・16・17・20・23・24・25　胴部
外面下半および胴部内面上半から口縁
部にかけて煤付着

92-6

31 土師器 甕 (21.8) [6.6] － ＣＧＨＩＫ 10 普通 明赤褐 №43　甑の可能性有り

32 土師器 甕 (15.1) [4.6] － ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい黄橙 内面口縁部煤付着

33 土師器 甕 (15.0) [3.7] － ＢＤＩ 20 普通 にぶい橙

34 土師器 甕 － [22.5] 5.0 ＥＨＩＫ 50 普通 にぶい橙 №15・27・28・62・72　 カ マ ド №62　
全体的に強く被熱

35 土師器 甕 － [29.0] － ＣＥＨＩＫ 80 良好 にぶい橙 №13・18・21・22・26・29・30・53・
54・55・56・57・59・61　外面黒斑有
り

92-7

36 土師器 甕 － [11.8] 8.2 ＢＣＥＧＩＫ 50 普通 にぶい橙 外面煤付着

37 土師器 甕 (15.2) [8.0] － ＥＨＩＫ 70 普通 にぶい赤褐 №69・72カマド

38 土師器 甕 － [1.8] (8.0) ＥＩＫ 10 普通 橙

39 土師器 甕 － [2.4] 6.4 ＣＥＨＩＫ 60 普通 灰白 №9

40 土師器 甕 － [2.3] (6.0) ＢＨＩＫ 20 普通 灰白 外面煤付着

41 土師器 甕 － [2.4] (6.0) ＥＩ 25 普通 灰黄褐 外面煤付着

42 土師器 甕 － [2.4] (7.6) ＢＨＩＫ 30 普通 橙

43 土師器 甑 － [4.3] － ＣＨＩＫ 100 普通 にぶい橙 把手　幅4.3

44 須恵器 蓋 (19.6) 4.1 － ＢＥＨＩＫ 50 普通 にぶい黄橙 №35　末野産　摘み径3.7　古代 92-8

45 須恵器 坏 (12.0) 3.2 (7.4) ＩＫ 40 普通 灰白 №37　古代 92-9
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第55表　第100号住居跡出土遺物観察表（第170図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (12.8) [2.9] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい赤褐 内外面赤彩

2 土師器 坏 (11.8) [2.8] － ＣＨＩＫ 15 普通 褐灰 外面赤彩　内面口唇部まで赤彩みられ
る

3 土師器 高坏 － [10.3] － ＣＥＩＫ 65 普通 明赤褐 外面摩耗により調整不明瞭

4 土師器 高坏 － [1.8] (16.9) ＥＩＫ 15 普通 にぶい黄橙 内外面赤彩

5 土師器 壺 (16.6) [4.7] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙

6 土師器 甕 － [2.7] 5.2 ＣＧＨＩＫ 25 普通 にぶい橙
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　壁溝、ピットは検出されなかった。

　遺物はカマド周辺からまとまって検出され、土

師器坏・高坏・甕等が出土した（第173図１〜９）。

　１〜３は坏である。１は坏蓋模倣坏で、口縁部

は垂直に立ち上がる。２は半球形坏で、３は鉢形

になる。４は高坏の坏部で、立ち上がり部に段を

持つ。

　５〜９は甕である。５、７、８は球胴形甕と推

察される。やや胴が長くなるものか。６は口唇部

を欠損するが、口縁部が長く、直立気味に立ち上

がる甕と考えられる。

　遺物の時期は、土師器坏や甕の形状から、５世

紀後半〜末と考えられる。

　平面形態は南北にやや長い長方形である。規模

は長軸4.42m、短軸3.62m、深さ0.32mを測り、主

軸方位はＮ－63°－Ｗを指す。カマドは西壁やや

北寄りに設けられる。覆土は水平堆積で、上層に

は炭化物、下層には焼土ブロックが少量含まれる。

　カマドは、袖が住居内に0.60m程張り出し、燃

焼部は平坦で、奥壁から煙道部に向って垂直に立

ち上がる構造を持つ。規模は、残存部で全長0.85m、

幅0.43m、深さ0.25mを測る。

　覆土は火床面直上に炭化物層が堆積し、その上

をカマド天井部と考えられる焼土層が覆い、後は

炭化物を含む層が互層状に堆積していた。カマド

の前面には、カマドから掻き出された灰と考えら

れる炭化物層が、薄く堆積する。

宮東遺跡
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第56表　第101号住居跡出土遺物観察表（第173図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (14.0) [4.5] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい赤褐 №24 92-10

2 土師器 坏 (13.0) [2.9] － ＣＨＩＫ 5 普通 明赤褐 №25　内外面共に摩耗が激しい

3 土師器 坏 (14.4) [4.5] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙 内外面共に摩耗が激しく調整は不明

4 土師器 高坏 (15.0) [4.5] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 橙 カマド№9

5 土師器 甕 (19.0) [7.3] － ＣＥＩＫ 20 普通 明赤褐 胎土に微細な礫を多く含む

6 土師器 甕 － [6.2] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 明褐灰 頸部に8㎜幅の煤が帯状に付着する

7 土師器 甕 － [9.6] 5.6 ＣＨＩＫＭ 55 普通 明赤褐 №17・18・20・22　内外面共に被熱

8 土師器 甕 － [6.3] (6.2) ＣＩＫ 25 普通 にぶい橙 カマド№4・7　外面煤付着

9 土師器 甕 － [2.5] (4.0) ＣＥＨＩＫ 20 普通 橙 №19
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第130号井戸跡（第174図）

　古墳時代の集落域の東端部にあたるＯ－27グ

リッドに位置する。第三面から検出され、古代以

降の遺物を含まないことから、古墳時代の井戸跡

と判断した。

　平面形態は円形で、断面は逆「ハ」の字状になる。

規模は直径0.87m、短径0.82mを測る。覆土は２層

のみで、混入物は少ない。土層が少ないため、層

上部が削平されている可能性がある。

　遺物が出土していないため、詳細な時期は不明

である。

第131号井戸跡（第174図）

　古墳時代の集落域の東端部にあたるＮ－24・

25グリッドに位置する。噴砂に壊されることから、

少なくとも９世紀以前の遺構と考えられ、出土遺

物の年代から古墳時代の井戸跡と判断した。

　平面形態は楕円形で、断面は上端付近の壁の崩

落により漏斗状になる。規模は長径1.82m、短径

1.64mを測る。

　覆土は自然堆積と推察され、炭化物を含む土が

厚く堆積した後、壁の崩落に伴うシルトブロック

混じりの土によって徐々に埋没していく。覆土の

中層からは炭化物も検出された。

　液状化現象に伴う噴砂の痕跡が、断面上で明瞭

に認められ、完全に埋没した後に液状化現象の影

響を受けた状況が捉えられた。

　遺物は中層から比較的多く検出され、土師器

坏・高坏・甕等が出土した（第175図７〜19）。７

〜10は坏である。７、８は口縁部がやや外反し、

９はやや内湾、10は直立気味に立ち上がる。11は

高坏で、坏部内面には赤彩が施される。

　12〜19は甕である。12はやや薄手で、頸部が弓

状に湾曲する。15は口縁部が欠損するが残存率の

高い甕で、やや細身であり、胴部中位に最大径を

持つ。16は大きく開くため壺の底部である可能性

もある。

　遺物の時期は、坏や甕の形状から６世紀中葉と

（２）井戸跡

　古墳時代の井戸跡は５基確認され、全て素掘り

の井戸であった。井戸跡の分布は集落域の東端部

と、Ⅵ区の西側に集中する。

　水脈の関係もあると推察されるが、集落域の端

に位置している井戸跡は、集落の生活用水として、

Ⅵ区に位置するものは周囲に畠跡が広がることか

ら、農業用水として使用されたものか。

　いずれも平面形態は楕円形で、出土遺物や検出

面から、古墳時代の井戸跡と判断した。このうち

２基からは液状化現象に伴う噴砂の痕跡が認めら

れた。

第128号井戸跡（第174図）

　古墳時代の集落域の東端部にあたるＭ－25グ

リッドに位置し、北側は排水溝によって壊される。

噴砂に壊されることから、少なくとも９世紀以前

の遺構と考えられ、出土遺物の年代や出土状況か

ら古墳時代の井戸跡と判断した。

　平面形態は楕円形で、断面は逆「ハ」の字状に

なる。規模は長径1.80m、短径1.55mを測り、深さ

は1.52m以上になる。

　覆土は、第４層中で高さを違えて接合した遺物

があることから、同層は人為的に埋め戻されたと

推察される。その後はレンズ状堆積となり、含有

物もあまり無いことから自然に埋没したと考えら

れる。

　遺物は土師器甕、羽口、刀子等が出土した（第

175図１〜６）。１〜４は土師器の甕である。１は

第４層中から1.00m程の標高差をもって出土した

遺物である。胴部に最大径を持ち、やや胴部が長

くなるものか。

　５は土製品の羽口である。器面にはヘラケズリ

状の調整痕が認められた。

　６は鉄製品の刀子で、茎部のみ残存する。

　遺物の時期は、甕の形状から６世紀前半と考え

られる。人為的に埋め戻された覆土の中から出土

したため、廃絶時期も同じ頃と推察される。

宮東遺跡
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状を呈する。規模は長径0.66m、短径0.57mを測る。

覆土は上層に炭化物が少量含まれる。遺物は出土

しなかった。

　遺物が出土していないため詳細な時期は不明だ

が、古墳時代の遺構と推察される。

第144号井戸跡（第174図）

　Ⅵ区西側のＳ－35グリッドに位置する。古代以

降の遺物を含まないことや検出面から古墳時代の

考えられ、本井戸跡も同様の時期のものと推察さ

れる。

第143号井戸跡（第174図）

　Ⅵ区西側のＳ－34グリッドに位置し、西側を排

水溝によって壊される。古代以降の遺物を含まな

いことや、検出面から古墳時代の井戸跡と判断し

た。

　平面形態は楕円形で、断面は弱い逆「ハ」の字

宮東遺跡
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井戸跡と判断した。

　平面形態は楕円形で、断面は擂鉢形を呈する。

規模は長径1.30m、短径0.78mを測る。遺物は出土

しなかった。

　遺物が出土していないため詳細な時期は不明だ

が、古墳時代の遺構と推察される。

（３）溝跡

　古墳時代の溝跡は181条確認され、第58表にま

とめた。溝跡の分布は、西側調査区とⅠ区を除き、

ほぼ全域で検出されている。河川跡より東側にあ

たり、集落域とも重複する。

　畠跡である可能性がある浅いものや短い溝跡も

多く含まれるが、規則性が認められないものは全

て単独の溝跡として扱った。

　特に、第40・41・97号溝跡は、いずれも大規模

で、かつ走行方向が類似する溝跡として注目され

る。方形に廻る配置にはならないため、区画施設

とは考え難いが、何らかの施設に伴う溝跡である

可能性がある。

第40号溝跡（第176図）

　東側調査区の中央部にあたるＨ・Ｉ－14・15、

Ｊ－15・16グリッドに位置し、調査区を縦断する

大型の溝跡である。第15・17号住居跡、第58・

67・158号土壙と重複し、北東の一部を中・近世

の井戸跡によって壊される。

　断面は薬研形に掘り込まれ、規模は、残存部で

長さ26.48m、幅1.49〜2.46m、深さ0.66〜0.74m

を測り、走行方向はＮ－37°－Ｗを指す。

　覆土は炭化物を含み、底面付近には砂質土が堆

積していた。

　遺物は土師器坏・高坏・壺・甕等が出土した

（第192図１〜８）。１〜３は土師器の坏である。

坏蓋模倣坏で、口縁部がやや内湾する。４は高坏

で、脚部が広がるタイプのものか。

　５は複合口縁の壺で、口縁部のみ残存する。６

〜８は甕である。６は小型甕か。８は口縁部中位

に段を持つ。

　遺物の時期は、土師器坏の形状から６世紀中葉

と考えられる。

宮東遺跡

第57表　井戸跡出土遺物観察表（第175図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 甕 (16.0) [15.7] － ＥＨＩＫ 25 普通 赤褐 SE14　№3　外面全体摩耗が激しく調
整は不明瞭

93-1

2 土師器 甕 － [2.9] 5.8 ＣＥＨＩＫ 90 普通 にぶい赤褐 SE14　№1　外面煤付着　SE14-1と同
一個体か

3 土師器 甕 － [1.5] 9.0 ＣＥＨＩＫ 50 普通 灰黄褐 SE14

4 土師器 甕 － [1.8] (6.0) ＥＨＩＫ 25 普通 橙 SE14　内面煤付着

5 土製品 羽口 長さ[9.4]　外径4.9×4.7　内径1.9×1.8　重さ115.4ｇ SE14 102-2

6 鉄製品 刀子 長さ[4.0]　幅0.8　厚さ0.3　重さ6.5ｇ SE14　茎部　 102-3

7 土師器 坏 12.8 5.7 － ＢＥＩＫ 80 普通 明赤褐 SE17　№4　内外面共に摩耗、剥離 93-2

8 土師器 坏 (14.0) [4.5] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 橙 SE17

9 土師器 坏 (12.4) [4.7] － ＣＨＩＫ 20 普通 橙 SE17　

10 土師器 坏 (11.8) [3.9] － ＣＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 SE17　内外面摩耗

11 土師器 高坏 － [8.0] － ＣＥＨＩＫ 80 普通 にぶい褐 SE17　№9　坏部内面赤彩

12 土師器 甕 (23.8) [5.7] － ＢＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 SE17

13 土師器 甕 (21.8) [3.0] － ＣＨＩＫ 10 普通 にぶい赤褐 SE17　内面摩耗

14 土師器 甕 (20.0) [3.7] － ＡＥＨＩＫ 5 普通 灰黄褐 SE17

15 土師器 甕 － [22.7] 6.0 ＥＩＫ 45 普通 灰褐 SE17　内外面煤付着 93-3

16 土師器 甕 － [4.8] (9.6) ＢＨＩＫ 35 普通 にぶい赤褐 SE17　内外面摩耗

17 土師器 甕 － [5.5] (9.8) ＥＩＫ 35 普通 にぶい褐 SE17　№6　内面煤付着

18 土師器 甕 － [3.7] (6.2) ＡＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい褐 SE17　内面摩耗、剥離が激しい

19 土師器 甕 － [2.4] (6.6) ＣＥＨＩＫ 25 普通 明褐灰 SE17
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第41号溝跡（第177図）

　東側調査区の中央部にあたるＩ・Ｊ－16グリッ

ドに位置する。調査区を縦断する大型の溝跡であ

る。第40号溝跡の東側に隣接するが、走行方向は

異なる。第６・16号住居跡と重複し、本遺構が新

しい。

　断面の形状は場所によって異なり、中央部は薬

研形に掘り込まれ、南側は箱形となる。規模は、

長さ13.55m、幅0.98〜1.61m、深さ0.37〜0.98m

を測り、走行方向はＮ－５°－Ｗを指す。覆土は

上層には炭化物、下層には黄褐色土ブロックが含

まれていた。

　遺物は土師器高坏・坩形土器・甑等が出土した

（第192図９〜12）。９は高坏で、坏部である。11

は底部のみ残存するが、器形や厚さから坩形土器

と推察される。12は底部に穿孔が施されるため、

小孔型の単孔式甑と考えられる。

　遺物が少ないため、詳細な時期は不明だが、検

出面、出土遺物の時期から古墳時代の遺構と考え

られる。

第68号溝跡（第177図）

　中央調査区の南東部にあたるＩ・Ｊ－12グリッ

ドに位置する。東側調査区で検出された古代の溝

跡である、第39号溝跡の延長線上に位置し、幅等

も同じであるが、出土遺物の時期が全く異なるこ

とから、別遺構として扱う。

　断面は浅い逆台形で、規模は長さ9.05m、幅0.30

〜0.67m、深さ0.07〜0.10mを測り、走行方向は

Ｎ－39°－Ｅを指す。

　遺物は土師器高坏・坩形土器・壺・甕等が出土

した（第192図13〜20）。13は高坏である。やや歪

みがあるが、脚部は直線的に開く。14は坩形土器

の胴部である。

　15は複合口縁の壺で、内面に刷毛目調整が施さ

れる。16〜20は甕である。17は球胴形で胴部がや

や長くなるものである。18は小型の甕で、頸部が

肉厚になる。20は頸部の屈曲が強く、口縁部が長
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だが、検出面等から古墳時代の遺構と推察される。

第123号溝跡（第182・183図）

　Ⅴ区の中央やや東寄り、Ｐ－31、Ｑ－30グリッ

ドに位置し、調査区を縦断する細い溝跡である。

第194号溝跡と重複し、遺構の中央部は、古代の

溝跡によって壊される。

　断面は皿形で、規模は長さ13.15m、幅0.26〜

0.45m、深さ0.08〜0.14mを測り、走行方向はＮ

－36°－Ｅを指す。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため時期は不明だが、検出面等から

古墳時代の遺構と推察される。

第153号溝跡（第179・180図）

　Ⅲ区の東端部、Ｎ・Ｏ－25グリッドに位置し、

第154号溝跡と重複する。遺構の中央部から、液

状化現象に伴う噴砂の痕跡が、東西方向に走行す

る形で検出された。

　断面の形状は浅い皿形で、規模は長さ13.21m、

く伸びるもので、外面に刷毛目調整が認められる。

遺物の時期は、甕の形状から５世紀中葉〜後半と

推察される。

　ただし、遺物が局地的に集中して検出されてい

ることや、溝跡の底面より下層から出土している

ものもあることから、溝跡の下層に土壙など、別

の遺構があった可能性が高い。

第97号溝跡（第179・180図）

　Ⅱ区の中央から東端、Ｌ－19・20グリッドに位

置し、Ⅱ区中央の南端部から北東方向に横断する

溝跡である。第64・69・72号住居跡と重複する。

遺構の中央部からは、液状化現象に伴う噴砂の痕

跡が、溝跡と同じ方向に走行する形で、2.80mに

亘って検出された。

　断面は薬研形で、底面から垂直に立ち上る噴砂

が確認され、完全埋没後に液状化現象の影響を受

けている状況が捉えられた。覆土は単層で、含有

物は検出されなかった。

　遺物は土師器の高坏が出土した（第193図21〜

23）。21は坏部、22、23は脚部で、22は中位に１

孔のみ穿孔が施される。23は外面に赤彩が施され

る。

　遺物が少ないため、詳細な時期は不明だが、噴

砂に切られる点や検出面、出土遺物の時期から５

世紀代の遺構と考えられる。

第99号溝跡（第179・180図）

　Ⅱ区の南西部にあたるＬ－17グリッドに位置す

る。北西部は古代の掘立柱建物跡の柱穴によって

壊される。

　断面は浅い皿形で、規模は長さ2.50m、幅0.23

〜0.38m、深さ0.04〜0.11mを測り、走行方向は

Ｎ－30°－Ｗを指す。

　遺物は土師器鉢が出土した（第193図24）。24

は土師器の鉢である。口縁部内面は横方向のナデ、

外面は横方向のケズリ、体部下半には縦方向のケ

ズリが施される。

　遺物が１点のみであるため、詳細な時期は不明
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幅0.55〜1.28m、深さ0.02〜0.21mを測り、走行

方向はＮ－１°－Ｗを指す。覆土は単層で白色粒

子が含まれていた。

　遺物は図示可能なものは無かったが、古墳時代

の土師器片が出土した。

　残存率の高い遺物が無いため、詳細な時期は不

明だが、噴砂によって壊される点や出土遺物から

古墳時代の遺構と考えられる。

第158号溝跡（第181図）

　Ⅴ区の北西部にあたるＯ・Ｐ－29グリッドに位

置する。第159・160号溝跡、第242・243号土壙

と重複し、第242号土壙より古い。

　断面は椀形で、規模は長さ5.60m、幅0.28〜

0.35m、深さ0.06〜0.17mを測り、走行方向はＮ

－３°－Ｅを指す。覆土には黄褐色土ブロックお

よび粒子を含む。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため時期は不明だが、検出面等から

古墳時代の遺構と推察される。

第161号溝跡（第181図）

　Ⅴ区の北西部にあたるＯ・Ｐ－29グリッドに位

置し、第159号溝跡、第237号土壙と重複する。

　断面は箱形で、規模は長さ3.70m、幅0.40〜

0.45m、深さ0.09〜0.13mを測り、走行方向はＮ

－８°－Ｅを指す。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため時期は不明だが、検出面等から

古墳時代の遺構と推察される。
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第170号溝跡（第184図）

　Ⅴ区の西側にあたるＰ・Ｑ－29、Ｐ－30グリッ

ドに位置し、第169・189号溝跡、第250号土壙と

重複する。長く細い溝で、南壁から約10mの地点

で大きく北西方向に曲がる。

　断面は椀形で、規模は長さ13.35m、幅0.20〜

0.31m、深さ0.08〜0.10mを測り、走行方向は南

側がＮ－30°－Ｅ、北側はＮ－36°－Ｗを指す。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため時期は不明だが、検出面等から

古墳時代の遺構と推察される。

第221号溝跡（第188図）

　Ⅳ区の南西部、Ｐ－26グリッドに位置し、大部

分が調査区域外へ延びる。第222号溝跡と重複する。

　断面は逆台形で、規模は長さ1.10m、幅0.52〜

0.67m、深さ0.11〜0.14mを測り、走行方向はＮ

－30°－Ｅを指す。

　遺物は土師器の坏が出土した（第193図30）。30

は坏である。坏蓋模倣坏で下半は欠損する。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、坏の

形状や検出面から、古墳時代以降の遺構と考えら

れる。

第224号溝跡（第188図）

　Ⅳ区の南部、Ｐ－27グリッドに位置し、第222

号溝跡と重複する。

　断面は椀形で、規模は長さ3.15m、幅0.29〜

0.32m、深さ0.16〜0.18mを測り、走行方向はＮ

－14°－Ｅを指す。

　遺物は土師器の坩形土器が出土した（第193図

31）。31は坩形土器の口縁部である。内外面に赤

彩が施される。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、坩形

土器が出土したことや検出面から、古墳時代の遺

構と考えられる。

第227号溝跡（第179・180図）

　Ⅳ区の中央部Ｏ－26・27グリッドに位置し、第

225号溝跡、第277号土壙と重複する。

　断面は浅い椀形で、規模は長さ13.67m、幅0.27

〜0.40m、深さ0.12〜0.18mを測り、走行方向は

Ｎ－86°－Ｗを指す。

　遺物は土師器坏・高坏が出土した（第193図32、

33）。32は扁平な坏で、口縁部が垂直に立ち上がる。
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33は高坏の脚部である。

　遺物が少ないため、詳細な時期は不明だが、検

出面等から古墳時代の遺構と推察される。

第296号溝跡（第185図）

　Ⅳ区の中央部、Ｏ・Ｐ－27グリッドに位置し、

第130号井戸跡、第297・298号溝跡、第304号土

壙と重複する。

　断面は皿形で、規模は長さ10.43m、幅0.22〜

0.38m、深さ0.05〜0.07mを測り、走行方向はＮ

－30°－Ｅを指す。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため時期は不明だが、検出面等から

古墳時代の遺構と推察される。

第297号溝跡（第185図）

　Ⅳ区の中央部、Ｎ・Ｏ－27グリッドに位置し、

第296・303・306・307号溝跡、第304号土壙と重

複する。

　断面は皿形で、規模は長さ9.19m、幅0.22〜

0.29m、深さ0.06〜0.08mを測り、走行方向はＮ

－28°－Ｗを指す。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため時期は不明だが、検出面等から
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第58表　溝跡一覧表（第176〜191図）

№ グリッド 方位 方位
長さ
（ｍ）

幅（ｍ） 深さ（ｍ）
重複遺構

最大 最少 最大 最少

40 H・I-14・15　J-15・16 N-37° -W [26.48] 2.46 1.49 0.74 0.66 SK58・67・158

41 I・J-16 N-5° -W [13.55] 1.61 0.98 0.98 0.37 SJ6・16　SK91

66 I-11・12 N-23° -W [4.77] 0.40 0.26 0.11 0.02 SD67

67 I-12 N-56° -E [2.30] 0.32 0.28 0.05 0.03 SD66

68 I・J-12 N-39° -E [9.05] 0.67 0.30 0.10 0.07 SK171

97 L-19・20 N-80° -E [19.90] 1.15 0.68 0.46 0.30 SD98 

98 K・L・M-20・M-21 N-25° -W [19.02] 0.30 0.05 0.14 0.05 SD97 SL8畝1

99 L-17 N-30° -W [2.50] 0.38 0.23 0.11 0.04 SB6P4

100 欠番 SL15畝15に変更

101 欠番 SL15畝13に変更

102 欠番 SL15畝12に変更

103 欠番 SL15畝11に変更

104 欠番 SL15畝10に変更

105 欠番 SL15畝12と同一

106 Q-31 N-40° -E N-55° -E [2.95] 0.20 0.17 0.05 0.04 

107 欠番 SL15畝10と同一

108 Q-31 N-76° -E [0.35] [0.17] - 0.06 -

109 欠番 SL15畝9に変更

110 欠番 SD106と同一

111 Q-31 N-6° -W [8.27] 0.35 0.25 0.09 0.05 SK226　

112 欠番 SL15畝8に変更

113 欠番 SL15畝7に変更

114 P・Q・R-31 N-5° -W [11.62] 0.37 0.25 0.09 0.03 SD122・143

115 欠番 SL15畝6に変更

116 欠番 SL15畝5に変更

117 欠番 SL15畝3に変更

118 欠番 SL15畝2に変更

119 Q-30 N-76° -W [0.96] 0.25 0.19 0.10 0.08 SD96

120 欠番 SL15畝1に変更

121 Q-30 N-14° -E [0.40] 0.16 - 0.05 -

122 Q-30・31 N-55° -E [12.01] 0.28 0.10 0.08 0.06 SD96・114 SK226

123 P-31・Q-30 N-36° -E [13.15] 0.45 0.26 0.14 0.08 SD96・194

124 欠番 SL15畝4に変更

125 Q-30 N-45° -W 0.79 0.23 - 0.07 -

126 欠番 SD151と同一

127 P-30 N-57° -W [1.72] 0.32 0.29 0.10 - SK224

128 欠番 SL15畝16に変更

129 欠番 SL15畝15に変更

130 欠番 SL15畝14に変更

131 Q-31 N-6° -W [0.55] 0.25 0.19 0.03 -

132 Q-31 N-0° [0.58] 0.43 - 0.06 -

133 P-31 N-42° -W [0.57] 0.40 - 0.04 - SD134

134 P-31 N-75° -E [0.52] 0.21 - 0.05 - SD133

135 P・Q-31 N-7° -W [1.86] 0.35 0.27 0.08 0.07 

136 欠番 SD111と同一

137 P-31 N-60° -W [0.87] 0.15 - 0.06 0.04 

138 欠番 SD122と同一

139 欠番 SL15畝10と同一

140 欠番 SD114と同一

141 欠番 SL15畝6と同一

142 Q-30 N-5° -E 1.04 [0.25] - 0.10 - SD96



− 210−

宮東遺跡

№ グリッド 方位 方位
長さ
（ｍ）

幅（ｍ） 深さ（ｍ）
重複遺構

最大 最少 最大 最少

143 Q-30・31 N-55° -E [3.25] 0.28 0.11 0.09 0.07 SD96・114

144 欠番 SL15畝13と同一

145 Q-31 N-0° 0.94 0.36 0.28 0.09 -

146 欠番 SL15畝17に変更

153 N・O-25 N-1° -W [13.21] 1.28 0.55 0.21 0.02 SD154より古

154 M・N・O-25 N-0° N-20° -W [13.90] 0.80 0.30 0.22 0.05 SD153より新　

155 M・N-24 N-0° [9.57] 0.39 0.24 0.08 0.04 

156 欠番 SL15畝16に変更

157 O-28・29 N-14° -E [2.05] 0.34 0.29 0.07 0.04 

158 O・P-29 N-3° -E [5.60] 0.35 0.28 0.17 0.06 SD159・160　SK242・243

159 O-28・29 N-85° -E [4.95] [0.50] 0.28 0.15 0.09 SD158・160・161　SK237・
242・243

160 O-29 N-16° -E [1.40] 0.25 0.21 0.04 0.03 SD158・159　SK237・242

161 O・P-29 N-8° -E [3.70] 0.45 0.40 0.13 0.09 SD159　SK237　

162 P-29 N-0° [1.15] 0.44 0.33 0.13 0.10 SD163・196

163 P-29 N-0° [0.48] [0.17] - 0.05 - SD162・196

164 欠番 SL14畝14に変更

165 P-29 N-90° [1.40] 0.36 0.32 0.06 0.03 SK245

166 P-29 N-80° -E [2.25] 0.42 0.27 0.09 0.03 SK244・246

167 欠番 SL14畝17に変更

168 欠番 SL14畝16に変更

169 Q-29 N-27° -E [1.75] [0.20] - 0.04 0.02 SD170・189

170 P・Q-29 P-30 N-30° -E N-36° -W [13.35] 0.31 0.20 0.10 0.08 SD169・189 SK250

171 P-30 N-40° -E [1.20] 0.26 0.22 0.05 0.04 

172 P-30 N-70° -W [0.52] 0.30 - 0.04 -

173 P-30 N-60° -W [0.57] 0.35 - 0.06 -

174 P-30 N-55° -W 2.01 0.30 0.24 0.06 0.04 

175 欠番 SL14畝13に変更

176 欠番 SL14畝12に変更

177 欠番 SL14畝10に変更

178 欠番 SL14畝9に変更

179 欠番 SL14畝9と同一

180 欠番 SL14畝8に変更

181 P・Q-29 N-27° -E 2.65 0.33 0.26 0.08 0.07 

182 欠番 SL14畝7に変更

183 欠番 SL14畝5に変更

184 欠番 SL14畝6に変更

185 欠番 SL14畝6と同一

186 欠番 SL14畝4に変更

187 Q-29 N-25° -E [1.85] 0.20 0.16 0.10 0.04 SD189　　　

188 欠番 SL14畝3に変更

189 Q-29 N-90° -W N-80° -W [6.45] 0.29 0.20 0.06 0.05 SD169・170・187　

190 欠番 SD189と同一

191 欠番 SL14畝2に変更

192 欠番 SL14畝1に変更

193 Q-29 N-30° -E (0.77) 0.22 0.18 0.06 -

194 Q-30 N-41° -E [3.20] 0.33 0.30 0.17 0.16 SD123

195 欠番 SD123と同一

196 P-29 N-85° -E [4.32] 0.43 0.37 0.07 0.05 SD162・163　SK246

197 欠番 SL14畝11に変更

198 欠番

203 欠番 SL14畝15に変更
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№ グリッド 方位 方位
長さ
（ｍ）

幅（ｍ） 深さ（ｍ）
重複遺構

最大 最少 最大 最少

221 P-26 N-30° -E [1.10] 〔0.67〕 0.52 0.14 0.11 SD222

224 P-27 N-14° -E [3.15] 0.32 0.29 0.18 0.16 SD222

227 O-26・27 N-86° -W [13.67] 0.40 0.27 0.18 0.12 SD225・SK277

261 O-26・27 N-50° -E [3.73] 0.35 0.25 0.07 0.05 SD305

262 欠番 SL12畝13に変更

263 欠番 SL12畝12に変更

264 欠番 SL12畝11に変更

265 欠番 SL12畝10に変更

266 欠番 SL12畝9に変更

267 欠番 SL12畝7に変更

268 欠番 SL12畝6に変更

269 P-28 N-90° [4.12] 0.30 0.25 0.06 0.04 SD270

271 O-27・28 N-83° -E N-40° -W [4.40] 0.38 0.21 0.15 0.07 

272 欠番 SL12畝8に変更

273 欠番 SL11畝2に変更

274 欠番 SL12畝5に変更

275 欠番 SL11畝3に変更

276 欠番 SL12畝4に変更

277 欠番 SL11畝4に変更

278 欠番 SL12畝3に変更

279 P-27 N-65° -W [1.35] 0.26 - 0.07 -

280 欠番 SL12畝1に変更

281 欠番 SL11畝5に変更

282 欠番 SL12畝2に変更

283 欠番 SL10畝7に変更

284 欠番 SL10畝6に変更

285 欠番 SL11畝1に変更

286 P-27 N-13° -E 1.20 0.30 0.25 0.09 -

287 欠番 SL10畝5に変更

288 欠番 SL10畝4に変更

289 欠番 SL10畝3に変更

290 欠番 SL13畝6に変更

291 欠番 SL13畝5に変更

292 欠番 SL13畝3に変更

293 欠番 SL13畝4に変更

294 欠番 SL13畝2に変更

295 欠番 SL10畝2に変更

296 O・P-27 N-30° -E 10.43 0.38 0.22 0.07 0.05 SE130　SD297・298　SK304

297 N・O-27 N-28° -W [9.19] 0.29 0.22 0.08 0.06 SD296・303・306・307　

298 O-27 N-36° -W N-20° -W 6.35 0.57 0.22 0.11 0.05 SD296

299 欠番 SL10畝1に変更

300 P-27 N-50° -E [0.31] 0.15 0.08 SD301

301 O・P-27 N-24° -E 6.80 0.30 0.23 0.06 0.05 SD300　P27GP1 　

302 欠番 SD225と同一

303 O-27 N-80° -W [6.75] 0.30 0.17 0.06 0.04 SD297

304 欠番 SL12畝14に変更

305 O-26 N-3° -E [2.62] 0.26 0.21 0.14 0.12 SK305

306 N・O-27 N-58° -E [2.75] 0.34 0.24 0.12 0.10 SD297

307 N-27 N-22° -E [1.13] 0.27 0.22 0.15 0.14 SD297

308 欠番 SD322と同一

309 P-26 N-49° -E [0.62] 0.35 - 0.04 - SD222

310 N-26 N-58° -W [2.04] 0.39 0.29 0.08 0.05 SD322
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宮東遺跡

№ グリッド 方位 方位
長さ
（ｍ）

幅（ｍ） 深さ（ｍ）
重複遺構

最大 最少 最大 最少

311 N-26 N-60° -E 2.76 0.32 0.19 0.13 0.08 

312 O-26 N-82° -W [1.65] (0.32) - 0.06 0.04 

313 N・O-26 N-55° -E [8.07] 0.38 0.21 0.11 0.05 SD211

314 N-26 N-49° -E [1.53] 0.26 0.21 0.11 0.07 

315 N-26 N-45° -E [1.53] 0.30 0.21 0.10 0.05 SK261

316 N-26 N-22° -E 3.10 0.35 0.30 0.07 0.06 

317 N-26 N-39° -E 2.51 0.34 0.22 0.13 0.11 

318 N-25・26 N-47° -E [2.15] 0.30 0.23 0.11 0.09 

319 N-26 N-0° [1.49] 0.41 0.34 0.12 0.07 SE129・SD320

320 N-25・26 N-86° -E [1.45] 0.30 0.25 0.12 8.00 SE129・SD319

321 O・P-26 N-23° E [7.20] 0.45 0.19 0.11 0.09 SD220・328・335・361 SK268

322 O・P-26 N-27° -E [13.40] 0.40 0.19 0.10 0.07 SD212・310・328・335・338 
SK258 

323 O-26 N-11° -E (2.67) 0.26 0.21 0.07 0.05 SK310

324 O-26 N-33° -E [1.65] 0.27 0.23 0.06 0.05 SK326

325 O-26 N-54° -E N-26° -E 4.29 0.38 0.22 0.06 0.04 

326 O-25・26 N-55° -E [10.35] 0.34 0.15 0.09 0.02 SD364 SK258

327 欠番 SD361と同一

328 O・P-26 N-11° -E [6.03] 0.38 0.22 0.09 0.06 SD321・322・329・334・335・
338

329 O・P-26 N-42° -E [4.00] 0.38 0.26 0.09 0.05 SD220・328・335・361 SK271

330 O・P-26 N-10° -E [2.31] 0.28 0.21 0.08 0.07 SK305

331 P-26 N-49° -E [2.53] 0.30 0.22 0.08 0.06 SD333・362

332 P-26 N-2° -E 1.74 0.39 0.31 0.09 0.06 

333 P-26 N-40° -W N-23° -E [2.45] 0.23 0.18 0.07 0.05 SD222・331・334・362　

334 P-26 N-12° -E N-56° -E [2.30] 0.31 0.22 0.10 0.07 SD328・333

335 O-26 N-90° [5.63] 0.36 0.25 0.11 0.05 SD219・321・322・328・329・
336・361　SK305　

336 O・P-26 N-8° -W [1.53] 0.30 0.26 0.09 0.06 SD335

337 欠番 SD322と同一

338 P-26 N-65° -W [5.89] 0.34 0.20 0.08 0.07 SD212・222・322・328・362

339 P-28 N-83° -E [3.20] [0.23] - 0.05 0.04 SD230

340 O-28 N-90° [1.07] [0.35] - 0.05 - SD237・SK307

341 N-26 N-2° -W [0.68] 0.43 0.34 0.12 0.10 

342 欠番

343 欠番

344 欠番

345 欠番

346 N-24 N-82° -E [3.95] 0.35 0.20 0.07 -

347 N-24 N-2° -E [2.65] 0.29 0.21 0.09 - SJ93

349 欠番

350 欠番

351 欠番 SL8畝7に変更

352 欠番 SL8畝6に変更

353 欠番 SL8畝5に変更

354 M-21・22 N-82° -W [2.09] 0.17 0.15 0.05 0.04 

355 欠番 SL8畝4に変更

356 欠番 SL8畝3に変更

357 欠番 SL8畝2に変更

358 欠番 SL8畝1に変更

359 欠番 SD98と同一

360 欠番

361 O・P-26 N-5° -W (4.27) 0.33 0.21 0.09 0.06 SD219・220・321・329・335 
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宮東遺跡

№ グリッド 方位 方位
長さ
（ｍ）

幅（ｍ） 深さ（ｍ）
重複遺構

最大 最少 最大 最少

362 P-26 N-84° -W [2.35] 0.29 0.24 0.06 0.04 SD331・333・338

363 O-25 N-30° -E [1.02] 0.23 0.17 0.15 0.04 

364 O-25 N-56° -W N-74° -W [2.19] 0.23 0.15 0.08 0.07 SD153・326

365 O-25 N-50° -W [0.83] 0.23 0.16 0.07 0.05 SD153

366 O-25 N-30° -W [1.71] 0.27 0.21 0.08 0.02 SD153

367 O-25 N-49° -W 1.66 0.20 0.18 0.06 0.03 SB7P5

368 O-25 N-77° -E [1.11] 0.29 0.24 0.12 0.05 SD153 SB7P4

369 O-25 N-43° -W [1.07] 0.23 0.21 0.05 0.04 SD378 SK290・306

370 O-25 N-44° -W 2.46 0.25 0.21 0.06 - SK306

371 O-25 N-33° -W 1.41 0.26 0.19 0.05 0.03 SD372

372 O-24・25 N-38° -W [4.30] 0.26 0.17 0.11 0.07 SD371 SK306

373 O-25 N-48° -W [0.52] 0.19 0.16 0.06 0.02 SD152 O25GP12

374 O-25 N-5° -E N-85° -E [1.86] 0.26 0.20 0.07 0.05 SD152

375 O-25 N-7° -W [0.22] 0.16 0.13 0.05 0.08 O25GP6

376 O-24 N-14° -E [1.54] 0.21 0.20 0.05 0.03 SD152・381・388

377 N・O-25 N-8° -W [0.97] 0.24 0.21 0.06 0.05 

378 N・O-25 N-8° -W [1.57] 0.31 0.20 0.08 0.06 SD369

379 N・O-25 N-52° -W [1.53] 0.28 0.21 0.05 0.04 SD380 SK290　

380 N・O-25 N-7° -W [5.16] 0.43 0.24 0.06 0.03 SE131 SD379・382・383 SK306　

381 O-24 N-56° -W [2.75] 0.34 0.27 0.07 0.03 SD376・388・389

382 N-24・25 N-9° -E N-82° -E [6.79] 0.41 0.30 0.11 0.06 SE131 SD380・383より新

383 N-24・25 N-89° -E [1.15] [0.26] [0.15] 0.12 0.01 SD380・382より古

384 N-25 N-1° -E [3.26] 0.25 0.17 0.05 0.03 

385 欠番

386 欠番

387 欠番 SL13畝1に変更

388 O-24 N-86° -W [3.16] 0.26 0.18 0.09 0.05 SD376・381

389 O-24 N-75° -E [0.89] 0.21 0.14 0.05 - SD381

390 欠番 SL9畝5に変更

391 欠番 SL9畝4に変更

392 欠番 SL9畝3に変更

393 欠番 SL9畝2に変更

394 欠番 SL9畝1に変更

395 N-23・24 N-65° -E 4.03 0.23 0.17 0.06 0.04 SD152・397

396 N-23・24 N-65° -E 4.19 0.26 0.18 0.06 0.04 SD152

397 N-23・24 N-48° -W N-38° -W 3.21 0.36 0.15 0.05 0.02 SD395・398

398 N-24 N-65° -E [0.83] 0.17 0.15 0.04 0.01 SD397

399 N-24 N-60° -E [1.28] 0.30 0.28 0.04 0.02 

506 U-40 N-25° -W 0.88 0.23 0.17 0.05 -

507 U-40 N-85° -W 1.18 0.15 0.10 0.05 -

508 U-40 N-6° -E 2.43 0.18 0.15 0.03 -

509 欠番 U40GP22に変更

510 U-40 N-0° 1.47 0.13 0.60 0.03 -

511 U-40 N-66° -E 1.15 0.25 0.20 0.04 -

512 欠番

513 U・V-40 N-75° -E [1.85] 0.30 0.25 0.03 -

514 欠番

515 V-40 N-6° -E 0.95 0.25 - 0.05 -

516 V-40 N-5° -E N-9° -W (4.14) 0.25 0.15 0.04 -

517 V-40 N-0° 1.09 0.24 - 0.04 -

518 欠番 SD516と同一

519 欠番
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宮東遺跡

№ グリッド 方位 方位
長さ
（ｍ）

幅（ｍ） 深さ（ｍ）
重複遺構

最大 最少 最大 最少

520 V・W-40 N-8° -E 2.15 0.29 0.23 0.04 -

521 V・W-40 N-4° -W N-15° -W [6.50] 0.26 0.21 0.06 0.03

522 欠番 SD521と同一

523 V-39 N-0° N-9° -W [3.93] 0.19 0.15 0.06 -

524 欠番 SD523と同一

525 欠番

526 欠番

527 T-38・39 N-50° -W (6.76) 0.28 0.15 0.04 -

528 T・U-39 N-0° 2.73 0.21 0.19 0.04 0.03

529 U-39 N-13° -W N-6° -E [1.84] 0.25 0.23 0.02 -

530 U-39 N-0° [3.50] 0.20 0.13 0.04 0.03

531 U-39 N-40° -E N-0° [1.70] 0.23 0.21 0.03 0.02

532 U-39 N-5° -E [0.98] 0.17 0.15 0.04 -

533 U-39・40 N-79° -E [2.57] 0.35 0.20 0.12 0.09 U40GP15

534 T・U-38 U・V-39 N-14° -W [25.37] 0.37 0.18 0.09 0.05 SD535

535 U-39 N-10° -E N-7° -W [5.19] 0.36 0.29 0.08 0.05 SD534 U39GP5

536 V-39 N-30° -W [1.57] 0.31 0.29 0.03 -

537 欠番 SL16畝9に変更

538 欠番 SL16畝10に変更

539 欠番 SL16畝11に変更

540 U-38 N-63° -E [2.19] 0.30 0.21 0.04 0.02 SK439　

541 U-38 N-11° -E [7.85] 0.19 - 0.06 -

542 欠番 SL16畝8に変更

543 U-37 N-12° -W [1.08] 0.25 0.23 0.05 0.04

544 欠番 SL16畝6に変更

545 欠番 SL16畝5に変更

546 欠番 SL16畝4に変更

547 欠番 SL16畝3に変更

548 S・T・U-36 N-14° -W [11.72] 0.70 0.45 0.10 0.08 SD563・565 T36GP3

549 S・T-38 N-37° -W N-54° -W [4.27] 0.22 0.20 0.05 0.03

550 欠番 SD527と同一

551 U-37・38 N-33° -W [1.82] 0.21 0.16 0.06 0.04 SL16畝9

552 欠番 SL16畝7に変更

553 U-37 N-13° -E 0.53 0.25 0.21 0.07 0.04

554 欠番 SL16畝6と同一

555 欠番

556 R-34〜36 N-82° -E [13.62] 0.45 0.20 0.09 0.04 SD557 R35GP2 

557 R-36 N-50° -E [1.40] 0.37 0.27 0.09 0.04 SD556

558 R-36 N-9° -W [2.02] 0.45 0.27 0.08 0.05

559 欠番 SL16畝3と同一

560 S-36 N-90° -E [1.14] 0.21 0.17 0.05 0.03

561 欠番 SL16畝2に変更

562 S-36 N-3° -E [3.72] 0.25 0.16 0.06 0.05 SD563

563 S-36 N-12° -W [7.44] 0.29 0.19 0.06 0.04 SD548・562

564 欠番 SD565と同一

565 S・T-36 N-2° -E N-20° -W [9.16] 0.24 0.16 0.10 0.04 SD548 SK436 

566 欠番 SL16畝1に変更

567 R-34・35 N-54° -E [5.75] 0.27 0.18 0.04 0.02 R35GP1

568 S・T-35 N-7° -W [11.87] 0.47 0.23 0.15 0.04 SD569

569 S-35 N-90° [2.59] 0.23 0.14 0.04 0.02 SD568・571

570 欠番 SD571と同一

571 S・T-35 N-6° -W [9.04] 0.27 0.17 0.09 0.03 SD569 T35GP3
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宮東遺跡

№ グリッド 方位 方位
長さ
（ｍ）

幅（ｍ） 深さ（ｍ）
重複遺構

最大 最少 最大 最少

572 T-35 N-51° -E [0.93] 0.20 0.18 0.03 0.02 SD573

573 S・T-35 N-6° -W [4.31] 0.21 0.17 0.06 0.04 SD572 S35GP4

574 S・T-34 T-35 N-27° -W N-40° -W (8.52) 0.28 0.17 0.06 0.03 SD575・577・579

575 S-34 N-40° -E 2.27 0.31 0.20 0.11 0.04 SD574 SK445

576 欠番 SD574と同一

577 S-34 N-43° -E 1.32 0.37 0.28 0.05 0.04 SD574

578 S-34 N-90° [1.02] 0.25 0.16 0.05 0.04

579 S・T-34 N-11° -W [6.48] 0.41 0.36 0.15 0.09 SD574 SK444

580 欠番 SD574と同一

581 S-34 N-22° -W [2.34] 0.21 0.16 0.06 0.05
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古墳時代の遺構と推察される。

第313号溝跡（第186図）

　Ⅳ区の西側、Ｎ・Ｏ－26グリッドに位置する。

西端部は古代の溝跡によって壊される。

　断面は椀形で、規模は長さ8.07m、幅0.21〜

0.38m、深さ0.05〜0.11mを測り、走行方向はＮ

－55°－Ｅを指す。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため時期は不明だが、検出面等から

古墳時代の遺構と推察される。

第326号溝跡（第186図）

　Ⅳ区の中央部、Ｏ－25・26グリッドに位置し、

第364号溝跡、第258号土壙と重複する。

　断面は椀形で、規模は長さ10.35m、幅0.15〜

0.34m、深さ0.02〜0.09mを測り、走行方向はＮ

－55°－Ｅを指す。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため時期は不明だが、検出面等から

古墳時代の遺構と推察される。

第396号溝跡（第187図）

　Ⅳ区の西側、Ｎ－23・24グリッドに位置し、第

152号溝跡と重複する。

　断面は皿形で、規模は長さ4.19m、幅0.18〜

0.26m、深さ0.04〜0.06mを測り、走行方向は南

側がＮ－65°－Ｅを指す。

　遺物は土師器の坏・甑が出土した。（第193図35、

36）。35は坏である。坏蓋模倣坏で、内外面に赤

彩が施される。36は甑で、単孔式で大型の甑にな

ると推察される。

　遺物が少ないため時期は不明だが、土師器坏の

形状や、検出面等から古墳時代の遺構と推察され

る。

第568号溝跡（第191図）

　Ⅳ区の西寄り、Ｓ・Ｔ－35グリッドに位置し、

第569号溝跡と重複する。

　断面は椀形で、規模は長さ11.87m、幅0.23〜

0.47m、深さ0.04〜0.15mを測り、走行方向はＮ

－７°－Ｗを指す。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため時期は不明だが、検出面等から

古墳時代の遺構と推察される。

宮東遺跡
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（４）畠跡

　古墳時代の畠跡はⅢ区の西端と、Ⅳ区東端〜Ⅵ

区にかけて９箇所で検出された。基本的には集落

の東側に分布し、Ⅲ区から検出されたものは集落

域の中に位置するが、住居跡が無い箇所が耕作さ

れている。

　走行方向に統一性は認められないが、大きく分

けて南東－北西方向（第８・12・14・15号畠跡）

と、南西－北東方向（第９・10・11・13・16号畠

跡）の２方向に分類することができる。

　第10〜13号畠跡は近接した範囲でさまざまな

走行方向の畠跡が検出されている。集落と近接し

た場所に位置することから、集落の変遷に伴って、

走行方向を変えながら何度も耕作が行われたと考

えられる。

第８号畠跡（第195図）

　Ⅲ区南西部、Ｍ－21・22グリッドに位置する。

南東－北西方向に走行する畝間溝が７条検出され、

範囲は東西12.70m、南北8.80mを測り、走行方向

はＮ－12°－Ｗを指す。畝間溝は幅0.27〜0.41m、

宮東遺跡

第59表　溝跡出土遺物観察表（第192・193図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (13.2) [5.2] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 橙 SD40　外面全体煤付着

2 土師器 坏 (12.7) [5.2] － ＥＩＫ 30 普通 明赤褐 SD40

3 土師器 坏 (11.6) 5.1 － ＣＥＨＩＫ 50 普通 橙 SD40　№3 93-4

4 土師器 高坏 － [6.2] － ＨＩＫ 25 普通 にぶい赤褐 SD40　外面刃物痕有り

5 土師器 壺 (15.8) [4.4] － ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい橙 SD40

6 土師器 甕 (15.6) [12.0] － ＥＩＫ 35 普通 にぶい赤褐 SD40　I13№2　外面全体煤付着 93-5

7 土師器 甕 － [4.4] (6.0) ＥＩＫ 30 普通 にぶい赤褐 SD40　内外面摩耗

8 土師器 甕 18.1 [7.2] － ＥＨＩＫ 50 普通 橙 SD40　№1　一部剥離が激しい 93-6

9 土師器 高坏 (21.6) [4.5] － ＥＨＩＫ 10 普通 橙 SD41

10 土師器 甕 (15.2) [3.8] － ＥＨＩＫ 15 普通 灰褐 SD41　外面煤付着

11 土師器 坩形土器 － [2.0] (4.6) ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 SD41　外面黒斑有り

12 土師器 甑か － [1.7] (4.8) ＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 SD41　単孔（小孔）　外面黒斑有り

13 土師器 高坏 － [7.5] － ＢＣＥＨＩＫ 90 普通 にぶい橙 SD13　№8　外面摩耗が激しい

14 土師器 坩形土器 － [4.1] (4.2) ＥＩＫ 30 普通 灰白 SD13　№18　内外面摩耗

15 土師器 壺 (17.2) [3.5] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 SD13　№1

16 土師器 甕 － [4.8] 8.2 ＣＥＨＩＫ 70 普通 橙 SD13　№11・13

17 土師器 甕 19.2 28.0 8.8 ＥＩＫ 65 普通 にぶい赤褐 SD13　№2〜7・9・10・17・19 93-7

18 土師器 甕 17.1 16.1 3.5 ＣＥＩＫ 75 普通 にぶい赤褐 SD13　№7　内面胴部上半煤付着 93-8

19 土師器 甕 (17.0) [3.6] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 褐灰 SD13　№15

20 土師器 甕 (20.5) [4.9] － ＥＩＫ 15 普通 明赤褐 SD13　№19　内面黒斑有り

21 土師器 高坏 (18.8) [5.5] － ＥＨＩＫ 20 普通 橙 SD29

22 土師器 高坏 － [8.3] － ＥＩＫ 90 普通 にぶい褐 SD29　№2　脚部穿孔（単孔）

23 土師器 高坏 － [3.0] (12.6) ＥＩＫ 10 普通 にぶい赤褐 SD29　外面赤彩

24 土師器 鉢か (18.4) [4.5] － ＢＥＨＩＫ 10 普通 橙 SD31

25 土師器 坏 (12.4) [2.5] － ＣＨＩＫ 15 普通 橙 SD85

26 ロクロ土師器 坏 － [2.5] － ＨＩＫ 5 普通 灰白 SD86　内黒

27 土師器 坏 (14.0) [2.5] － ＢＣＥＨＩＫ 10 普通 橙 SD87　歪み有り

28 土師器 皿 (18.5) [2.6] － ＢＣＨＩＫ 5 普通 橙 SD87　

29 土師器 坏 (14.0) [2.2] － ＣＥＨＫ 10 普通 橙 SD93

30 土師器 坏 （13.0） [3.0] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙 SD153

31 土師器 坩形土器 （9.8） [2.0] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 明赤褐 SD156　内外面赤彩

32 土師器 坏 14.9 3.5 － ＣＥＩＫ 65 普通 にぶい橙 SD159　 93-9

33 土師器 高坏 － [1.7] (13.2) ＣＥＨＩＫ 10 普通 橙 SD159

34 土師器 壺 (9.7) [4.9] － ＣＨＩＫ 15 普通 浅黄橙 SD240

35 土師器 坏 (12.5) [3.9] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 にぶい黄橙 SD325　内外面赤彩

36 土師器 甑 － [3.4] (6.2) ＥＩＫ 20 普通 明赤褐 SD325　単孔（小口）内外面黒斑有り
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宮東遺跡



第195図　畠跡（１）

− 219−

宮東遺跡
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宮東遺跡
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深さ0.03〜0.06mで、遺物は出土しなかった。

　検出面から古墳時代の遺構と考えられる。

第９号畠跡（第195図）

　Ⅲ区北西部、Ｌ・Ｍ－22グリッドに位置する。

南西－北東方向に走行する畝間溝が５条検出され、

範囲は東西8.90m、南北6.20mを測り、走行方向

はＮ－62°－Ｅを指す。畝間溝は幅0.29〜0.45m、

深さ0.05〜0.18mで、遺物は出土しなかった。

　検出面から古墳時代の遺構と考えられる。

第10号畠跡（第196図）

　Ⅳ区南東部、Ｐ－27・28グリッドに位置する。

南西－北東方向に走行する畝間溝が７条検出され、

範囲は東西6.00m、南北7.75mを測り、走行方向

はＮ－30°－Ｅを指す。畝間溝は幅0.28〜0.43m、

深さ0.04〜0.09mで、遺物は出土しなかった。

　検出面から古墳時代の遺構と考えられる。

第11号畠跡（第196図）

　Ⅳ区南東部、Ｐ－27グリッドに位置する。南西

－北東方向に走行する畝間溝が５条検出され、範

囲は東西6.30m、南北7.00mを測り、走行方向はＮ

－54°－Ｅを指す。畝間溝は幅0.27〜0.45m、深

さ0.03〜0.08mで、遺物は出土しなかった。

　検出面から古墳時代の遺構と考えられる。

宮東遺跡
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第12号畠跡（第196図）

　Ⅳ区東部、Ｏ－27、Ｐ－27・28、Ｑ－28グリッ

ドに位置する。南東－北西方向に走行する畝間溝

14条検出され、範囲は東14.10m、南北9.20mを測

り、走行方向はＮ－45°－Ｗを指す。畝間溝は幅

0.24〜0.37m、深さ0.04〜0.08mで、遺物は出土

しなかった。

　検出面から古墳時代の遺構と考えられる。

第13号畠跡（第196図）

　Ⅳ区北東部、南西－北東方向に走行する畝間溝

が６条検出され、範囲は東西4.65m、南北6.65mを

測り、走行方向はＮ－25°－Ｅを指す。畝間溝は

幅0.25〜0.31m、深さ0.04〜0.19mで、遺物は出

土しなかった。

宮東遺跡
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宮東遺跡
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　検出面から古墳時代の遺構と考えられる。

第14号畠跡（第197図）

　Ⅴ区西部、Ｐ－29・30、Ｑ－29グリッドに位

置する。南東－北西方向に走行する畝間溝が17条

検出され、範囲は東西9.00m、南北15.00mを測り、

走行方向はＮ－46°－Ｗを指す。畝間溝は幅0.19

〜0.40m、深さ0.05〜0.09mで、遺物は出土しな

かった。

　検出面から古墳時代の遺構と考えられる。

第15号畠跡（第198図）

　Ⅴ区東部、Ｐ－30・31、Ｑ－30〜32、Ｒ－31

グリッドに位置する。南東－北西方向に走行する

畝間溝が17条検出され、範囲は東西14.00m、南

北11.80mを測り、走行方向はＮ－23°－Ｗを指

す。畝間溝は幅0.14〜0.30m、深さ0.05〜0.11mで、

遺物は出土しなかった。

　検出面から古墳時代の遺構と考えられる。

第16号畠跡（第199図）

　Ⅵ区中央部、Ｓ－36・37、Ｔ－36〜38、Ｕ－

36〜38グリッドに位置する。南西－北東方向に走

行する畝間溝が11条検出され、範囲は東西25.90m、

南北26.50mを測り、走行方向はＮ－４°－Ｅを指

す。畝間溝は幅0.26〜0.60m、深さ0.06〜0.19mで、

遺物は出土しなかった。

　幅が広く、通常の溝跡である可能性もあるが、

同一方向に走行するものが並行して検出されたた

め、畠跡と判断した。

　検出面から古墳時代の遺構と考えられる。

宮東遺跡

第60表　畠跡一覧表（第195〜199図）

番号 畝№ 長さ 幅 深さ 番号 畝№ 長さ 幅 深さ 番号 畝№ 長さ 幅 深さ

8 1 [5.75] 0.41 0.06 12 7 5.63 0.36 0.07 14 17 [1.12] 0.19 0.07 

2 [4.14] 0.27 0.05 8 3.91 0.29 0.07 15 1 [0.33] 0.16 0.09 

3 [4.43] 0.27 0.06 9 [1.60] 0.24 0.08 2 [1.99] 0.31 0.06 

4 [1.57] 0.31 0.05 10 [1.85] 0.32 0.05 3 [1.28] 0.21 0.05 

5 [3.13] 0.30 0.03 11 [2.06] 0.36 0.04 4 [2.75] 0.30 0.08 

6 1.80 0.30 0.04 12 [0.52] 0.27 0.06 5 1.69 0.17 0.06 

7 [5.25] 0.37 0.05 13 [0.70] 0.33 0.07 6 [9.33] 0.33 0.08 

9 1 [5.58] 0.45 0.12 14 [4.50] 0.35 0.07 7 [3.92] 0.25 0.05 

2 [6.25] 0.35 0.18 13 1 2.48 0.31 0.04 8 [2.70] 0.28 0.08 

3 [4.98] 0.35 0.05 2 [6.10] 0.30 0.18 9 [2.09] 0.21 0.06 

4 2.60 0.29 0.08 3 [0.70] 0.25 0.19 10 [10.90] 0.26 0.08 

5 [3.75] 0.29 0.09 4 [1.44] 0.28 0.04 11 [1.55] 0.23 0.08 

10 1 5.00 0.43 0.08 5 [3.61] 0.30 0.08 12 [3.04] 0.25 0.10 

2 1.65 0.28 0.04 6 1.27 0.31 0.09 13 [12.70] 0.24 0.10 

3 [4.30] 0.40 0.07 14 1 [2.15] 0.21 0.08 14 [2.94] 0.25 0.08 

4 2.92 0.33 0.09 2 [1.59] 0.23 0.09 15 [2.40] 0.37 0.08 

5 5.08 0.33 0.09 3 1.55 0.20 0.07 16 [1.42] 0.27 0.11 

6 [4.29] 0.29 0.06 4 [4.30] 0.25 0.05 17 [0.40] [0.14] 0.06 

7 [3.57] 0.25 0.07 5 [1.02] 0.30 0.05 16 1 [11.67] 0.60 0.16 

11 1 [7.73] 0.35 0.07 6 2.56 0.26 0.05 2 [13.17] 0.49 0.19 

2 4.40 0.42 0.07 7 6.38 0.35 0.05 3 [15.80] 0.43 0.17 

3 [8.05] 0.45 0.07 8 [2.25] 0.32 0.05 4 [4.18] 0.35 0.08 

4 [0.67] 0.35 0.08 9 [6.18] 0.35 0.05 5 [12.32] 0.48 0.18 

5 [1.25] 0.27 0.03 10 2.85 0.37 0.06 6 [7.78] 0.36 0.09 

12 1 1.33 0.27 0.04 11 [0.60] 0.37 0.08 7 1.04 0.25 0.06 

2 2.21 0.28 0.06 12 6.90 0.40 0.06 8 [7.41] 0.47 0.08 

3 [1.86] 0.31 0.07 13 [2.45] 0.28 0.06 9 [7.84] 0.48 0.11 

4 [1.75] 0.33 0.07 14 [8.75] 0.35 0.05 10 [10.78] 0.32 0.07 

5 [3.08] 0.37 0.07 15 [0.67] 0.30 0.06 11 [12.20] 0.26 0.07 

6 [6.74] 0.32 0.07 16 [4.25] 0.30 0.07 
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（５）土壙

　土壙は西側調査区を除く、調査区全域で検出さ

れた。特に、Ⅲ区東側からⅤ区にかけて、多く分

布する傾向にある。

　土壙の平面形態は円形や楕円形、隅丸方形等で

あり、規模も大小さまざまである。遺物は全体的に

少ないが、一部大型の土壙等から比較的まとまっ

た量の土器が出土する例もあった。

　各土壙の詳細は一覧表に記した。ここでは遺物

が出土した土壙を中心に、概観していく。

第56号土壙（第200図）

　東側調査区中央やや東寄り、Ｉ－16グリッドに

位置する。平面形態は不整形で、規模は長径1.20m、

短径0.92m、深さ0.16mを測り、長軸方向はＮ－

44°－Ｗを指す。

　遺物は土師器坏が１点出土した（第207図１）。

１は坏で、内外面に赤彩が施される。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、検出

面等から古墳時代の遺構と考えられる。

第92号土壙（第200図）

　東側調査区南部、Ｊ－15グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.75m、短径

0.43m、深さ0.24mを測り、長軸方向はＮ－83°－

Ｅを指す。

　遺物は土師器高坏が１点出土した（第207図２）。

２は高坏の脚部で、外面にミガキが施される。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、検出

面等から古墳時代の遺構と考えられる。

第98号土壙（第200図）

　東側調査区南西部、Ｊ－14グリッドに位置す

る。平面形態は不整形で、規模は長径1.46m、短

径0.40m、深さ0.07mを測り、長軸方向はＮ－60°

－Ｅを指す。

　遺物は土壙全体から検出され、土師器高坏・壺

が出土した（第207図３〜８）。３〜７は高坏であ

る。３、４はいずれも立ち上がり部に段を持つも

ので、３は内面、４は内外面にミガキが施される。

５は脚部で、直線的に広がる。８は複合口縁の壺

の口縁部である。

　遺物の時期は、土師器高坏の形状から５世紀代

後半と考えられる。

第100号土壙（第200図）

　中央調査区東端部、Ｈ－12グリッドに位置す

る。平面形態は楕円形で、規模は長径1.59m、短

径1.40m、深さ0.26mを測り、長軸方向はＮ－47°

－Ｅを指す。

　遺物は土師器高坏が出土した（第207図９）。９

は高坏の坏部で、立ち上がり部に段を持つ。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、検出

面等から古墳時代の遺構と考えられる。

第124号土壙（第200図）

　中央調査区中央部、Ｇ－９グリッドに位置する。

平面形態は不整形で、規模は長径1.80m、短径

1.06m、深さ0.13mを測り、長軸方向はＮ－80°－

Ｅを指す。

　遺物は土師器高坏・坩形土器が出土した（第

207図10、11）。10は高坏で、内外面にミガキが施

される。11は坩形土器で、口縁部内面に縦方向の

ミガキが施される。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、高坏

や坩形土器が出土している点から古墳時代の遺構

と考えられる。

第176号土壙（第200図）

　中央調査区中央部、Ｈ－10グリッドに位置し、

北西部は中近世の井戸跡によって壊される。平

面形態は不整楕円形で、規模は長径2.24m、短径

1.47m、深さ0.17mを測り、長軸方向はＮ－０°を

指す。

　遺物は土師器坏が出土した（第207図12、13）。

12、13は坏で、どちらも破片だが、器形から７世

紀〜８世紀初頭のものと推察される。13は皿にな

る可能性もある。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、検出

面等から古墳時代の遺構と考えられる。

宮東遺跡
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宮東遺跡
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宮東遺跡
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宮東遺跡
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宮東遺跡
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宮東遺跡



第205図　土壙（６）

− 231−

宮東遺跡
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宮東遺跡
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第179号土壙（第201図）

　中央調査区東寄り、Ｈ－10・11グリッドに位

置する。平面形態は不整形で、規模は長径0.62m、

短径0.50m、深さ0.29mを測り、長軸方向はＮ－

21°－Ｗを指す。覆土は単層で、炭化物がやや多 

く含まれていた。

　遺物は土師器壺が出土した（第207図14）。14は

複合口縁の壺である。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、出土

遺物から古墳時代の遺構と考えられる。

宮東遺跡

第61表　土壙一覧表

遺構名 グリッド 平面形 長軸方向
長径
（ｍ）

短径
（ｍ）

深さ
（ｍ）

遺構名 グリッド 平面形 長軸方向
長径
（ｍ）

短径
（ｍ）

深さ
（ｍ）

54 I-15 長方形 N-5° -E 1.18 0.85 0.21 313 欠番

56 I-16 不整形 N-44° -W 1.20 0.92 0.16 314 M-22 楕円形 N-40° -E 0.50 0.40 0.24 

60 I-15 円形 - 0.65 0.60 0.29 315 欠番

91 I-16 不整形 N-20° -W [1.33] [0.72] 0.32 319 M-23 楕円形 N-10° -W 1.23 1.00 0.34 

92 J-15 楕円形 N-83° -E 0.75 0.43 0.24 320 N-25 楕円形 N-30° -W 1.10 0.90 0.27 

96 I-14 長方形 N-24° -W 1.58 0.79 0.28 321 N-25 不整形 N-35° -E 0.94 0.64 0.10 

98 I-14 不整形 N-60° -E 1.46 0.40 0.07 322 O-25 楕円形 N-4° -E 0.93 0.69 0.12 

100 H-12 楕円形 N-47° -E 1.59 1.40 0.26 323 O-25 不整形 N-11° -E 0.75 0.68 0.07 

124 G-9 不整形 N-80° -W [1.80] [1.06] 0.13 324 M-24 円形 - 1.05 1.00 0.16 

128 F-8 不整形 N-77° -E 1.78 1.50 0.21 325 M-24 楕円形 N-0° 0.73 0.63 0.08 

152 H-12 不整形 N-46° -E 1.02 0.71 0.10 326 O-26 不整形 N-9° -W 1.30 0.85 0.10 

158 I-15 円形 - 1.37 1.22 0.50 327 O-25・26 不整形 N-65° -W 1.65 1.21 0.25 

176 H-10 不整楕円形 N-0° [2.24] 1.47 0.17 328 O-25 不整形 N-34° -W 0.83 0.49 0.08 

179 H-10・11 不整形 N-21° -W 0.62 [0.50] 0.29 329 O-25 不整形 N-90° [0.73] [0.45] 0.07 

181 欠番 332 M-23 不整形 N-10° -E 1.22 0.83 0.13 

186 I-12 円形 - 1.70 1.70 0.14 333 欠番

190 G-11 不整形 N-60° -W 0.87 0.52 0.32 334 M-23 不整形 N-48° -W 1.38 1.15 0.15 

191 G-11 楕円形 N-25° -E [1.00] [0.67] 0.17 338 M-23 円形 - 0.56 0.52 0.29 

218 L-20 円形 - 0.84 0.75 0.11 339 M-23 楕円形 N-25° -W 0.60 0.47 0.08 

220 M-20 楕円形 N-17° -W 0.90 0.73 0.20 341 N-23 円形 - 0.57 0.55 0.09 

221 L-20 不整形 N-61° -W 1.56 1.29 0.30 342 N-23 楕円形 N-56° -E 0.70 0.60 0.17 

222 L-20 不整形 N-85° -W [1.39] 1.15 0.22 344 N-22 円形 - 0.54 0.50 0.23 

223 L-18 円形 - 0.66 0.62 0.10 346 N-23 不整形 N-20° -E [2.15] 2.05 0.33 

225 Q-31 不整形 N-63° -E [1.05] 0.70 0.20 347 M・N-23 不整形 N-65° -W 2.96 1.84 0.20 

242 O-29 不整形 N-16° -W [2.05] [1.35] 0.35 349 M-21 不整形 N-72° -E 0.59 0.49 0.09 

243 O・P-29 長方形 N-48° -W [2.15] [0.95] 0.13 350 L-21 楕円形 N-0° 0.58 0.38 0.07 

244 P-29 不整形 N-90° 1.75 1.13 0.11 351 M-22 楕円形 N-0° 0.87 0.48 0.12 

245 P-29 隅丸長方形 N-81° -W 2.20 1.08 0.13 352 N-22 不整形 N-15° -E 1.09 0.90 0.23 

246 P-29 不整形 N-86° -W [2.00] [1.50] 0.25 353 M-21 不整形 N-39° -E 1.28 1.05 0.28 

249 P・Q-29 長方形 N-90° 1.20 0.68 0.10 354 M・N-24 不整形 N-4° -E 2.35 [1.06] 0.17 

250 Q-29 不整形 N-83° -E [0.69] [0.37] 0.11 422 M-21 楕円形 N-60° -W 0.79 0.50 0.12 

253 O-25 不整形 N-0° 1.32 1.19 0.20 423 L-21 楕円形 N-10° -E 1.30 1.07 0.10 

276 M・N-22 不整形 N-86° -E 1.42 1.03 0.30 436 T-36 楕円形 N-36° -W 1.33 0.90 0.09 

289 N-25 楕円形 N-14° -W 1.40 0.90 0.13 437 U-38 不整形 N-0° 0.67 0.55 0.15 

299 M-23 不整形 N-60° -W 1.46 1.24 0.17 438 U-38 不整形 N-5° -W 0.58 0.35 0.12 

302 P-28 楕円形 N-90° 1.22 0.94 0.15 439 U-38 不整形 N-10° -E 0.57 0.40 0.10 

303 P-28 楕円形 N-40° -E 0.83 0.71 0.09 440 S-35 不整形 N-0° 0.45 0.36 0.36 

304 O-27 楕円形 N-16° -E 2.92 2.48 0.08 441 T-36 不整形 N-54° -W 1.70 0.82 0.08 

305 O-26 楕円形 N-90° 2.66 1.57 0.13 442 S-34 楕円形 N-90° 1.17 0.95 0.43 

306 O-25 不整形 N-67° -E 2.93 [2.46] 0.09 443 S-34・35 不整形 N-40° -W 0.84 0.46 0.04 

308 O-26 不整形 N-60° -E 1.55 1.24 0.23 444 T-34 不整形 N-65° -W [0.90] [0.52] 0.04 

310 O-26 不整形 N-77° -W 1.74 1.41 0.16 445 S-34 不整形 N-39° -W 1.38 1.25 0.08 

311 M-22 楕円形 N-2° -W 0.92 0.60 0.13 446 S・T-34 隅丸長方形 N-20° -E [0.68] 0.46 0.05 

312 M-22 隅丸長方形 N-74° -E [1.79] [0.35] 0.29 
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第186号土壙（第201図）

　中央調査区東部、Ｉ－12グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は直径1.70m、深さ0.14m

を測る。

　遺物は土師器高坏が出土した（第207図15）。15

は高坏の脚部である。小型のもので、上半は中実

になる。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、出土

遺物から古墳時代の遺構と考えられる。

第218号土壙（第201図）

　Ⅲ区東端部、Ｌ－20グリッドに位置する。平面

形態は円形で、規模は長径0.84m、短径0.75m、深

さ0.11mを測る。

　遺物は土師器甕が出土した（第207図16）。16は

甕で、球胴形の甕になると推察される。５〜６世

紀代のものか。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、出土

遺物から古墳時代の遺構と考えられる。

第221号土壙（第201図）

　Ⅲ区東端部、Ｌ－20グリッドに位置する。平面

形態は不整形で、土壙内にピット状の掘り込みが

２箇所検出された。規模は長径1.56m、短径1.29m、

深さ0.30mを測り、長軸方向はＮ－61°－Ｗを指

す。覆土上層には焼土粒子や炭化物が含まれてい

た。

　遺物は土師器坩形土器が出土した（第207図17）。

17は坩形土器である。口縁部下半に丸みを持ち、

口唇部は僅かに外反する。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、出土

遺物から古墳時代の遺構と考えられる。

第222号土壙（第207図）

　Ⅲ区東端部、Ｌ－20グリッドに位置する。平面

形態は不整形で、規模は長径1.39m、短径1.15m、

深さ0.22mを測り、長軸方向はＮ－85°－Ｗを指

す。覆土にはシルトブロックが多く含まれる。

　遺物は土師器甕・高坏が出土した（第207図18、

19）。18は甕で、球胴形になり、胴部外面には部

分的にミガキが施される。土壙北寄りから倒れた

状態で検出された。19は高坏である。５世紀中葉

のものか。

　遺物の時期は、土師器甕の形状から５世紀中葉

と推察される。

第223号土壙（第201図）

　Ⅱ区東寄り、Ｌ－18グリッドに位置する。平面

形態は円形で、規模は直径0.66m、深さ0.10mを測

る。

　遺物は土師器甕が出土した（第207図20）。20は

甕である。ほぼ完形で、胴部はやや長くなり、外

面および口縁部内面に刷毛目調整が施される。土

壙中央部から出土し、横位で潰れた状態で検出さ

れた。

　遺物の時期は、土師器甕の形状から５世紀後半

のものと推察される。

第242号土壙（第202図）

　Ⅴ区北西端、Ｏ－29グリッドに位置する。第

237号土壙と重複し、遺構の北側は調査区域外へ

延びる。平面形態は不整形で、規模は長径2.05m、

短径1.35m、深さ0.35mを測り、長軸方向はＮ－

16°－Ｗ。覆土中層からはレンズ状に堆積する炭

化物層が検出された。

　遺物は須恵器瓶類、甕が出土した（第207図21

〜23）。21は瓶類である。22は甕で、大型になる

と推察される。23は甕で、内面下半に手持ちヘラ

ケズリ調整が施される。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、検出

面から古墳時代の遺構と考えられる。

第244号土壙（第202図）

　Ⅴ区北西部、Ｐ－29グリッドに位置する。平面

形態は不整形で、規模は長径1.75m、短径1.13m、

深さ0.11mを測り、長軸方向はＮ－90°を指す。

　遺物は土師器坏が出土した（第207図24）。24は

坏である。７世紀代のものか。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、検出

面から古墳時代の遺構と考えられる。

宮東遺跡



第207図　土壙出土遺物（１）
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第208図　土壙出土遺物（２）
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第209図　土壙出土遺物（３）
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第245号土壙（第202図）

　Ⅴ区北西部、Ｐ－29グリッドに位置する。平

面形態は隅丸長方形で、規模は長径2.20m、短径

1.08m、深さ0.13mを測り、長軸方向はＮ－81°－

Ｗを指す。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため詳細な時期は不明だが、検出面

から古墳時代の遺構と考えられる。

第276号土壙（第202図）

　Ⅲ区西寄り、Ｍ・Ｎ－22グリッドに位置する。

平面形態は不整形で、規模は長径1.42m、短径

1.03m、深さ0.30mを測り、長軸方向はＮ－86°－

Ｅを指す。

　遺物は土製品の土玉が４点まとまって出土した

（第209図60〜63）。60〜63は土玉である。62のみ

指頭痕と思われる痕跡が認められた。

　遺物が土玉のみであるため詳細な時期は不明だ

が、土玉の形状や検出面から古墳時代の遺構と考

えられる。

第305号土壙（第203図）

　Ⅳ区西部、Ｏ－26グリッドに位置する。平面形

態は楕円形で、規模は長径2.66m、短径1.57m、深

さ0.13mを測り、長軸方向はＮ－90°を指す。

　遺物は小破片のみで、図示可能なものは無かっ

た。

　遺物が少ないため詳細な時期は不明だが、検出

面から古墳時代の遺構と考えられる。

第319号土壙（第203図）

　Ⅲ区中央部、Ｍ－23グリッドに位置する。平面

形態は楕円形で、規模は長径1.23m、短径1.00m、

深さ0.34mを測り、長軸方向はＮ－10°－Ｗを指

し、断面は箱形になる。

宮東遺跡
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第62表　土壙出土遺物観察表（第207〜209図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坏 (12.6) [3.3] － ＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 SK56　内外面赤彩

2 土師器 高坏 － [3.6] － ＥＩＫ 60 普通 明赤褐 SK92　内面煤付着

3 土師器 高坏 － [5.5] － ＣＥＨＩＫ 40 普通 橙 SK98　№14・15

4 土師器 高坏 － [5.9] － ＥＨＩＫ 65 普通 橙 SK98　№1　外面黒斑有り

5 土師器 高坏 － [5.4] － ＣＥＨＩＫ 70 普通 にぶい橙 SK98　№4

6 土師器 高坏 － [1.4] (14.0) ＥＨＩＫ 25 普通 浅黄橙 SK98　外面黒斑有り

7 土師器 高坏 (18.8) [5.2] － ＥＨＩＫ 25 良好 にぶい褐 SK98　№5

8 土師器 坩形土器 (16.0) [4.9] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 橙 SK98　№11

9 土師器 高坏 － [5.0] － ＥＨＩＫ 30 普通 明赤褐 SK100　№1・2　外面黒斑有り

10 土師器 高坏 (20.8) [4.9] － ＣＥＩＫ 30 普通 明赤褐 SK124　№4

11 土師器 壺 (15.8) [6.5] － ＣＨＩＫ 15 普通 明赤褐 SK124　№2

12 土師器 坏 (12.2) [2.4] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 SK14

13 土師器 坏 (15.0) [2.3] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 SK14

14 土師器 壺 (19.2) [2.5] － ＣＥＩＫ 10 普通 にぶい赤褐 SK17

15 土師器 高坏 － [5.9] (10.9) ＥＨＩＫ 50 普通 明赤褐 SK24

16 土師器 甕 (18.4) [3.3] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 褐灰 SK27　外面煤付着

17 土師器 坩形土器 (11.1) [4.2] － ＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 SK30　内面煤付着

18 土師器 甕 18.5 [26.5] － ＥＩＫ 75 普通 にぶい褐 SK31　№1　外面煤付着 94-1

19 土師器 高坏 (19.8) [4.1] － ＣＥＩＫ 10 普通 明赤褐 SK31　№1　外面煤付着

20 土師器 甕 16.1 28.3 5.5 ＣＥＨＩＫ 90 普通 橙 SK32　№1　外面煤付着 94-2

21 須恵器 長頸瓶 － [6.9] － ＩＫ 20 良好 灰白 SK51　№3　東海産　内外面降灰

22 須恵器 甕 (29.6) [2.2] － ＩＫ 5 良好 灰 SK51　№1　胎土は緻密で東海産に似
るが針状物質らしきものを含む

23 須恵器 甕 － [14.4] － ＩＫ 5 良好 灰 SK51　№2・4

24 土師器 坏 (11.4) [3.1] － ＣＥＩＫ 10 普通 橙 SK53　内外面共に摩耗が激しく調整は
不明瞭

25 土師器 坏 13.0 4.9 4.9 ＥＩＫ 100 普通 赤褐 SK127　№1　内外面赤彩 94-3

26 土師器 坏 (12.4) [4.8] － ＣＨＩＫ 45 普通 にぶい黄橙 SK134　№11　内外面赤彩 94-4

27 土師器 坏 (13.0) 5.1 － ＣＥＨＩＫ 30 普通 明赤褐 SK134　№10　内外面赤彩 94-5

28 土師器 坏 (11.5) 4.6 (5.0) ＥＩＫ 35 普通 明赤褐 SK134　№1　内外面赤彩

29 土師器 坏 (14.0) [4.1] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 灰褐 SK134　№5　内外面赤彩　内面全体被
熱

30 土師器 甕 － [2.7] 7.6 ＢＣＥＩＫ 45 普通 にぶい橙 SK134　№9　内外面共に摩耗が激しい

31 須恵器 蓋 (18.4) [1.9] － ＥＩＪＫ 15 良好 黄灰 SK153　古代

32 土師器 坏 (13.7) [3.2] － ＣＥＩＫ 25 普通 にぶい橙 SK153　古代

33 土師器 坏 (14.2) [3.3] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい黄橙 SK153　古代

34 須恵器 蓋 12.5 3.8 － ＥＩＫ 80 普通 灰 SK154 94-6

35 須恵器 壺 (16.0) [4.5] － ＤＩ 35 良好 褐灰 SK154　№12　内外面自然釉 94-7

36 土師器 坏 13.0 5.2 － ＥＨＩＫ 55 普通 にぶい赤褐 SK154　№21 94-8

37 土師器 坏 (14.9) [3.7] － ＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 SK154　№32

38 土師器 坏 (14.0) [3.7] － ＢＣＥＨＩＫ 10 普通 にぶい橙 SK154

39 土師器 坏 (12.8) [3.1] － ＣＥＩＫ 15 普通 にぶい橙 SK154

40 土師器 坏 (12.8) [4.6] － ＣＥＩＫ 30 普通 橙 SK154　№5　外面刃物痕有り　内外面
共に摩耗が激しく調整は不明瞭

94-9

41 土師器 坏 (12.8) [4.5] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 橙 SK154

42 土師器 坏 (14.4) [3.3] － ＣＨＩＫ 10 普通 橙 SK154

43 土師器 坏 (11.0) [4.2] － ＥＨＩＫ 25 普通 にぶい赤褐 SK154　内外面被熱

44 土師器 坏 (14.4) [4.2] － ＨＩＫ 5 普通 橙 SK154

45 土師器 坏 (11.0) 6.1 5.4 ＣＥＩＫ 50 普通 にぶい褐 SK154　№3　内外面赤彩

46 土師器 坏 (12.0) [3.6] － ＥＩＫ 10 普通 明褐灰 SK154　内外面赤彩



− 239−

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため詳細な時期は不明だが、検出面

から古墳時代の遺構と考えられる。

第320号土壙（第203図）

　Ⅲ区北東部、Ｎ－25グリッドに位置する。平面

形態は楕円形で、規模は長径1.10m、短径0.90m、

深さ0.27mを測り、長軸方向はＮ－30°－Ｗを指

す。覆土中には焼土ブロックが含まれていた。

　遺物は土師器坏が出土した（第208図25）。25は

坏である。内面全体および口縁部外面に赤彩が施

される。

　遺物が１点のみであるため詳細な時期は不明だ

が、土師器坏の形状や検出面から、古墳時代の遺

構と考えられる。

第327号土壙（第204図）

　Ⅲ区南東部、Ｏ－25・26グリッドに位置する。

平面形態は不整形で、規模は長径1.65m、短径

1.21m、深さ0.25mを測り、長軸方向はＮ－65°－

Ｗを指す。

　遺物は土壙全体から検出され、土師器坏・甕が

出土した（第208図26〜30）。26〜29は坏で、いず

れも内外面全体に赤彩が施される。26は坏身模倣、

27は坏蓋模倣坏である。28、29は半球形坏で、口

縁部は内屈する。30は甕である。

　遺物の時期は、土師器坏の形状から６世紀前半

と推察される。

第346号土壙（第205図）

　Ⅲ区中央南寄り、Ｎ－23グリッドに位置し、北

側は第152号溝跡によって壊される。平面形態は

不整形で、規模は長径2.15m、短径2.05m、深さ

0.33mを測り、長軸方向はＮ－20°－Ｅを指す。

覆土中には白色土ブロックが多く含まれていた。

　遺物は須恵器蓋、土師器坏が出土した（第208

図31〜33）。31は蓋で、南比企の製品である。32、

宮東遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

47 土師器 小型坏 (8.4) 4.1 3.5 ＥＩＫ 70 普通 にぶい橙 SK154　内外面赤彩　外面黒斑有り

48 土師器 鉢 (14.4) [4.0] － ＣＥＩＫ 10 普通 橙 SK154　外面煤付着

49 土師器 高坏 － [6.5] － ＥＩＫ 55 普通 明赤褐 SK154　№7

50 土師器 高坏 － [2.9] (11.0) ＥＩＫ 15 普通 にぶい橙 SK154　№11　外面赤彩

51 土師器 甕 (17.8) [6.2] － ＥＩＫ 10 普通 にぶい褐 SK154　№8　外面煤付着

52 土師器 甑 － [13.0] － ＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 SK154　№20

53 土師器 坏 (12.1) [3.5] － ＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 SK158　内外面赤彩

54 土師器 甕 (19.8) 38.4 7.7 ＣＤＥＨＩＫ 90 普通 赤褐 SK159　SJ46№67・67②　内外面とも
に摩耗、剥離が激しく調整は不明瞭

94-10

55 土師器 高坏 (21.3) [6.0] － ＣＥＨＩＫ 40 普通 にぶい橙 SK161　№23・27 95-1

56 土師器 高坏 － [9.4] 13.0 ＣＥＩＫ 80 普通 赤褐 SK161　№28 95-2

57 土師器 壺 － [14.8] － ＣＥＩＫ 40 普通 にぶい赤褐 SK161　№17・22・25・26　内外面共
に摩耗

95-3

58 土師器 壺 17.1 [14.4] － ＥＩＫ 30 普通 にぶい赤褐 SK161　№18・23

59 土師器 甕 (18.0) [26.7] － ＣＥＨＩＫ 50 普通 にぶい赤褐 SK161　№3〜16　内外面煤付着 95-4

60 土製品 土玉 最大高2.1　径2.0〜2.2　
孔径0.5〜0.5 
重さ8.2ｇ

ＣＩＫ 100 普通 褐灰 SK85 102-1

61 土製品 土玉 最大高2.3　径2.2〜2.3　
孔径0.5〜0.5 
重さ11.8ｇ

ＨＩＫ 100 普通 灰褐 SK85 102-1

62 土製品 土玉 最大高3.3　径2.8〜2.9　
孔径0.5〜0.6 
重さ28.1ｇ

ＥＩＫ 100 普通 にぶい赤褐 SK85 102-1

63 土製品 土玉 最大高2.1　径2.1〜2.2　
孔径0.4〜0.4 
重さ8.7ｇ

ＣＩＫ 100 普通 褐灰 SK85 102-1
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33は土師器の坏である。８世紀代の製品か。

　遺物は古代の土器が検出されているが、検出面

から古墳時代の遺構と考えられる。古代の遺物は

上層からの混入品か。

第347号土壙（第205図）

　Ⅲ区中央部、Ｍ・Ｎ－23グリッドに位置する。

平面形態は不整形で、規模は長径2.96m、短径

1.84m、深さ0.20mを測り、長軸方向はＮ－65°－

Ｗを指す。覆土中には炭化物が含まれていた。

　遺物は土壙全体から出土した。特に中央部から

集中的に検出され、須恵器蓋・壺、土師器坏・鉢・

高坏・甕・甑が出土した（第208図34〜52）。

　34、35は須恵器である。34は蓋で、ＭＴ15段階

のものか。35は壺の口縁部と考えられ、頸部付近

に２条の櫛描波状文が廻る。内外面に自然釉がか

かり、硬質に焼き締まる。陶邑の製品か。

　36〜47は坏である。36〜39は半球形の坏で、口

縁部は垂直気味に立ち上がる。40〜42は坏蓋模倣

坏である。40は外面に刃物痕が認められる。44は

大型の為、鉢になる可能性がある。45〜47は内外

面に赤彩が施される。48は鉢である。

　49、50は高坏の脚部で、49は外面にミガキが、

50は外面に赤彩が施される。

　51は甕である。薄手で頸部のくびれが弱い。52

は甑で、把手部分である。

　遺物の時期は、土師器坏や甕の形状から、６世

紀中葉と推察される。

第351号土壙（第205図）

　Ⅲ区やや西寄り、Ｍ－22グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.87m、短径

0.48m、深さ0.12mを測り、長軸方向はＮ－０°を

指す。覆土中には白色粘土粒子が多く含まれる。

　遺物は土師器坏が出土した（第208図53）。53は

坏で、内外面に赤彩が施される。

　遺物が１点のみであるため詳細な時期は不明だ

が、土師器坏の形状や検出面から、古墳時代の遺

構と考えられる。

 第352号土壙（第205図）

　Ⅲ区中央南寄り、Ｎ－22グリッドに位置する。

平面形態は不整形で、規模は長径1.09m、短径

0.90m、深さ0.23mを測り、長軸方向はＮ－15°－

Ｅを指す。覆土中には白色粘土ブロックが多く含

まれていた。

　遺物は土師器甕が出土した（第208図54）。54は

甕である。内外面が摩耗し調整は不明瞭だが、ほ

ぼ完形の甕である。土壙中央部から潰れた状態で

出土した。

　遺物が１点のみであるため詳細は不明だが、甕

の形状から６世紀前半のものと考えられる。

第353号土壙（第206図）

　Ⅲ区西寄り、Ｍ－21グリッドに位置する。平面

形態は不整形で、規模は長径1.28m、短径1.05m、

深さ0.28mを測り、長軸方向はＮ－39°－Ｅを指

す。北側には楕円形の掘り込みが認められる。

　遺物は出土しなかった。

　遺物が無いため詳細な時期は不明だが、検出面

から古墳時代の遺構と考えられる。

第354号土壙（第206図）

　Ⅲ区東寄り、Ｍ・Ｎ－24グリッドに位置する。

平面形態は不整形で、規模は長径2.35m、短径

1.06m、深さ0.17mを測り、長軸方向はＮ－４°－

Ｅを指す。

　遺物は土壙の西側からまとまって検出され、土

師器高坏・小型壺・壺・甕が出土した（第209図

55〜59）。55、56は高坏である。55は坏部で、立

ち上がり部に明瞭な段を持つ。外面と口縁部内面

に縦方向のミガキが施され、内底面には横方向の

ミガキが施される。56は脚部で外面に縦方向のミ

ガキが施される。

　57は小型壺で、外面にミガキが施される。58は

複合口縁の壺である。59は甕で、胴部中位に最大

径を持ち、やや長くなるものである。

　遺物の時期は、土師器高坏や壺・甕の形状から

５世紀中葉か。

宮東遺跡



第210図　第１号遺物集中遺物出土状況
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（６）遺物集中地点

第１号遺物集中地点（第210図）

　遺物集中は中央調査区東寄りのＧ・Ｈ－11グ

リッドに位置する。調査段階では、住居跡として

扱われていたが、遺構の形が無く、遺物の分布の

みが検出されていた状況から、遺物集中と判断し

た。

　遺物はやや高低差をもって分布する。分布図上

から図化されたものは坩形土器のみであった。

　遺物は土師器高坏・坩形土器・壺・甕が出土し

た（第211図１〜８）。１〜５は高坏である。２は

内面にミガキ、４は内面に刷毛目調整が施される。

５は口径が小さいため、小型の高坏か、坩形土器

や小型壺等である可能性もある。

　６は坩形土器としたが、ミニチュアのような遺

物である。小型で底部が大きく歪み、胴部には指

頭圧痕が残り、口縁部内面および頸部外面には刷

毛目調整、口縁部外面は指ナデが施される。

　７は壺である。複合口縁の壺で、胴部が球胴形

になる。摩耗により調整は不明瞭であった。

　８は甕である。口縁部が長く、口縁部外面に縦

方向のヘラケズリが施される。胴部が下膨れにな

るタイプのものか。

　遺物の残存率が低く、詳細な時期は不明だが、

大型の高坏が主体であることや、壺等の形状から、

５世紀後半〜末の遺構と推察される。

宮東遺跡
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（７）河川跡

第１号河川跡（第212〜221図）

　河川跡は中央調査区西側から検出された。河川

跡の南東側には５世紀前半から10世紀前半まで続

く集落が展開する一方、北西側は９世紀中葉から

後半という、限定的な期間のみ集落が営まれる。

　河川跡の本体は第２次調査で検出された範囲に

なるが、第１次調査時に西側調査区南東角から検

出された砂層も、中央調査区で検出された河川跡

の延長線上に位置することから、こちらも同一の

河川跡と判断した。西側調査区側では範囲確認の

みに留まり、中央調査区側で掘り下げを行った。

　河川跡は中央調査区西側を北東－南西方向に

横断し、規模は、残存部推定長51.00m、推定幅

16.80〜21.00m、深さ1.80〜2.46mを測り、走行

方向はＮ－74°－Ｅを指す。

　覆土は下層から中層にかけて粘質土が堆積し、

上層には砂質土が溜まる。検出面では部分的に砂

層となっている箇所も認められた。

　粘質土中には白色土ブロックや灰色土ブロック、

炭化物等が含まれ、５世紀中葉〜６世紀初頭にか

けての遺物が非常に多く含まれていた。須恵器が

非常に少なく、日常雑器の類が主体を占めること

から、おそらく破損や劣化により廃棄されたもの

と考えられる。遺物はいずれも南側の斜面部から

検出され、残存率の高い遺物が多く含まれる。坏

類は少なく、高坏・坩形土器・壺・甕等が多く出

土した。

　中央調査区について見ると、遺物は基本的には

川の縁から出土し、多少の量的な差はあるが、河

川跡が検出された範囲全体から出土している。

　遺物の出土状況は、西側からブロックごとに①

〜⑦に分けた（第213〜221図①〜⑦）。西側から

見ていくと、①からは壺や甕が出土している（第

215図①）。遺物の分布は比較的少ないが、形にな

る壺が３点検出された。いずれも細かく割れた状

態であったが、破片はあまり飛散せず、一箇所に

まとまった状態で出土した。

　②は坏や高坏、坩形土器、小型壺、壺、甕が出

土し（第216図②）、比較的多くの遺物が検出され

ている。上端から1.00m以内の遺物はやや飛散し

た状態で検出されているが、上端から3.5m程離れ

て出土した壺（第224図37）はその場で潰れたよ

うに形を保った状態で検出された。

　③からは遺物が多く検出され、坏、高坏、坩形

土器、小型壺、甕等が出土した（第217図③）。上

端から2.00m程離れた場所から多く検出され、や

や飛散している土器もあるが、②と同じくその場

で潰れたような形を保ったままの個体が多い。ま

た、この地点は坩形土器が多く出土しているとい

う特徴を持つ。

　④は唯一対岸から出土した土器である（第214

図④）。南側の上端からは16.00m程離れており、

その場で甕１個体がまとまった状態で検出されて

いる。

　⑤は上端より2.00m以内の範囲から遺物が散

宮東遺跡

第63表　第１号遺物集中出土遺物観察表（第211図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 高坏 (15.8) [4.2] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 明赤褐

2 土師器 高坏 (19.6) [3.2] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 赤褐 内面ミガキ

3 土師器 高坏 (18.8) [4.0] － ＢＣＧＨＩＫ 5 普通 明赤褐 外面摩耗が激しい

4 土師器 高坏 (15.6) [2.2] － ＥＩ 5 普通 にぶい橙

5 土師器 高坏 (9.9) [2.0] － ＣＨＩＫ 5 普通 橙

6 土師器 坩形土器 6.0 6.3 3.7 ＢＨＩＫ 100 普通 にぶい褐 №2 95-6

7 土師器 壺 － [31.6] － ＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 外面煤付着　内外面共に摩耗が激しい 95-5

8 土師器 甕 (18.2) [3.8] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 明赤褐



第212図　河川跡（１）
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第213図　河川跡（２）
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第214図　河川跡（３）
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第215図　河川跡（４）
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第216図　河川跡（５）
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第217図　河川跡（６）
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在的に検出され、坏、高坏、壺、甕等が出土し

た（第219図⑤）。遺物はやや飛散した状態であり、

2.00〜4.00m程離れて接合した遺物も複数認めら

れ、一箇所にまとまった状態で検出されたものは

無い。この点は他の場所とは異なり、環境が他と

は異なったか、特殊な廃棄方法が行われたと推察

される。

　⑥はやや遺物が減少し、坏、高坏、坩形土器、鉢、

甕等が出土した（第220図⑥）。遺物量的には少な

いが、上端から斜面にかけて分布する壺（第228

図95）は、河川跡から出土したものの中でも最大

の壺であり、器形も特殊なものである。95のみ斜

面に流れ落ちたような分布傾向を示すが、他の遺

物は一箇所にまとまって出土している。

　⑦は上端から2.00m程の範囲内で遺物が散在し

ており、坏、甕、甑等が出土した（第221図⑦）。

やや離れて接合するものもあるが、いずれも0.50m

以内で接合し、飛散した状況は認められない。ま

た、坏が比較的多く出土している。

　以上が各地点の状況である。⑤の地点を除き、

遺物はそれぞれまとまった状態で検出されるとい

う特徴が捉えられた。このことは、あまり動きの

無い環境下で埋没していったと推察される。

　河川には流れがあり、天候によって水量は増減

する。豪雨になれば増水して洪水が発生し、壺や

甕等の大型の土器であっても、水流によって流さ

れ、他の物にぶつかって破損し、散り散りに流さ

れていくと考えられる。川縁とはいえ、よほど草

が生い茂っていたというような状況でもなければ、

遺物が１つの場所に長期間留まることは少ないと

考えられる。

　以上のことから、宮東遺跡で検出された河川跡

は、河川というよりは池や沼であったか、河川の

付近であったとしても長期間水が滞留するような

場所であったと推察される。

　河川跡は、その後６〜７世紀代の遺物はあまり

含まれず、上層の砂質土層中から出土した遺物の

年代や、河川跡に沿って掘り込まれる第58号溝跡

の時期から、８世紀代には大半が埋没していたと

考えられる。

　ただし、埋没後も河川跡上に遺構がほぼ分布し

ないことから、ぬかるみのような状態となり、人

が入れる状況では無かったと推察される。９世紀

中葉以降に河川の北西側にも住居跡が分布するよ

うになることから、その頃になってようやく地盤

が安定したのではないかと考えられる。

　また、最上層で検出された砂層は、弘仁地震の

際に液状化現象が起きて噴砂が発生し、堆積した

砂を、利用不可能な土地となっていた河川跡に廃

棄した可能性も考えられる。

　遺物は須恵器坏・甕、土師器坏・高坏・坩形土

器・鉢・小型壺・壺・甕・小型台付甕、土玉、磨

石・臼玉、横槌・杭・加工材・建築材等が出土し

た（第222〜232図１〜147）。遺物量が多く、検出

範囲も30mに及ぶため、グリッド毎にまとめて掲

載した。

Ｆ－７グリッド

　Ｆ－７グリッドは河川跡の北東側にあたり、遺

物が多く出土している箇所からは対岸に当たる。

本グリッドからは、土師器甕が１点出土した（第

222図１）。球胴形甕で、胴部中位に最大径を持ち、

やや胴部が長くなる。

　遺物の時期は、甕の形状から５世紀中葉のもの

と考えられる。

Ｇ－７グリッド

　Ｇ－７グリッドからは、土師器高坏・甕・甑が

出土した（第222図２〜７）。２〜４は高坏である。

２は脚部が直線的に開く。４は内面全体および口

縁部外面に赤彩が施される。

　５、６は甕である。５は大型で口唇部に面を持

つ。６はやや下膨れになるタイプのものか。７は

鉢形の甑になると推察される。

　遺物の時期は、高坏や甕の形状から５世紀後半

〜末と推察される。

宮東遺跡



第218図　河川跡（７）
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第219図　河川跡（８）
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第220図　河川跡（９）
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第221図　河川跡（10）
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第222図　河川跡出土遺物（１）
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Ｇ－８グリッド

　Ｇ－８グリッドからは、土師器坏・高坏・坩形

土器・小型壺・壺・甕、土玉が出土した（第223

〜226図８〜57）。８〜10は坏である。８、９は坏

蓋模倣坏で、口縁部は垂直気味に立ち上がり、８

は口唇部に面を持つ。10は半球形坏で、内外面全

体に赤彩が施される。

　11〜17は高坏である。坏部は腰を持たず、脚部 

は僅かに膨らみを持つ。12、16は内外面に赤彩が

施される。

　18〜31は坩形土器である。完形や残存率の高い

ものが多い。18、19はやや大型になる。24は底部

が丸底になる。26、28はくびれが弱く、やや歪な

形となる。28、29は口縁部内外面に刷毛目調整が

施される。

　32〜35は小型壺である。33は口縁部内面に縦方

宮東遺跡



第223図　河川跡出土遺物（２）
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第224図　河川跡出土遺物（３）
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向のミガキが施される。35は外面全体と口縁部内

面に赤彩が施される。

　36〜45は壺である。36は複合口縁の壺で、頸部

に棒状浮文状の突帯が７本貼付される。突帯の間

隔は不均一である。口縁部内面に横方向の刷毛目

調整が施され、胴部内外面にも所々刷毛目調整の

痕跡が認められる。37〜42は複合口縁の壺である。

37、38は胴部が算盤玉形になり、39〜41はやや縦

宮東遺跡



第225図　河川跡出土遺物（４）
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長の球胴形になる。43、45は胴部外面の一部に縦

方向のミガキが施される。44は底部に穿孔が認め

られ、胴部上半が打ち欠かれることから、甑等に

転用された可能性がある。

　46〜56は甕である。46、47は口縁部が長く伸び

る。51、52は胴部上半に最大径を持つ。55は小型

の甕で、頸部が肉厚になる。

　57は土製品の土玉である。

　遺物の時期は、坏や高坏、甕の形状から５世紀

後半〜末と推察される。

 

Ｇ－９グリッド

　Ｇ－９グリッドからは、土師器坏・高坏・坩形

土器・鉢・小型壺・壺・甕・甑、磨石・臼玉、横

槌・杭・加工材・建築材が出土した（第227〜230

図58〜116）。58〜63は坏である。58、59は坏蓋模

倣坏で、口縁部は直立気味に立ち上がる。60、61

は埦形で口縁部が稜をもって外反する。62、63は

半球形坏で、63は口縁部が内湾する。

　64〜78は高坏である。64は大型の坏部で、立ち

上がり部に突帯状の段を持ち、内外面に刷毛目調

整が施される。65、66は小型の高坏で、65は内外
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第227図　河川跡出土遺物（６）
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第228図　河川跡出土遺物（７）
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第229図　河川跡出土遺物（８）
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第230図　河川跡出土遺物（９）
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第231図　河川跡出土遺物（10）
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面、66は坏部の内外面に赤彩が施される。67、68

は脚部が直線的に開き、68は坏部外面に縦方向の

ミガキが施される。72は内外面にミガキが施され

る。73は内面に赤彩が施され、縦方向のミガキが 

施される。74は脚部上半が中実状になるもので、

外面に赤彩が施される。75、76、78は脚部が僅か

に膨らみを持ち、75は脚部中位に２孔の穿孔が施

される。77は脚部が直線的に開く。
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第232図　河川跡出土遺物（11）
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　79〜85は坩形土器である。79は胴部が扁平な

算盤玉形になる。86〜90は鉢である。86、90は

口縁部が垂直気味に立ち上がり、87、88は開く。

　91、92は小型壺である。91は口縁部内面にミ

ガキが施され、胴部中位に二次穿孔が穿たれる。

92は胴部のみだが、やや大型になる。93〜95は

壺である。93、94は複合口縁の壺で、94は胴部

がやや縦長の球胴形になる。95は大型の壺で、口

縁部が「く」の字状に屈曲する。外面はヘラナデ

後に一部ミガキが施され、器壁が厚く重い。東九

州地方の安国寺式土器に祖型が求められるが、胎

土に角閃石を含むことから在地の製品と考えられ、

時期や調整方法も異なるため直接的な影響があっ

たのかは不明である。

　96〜108は甕である。96は胴部が長く、やや下

膨れになる。97、98も下膨れになるタイプのも

のか。99〜101は球胴形甕で、綺麗な球形になる。

103〜105はやや小型の甕で、胴部がやや長くな

る。106は内外面に刷毛目調整が施される。108

は小型の甕で、歪みが強い。

　109は甕形で単孔式の甑である。110も同様の

器形になると推察される。

　111、112は石製品である。111は軽石製の磨石

である。112は臼玉で、凝灰岩製か。

　113〜116は木製品である。113は横槌で、裏面

および握部の先端を欠損し、一部炭化している。

敲打部は長さ15.3cm、残存幅7.2cm、握部は残存

長4.3cm、幅2.7cmを測る。敲打部の中央には長

さ4.5〜8.6cm、幅1.5cm程の使用痕が廻る。114

は杭で、分割材の先端を加工して使用している。

115は加工材で、全体的に炭化している。116は

建築部材で、板材である。

　遺物の時期は、坏や甕の形状から、５世紀中葉

〜末と考えられる。

Ｇ－10グリッド

　Ｇ－10グリッドからは、土師器坏・高坏・坩

形土器・鉢・小型壺・甕が出土した（第231図

117〜138）。117〜121は坏である。117、119〜

121は坏蓋模倣坏で、120は内外面に赤彩が施さ

れる。122〜126は高坏である。123は内面にミガ

キ、124は内面に縦方向のミガキ、外面は刷毛目

調整が施される。125は脚部中央に２孔の穿孔が
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第64表　河川跡出土遺物観察表（第222〜232図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 甕 14.8 22.1 5.0 ＣＥＨＩＫ 80 普通 にぶい褐 F7　№1　外面黒斑有り 95-7

2 土師器 高坏 17.8 16.8 14.3 ＣＥＨＩＫ 85 普通 橙 G7　№1・2　内外面黒斑有り　坏部内
底面の剥離が激しい

95-8

3 土師器 高坏 (17.7) [5.0] － ＣＥＩＫ 30 普通 明赤褐 G7

4 土師器 高坏 16.9 [4.9] － ＩＫ 50 普通 灰褐 G7　内外面赤彩　調整が雑で歪みが激
しい　内外面黒斑有り

5 土師器 甕 (18.2) [24.0] － ＥＨＩＫ 35 普通 にぶい橙 G7

土師器 甕 － [15.5] 9.0 ＥＨＩＫ 25 普通 にぶい黄橙 G7　外面黒斑有　煤付着　内面黒色化

6 土師器 甕 － [17.5] (8.6) ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい赤褐 G7　№3・4　内外面煤付着　内外面共
に摩耗が激しい

7 土師器 甑か (19.2) [5.2] － ＣＨＩＫ 5 普通 にぶい褐 G7

8 土師器 坏 － 5.5 － ＨＩＫ 45 普通 赤褐 G8

9 土師器 坏 (11.7) [4.7] － ＣＨＩＫ 25 普通 赤褐 G8　河川跡№70

10 土師器 坏 13.6 5.9 4.5 ＥＨＩＫ 75 普通 にぶい橙 G8　河川跡№3・76・79・80・82・83　
内外面赤彩　外面刃物痕有り

95-9

11 土師器 高坏 17.9 13.7 11.5 ＣＥＩＫ 75 普通 橙 G8　河川跡№29・64・65・149　内外
面共に摩耗

12 土師器 高坏 (19.6) 16.2 12.5 ＣＥＨＩＫ 50 普通 にぶい褐 G8　 №36・43・47・136・153・158　
内外面赤彩　内外面共に摩耗

96-1

13 土師器 高坏 (18.2) [7.9] － ＣＥＨＩＫ 50 普通 にぶい褐 G8　№151　内外面黒斑有り

14 土師器 高坏 (17.3) [6.7] － ＥＨＩＫ 65 普通 にぶい黄橙 G8　内外面摩耗

15 土師器 高坏 (19.0) [5.8] － ＣＨＩＫ 30 普通 にぶい橙 G8　№36・38　外面被熱か　内外面共
に摩耗が激しく調整は不明瞭

16 土師器 高坏 － [13.2] (12.6) ＣＨＩＫ 75 普通 にぶい赤褐 G8　河川跡№119　内外面赤彩

17 土師器 高坏 － [10.2] 14.0 ＣＥＩＫ 80 普通 にぶい黄橙 G8　河川跡№27　内外面煤付着

18 土師器 坩形土器 10.9 11.4 5.5 ＣＨＩＫ 75 普通 にぶい赤褐 G8　№60　外面黒斑有り 96-2

19 土師器 坩形土器 11.6 10.6 5.6 ＥＨＩＫ 80 普通 にぶい橙 G8　№56・57・59・60　外面黒斑有り 96-3

20 土師器 坩形土器 11.7 10.9 4.6 ＨＩＫ 45 普通 灰黄褐 G8　№111 96-4

21 土師器 坩形土器 11.7 10.5 4.7 ＣＥＨＩＫ 85 普通 にぶい赤褐 G8　№46・48・49　外面黒斑有り　外
面上半摩耗

96-5

22 土師器 坩形土器 11.4 10.2 4.1 ＣＥＨＩＫ 95 普通 橙 G8　№32・33・36　河川跡№23　外面
黒斑有り

96-6

23 土師器 坩形土器 10.7 9.5 3.2 ＥＨＩＫ 100 普通 明赤褐 G8　河川跡№11　外面黒斑有り 96-7

24 土師器 坩形土器 10.9 9.3 － ＣＥＨＩＫ 95 普通 にぶい赤褐 G8　№36・44・48・50　外面黒斑有 96-8

25 土師器 坩形土器 8.3 8.5 1.7 ＣＥＨＩＫ 100 良好 にぶい褐 G8　№68　外面黒斑有り 96-9

26 土師器 坩形土器 10.0 9.3 3.6 ＣＥＨＩＫ 95 普通 明赤褐 G8　№67 96-10

27 土師器 坩形土器 10.4 8.9 (3.6) ＣＥＨＩＫ 50 普通 にぶい橙 G8　 №116・117・118　 河 川 跡 №15　
口縁部外面赤彩

97-1

28 土師器 坩形土器 10.6 8.6 (4.0) ＣＥＨＩＫ 85 普通 にぶい橙 G8　№41・42・55　外面下半黒斑化 97-2

29 土師器 坩形土器 10.5 [8.5] － ＣＨＩＫ 90 普通 橙 G8　№14　内外面黒斑有り

30 土師器 坩形土器 11.1 [8.7] － ＥＩＫ 80 普通 明褐 G8　№13　内外面共に下半が黒色化し
ている

31 土師器 坩形土器 － [7.1] 4.0 ＣＥＨＩＫ 75 普通 橙 G8　河川跡№17

32 土師器 小型壺 － [7.5] 5.0 ＥＨＩＫ 80 普通 橙 G8　河川跡№12　外面黒斑有り

33 土師器 小型壺 13.3 18.5 5.5 ＣＥＨＩＫ 90 普通 橙 G8　№28　外面黒斑有り 97-3

34 土師器 小型壺 14.2 19.4 6.1 ＣＥＨＩＫ 80 普通 橙 G8　河川跡№13・18・19・24　外面黒
斑有り

97-4

35 土師器 小型壺 － [14.6] 5.0 ＥＨＩＫ 95 普通 赤褐 G8　河川跡№8　内外面赤彩　外面黒
斑有り

97-5

36 土師器 壺 17.7 33.7 9.0 ＣＨＩＫ 90 普通 にぶい黄橙 G8　河川跡№10・12・15・20・21・66　
頸部に棒状浮文が7個貼付

97-6

37 土師器 壺 19.0 34.6 8.0 ＣＥＨＩＫ 90 普通 にぶい赤褐 G8　河川跡№26　歪み有り　外面黒斑
有り　外面胴部中位に煤付着

97-7

38 土師器 壺 (14.7) 31.6 6.8 ＣＤＥＨＩＫ 75 普通 にぶい橙 G8　河川跡№120　外面黒斑有り 97-8
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

39 土師器 壺 16.0 34.6 4.9 ＣＥＨＩＫ 60 普通 橙 G8　№95・96・101　外面下端から底
部にかけて黒斑有り

98-1

40 土師器 壺 (18.0) [28.7] － ＣＨＩＫ 25 普通 にぶい黄橙 G8　№146　G7№5　外面黒斑有り

41 土師器 壺 (15.0) [24.0] － ＣＥＨＩＫ 35 普通 橙 G8　№85　外面黒斑有り

42 土師器 壺 (18.0) [6.8] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 橙 G8　河川跡№4

43 土師器 壺 － [27.2] 7.6 ＥＨＩＫ 40 普通 橙 G8　 №35・36・38・40・52・126〜
129・131〜134・136〜143・154〜
156・158　外面黒斑有り

44 土師器 壺 － [8.1] 7.5 ＣＥＨＩＫ 90 普通 明赤褐 G8　 №22・23・34・35・121〜123・
125　底部穿孔　胴部上半意図的に打
ち欠いたか　壺転用甑か

98-2

45 土師器 壺 － [4.0] 8.6 ＢＥＩＫ 50 普通 灰褐 G8　外面全体煤付着

46 土師器 甕 24.4 29.9 8.5 ＣＨＩＫ 90 普通 にぶい赤褐 G8　河川跡№69　内外面共に煤付着 98-3

47 土師器 甕 22.9 22.7 8.1 ＣＤＨＩＫ 85 普通 灰褐 G8　№145　外面煤付着 98-4

48 土師器 甕 (22.4) [7.1] － ＢＣＥＨＩＫ 20 普通 橙 G8　河川跡№1

49 土師器 甕 － [4.6] 7.7 ＥＨＩＫ 20 普通 にぶい赤褐 G8　№97・98・110

50 土師器 甕 － [23.7] 6.6 ＢＣＥＨＩＫ 40 普通 橙 G8　№104〜108　外面黒斑有り

51 土師器 甕 (16.8) 22.7 (5.7) ＩＫ 50 普通 暗褐 G8 98-5

52 土師器 甕 14.0 21.0 5.7 ＣＥＨＩＫ 95 普通 にぶい赤褐 G8　№150　外面上半および内底面煤
付着

98-6

53 土師器 甕 16.3 16.3 5.9 ＨＩＫ 95 普通 赤褐 G8　№53　内外面黒斑有り 98-7

54 土師器 甕 (12.8) [10.1] － ＥＩＫ 30 普通 にぶい橙 G8　№74・75・76　口縁部歪み有り

55 土師器 甕 (13.0) [6.0] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 橙 G8　河川跡№2　内外面煤付着　外面
摩耗、剥離が激しく調整は不明瞭

56 土師器 甕 － [3.4] 4.5 ＥＨＩＫ 50 普通 にぶい橙 G8　№92

57 土製品 土玉 最大高[2.8]　径0.2　孔径2.7　重さ11.6ｇ 普通 橙 G8 102-1

58 土師器 坏 (13.0) [4.2] － ＨＩＫ 15 普通 橙 G9　外面摩耗

59 土師器 坏 12.5 6.1 － ＥＨＩＫ 70 普通 明赤褐 G9　№29・30　G10№4・41外面摩耗 98-8

60 土師器 坏 (13.6) [4.5] － ＣＨＩＫ 30 普通 橙 G9　№23・113・119　内面摩耗

61 土師器 坏 (13.2) [4.6] － ＣＥＩＫ 25 普通 明赤褐 G9　№73　外面黒斑　口唇内縁摩耗

62 土師器 坏 (12.6) [4.2] － ＥＨＩ 40 普通 明赤褐 G9　№96

63 土師器 坏 (13.0) [5.6] － ＣＥＩＫ 20 普通 赤褐 G9　№61

64 土師器 高坏 22.1 [7.8] － ＣＥＨＩＫ 60 普通 にぶい赤褐 G9　 №108・109・110・111・112　 口
縁部内外面に煤付着

65 土師器 高坏 15.4 10.6 10.6 ＣＥＨＩＫ 65 普通 にぶい赤褐 G9　№22・59・61・62・68・70　内外
面赤彩　内外面摩耗　調整不明瞭

98-9

66 土師器 高坏 15.0 10.3 (9.2) ＣＥＨＩＫ 70 普通 にぶい褐 G9　№4・61・64・68・71　坏部内外
面赤彩　脚部外面摩耗　調整不明瞭

99-1

67 土師器 高坏 19.6 17.3 13.8 ＣＥＨＩＫ 85 普通 赤褐 G9　内面摩耗 99-2

68 土師器 高坏 19.8 17.2 13.9 ＩＫ 95 普通 明赤褐 G9　全面的に摩耗

69 土師器 高坏 21.3 [8.1] － ＥＨＩＫ 70 普通 明赤褐 G9　外面黒斑有り

70 土師器 高坏 (20.6) [4.4] － ＥＨＩＫ 15 普通 にぶい橙 G9　外面黒斑有り

71 土師器 高坏 (20.7) [4.0] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 橙 G9

72 土師器 高坏 (18.4) [5.2] － ＣＥＨＩＫ 30 普通 橙

73 土師器 高坏 (17.6) [5.2] － ＥＩＫ 35 普通 橙 G9　内面赤彩　外面黒斑有り

74 土師器 高坏 － [5.8] (11.2) ＥＨＩＫ 75 普通 にぶい橙 G9　№25　外面赤彩

75 土師器 高坏 － [9.7] 14.6 ＣＥＨＩＫ 70 普通 にぶい赤褐 G9　２孔 99-3

76 土師器 高坏 － [10.0] 14.4 ＢＥＩＫ 85 普通 明赤褐

77 土師器 高坏 － [11.2] 15.4 ＣＥＩＫ 50 普通 にぶい褐 G9　外面黒斑

78 土師器 高坏 － [10.5] (15.4) ＢＣＥＨＩＫ 55 普通 にぶい橙

79 土師器 坩形土器 8.9 10.0 3.0 ＣＥＨＩＫ 80 普通 橙 G9　№26　外面黒斑有り　内面頸部よ
り下が黒色化

99-4

80 土師器 坩形土器 (12.5) [5.2] － ＥＩＫ 40 普通 にぶい褐 G9　外面煤付着
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

81 土師器 坩形土器 (13.8) [4.5] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 G9　外面黒斑有り　内外面摩耗

82 土師器 坩形土器 － [6.6] 3.6 ＣＥＨＩＫ 95 普通 橙 G9　外面摩耗

83 土師器 坩形土器 － [6.1] 3.5 ＣＥＩＫ 45 普通 明赤褐 G9　№98　外面黒斑有　内面黒色化

84 土師器 坩形土器 － [4.3] 4.1 ＣＥＨＩＫ 55 普通 明赤褐 G9

85 土師器 坩形土器 － [1.3] 2.5 ＣＨＩＫ 80 普通 にぶい橙 G9　№20　外面黒斑有り

86 土師器 鉢 (9.8) [5.7] － ＣＨＩＫ 25 普通 明赤褐 G9　外面の摩耗が激しく調整は不明瞭

87 土師器 鉢 9.6 6.5 4.9 ＣＥＩＫ 100 普通 にぶい褐 G9　№15 99-5

88 土師器 鉢 14.2 8.8 (5.7) ＨＩＫ 70 普通 にぶい橙 G9　№14・105　Ｇ10　№40・42・58　
外面被熱か　

99-6

89 土師器 鉢 － [5.3] 3.1 ＣＥＩＫ 45 普通 明赤褐 G9　№32・36・42　Ｇ10　№8　外面
被熱　摩耗　

90 土師器 鉢 (14.6) [9.2] － ＥＩＫ 40 普通 明赤褐 G9　 №37　 Ｇ10　 №45・50・55・57　
外面被熱　摩耗　

91 土師器 小型壺 14.6 16.7 5.5 ＥＨＩＫ 100 普通 にぶい赤褐 G9　胴部穿孔か　外面胴部下半煤付着 99-7

92 土師器 小型壺 － [17.8] 7.2 ＣＥＨＩＫ 65 普通 にぶい橙 G9　№13・17・102・103・104　外面
黒斑有り

93 土師器 壺 (16.8) [5.4] － ＣＩＫ 25 普通 にぶい橙 G9　№60・63

94 土師器 壺 16.0 39.2 10.3 ＣＤＥＨＩＫ 80 普通 にぶい橙 G9　口縁複合部に縦方向の切れ込みが
4箇所認められる　外面黒斑有り

99-8

95 土師器 壺 15.2 46.8 10.8 ＣＥＨＩＫ 75 普通 橙 G9　 №6・11・21・47・49〜52・54〜
56　外面黒斑有り

99-9

96 土師器 甕 20.5 31.6 6.7 ＡＣＥＨＫ 95 普通 にぶい橙 G9　№24　外面下半煤付着 100-1

97 土師器 甕 (19.4) [18.0] － ＥＩＫ 40 普通 にぶい褐 G9　№65・72・85・88・89・92・130　
内面ヘラの痕跡　内外面煤付着

98 土師器 甕 (15.4) [12.0] － ＢＣＥＩＫ 50 普通 橙 G9　№63・64・74・78・120　外面黒
斑有り

99 土師器 甕 (15.6) 28.8 7.8 ＣＨＩＫ 70 普通 灰褐 G9　№1・2・3・12・23・27・44・
45・46・93　外面黒斑有り

100-2

100 土師器 甕 14.3 23.8 7.0 ＣＥＨＩＫ 90 普通 にぶい橙 G9　№20　外面煤付着　胴部外面上半
摩耗が激しい

100-3

101 土師器 甕 (17.4) [15.0] － ＥＨＩ 50 普通 明赤褐 G9　外面煤付着　摩耗調整は不明瞭

102 土師器 甕 (16.9) [5.3] － ＥＩＫ 20 普通 にぶい褐 G9　外面煤付着

103 土師器 甕 13.9 [8.5] － ＣＥＨＩＫ 45 普通 にぶい赤褐 G9　№48・49

104 土師器 甕 － [13.5] 5.6 ＣＨＩＫ 50 良好 にぶい橙 G9　河川跡№7　外面黒斑有り

105 土師器 甕 (17.2) [7.1] － ＢＥＨＩＫ 10 良好 にぶい赤褐 G9　種子圧痕有り

106 土師器 甕 (16.4) [5.4] － ＣＥＩＫ 40 普通 明赤褐 G9

107 土師器 甕 － [2.4] 7.4 ＣＥＨＩＫ 65 普通 にぶい褐 G9　№135　内面煤付着

108 土師器 甕 14.1 12.7 5.3 ＢＥＧＨＩＫ 100 普通 橙 G9　№10 100-4

109 土師器 甑 (20.9) 20.5 6.5 ＥＩＫ 65 普通 橙 G9　№3・34・35・101　G10　№7　外
面黒斑有り

100-5

110 土師器 甑 (19.6) [13.0] － ＡＥＨＩＫ 15 普通 にぶい褐 G9　黒・金雲母を多く含む

111 石製品 磨石 長さ5.3　幅3.5　厚さ2.8　重さ11.5ｇ 軽石　自然面遺存　２面形成 102-6

112 石製品 臼玉 孔径0.2　直径0.5　高さ0.4　重さ0.2ｇ G10№10　凝灰岩か　側面線条痕多数 102-6

113 木製品 横槌 長さ[19.6]　幅[7.8]　厚さ[5.7] 分割材 102-8

114 木製品 杭 長さ[38.5]　幅6.7　厚さ4.2 分割材　上部炭化欠損

115 木製品 加工材 長さ[60.2]　幅2.5　厚さ1.9 炭化

116 木製品 建築部材 長さ[85.7]　幅12.6　厚さ1.8 板目

117 土師器 坏 14.5 8.6 － ＨＩＫ 95 普通 にぶい橙 G10 100-6

118 土師器 坏 13.1 6.1 － ＣＨＩＫ 80 普通 明赤褐 G10　№3・6　外面黒斑有り　外面の
摩耗、剥離が激しい

100-7

119 土師器 坏 13.4 [5.3] － ＣＨＩＫ 40 普通 にぶい橙 G10　№40・46・47・53・59　 100-8

120 土師器 坏 (13.0) [4.7] － ＨＩＫ 25 普通 にぶい橙 G10　内外面赤彩

121 土師器 坏 (12.0) [4.7] － ＣＨＩＫ 20 普通 橙 G10　№51

122 土師器 高坏 20.2 [5.3] － ＨＩＫ 70 普通 にぶい赤褐 G10
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施される。127〜131は坩形土器である。128は口

縁部外面に縦方向のミガキ、131は内外面に赤彩

が施される。

　132、133は鉢である。器形は坩形土器に似るが、

口縁部が短い。134、135は小型壺、136〜138は

甕である。甕類は少なく、形のわかるものは無い。

　遺物の時期は、坏や高坏の形状から、５世紀末

〜６世紀初頭か。

河川跡一括

　河川跡一括とした遺物は、主に上層の砂質土や

砂層から出土したものである。須恵器坏・甕、土

師器坏・甕・小型台付甕等が出土した（第232図

139〜147）。139、140は須恵器である。139は坏で、

口径が大きいため８世紀前半のものと推察される。

140は甕の底部である。

　141〜146は土師器である。141〜143は北武蔵

型の坏である。いずれも扁平で浅い。141は内面

に漆の皮膜状のものが付着する。

　144〜146は甕である。144は口縁部に最大径を

持つタイプのものと推察される。147は砂層上か

ら出土したもので、小型台付甕である。台部は歪

みが強く、短い。

　遺物の時期は、須恵器坏や土師器坏・甕の形状

から８世紀前半と推察され、その頃に河川跡が完

全に埋没したものと考えられる。ただし、８世紀

段階で河川跡に沿って溝跡が掘り込まれているこ

とから、８世紀の時点でも河川跡があったことが

認識できる状態であったと考えられる。

　河川跡上や河川跡の西側に住居跡が造られるよ

うになるのは９世紀中葉以降であり、埋没後もし

ばらくは生活の場にはならなかったと推察される。

宮東遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

123 土師器 高坏 (18.0) [6.0] － ＥＨＩＫ 50 普通 にぶい赤褐 G10　内外面黒斑有り

124 土師器 高坏 19.2 [7.0] － ＣＥＨＩＫ 95 普通 橙 G10　外面黒斑有り

125 土師器 高坏 － [9.1] (13.9) ＣＨＩＫ 65 普通 にぶい橙 G10　2孔 101-1

126 土師器 高坏 － [7.9] 12.7 ＣＥＨＩＫ 85 普通 橙 G10

127 土師器 坩形土器 10.7 9.8 3.8 ＥＨＩＫ 95 普通 にぶい赤褐 G10 100-9

128 土師器 坩形土器 9.7 8.6 4.3 ＣＥＩＫ 95 普通 にぶい赤褐 G10　外面黒斑有り 101-2

129 土師器 坩形土器 12.6 15.3 4.6 ＣＥＨＩＫ 75 普通 にぶい褐 G10　大型　外面黒斑有り 101-3

130 土師器 坩形土器 (14.0) [9.3] － ＥＩＫ 15 普通 橙 G10

131 土師器 坩形土器か (15.2) [5.8] － ＣＨＩＫ 25 普通 にぶい褐 G10　内外面赤彩

132 土師器 鉢 (7.3) 7.7 4.0 ＣＥＨＩＫ 45 普通 橙 G10　外面黒斑有り

133 土師器 鉢 (8.0) [6.0] － ＣＥＨＩＫ 25 普通 明赤褐 G10

134 土師器 壺 10.4 9.9 (3.9) ＣＨＩＫ 50 普通 にぶい橙 G10 101-4

135 土師器 小型壺 10.2 13.0 4.5 ＥＨＩＫ 95 普通 明赤褐 G10　外面黒斑有り 101-5

136 土師器 甕 (17.4) [7.1] － ＥＨＩＫ 30 普通 にぶい赤褐 G10　№1

137 土師器 甕 (24.8) [3.9] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 にぶい橙 G10　内外面煤付着

138 土師器 甕 － [2.2] 7.6 ＣＥＨＩＫ 80 普通 橙 G10　№22

139 須恵器 坏 (15.8) [2.9] － ＩＫ 10 普通 灰白

140 須恵器 甕 － [2.6] (13.0) ＤＥＩＫ 15 良好 灰 底部に降灰状のもの付着

141 土師器 坏 （17.7） 4.2 － ＣＩＫ 25 普通 赤褐 内面漆付着 101-6

142 土師器 坏 (12.0） [2.8] － ＣＥＨＩＫ 15 普通 橙 内面の摩耗が激しい

143 土師器 坏 (12.4) [2.6] － ＣＥＨＩＫ 5 普通 橙

144 土師器 甕 (24.4) [3.6] － ＣＥＨＩＫ 10 普通 橙

145 土師器 甕 (14.4) [11.7] － ＤＥＩＫ 20 普通 にぶい黄褐 外面煤付着　石英と長石を多量に含む

146 土師器 甕 － [8.2] 7.4 ＥＨＩＫ 30 普通 にぶい褐 145と同一個体か　外面被熱内面煤付
着

147 土師器 小型台付甕 － [10.8] (8.2) ＣＨＩＫ 50 普通 にぶい橙 F6　脚部の調整が雑で歪みが強い 101-7



− 269−

（８）遺構外出土遺物

　宮東遺跡は、地山と覆土が同色同質かつ鉄分を

多く含む土壌であり、遺構の検出が非常に難し

かったことから、排水溝を兼ねたトレンチの掘削

と、0.05〜0.10m程の単位での面下げを度々行っ

た。その結果、掘り下げに伴い、遺構検出前に多

くの遺物が調査区一括やグリッド一括遺物として

取り上げられた。

　残存率が高い遺物の多くは、周辺に位置する住

居跡等の遺構遺物と接合したが、中には接合しな

かった個体もあったため、それらのうち器形がわ

かるものをまとめて第233図に図示した（第233

図１〜10）。

　Ｈ－12グリッドからは、土師器坩形土器・壺を

抽出した（第233図１〜３）。１、２は坩形土器で、

胴部は球形になる。５世紀代のものか。３は壺の

口縁部か。

　Ｊ－14グリッドからは、土師器高坏を抽出した

（第233図４）。４は高坏の脚部で、僅かに膨らみ

を持ち、外面には赤彩が施される。脚部形状から

５世紀中葉と考えられる。

　Ｌ－18グリッドからは、土師器甕を抽出した

（第233図５）。５は小型甕である。器壁はやや薄

く、胴部は球胴形になる。

　Ｌ－21グリッドからは、土師器壺を抽出した

（第233図６）。６は複合口縁の壺で、胴部外面に

は縦方向のミガキが施され、口縁部下半には皺状

痕が認められる。複合口縁であることや外面にミ

ガキが施されることから５世紀代のものと考えら

れる。

　Ｌ－22グリッドからは、土師器坏を抽出した

（第233図７）。７は坏である。厚手で底部は丸底

になり、口縁部は大きく開く。器形から７世紀代 

のものと考えられる。

　Ｎ－23グリッドからは、須恵器坏身を抽出した

（第233図８）。８は坏身で、器形からＴＫ10段階

のものと推察される。６世紀前半の製品と考えら

れる。

　Ｔ－35グリッドからは、土師器坏を抽出した

（第233図９）。基本的に古代の遺物が大半を占め

るⅥ区から検出されたものである。半球形の坏で、

口縁部は垂直気味に立ち上がり、内面には横方向

のミガキが施される。６〜７世紀のものと考えら

れる。

　10は残存率の高い𤭯である（第233図）。東海

地方の製品と推察され、胴部中央と頸部には櫛描

き波状文が施文される。胴部外面下半から底部に

かけては調整が認められず、綺麗なナデ消しが施

される。胴部が大きいことや口縁部の形状から、

東山11号窯式段階に推察され、５世紀後半の製

品と考えられる。

　10は中央調査区の第一面検出時に単独で出土

し（第36図）、下層に住居跡の存在が想定された。

しかし、第２次調査時に周辺を精査したが、同位

置から古墳時代の遺構は検出されなかった。また

一部破損していたことから、他の住居跡等から出

土したものの中に接合破片がある可能性があり精

査したが、接合する破片は認められなかった。

　おそらく、中・近世段階で、井戸や大規模な溝

等を掘削した際に掘り返され、投棄されていたも

のが自然に埋没していったものと考えられる。

　表採された遺物からは、土師器坏を抽出した（第

233図11）。11はやや深身になる坏で、内外面全

体に赤彩が施される。口縁部はやや外反し、底部

中央には「×」状の記号が認められる。５〜６世

紀代のものか。

宮東遺跡
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宮東遺跡

第65表　遺構外出土遺物観察表（第233図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考 図版

1 土師器 坩型土器 (10.0) 10.0 3.7 ＣＥＩＫ 70 普通 明赤褐 H12　№1

2 土師器 坩型土器 － [6.1] 4.0 ＣＨＩＫ 100 普通 赤褐 H12　外面黒斑有り

3 土師器 壺 (14.0) [4.0] － ＣＨＩＫ 30 普通 明赤褐 H12

4 土師器 高坏 － [9.1] 13.1 ＣＥＨＩＫ 95 普通 にぶい橙 J14　№1　外面・脚裾内面赤彩

5 土師器 小型甕 11.8 13.6 4.3 ＣＥＨＩＫ 85 普通 明赤褐 L18　№2　外面黒斑有り

6 土師器 壺 (15.3) [7.6] － ＣＥＨＩＫ 20 普通 浅黄橙 L21

7 土師器 坏 (14.6) 4.3 － ＣＨＩＫ 30 普通 灰白 L22　内外面摩耗

8 須恵器 坏 (10.4) [3.3] － Ｉ 5 良好 灰 N23　TK47型式か　口唇形状に違和感
がある　胎土に混入物はほぼ無く焼成
も良好

9 土師器 坏 13.1 4.4 － ＥＨＩＫ 95 普通 にぶい黄橙 T35　6次P1№1　内面ミガキ

10 須恵器 𤭯 10.0 14.0 － ＩＫ 70 良好 灰白 中央調査区遺構確認面　外面上半及び
内面口縁部降灰　内底面指頭圧痕多数
有り　東山11号窯式段階

101-8

11 土師器 坏 13.0 4.6 － ＣＥＨＩＫ 50 普通 赤褐 表採　内外面赤彩　底部にヘラ記号状
の［×］印が認められる

101-9
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い せ き

跡

（第１次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

畑
は た け だ

ケ田 2555-1
112101 042 36°10′54″ 139°37′29″

20120406 〜

20130331
4,342.56

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第２次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

2555-1 他
ほか 112101 042 36°10′54″ 139°37′29″

20130401 〜

20130930
4,342.56

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第３次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

2539-1 他
ほか 112101 042 36°10′53″ 139°37′33″

20140203 〜

20140331
882

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第４次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

畠
はたけだ

田 2538-1
112101 042 36°10′52″ 139°37′35″

20140401 〜

20150331
5,228

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第５次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

川
かわいり

圦 2868-4
112101 042 36°10′50″ 139°37′39″

20150401 〜

20160331
5,864

堤防強化

記録保存

宮
みやひがし

東 遺
い せ き

跡

（第６次）

埼
さいたまけん

玉県加
か ぞ し

須市大
おおごえ

越

川
かわいり

圦 2868-4
112101 042 36°10′50″ 139°37′39″

20160401 〜

20160731
2,814

堤防強化

記録保存



所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宮 西 遺 跡

（第１〜４次）

集落跡 平安時代 住居跡 ７軒

畠跡 １箇所

土壙 17基

土師器、須恵器、ロクロ

土師器、砥石、石製品、

鉄製品

９世紀後半の住居跡か

ら、三河型甕が出土した。

宮 東 遺 跡

（第１〜６次）

集落跡 古墳時代 住居跡 48軒

土壙 83基

井戸跡 ５基

溝跡 181条

畠跡 ９箇所

遺物集中 １箇所

河川跡 １条

土師器、須恵器、砥石、

石製品、鉄製品、木製品

河川跡が検出され、縁辺

部から土器が大量に出土

した。

奈良・

平安時代

住居跡 44軒 

掘立柱建物跡 ６棟

土壙 153基

井戸跡 13基

溝跡 68条

畠跡 ５箇所

遺物集中 ２箇所

土師器、須恵器、ロクロ

土師器、灰釉陶器、砥石、

石製品、鉄製品、木製品

弘仁地震の際に被災した

と考えられる住居跡が検

出された。

要 約

　宮西遺跡からは、平安時代の集落が検出された。９世紀中葉から後半の時期に集中し、10世紀以降には続かな

いことから、短期間営まれた集落と考えられる。三河型甕など、人の交流を示す遺物が出土した点が注目される。

　宮東遺跡からは、古墳時代中期から平安時代にかけて営まれた集落跡が検出された。住居跡は調査区の中央部

に集中し、５世紀前半から住居跡が造られるようになり、10世紀前半まで連綿と集落が営まれる。６世紀後半と

７世紀、８世紀後半に一時的な断絶が認められるが、集落は調査区域外に広がることから、調査区域外にはあっ

た可能性も考えられる。

　古墳時代の遺構からは住居跡の他に河川跡が検出され、河川跡の南縁からは大量の土器が出土した。

　古代の遺構確認面からは液状化現象に伴う噴砂の痕跡が多数検出され、第75号住居跡からは、砂が床面に吹き

あがった状態で検出された。また、調査区の東端にあたるⅥ区からは、９世紀中葉から後半の遺物集中地点が２

箇所検出された。
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